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第 1章 弥 生 時 代

〓
一　
墓
か
ら
み
た
弥
生
社
会

多

様

な

墓
　
弥
生
土
器
が
列
島
各
地
で
多
様
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
弥
生
時
代

の
墓
は
地
域
ご
と
に
豊
か
な
個
性
を
も
つ
。

こ
こ
で
は
弥
生
時
代
の
墓
を
見
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
社
会
を
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。

な
お
、
弥
生
時
代
の
墓
の
種
類
に
は
図
３‐
の
よ
う
に
支
石
墓
、
墳

丘
墓

（方
形

周

溝
墓
）
な
ど
が
あ
り
、
箱
式
石
棺
、
木
棺
、
甕
棺
、
土
坑
な
ど
が
埋
葬
主
体
と

し
て
使
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
支
石
墓
、
墳
丘
墓
に
付
随
せ
ず
単
独
の
墓
に
な
る
こ

と
も
あ
る
。
ま
た
、
二
重
埋
葬
の
墓
に
は
再
葬
墓
も
あ
る
。

中
国

。
朝
鮮
の
玄
関
口
、
北
部
九
州
は
日
本
列
島
で
も
と
く
に
外
来
色
の
強
い

特
有
な
墓
が
つ
ぐ
ら
れ
た
。

支
石
墓
は
大
き
な
石
の
下
に
支
え
の
小
石
を
置
き
、
墓
標
と
し
た
墓
で
、
地
表

下
の
埋
葬
に
は
箱
式
石
棺
、
土
坑

（穴
）
、
木
棺
、
甕
棺
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
南
朝
鮮
の
碁
盤
形
支
石
墓
の
系
譜
を
引
き
、
北
九
州
で
も
と
く
に
長
崎

。
佐

賀
県
に
集
中
分
布
す
る
墓
で
あ
る
。
弥
生
時
代
早

。
前
期
～
中
期
前
半
に
多
く
が

つ
く
ら
れ
、
そ
れ
以
降
は
か
な
り
減
る
。
副
葬
品
は
貧
弱
で
遺
物
を
と
も
な
わ
な

い
例
も
多
い
。

甕
棺
墓
は
土
器
を
遺
体
を
納
め
る
棺
に
用
い
る
。
主
と
し
て
成
人
を
葬
る
北
九

州
の
大
形
甕
棺
を
さ
し
て
い
う
場
合
が
多
い
。
回
の
広
い
甕
を
用
い
る
の
が

一
般

的
で
、
木

。
石
を
蓋
に
す
る
単
棺
と
、
二
つ
の
甕
の
口
を
合
わ
せ
る
合

口
棺
が
あ

る
。
北
九
州
の
福
岡

。
佐
賀
県
で

一
時
的
に
大
流
行
し
た
墓
制
で
あ
り
、
こ
の
地

域
の
独
自
性
を
象
徴
す
る
。
大
陸
の
新
石
器
時
代
や

日
本
の
縄
文
時
代
以
降
の
小
児
用
土
器
棺
か
ら
の
系

譜
は
不
明
確
で
あ
る
。
甕
棺
の
出
現
は
、
早

。
前
期

ご
ろ
と
考
え
ら
れ
、
中
期
に
い
た
っ
て
爆
発
的
に
増

加
し
、
分
布
域
も
熊
本
県
に
ま
で
拡
大
す
る
が
、
後

期
に
な
る
と
激
減
す
る
。
副
葬
品
は
、
ほ
か
の
墓
制

よ
り
も
豊
富
で
大
陸
制
の
青
銅
器
は
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
甕
棺
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

数
枚
の
石
を
長
方
形
に
囲
っ
た
な
か
に
遺
体
を
葬

り
、
本
や
石
で
覆

っ
て
蓋
を
す
る
も
の
で
、
底
面
は

石
や
礫
を
敷
く
か
な
に
も
敷
か
な
い
。
新
石
器
か
ら

青
銅
器
時
代
の
朝
鮮
や
中
国
東
北
部
の
石
棺
墓
と
通

じ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
さ
れ
て
お
り
、
広
島
。大
分
・

熊
本
県
を
結
ぶ
線
よ
り
西
の
瀬
戸
内
西
岸
、
響
灘
周

辺
、
西
北
九
州
を
基
点
と
し
て
前
期
か
ら
築
造
が
開

始
さ
れ
、
中
～
後
期
に
か
け
て
分
布
域
が
拡
大
さ
れ

る
。
副
葬
品
は
通
常
少
な
い
が
、
特
殊
例
と
し
て
土

器

・
貝
製
品
、
鉄
器
や
、
多
鉦
細
文
鏡
、
銅
剣

・
銅

矛
な
ど
の
青
銅
器
が
副
葬
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

地
面
に
方
形
の
穴
を
あ
け
、
そ
の
な
か
に
四
枚
の
板
材
を
組
み
合
わ
せ
て
箱
形

の
木
製
棺
を
形
づ
く
る
。
縄
文
時
代
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
葬
法
で
あ
る
。
単
独

で
墓
と
な
る
場
合
と
、
墳
丘
墓

（方
形
周
溝
墓
）
の
主
体
部
と
し
て
発
見
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
。
日
本
各
地
の
弥
生
時
代
葬
法
に
採
用
さ
れ
、
近
畿
か
ら
九
州
で
は

支石墓 墳丘墓

図3i 九州の弥生墓



前
期
、
東
日
本
で
は
稲
作
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
中
期
中
～
後
半
以
降
普
及
す

る
。
埋
葬
方
法
は

一
体
を
単
独
埋
葬
す
る
場
合
と
、
二
～
三
体
を
合
同
埋
葬
す
る

場
合
が
あ
る
。
副
葬
品
は
基
本
的
に
少
な
い
。

土
坑
墓
は
地
面
に
穴
を
掘
り
、
遺
体
を
そ
の
ま
ま
埋
葬
す
る
も
の
を
さ
し
て
い

う
。
縄
文
時
代
か
ら
の
葬
法
で
、
木
棺
墓
と
と
も
に
弥
生
時
代
で
も
っ
と
も

一
般

的
な
葬
法
と
考
え
ら
れ
る
が
、
人
骨
の
遺
存
例
が
少
な
く
実
態
は
不
明
確
で
あ
る
。

弥
生
時
代
に
は
地
面
に
盛
り
土
を
し
て
小
高
い
丘
の
上
に
墓
を
作
る
よ
う
に
な

た
。
こ
れ
を
総
称
し
て
墳
丘
墓
と
い
う
。
弥
生
時
代
の
墳
丘
墓
は
地
域
ご
と
に

ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
名
詞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

平
面
形
が
四
角
い
墳
丘
の
周
囲
に
溝
を
巡
ら
す
墓
の
こ
と
を
方
形

周

溝
墓
あ

い
は
方
形
墳

丘
墓
と
い
う
。
方
形
周
溝
墓
の
起
源
は
前
期
末
と
考
え
ら
れ
、
畿

と
九
州
に
そ
の
候
補
が
あ
る
。
以
後
、
中
期
～
後
期
に
か
け
て
発
達
を
み
る
の

畿
内
地
域
で
日
本
列
島
各
地
に
流
布
し
、
弥
生
時
代
の
代
表
的
な
墓
と
な
る
。

い
っ
ぽ
う
、
墳
丘
が
丸
い
場
合
は
円
形

周

溝
墓
。円
形
墳

丘
墓
と
で
つ
。
方
形

は 内 る さ  つ

第 2節 人々の暮らし

再葬の復元 尾張・三河から東日本の縄文晩期～初期弥生時代に
流イ子した葬法 (さ かいひろこ画)

図32



第 1章 弥 生 時 代

土坑墓

図33 弥生人はこんなところに埋葬 された
北九州の甕棺墓はたいへん大 きく、大人用だった。石

棺墓は西北九州、瀬戸内西岸などで流行 した。木棺墓

は弥生時代に入ってから普及 した

双方中円墳 前方後円形墳丘墓

図34 弥生時代墳丘墓あれこれ
大きな塚を築いた墓はすでに弥生時代からつ くられた。塚の形は日本各地バラバラで、
地域ごとに墓づ くり、葬式の習慣が異っていたことがわかる。古墳時代になると前方後

円墳・前方後方墳など、さらに巨大な墓が誕生する

甕棺墓

に
比
べ
少
数
派
で
は
あ
る
が
、
最
古
例
は
中
部

。
東
部
瀬
戸
内

（吉
備

・
播
磨
）

に
あ
り
、
径

一
〇
屑
以
下
の
小
規
模
な
も
の
が
多
い
。
中
期
後
半
に
は
東
に
分
布

域
が
広
が
り
山
問
部
の
但
馬
や
近
畿
の
瀬
戸
内
海
東
縁
地
域
、
さ
ら
に
は
東
海
地

方
に
も
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
後
期
後
半
に
は
関
東
以
西
、
中
部
高

地
な
ど
に
も
点
々
と
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
中
期
後
半
以
降
中
部

。
東
部
瀬

戸
内
に
は
と
く
に
多
く
分
布
し
、
後
期
後
半
に
は
き
わ
め
て
大
形
化
し
た
も
の
も

多
く
み
ら
れ
る
。
径
四
〇
屑
の
大
形
墳
丘
を
も
つ
岡
山
県
の
楯
築
墳

丘
墓
な
ど
は

そ
の
代
表
例
で
、
墳
丘
の
片
方
、
ま
た
は
双
方
に
シ
ャ
モ
ジ
の
柄
に
似
た
形
の
突

出
部
を
も
つ
も
の
も
出
現
す
る
。
双
方
に
突
出
部
を
も
つ
墳
丘
墓
は
双
方

中

円
墳

と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
突
出
部
を
も
つ
墳
丘
墓
は
規
模
に
お
い
て
は
は
る

か
に
劣
る
が
畿
内
の
初
期
前
方
後
円
墳
の
形
状
と
類
似
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
前

方
後
円
墳
の
前
身
は
吉
備

。
播
磨
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

墳
丘
周
囲
に
溝
を
掘
ら
な
い
が
、
九
州
に
も
円
形

・
楕
円
形
の
墳
丘
墓
が
前
期

後
半
か
ら
あ
る
。
中
部
瀬
戸
内
と
異
な
り
径
二
〇
層
を
超
え
る
大
き
な
墓
が
つ
く

ら
れ
た
。
多
鉦
細
文
鏡

・
細
形
銅
剣

。
前
漢
鏡
な
ど
が
副
葬
さ
れ
る
な
ど
当
初
か

′
1斗
単″〃貫

方形墳丘墓 (方形周溝墓)

四隅突出墓



第 2節 人々の暮らし

ら
有
力
な
家
族
の
墓
で
あ
り
、
墳
丘
上
に
は
多
数
の
甕
棺
、
箱
式
石
棺
が
納
め
ら

れ
た
。
有
力
家
族
の
墳
丘
墓
は
後
期
前
半
ま
で
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
る
が
、
後
半
に

な
る
と
退
潮
す
る
。

西
旧
本
で
山
陰
地
域
は
唯

一
円
形
の
墳
丘
が
存
在
し
な
い
地
域
で
、
方
形
墳
丘

の
四
隅
が
突
出
す
る
独
特
な
形
状
の
墓
を
つ
く
る
。
四
隅
突

出
墓
と
い
わ
れ
、
大

き
い
も
の
は
径
四
〇
屑
に
も
お
よ
ぶ
。
山
陰
を
中
心
と
し
て

一
部
北
陸
地
方
ま
で

日
本
海
沿
い
の
地
域
に
分
布
し
、
中
期
後
半
以
降
古
墳
出
現
期
ま
で
継
続
し
て
つ

く
ら
れ
る
。
若
干
の
円
形
墳
丘
墓
の
進
出
が
み
ら
れ
る
が
、
方
形
墳
丘
が
主
体
的

な
地
域
が
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
東
海
地
方
の
濃
尾
平
野
で
、
弥
生
時
代
に
お
い
て

方
形
墳
丘
が
保
守
さ
れ
る
地
域
が
後
の
古
墳
時
代
前
期
に
前
方
後
方
円
墳
が
卓
越

す
る
地
域
で
も
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
墳
丘
墓
の
埋
葬
主
体
を
み
て
み
よ
う
。
畿
内
を
中
心
と
す
る
地
域
や
千

曲
川
流
域
、
群
馬
県
で
は
墳
丘
上
に
木
棺

。
土
器
棺

・
土
坑
な
ど
複
数
の
埋
葬
施

設
が
設
け
ら
れ
、
南
関
東
で
は
木
棺
な
ど
墳
丘
上
の
埋
葬
施
設
が
単
独
で
あ
る
場

合
が
多
い
。
ま
た
、
岡
山
県
の
楯
築
墳
丘
墓
な
ど
に
は
竪
穴
式
石
室
が
つ
く
ら
れ
、

特
定
個
人
の
墓
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。
九
州
で
は
甕
棺

・
箱
式
石
棺
の
複
数
埋

葬
が
卓
越
＾
山
陰
の
四
隅
突
出
墓
は
木
棺
ま
た
は
土
坑
を
複
数
収
め
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
時
期
が
下
る
に
つ
れ
て
石
棺
が
増
え
る
。

こ
う
い
っ
た
墳
丘
上
の
使
い
方
の
違
い
は
埋
葬
習
慣
や
し
き
た
り
の
違
い
を
あ

ら
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
弥
生
社
会
で
の
習
俗
の
つ
な
が
り
は
西
と
東
で
区

分
で
き
る
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
な
く
、
意
外
に
広
域
で
錯
綜
し
た
状
況
を
呈
し

て
い
た
と
も
思
え
る
の
で
あ
る
。
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第 2章 古 墳 時代

第
二
章

古

墳

時

代

第

一
節
　
古
墳
が
つ
く
ら
れ
た
時
代

一　

古
墳
時
代
の
あ
ら
ま
し

古

墳

時

代
　
本
章
の
古
墳
時
代
と
は
古
墳
が
つ
く
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。
古

と
　
　
　
は
　
墳
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
ま
ず
多
く
の
ひ
と
が
イ
メ
ー
ジ
す

る
の
は
、
前
方
後
円
墳
で
あ
ろ
う
。
大
阪
府
の
伝
仁
徳
陵

（大
山
古
墳
）
は
全
長

四
八
六
屑
、
そ
の
規
模
は
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
し
の
ぎ
、
世
界
に
誇
る
日

本
の
歴
史
的
文
化
遺
産
で
あ
る
。
ま
た
、
全
長
二
〇
〇
屑
を
超
え
る
規
模
を
誇
る

の
は
ほ
か
の
墳
形
の
古
墳
に
は
な
い
。
前
方
後
円
墳
は
こ
の
こ
ろ
の
墳
墓
の
頂
点

で
あ
り
、
古
墳
時
代
の
始
ま
り
は
前
方
後
円
墳
の
出
現
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
か

っ
た
。
本
章
で
は
、
前
方
後
円
墳
の
発
生
か
ら
終
焉
を
見
わ
た
し
た
上
で
、
古
墳

が
つ
く
ら
れ
た
時
代
の
佐
久
の
地
域
社
会
の
状
況
を
記
し
た
。

佐
久
地
域
の
古
墳
時
代
は
、
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ

れ
な
か
っ
た
地
域
で
あ
る
。
長
野
県
で
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
る
の
は
、
善
光

寺
平

一
円
と
飯
田
盆
地
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
。
佐
久
地
域
は
当
時
の
中
央

（大
和
）

か
ら
は
直
接

・
間
接
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
支
配
に
あ
た
っ
て
拠
点
と
み
な
さ
れ

な
か
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
モ
つ
い
っ
た
中
央
か
ら
の
影
響
力
の
弱
い
地
域
の
社

会
と
文
化
の
特
色
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
探
る
こ
と
が
、
本
章
の
目
的
の
一
つ

で
あ
る
。

七
世
紀
後
半
は
大
化
の
改
新
が
あ
り
、
律
令
制
の
影
響
力
が
国
内
各
地
に
浸
透

し
始
め
る
時
期
で
あ
る
。
薄
葬
令
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
古
墳
造
り
も
後

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
古
墳
は
消
滅

・
減
少
の
一
途
を
た
ど

り
、
変
わ
っ
て
各
地
に
続
々
と
仏
教
寺
院
が
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
佐
久
地
域
も

こ
の
波
を
か
ぶ
る
こ
と
に
な
り
、
佐
久
市
長
土
呂
に
は
瓦
を
も
つ
寺
が
出
現
し
て
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い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、　
い
っ
ぽ
う
で
佐
久
地
域
は
、
古
墳
造
り
の
ピ
ー
ク
を
七

世
紀
後
半
に
迎
え
て
も
い
る
。
律
令
制

へ
急
速
に
傾
い
て
い
く
、
時
代
の
流
れ
に

逆
行
す
る
か
の
よ
う
な
古
墳
造
り
の
盛
況
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
も
、
本

章
で
解
明
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

弥
生
時
代
に
は
鉄
器
と
石
器
が
併
用
さ
れ
て
い
た
鍬
や
鋤
は
、
古
墳
時
代
に
入

り
ほ
ぼ
鉄
器
に

一
本
化
さ
れ
た
。
国
内
で
は
鉄
生
産
が
活
発
に
行
な
わ
れ
は
じ
め

て
い
た
。
佐
久
地
域
も
例
外
に
漏
れ
ず
、
優
秀
な
鉄
製
の
道
具
の
開
発
に
よ

っ
て

灌
漑
設
備
が
整
え
ら
れ
、
耕
地
が
拡
大
さ
れ
で
い
っ
た
。
本
章
で
は
、
広
大
な
佐

久
平
の
原
野
が
耕
地
に
変
わ
っ
て
い
く
様
を
描
い
て
み
る
。

北
佐
久
地
域
の
中
で
も
御
代
田
町
は
、
軽
井
沢
町
に
つ
い
で
冷
涼
な
気
候
と
海

抜
の
高
い
地
域
で
あ
る
。
弥
生
時
代
に
は
、
ご
く

一
部
の
気
候
に
恵
ま
れ
た
地
域

に
し
か
集
落
と
水
田
は
営
ま
れ
ず
、
温
暖
な
縄
文
時
代
以
来
途
絶
え
て
い
た
土
地

の
利
用
や
開
発
は
、
ま
だ
初
期
の
段
階
を
脱
し
て
い
な
か
っ
た
。
で
は
、
古
墳
時

代
に
な
る
と
御
代
田
町
域
に
は
ど
の
よ
う
に
開
発
が
進
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
、
後
に
名
馬
の
産
地
と
し
て
も
誉
れ
高
い
、
「塩
野
牧
」
が
形
成
さ
れ

る
素
地
は
古
墳
時
代
に
あ

っ
た
の
か
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
町
に
残
さ
れ

た
五
か
所
の
古
墳
と
発
掘
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
古
代
集
落
か
ら
考
え
て
み
た
。

政
治
史
、
社
会
構
成
史
的
な
問
題
に
片
寄
り
、
文
化
史
の
扱
い
が
少
な
い
と
思

う
が
、
以
上
の
課
題
を
掲
げ
て
、
御
代
田
の
古
墳
時
代
史
を
探
っ
て
み
る
。

一
一　
大
和
中
心
の
古
墳
時
代
前
期

前
方
後
円
墳
　
弥
生
時
代
後
期
に
は
、奈
良
の
纏
向
石
塚
の
前
方
後
円
形
墳

丘

の
　
出
　
現
　
蒙
、
岡
山
。
兵
庫
の
二
方
向
に
突
起
を
も
つ
既
麻
樋
濡
一が
、
島

根
。鳥
取
な
ど
を
中
心
に
北
陸
ま
で
の
日
本
海
沿
い
に
広
が
る
四
隅
突

出

墳
、
畿

0             50al

一

神門 43く 千葉県 >

楯築 く岡山県 >  西谷 3=く 目根県 >
0
警灸議員量

∩
Ｗ
Ｕ
訓

饉向石塚く奈良県 >

図35 古墳と弥生墳丘墓の比較 (大阪府弥生文化博物館1992よ り)
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第 1節 古墳がつ くられた時代

内
を
中
心
に
東
海

。
関
東
な
ど
に
広
が
る
周
囲
を
溝
で
囲
う
方
形
墳

丘
墓
、
末
期

に
は
岡
山

・
千
葉
な
ど
で
前
方
後
円
墳
に
近
い
形
の
墳
墓
が
つ
く
ら
れ
る
な
ど
、

列
島
内
各
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を
も
っ
た
形
状
の
墓
が
つ
く
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
三
世
紀
半
ば
こ
ろ
か
ら
四
世
紀
に
か
け
て
畿
内

・
吉
備
地
方
な
ど
円

形
を
基
調
に
し
た
弥
生
時
代
墳
丘
墓
を
つ
く
る
地
域
を
中
心
に
し
て
、
弥
生
墓
よ

り
も
は
る
か
に
大
き
い
墳
墓

。
前
方
後
円
墳
が
列
島
各
地
に
築
造
さ
れ
た
。
こ
の

時
期
を
古
墳
時
代
前
期
と
い
う
。
ち
な
み
に
最
古
の
前
方
後
円
墳
の

一
つ
、
卑
弥

呼
の
墓
と
目
さ
れ
る
奈
良
県
の
箸
墓
古
墳
と
弥
生
墓
と
し
て
は
最
大
ク
ラ
ス
の
岡

山
の
楯
築
墓
を
比
べ
る
と
体
積
で

一
〇
〇
倍
に
も
な
る
。
ま
た
、
埋
葬
施
設
に
は

長
大
な
竪
穴
式
石
室

・
割
竹
形
木
棺
が
多
く
採
用
さ
れ
る
点
、
剣

・
玉

・
鏡
の
副

葬
品
を
備
え
、
特
殊
壺

・
特
殊
器
台

・
儀
式
化
し
た
壺
な
ど
か
ら
発
展
し
た
埴
輪

を
も
つ
こ
と
な
ど
も
弥
生
墓
に
は
基
本
的
に
な
い
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
巨
大
な
墓
が
弥
生
時
代
の
地
域
社
会
に
お
け
る
中
核
と
目
さ
れ
る
地
域
に

点
々
と
築
造
さ
れ
て
い
っ
た
。
長
野
県
で
は
善
光
寺
平
が
築
造
地
域
に
選
択
さ
れ
、

更
埴
市
に
森

将

軍
塚
、
千
曲
川
を
隔
て
た
長
野
市
に
川

柳

将

軍
塚
な
ど
、
全
長

一
〇
〇
屑
近
い
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
た
。
他
を
圧
す
る
よ
う
な
墓
の
出
現
は
、

長
野
県
に
お
け
る
初
代
王
者
の
登
場
を
意
味
す
る
。

前
方
後
円
墳
と
　
一則
方
後
円
墳
と
同
じ
時
代
に
後
ろ
の
墳
丘
が
方
形
の
古
墳
が

前

方

後

方

墳
　
つ
く
ら
れ
た
。
河
房
後
が
艶
と
い
わ
れ
る
。
前
方
後
円
墳
が

弥
生
時
代
中
期
以
降
、
岡
山

・
兵
庫

・
香
川
県
な
ど
瀬
戸
内
東
部
で
発
達
し
た
墳

丘
墓
の
発
展
形
態
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
前
方
後
方
墳
は
弥
生
時
代
前

期
に
畿
内
で
発
生
し
た
方
形

周

溝
墓

（墳
丘
墓
）
が
祖
形
で
あ
る
。
後
期
に
な
る

と
東
海

・
畿
内
な
ど
で

一
方
向
に
張
り
出
し
の
つ
く
も
の
が
出
現
、
古
墳
時
代
に

至
っ
て
張
り
出
し
が
さ
ら
に
見
上
げ
る
よ
う
な
高
さ
に
発
達
し
た
前
方
後
方
墳
が

完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

長
野
県
で
は
松
本
市
弘
法
山
古
墳

（全
長
六
六
屑
）
が
最
古
、
こ
の
ほ
か
、
長

野
市
姫
塚
古
墳
、
飯
山
市
勘
介
山
古
墳
、
中
野
市
蟹
沢
古
墳
な
ど
が
あ
る
。
佐
久

平
の
瀧
ノ
峯

一
・
二
号
墳
、
長
野
市
北

平

一
号
墳
も
前
方
後
方
形
を
し
て
い
る

が
、
墳
丘
が
低
く
、
長
野
市
塩
崎
遺
跡
群

聖

川
堤
防
地
点
の
よ
う
な
低
地
か
ら
見

つ
か
っ
て
い
る
前
方
後
方
形
周
溝
墓
と
ほ
と
ん
ど
同
規
格
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

弥
生
墳
丘
墓
以
来
の
木
棺
を
主
体
部
に
使
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
古
墳
時
代
の

墳
丘
墓
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。

古
墳
時
代
前
期
に
は
成
立
過
程
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
形
の
異
な
る
古
墳
が

並
立
し
て
い
る
が
、
両
者
は
墳
丘
規
格
に
お
い
て
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
葬
ら
れ

る
人
が
敵
対
す
る
状
態
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
規
模
に
お
い
て
こ

の
時
期
前
方
後
円
墳
で
最
大
の
箸
墓
古
墳
は
二
八
〇
屑
、
前
方
後
方
墳
は
奈
良
県

新
山
古
墳
の

一
三
七
屑
で
あ
り
、
前
方
後
円
墳
が
優
位
な
条
件
で
融
和
し
て
い
た

よ
う
だ
。
こ
の
後
、
中
期
に
な
る
と
前
方
後
方
墳
は
急
に
少
な
く
な
り
、
出
雲
地

方
で
は
後
期
ま
で
存
続
す
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
地
方
で
は
前
方
後
円
墳
が
は
る
か

に
多
く
つ
く
ら
れ
た
。

前
方
部
は
現
　
一削
方
後
円
墳
、
前
方
後
方
墳
の
祖
形
と
な
っ
た
弥
生
時
代
墳
丘

代

の
斎

場
　
墓
に
は
墓
域
と
外
界
を
つ
な
ぐ
土
橋
が

一
か
所
か
ら
数
か
所
つ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
が
葬
ら
れ
る
首
長
の
権
力
拡
大
に
と
も

な
っ
て
し
だ
い
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
前
方
後
円
墳
、
前
方
後
方
墳
の
時
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代
に
な
る
と
王
位
継
承
儀
礼
の
場

（写
１６
）
と
し
て
巨
大
化

す
る
と
い
う
の
が
、
現
在
の
多
く
の
研
究
者
が
認
め
る
理
解

で
あ
る
。

当
然
、
王
位
継
承
は
民
衆
の
認
知
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
か

ら
、
衆
目
の
眼
前
で
執
り
行
な
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
そ
の
儀
礼
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
神
聖
な
感
を
与
え

る
日
の
出
の
こ
ろ
で
あ

っ
た
と
す
る
意
見
も
あ
る
。

な
お
、
前
期
古
墳
に
葬
ら
れ
た
大
王

・
首
長
た
ち
の
権
威

付
け
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
副
葬
さ
れ
た
の
は
鏡
の
ほ
か
、
貝

輪

（貝
の
腕
輪
）
、
儀
伎
の
形
を
し
た
石
製
品
で
あ

っ
た
。

首

長

層

の
　
一則
方
後
円
墳
に
葬
ら
れ
る
よ
う
な
権
力
者

住
　
ま
　
い
　
の
住
ま
い
と
考
え
ら
れ
る
暦
蹴
曖
が

一
九

八

一
年
、
群
馬
県
三
ツ
寺
Ｉ
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
。
居
館
は

一
辺
八
六
屑
の
大
規
模
な
方
形
の
堀
で
周
囲
を
囲
わ
れ
て
お

り
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
初
め
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
堀
で
区
画
さ
れ
た
中
に
は
主
屋
と

目
さ
れ
る
大
型
の
掘
立

柱

建
物
①
、
そ
の
周
辺
に
は
中
小
の

掘
立
柱
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
同
様
な
居
館
跡
は
そ
の

後
東
西
日
本
、
時
代
も
四
～
七
世
紀
に
お
よ
ん
で
発
見
が
あ

い
つ
い
だ
。
そ
し
て
こ
れ
ら
居
館
の
周
辺
に
は
時
期
と
規
模

が
み
あ
う
首
長
古
墳
の
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、
有
力
古
墳
被

葬
者
の
居
宅
が
前
述
の
よ
う
な
居
館
で
あ
る
こ
と
が
確
定
的

前万後万墳

前万後円墳

図37 古墳の序列 (都出比呂志編1989よ り)
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に
な

っ
た
。

県
内
で
は
四
世
紀
の
居
館
跡
で
は
注
目
を
集
め
た
長
野
市
石
川
条
里
遺
跡
の
方

形
区
画
溝
が
、
最
近
で
は
石

釧

（石
の
腕
輪
）
の
出
上
状
況
な
ど
か
ら
み
て
、
川

柳
将
軍
塚
古
墳
な
ど
の
噴

（古
墳
被
葬
者
を

一
定
期
間
安
置
す
る
場
所
）
を
行
な

う
場
所
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
三
ツ
寺
Ｉ
遺
跡
や
他
の
居
館
内
に
は
祭
祀
跡
が
し
ば
し
ば
見
つ
か
る
の

で
居
館
の
主
、
首
長
が
司

祭
者
の
性
格
を
も

っ
て
い

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

前
期
古
墳
か

ら
み
た
社
会

列
島
内
各
地
に
前
方
後
円

墳
が
つ
く
ら
れ
た
時
代
は

ど
ん
な
社
会
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
弥
生
時
代
の

よ
う
に
各
地
で
異
な

っ
た

形

。
文
様
の
土
器
や
有
力

者

の
墓
を

つ
く
っ
て
い
た

閉
鎖
的
な
社
会
に
対
し
、

古
墳
時
代
で
は
各
地
の
中

心
的
な
人
物
の
墓
と
し
て

前
方
後
円
墳

（あ
る
い
は

後
方
墳
）
が
採
用
さ
れ
た

だ
け
で
な
く
、
小
型
精
製

■
器
群
と
総
称
さ
れ
る
畿

内
地
方
で
成
立
し
た
上
器

群
が
各
地
の
日
常
生
活
で

使
わ
れ
る
よ
う
に
も
な

っ

た
。
こ
の
よ
う
な
墓

・
土

器
に
み
ら
れ
る
全
国
的
な

共
通
性
は
ど
の
よ
う
に
解

釈
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

多
く
の
意
見
が
あ
る
が
、

そ
の
い
く

つ
か
を
紹
介
し

よ
う
。　
一
つ
は
国
内
で
い

ち
早
く
成
長
し
た
畿
内
地

方
の
勢
力
が
武
力
に
よ

っ

て
日
本
の
統

一
を
は
た
し

た
結
果

（以
後
畿
内
の
勢

力
を
中
心
に
連
合
に
よ
る

全
列
島
的
規
模
の
権
力
主

体
を
こ
こ
で
は

「
大
和
政

権
」
と
よ
ぶ
）
と
み
る
。

こ
の
説
だ
と
各
地
に
築
造

さ
れ
た
前
方
後
円
墳

（あ

写16 森将軍塚古墳の前方部 埴輪が樹立する (更埴市教育委員会提供)

図38 居館跡の想像復元図 群13県三ツ寺 I遺跡



る
い
は
後
方
墳
）
の
所
有
者
は

「大
和
政
権
」
の
中
枢
親
族
や
そ
の
配
下
の

東
海
地
方
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
征
服
将
軍
や
司
令
官
に
あ
た
る
こ
と
に
な

２０
。二

つ
め
は
前
方
後
円
墳
か
ら
目
立
っ
て
出
土
す
る
魏
の
王
か
ら
卑
弥
呼
が

も
ら
い
う
け
た
と
目
さ
れ
る
三
国

鏡

「三
角
縁
神

獣

鏡
」
を
畿
内
の
首
長

か
ら
各
地
の
首
長

へ
連
合
の
証
と
し
て
分
配
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
、
「大
和

政
権
」
と
地
方
の
首
長
は
擬
制
的
同
祖
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
た
と
す
る
考

え
方
で
あ
る
。
各
地
の
前
方
後
円
墳
の
所
有
者
は
弥
生
時
代
以
来
の
地
元
有

力
者
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
前
者
に
比
べ

「大
和
政
権
」
の
地
方

へ
の
権
限

は
か
な
り
弱
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

二
つ
め
は
墓
所
と
し
て
ま
た
、
斎

場
と
し
て
の
前
方
後
円
墳

金
削
方
後
方

墳
）
に
は
政
治
性
を
認
め
ず
、
そ
の
墓
の
全
国
的
共
通
性
を

「ま
つ
り
を
共

通
と
す
る
心
理
的
精
神
的
共
通
圏
」
の
あ
ら
わ
れ
と
理
解
す
る
見
方
も
あ
る
。

森
将
軍
塚

・
弘
法
山
古
墳
な
ど
の
埋
葬
施
設
と
し
て
割
竹
形
木
棺
が
確
認

さ
れ
ず
、
当
地
の
弥
生
時
代
以
来
伝
統
的
な
円
礫
を
敷
き
つ
め
た
床
上
に
箱

形
の
本
棺
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
こ
こ
で
は
重
視
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
人
は
地
元
首
長
と
考
え
、
二
つ
め
の

意
見
を
も

っ
と
も
評
価
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

善
光
寺
平
の
　
善
光
寺
平
で
は
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
弥
生
時
代

首

長

た

ち
　
以
来
成
長
し
た
地
元
の
集
落
首
長
た
ち
が
葬
ら
れ
た
之
考

え
ら
れ
る
前
方
後
円
墳
と
前
方
後
方
墳
が
千
曲
川
両
岸
の
見
晴
ら
し
の
良
い

山
上
に
順
次
築
造
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
最
古
は
千
曲
川
左
岸
の
姫
塚

（前

第 2章 古 墳 時 代

1 大星山古墳群
2 北平 1号墳
3 和田東山古墳群
4 長原古墳群
5 大室古墳群
6 舞鶴山 1・ 2号墳
7 土口将軍塚古墳
8 倉科将軍塚古墳
9 森将軍塚古墳
10 有明山将軍塚古墳
11 馬神古墳
12 腰村古墳
13 姫塚古墳
14 川柳将軍塚古墳
15 中郷神社古墳
16 越将軍塚古墳

図39 善光寺平南部の主要古墳 (1:150,000『 大星山古墳群。北平 1号墳』より)



方
後
方
墳
三
二
屑
、
以
下
の
古
墳
は
前
方
後
円
墳
）
、
つ
い
で
対
岸
の
森
将
軍
塚
（九

六
屑
）
、
以
下
川
柳
将
軍
塚

（九
〇
屑
）
↓
土
口
将
軍
塚

（六
八
屑
）
↓
倉
科
将
軍

塚

（七
三
肩
）
↓
中
郷

（五
三
屑
）
↓
有
明
山
将
軍
塚

（三
八
屑
）
（図
３９
）
の
順

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
の
分
布
を
見
る
か
ぎ
り
、
善
光
寺
平
の
王

位
は
単
独
の
首
長
に
よ
っ
て
世
襲
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
各
地
域
の
い
く
つ
か
の

集
落
を
束
ね
る
首
長
間
で
交
代
で
地
位
が
継
承
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま

た
、
四
～
五
世
紀
に
か
け
て
だ
ん
だ
ん
墳
丘
の
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
お
り
、
善

光
寺
平
の
大
首
長
の
権
力
が
徐
々
に
弱
く
な
っ
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
古
墳
か
ら
は
度
重
な
る
千
曲
川
の
氾
濫
で
形
成
さ
れ
た
石
川

。
川
田

条
里
な
ど
の
肥
沃
な
水
田
遺
跡
が
眺
望
で
き
る
。
地
元
首
長
た
ち
は
土
地
か
ら
の

恵
み
の
安
定
を
強
く
念
じ
て
山
上
に
墓
を
築
き
、
王
位
継
承
儀
礼
を
挙
行
し
て
い

た
の
で
あ
る
。〓

一　
河
内

へ
の
中
心
移
動
と
渡
来
文
化
―
中
期

巨
大
古
墳
と
　
畿
内
地
方
の
中
で
も
三
世
紀
後
半
か
ら
四
世
紀
の
奈
良
県
大
和

大
量
の
武
器
　
地
方
に
は
全
長
二
〇
〇
屑
を
超
え
る
古
墳
が
数
多
く
築
か
れ
て

い
る
が
、
四
世
紀
半
ば
か
ら
五
世
紀
に
な
る
と
大
阪
府
の
河
内
に
巨
大
古
墳
の
主

体
が
移
動
す
る
。
界
市
百
舌
鳥
古
墳
群
の
伝
仁
徳
陵

（大
山
古
墳
　
全
長
四
八
六

屑
）
、
羽
曳
野
市
古
市
古
墳
群
の
伝
応
神
陵

（誉
田
御
廟

山
古
墳
　
全
長
四
二
五

屑
）
な
ど
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
も
上
回
る
世
界
最
大
の
墳
墓
が
築
造
さ
れ

る
の
も
こ
の
時
期
で
、
五
世
紀
を
中
心
と
し
た
時
期
を
古
墳
時
代
中
期
と
い
う
。

こ
の
こ
ろ
の
日
本
列
島
は
武
力
を
背
景
に
大
和
政
権
中
央
の
権
限
強
化
が
図
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
、
古
墳
時
代
当
初
以
来
強
い
政
治
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
畿
内

と
吉
備
の
間
に
抗
争
が
あ
り
、
吉
備
が
鎮
圧
さ
れ
た
こ
と
が

『日
本
書
紀
』
に
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
吉
備
で
は
、
畿
内
の
大
王

陵
に
劣
ら
な

い
ほ
ど
大
規
模
な
前
方
後
円
墳

（
造

山
古
墳
二
五
〇
屑
、
作

山
古
墳
二
七
〇
屑
）

が
築
造
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
後
巨
大
古
墳
は
姿
を
消
す
。
擬
制
的

同
祖
関
係
を
結
ん
だ
首
長
連
合
に
よ
る
初
期
国
家
体
制
か
ら
約

一
世
紀
を
経
て
、

大
和
政
権
は
対
抗
す
る
勢
力
の
押
さ
え
込
み
に
か
か
り
栄
光
の
時
代
を
迎
え
た
。

四
世
紀
末
～
五
世
紀
を
中
心
と
し
た
時
期
の
古
墳
に
は
、
武
器
類
が
大
量
埋
葬

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
傾
向
は
畿
内
の
古
墳
に
と
く
に
顕
著
で
あ
る
。
古
墳

時
代
の
鎧
、
鉄
製
短
甲
を
例
に
と
る
と
四
世
紀
の
古
墳
か
ら
は
二
〇
例
程
度
し
か

出
土
し
て
い
な
い
が
、
五
世
紀
に
は
急
増
し
二
五
〇
例
を
超
す
。
と
く
に
古
市
古

墳
群
の
野
中
古
墳
に
は
、
一
つ
の
古
墳
に

一
〇
組
以
上
の
甲
冑
と
そ
れ
に
と
も
な

う
刀
剣
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
馬
具
が
登
場
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
た
め
、

日
本
国
内
に
騎
兵
軍
団
が
登
場
し
て
い
た
と
、
み
る
意
見
も
あ
る
が
反
論
も
多
い
。

こ
の
時
期
に
流
行
し
た
短
甲
は
、
が
っ
ち
り
と
体
を
固
め
て
し
ま
う
た
め
運
動
性

に
欠
け
、
騎
乗
戦
に
は
不
向
き
な
鎧
と
の
評
価
が
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
朝
鮮
半
島
は
満
州
を
根
拠
地
と
し
た
高
句
麗
が
三

一
三
年
に
楽
浪

郡
を
滅
亡
さ
せ
て
半
島
北
部
に
領
土
を
広
げ
た
。
半
島
南
部
で
は
韓
民
族
の
小
国

家
分
立
状
態
か
ら
統

一
へ
向
か
い
、
西
南
の
馬
韓
地
方
に
百
済
、
東
南
の
辰
韓
地

方
に
新
羅
が
建
国
さ
れ
た
。
ま
た
、
辰
韓
に
雑
居
し
て
い
た
弁
辰

一
二
国

（現
在

の
慶
尚
南
道
）
は
伽
耶
あ
る
い
は
加
羅
と
よ
ば
れ
分
裂
状
態
が
続
い
て
い
た
が
五

六
二
年
新
羅
に
統

一
さ
れ
る
。
高
句
麗
、
新
羅
、
百
済
の
鼎
立
時
代
を
朝
鮮
の
三

国
時
代
と
よ
ぶ
。

第 1節 古墳がつ くられた時代
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第 2章 占墳 時 代

写17(右 )飯 田市妙前大塚古墳出上の眉庇付 自

(左 )鎧塚古墳出土の短甲

(飯田市教育委it会提供)

高
句
麗
最
盛
期
の
四
〇
四

年
に
は
大
和
政
権
が
鉄
資
源

の
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
て

朝
鮮
半
島
に
ま
で
軍
を
進
め
、

一局
笠
麗
軍
と
戦

っ
た
が
敗
北

し
た
と
好
太
工
碑
に
刻
ま
れ

る
。
日
本
は
歴
史
上
初
め
て

海
外
侵
略
を
行
な

っ
た
こ
と

に
な
る
が
、
大
和
政
権
軍
は

こ
の
戦
闘
で
高
句
麗
軍
の
騎

兵
の
威
力
を
思

い
知
ら
さ
れ
、

そ
れ
に
対
抗
す
る
手
段
と
し

て
騎
兵
軍
団
を
強
化
し
た
と

考
え
る
研
究
者
も

い
る
。

と
こ
ろ
で
五
世
紀
の
中
国
は
南
北
朝
時
代
を
迎
え
て
い
た
。
史
書
『宋

書
』
倭
国
伝
に
は
大
和
政
権
の
大
工
に
「
倭
の
五
王
」
と
総
称
す
る
「
讃
・

珍

・
済

・
興

・
武
」
が
い
た
と
し
て
い
る
。
済
が
第

一
九
代
允

恭
、
興

が
第
二
〇
代
安
康
、
武
が
第
二

一
代
雄

略

人
生
に
比
定
で
き
る
こ
と
は

ほ
ぼ
定
説
で
あ
る
が
、
他
は
諸
税
が
あ
り
定
ま

っ
て
い
な
い
。
大
和
政

権
の
大
王
た
ち
は
、
列
島
内
の
各
首
長
に
対
し
て
さ
ら
に
優
位
な
立
場

を
築
く
上
で
、
南
朝
の
宋
王
朝
の
後
ろ
盾
を
得
る
べ
く
中
国

へ
使
い
を

送

っ
た
の
で
あ
る
。

漢
字

・
仏
教
　
当
時
日
本
と
親
交
の
深
か
っ
た
朝
鮮
の
百
済
か
ら
は
文
物
だ
け

の
　
伝
　
来
　
で
な
く
多
く
の
人
が
波
来
し
て
い
た
。
な
か
で
も
機
織
り
の
技

術
を
伝
え
た
ず
房
蕊
ヽ
ユ
砒語ご
。■
争
対
」
を
も
た
ら
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
Ｊ‥‐，件

阿
知
使
主
な
ど
が
と
く
に
有
名
で
あ
る
。

四
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
漢
字
の
肉
筆
の
発
見
例
は
な
い
が
、
刀
剣
に
刻

ま
れ
た
銘
文
は
残

っ
て
い
る
。
百
済
工
世
子
が
倭
Ｉ
の
た
め
に
作

っ
た
剣
で
あ
る

と
の
金
象
嵌
の
銘
文
が
あ
る
奈
良
県
人
理
市

石
上
神
宮
伝
世
品
の
「七
支
ガ
」
四

世
紀
後
半
説
）
、
千
葉
県
稲
荷
台

一
号
墳
出
上
の

「王
賜
」
銘
鉄
剣

（Ｉ
世
紀
中
ご

ろ
説
）
、
熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
出
上
の
太
刀
銘
文

（五
世
紀
後
半
説
）
や
埼
玉
県

埼
玉
古
墳
群
稲
荷
山
古
墳
の

「辛
亥
年
」
銘
鉄
剣

（四
七

一
年
説
）
な
ど
は
そ
の

代
表
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
も
の
の
、
こ
の

時
期
に
は
文
筆
の
専
門
技
術
者
と
し
て
朝
廷
に
仕
え
た
渡
米
人
を
中
心
に
し
て
、

国
内
に
漢
字
が
波
及
し
始
め
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
現
存
す
る
最
古
の
肉
筆
は
、
聖
徳
太
子
が
六

一
四
～
六

一
li

ll

,Ч

ナl

図40 1500年前の武人



第 1節  占墳がつくられた時代

に
か
け
て
著
し
た
と
い
わ
れ
る

『三

経

義
疏
』
で
あ
る

（写
１８
）
ｏ

仏
教
が
公
式
に
伝
え
ら
れ
た
年
代
は
百
済
聖
明
Ｉ
が
仏
像

・
経
論
を
日
本
に
送

っ
た
と
さ
れ
る
五
三
八
年
説
が
有
力
で
あ
る

（『
上

宮

聖

徳
法
王
帝
説
』
『元
興

寺
縁
起
』
に
よ
る
）
。
し
か
し
、
こ
れ
以
前
か
ら
渡
来
人
や
民
間
人
の
間
で
は
信
仰

の
広
が
り
が
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
長
野
県
関
係
で
は

『扶
桑

略
記
』
に

「
信

濃
国
善
光
寺
仏
、
百
済
よ
り
渡
来
す
る
」
と
伝
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
大
和
朝
廷
の
勢
力
拡
大
は
大
陸

・
朝
鮮
半
島
と
の
積
極
的

交
渉
に
よ

っ
て
先
進
技
術
や
文
化
が
導
入
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
有
能
な
渡
来
人

を
登
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
政
治
が
よ
り
有
利
に
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

ミ
生
聖

号
軋
雄
た́
＾

え 被 砕 ス ,た

身落曳霞現
し け 食ヽ

写10 聖徳太子『法華義疏』の臨書

六朝の書風を伝える現存する日本最古の肉筆。

(リト出濱 r代書 )

な
ど
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
。

須
恵
器

ｏ
力
　
大
陸
文
化
の
導
入
は

一
般
庶
民
の
日
常
生
活
を
も
変
貌
さ
せ
て

マ
ド
の
登
場
　
い
つ
た
。
当
時
の
生
活
必
需
品
の
土
器
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

古
墳
時
代
を

つ
う
し
て
も

っ
と
も
多
用
さ
れ
た
上
器
は
土
師
器
と
い
わ
れ
る
赤
茶

け
た
色
合

い
の
素
焼
き
の
焼
き
物
で
あ
る
。
土
師
器
は
文
様
を
失
う
が
、
手
で
形

を
作
り
、
野
天
で
五
〇
〇
度
程
度
の
低
温
で
焼
か
れ
る
点
で
弥
生
上
器
と
大
差
が

な

い
。

五
世
紀
前
半
に
な
る
と
朝
鮮
半
島
か
ら
技
術
者
の
渡
来
に
よ
り
須
恵
器
の
製
作

が
始
ま
る
。
『日
本
書
紀
』
雄
略
七
年
の
記
事
に
は
新

漢

陶

部

高
貴

（最
近
渡

来
し
て
き
た
須
恵
器
作
り
技
術
者
の
代
表
高
貴
の
意
味
）
の
名
が
み
ら
れ
る
。
須

恵
器
は
国
内
生
産
が
開
始

さ
れ
て
し
ば
ら
く
の
間
、

各
地
域
の
巨
大
古
墳
が
築

か
れ
る
場
所
の
近
く
で
製

作
さ
れ
、　
一
般
集
落

へ
の

広
ま
り
も
多
く
な
か
っ
た
。

須
恵
器
作
り
は
当
初
、
波

来
人
な
ど
限
ら
れ
た
特
殊

技
術
を
も

つ
人
々
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
、
そ
の
製
品
価
値

も
高
か
っ
た
。
し
か
し
、

時
代
が
降
下
し
七
世
紀
後

図41 竪穴住居に設けられたカマ ド
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半
に
な
る
と
し
だ
い
に
列
島
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

須
恵
器
自
体
も
庶
民
の
器
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

須
恵
器
は
形
作
り
に
ろ
く
ろ
を
使
い
、
窯
を
築
い
て

一
〇
〇
〇
度
を
超
え
る
高

温
で
焼
き
上
げ
る
。
土
師
器
に
比
べ
は
る
か
に
硬
質
で
、
水
な
ど
の
貯
蔵
に
適
し

た
器
で
あ
る
。
し
か
し
、
煮
炊
き
に
は
土
師
器
の
方
が
向
い
て
お
り
、
以
後
、
平

安
時
代
ま
で
両
者
は
日
常
共
用
さ
れ
た
。

竪
穴
住
居
の
炊
事
場
も
変
化
し
た
。
縄
文
時
代
以
来
約
八
五
〇
〇
年
に
お
よ
び

日
本
人
の
住
ま
い
は
竪
穴
住
居
が
主
役
で
、
煮
炊
き
に
は
炉
が
使
わ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
五
世
紀
後
半
に
い
た
る
と
炉
が
カ
マ
ド

ヘ
と
変
化
し
た
。
こ
れ
も
二

国
時
代
の
朝
鮮
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
技
術
で
あ
っ
た
。
熱
効
率
の
良
さ
、
煙
を
外

へ
出
す
構
造
な
ど
炉
よ
り
も
は
る
か
に
便
利
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
全
国
規
模
で
日

常
の
炊
事
場
を
変
化
さ
せ
る
大
き
な
原
因
と
な
っ
た
。

耕
地
拡
大
と
　
こ
の
時
期
に
は
農
具
も
改
革
さ
れ
た
。
鋤

・
鍬
な
ど
の
耕
作
具

技

術

革

新
　
は
先
端
か
ら
側
面
に
か
け
て
Ｕ
字
形
の
鉄
製
の
刃
先
を
は
め
こ

む
も
の
が
採
用
さ
れ
、
掘
削
力
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
に
は
成
し
得

な
か
っ
た
大
土
木
工
事
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
和
政
権
は

広
大
な
河
内
平
野
の
開
拓
を
行
な
い
、
大
規
模
な
灌
漑
施
設
を
設
け
た
。
佐
久
地

方
で
も
新
た
な
耕
地
の
開
拓
が
始
ま
り
、
新
開
地
に
ム
ラ
が
形
成
さ
れ
た
。
水
源

に
恵
ま
れ
な
い
土
地
を
水
田
可
耕
地
に
、
逆
に
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
る
水
害
地
を
穏

や
か
な
土
地
に
変
え
、
列
島

一
面
に
緑
の
水
田
が
で
き
上
が
っ
た
の
は
こ
の
世
紀

か
ら
で
あ
っ
た
。

長
野
県
の
中
小
　
五
世
紀
に
は
善
光
寺
平
南
部
で
は
四
世
紀
か
ら
継
続
し
て
土

首

長

の
成

長
　
唖
将
軍
塚
古
墳

（更
埴
市
六
八
屑
）
、
越
将
軍
塚
古
墳

（長
野

市
）
な
ど
竪
穴
式
石
室
を
も
つ
大
型
古
墳
が
築
か
れ
る
。
＞」う
い
っ
た
大
型
古
墳

と
と
も
に
善
光
寺
平
各
地
に
は
四
世
紀
か
ら
中
小
規
模
の
前
方
後
円
墳

。
前
方
後

方
墳
を
中
心
と
し
た
古
墳
群
が
築
か
れ
る
。
そ
の
代
表
例
は
長
野
市
若
穂
地
区
や

川
田
条
里
遺
跡
を
見
下
ろ
す
山
上
に
築
か
れ
た
和
田
東

山
古
墳
群

金
削
方
後
円
墳

三
基
、
円
墳
二
基
）
と
大
星
山
古
墳
群
で
あ
る
。
和
田
東
山
古
墳
群
の
被
葬
者
は

四
世
紀
～
五
世
紀
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
小
地
域
の
首
長
層
、
い
っ
ぽ
う
、
大
星

山
古
墳
群
は
そ
の
直
属
官
僚
と
目
さ
れ
る
。

後
半
に
な
る
と
松
代
町
舞
鶴
山
の
頂
上
に
は
径
三
〇
屑
ほ
ど
の
円
墳
が
、
つ
い

で
六
世
紀
に
入
る
と
小
規
模
な
前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
る
。
そ
の
被
葬
者
は
二
世

←
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代
に
わ
た
る
中
ク
ラ
ス
の
首
長
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、　
い
ま
ま
で
古
墳
造
り
を
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
人
々
に
も
古
墳
築
造
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

千
曲
川
流
域
で
も
上
田
市
域
で
方
墳
の
大
蔵

京

古
墳
、
須
坂
市
域
で
積
石
塚
の

鎧
塚
古
墳
な
ど
こ
れ
ま
で
目
立
た
な
か
っ
た
中
小
首
長
の
墓
が
築
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

中
野
市
域
で
は
四
世
紀
に
前
方
後
方
墳
蟹
沢
古
墳
が
築
か
れ
、
の
ち
半
世
紀
ほ

ど
の
空
白
を
お
い
て
五
世
紀
後
半
に
は
割
竹
形
木
棺
を
採
用
す
る
小
規
模
円
墳
が

目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
割
竹
形
木
棺
は
大
型
墳
に
葬
ら
れ
る
大
王
ク
ラ
ス
の
人
物

に
使
用
が
許
さ
れ
る
畿
内
で
成
立
し
た
棺
で
あ
る
が
、
五
世
紀
に
い
た
る
と
中
小

規
模
の
古
墳
の
棺
に
用
い
ら
れ
た
。
大
型
墳
に
は
長
持
形
石
棺
が
採
用
さ
れ
、
割

竹
形
木
棺
の
地
位
は
降
下
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
背
景
が
あ
っ
て
、
中
野

市
域
の
古
墳
に
割
竹
形
木
棺
が
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
県
内
他
地
域
に
は

こ
う
い
っ
た
埋
葬
状
況
は
み
ら
れ
な
い
。
五
世
紀
に
お
け
る
中
野
市
域
は
何
ら
か

の
原
因
で
、
畿
内
と
直
接
的
な
か
か
わ
り
を
も
っ
た
地
域
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

松
本
平
で
は
最
古
の
前
方
後
方
墳
の
弘
法
山
古
墳
に
続
く
大
型
古
墳
は
な
く
、

首
長
が
断
絶
し
た
状
況
を
示
す
。
五
世
紀
後
半
に
な
っ
て
武
器
類
を
副
葬
す
る
小

規
模
円
墳
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

佐
久
地
域
に
は
四
～
五
世
紀
の
大
型
墳
は
見
当
た
ら
な
い
。
四
世
紀
と
目
さ
れ

る
瀧
ノ
峯

一
。
二
号
墳
に
し
て
も
全
長
二
〇
屑
に
満
た
な
い
小
規
模
墳
で
副
葬
品

も
短
剣
と
少
量
の
玉

類
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
佐
久
地
域
を
統
合

す
る
よ
う
な
首
長
が
葬
ら
れ
た
墓
と
は
い
え
な
い
。
今
後
、
こ
の
時
期
の
小
規
模

な
方
墳

。
円
墳
等
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
大
型
墳
は
期
待

で
き
そ
う
に
な
い
。
四
～
五
世
紀
の
佐
久
地
域
は
弥
生
時
代
以
来
の
小
地
域
ご
と

の
共
同
体
社
会
が
い
ま
だ
継
続
し
て
お
り
、
地
域
を
統
合
す
る
盟
主
が
不
在
だ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
佐
久
地
域
で
古
墳
の
築
造
が
活
況
を

呈
し
始
め
る
の
は
、
五
世
紀
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
時
期
で
あ

っ
た
。

中
　

むヽ
　
は
　
五
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
長
野
県
の
古
墳
文
化
の
中
心
は
下
伊

下

伊

那

へ
　
那
地
方

へ
移
っ
た
。

下
伊
那
で
は
確
実
な
数
で
二
三
基
の
前
方
後
円
墳
、
現
存
し
な
い
も
の
六
基
、

帆
立
貝
形
古
墳
六
基
を
含
め
る
と
七
世
紀
ま
で
の
一
世
紀
半
足
ら
ず
の
間
に
三
〇

基
以
上
の
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
こ
で
登
場
し
た
帆
立
貝

形
古
墳
と
は
、
墳
丘
部
径
に
対
し
て
三
分
の

一
以
下
の
短
い
前
方
部
を
も
つ
古
墳

で
、
平
面
形
が
帆
立
貝
に
似
る
。
大
ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
小
規
模
な
古
墳
で
円
墳
な

ど
と
共
に
大
型
古
墳
の
従
属
的
な
存
在
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
前
方
後
円
墳
は
五
世
紀
代
は
竪
穴
式
石
室
、
六
世
紀
に
は
い
る
と
県

内
他
地
域
に
先
ん
じ
て
巨
石
を
用
い
た
横
穴
式
石
室
が
採
用
さ
れ
た
。
副
葬
品
に

は
鏡
と
と
も
に
金
鋼
製
の
装
飾
馬
具
・
甲
冑
な
ど
、
県
内
で
も
抜
き
ん
で
て
優
秀

な
副
葬
品
が
多
く
、
ま
た
、
墳
丘
裾
に
は
形
象

埴
輪
を
樹
立
さ
せ
た
も
の
も
み
ら

れ
る
。
大
和
政
権
の
影
響
力
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

馬
具
と
馬
匹
　
こ
の
時
期
以
降
、
長
野
県
で
は
全
国
で
も
突
出
し
て
轡

・
鐙
の

生
　
　
　
産
　
ほ
か
鞍
の
飾
り

（雲
珠

・
杏

葉
）
な
ど
の
馬
具
の
副
葬
量
が
増

え
る
。
ち
な
み
に
県
内
の
出
土
馬
具
は
全
国
で
出
土
し
た
馬
具
の
二
〇
笛
を
も
占

め
、
四
基
に

一
基
は
馬
具
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
と
さ
え
い
わ
れ
る
。
御
代
田
町
で

も
五
か
所
の
古
墳
の
う
ち
、
塚
田

・
め
が
ね
塚
の
二
か
所
か
ら
轡
が
出
土
し
た
。
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長野県から出土した馬具は、全国の20%を
占めている (『長野県史』通史編より)

こ
の
よ
う
な
状
況
は
平
安
時
代
の

『延
喜
式
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
県
内

に
は
古
代
牧
場
が
多
か
っ
た
こ
と
も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
古
墳
時
代
の
長
野

県
で
は
す
で
に
馬
の
生
産
が
活
発
化
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

地
域
割
し
て
詳
細
に
み
る
と
、
馬
具
の
副
葬
量
で
他
を
圧
す
る
の
は
下
伊
那
で

あ
る
。
下
伊
那
で
は
県
内
他
地
域
に
先
ん
じ
て
五
世
紀
前
半
に
は
馬
の
生
産
が
始

ま
っ
て
い
た
と
の
意
見
も
あ
り
、
こ
れ
が
五
世
紀
後
半
前
方
後
円
墳
が
下
伊
那

へ

移
動
す
る
下
地
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
時
、
河
内
大
和
政
権
は
列
島

内
制
圧
と
い
う
大
命
題
を
抱
え
て
い
た
。
馬
は
遠
征
に
お
い
て
抜
群
の
機
動
力
を

発
揮
す
る
。
優
秀
な
馬
が
大
量
に
必
要
に
な
り
、
良
馬
の
産
地
と
し
て
目
を
つ
け

た
の
が
、
長
野
県
と
り
わ
け
下
伊
那
だ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
側
面
か
ら
大
和
政
権

の
重
視
す
る
地
域
が
、
善
光
寺
平
か
ら
下
伊
那

へ
移
動
す
る
状
況
が
生
ま
れ
た
と

み
る
こ
と
も
大
き
な
誤
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
　
古
墳
造
り
の
終
わ
り
―
後
期

倭

国

か
ら

日
本
　
ンコ
」
で
は
六

・
七
世
紀
前
半
、
大
化
の
改
新
後
の
薄
葬
令

大
王
か
ら
天
皇
へ
　

（六
四
六
年
）
ま
で
を
古
墳
時
代
後
期
と
し
て
主
に
扱
う
。

前
の
倭
の
五
王
時
代
に
比
べ
、
内
政
で
は
王
権
が
弱
体
化
し
、
大
伴

。
物
部

・
蘇

我
な
ど
の
有
力
豪
族
が
台
頭
す
る
。
豪
族
間
の
権
力
抗
争
の
末
に
、
権
力
を
掌
握

し
た
の
は
蘇
我
氏
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
は
蘇
我
氏
と
提
携
を
は
か
り
政
治
改
革
を

行
な
う
。
太
子
の
死
後
、
嫡
子
山
背
大
兄
王
と
そ
の

一
族
は
蘇
我
入
鹿
に
謀
殺
さ

れ
、
蘇
我
氏
の
専
横
ぶ
り
は
増
す
ば
か
り
で
大
化
の
改
新
の
引
き
金
に
な
っ
た
と

さ
れ
る
。
外
交
で
は
遣
隋
使

・
遣
唐
使
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
聖
徳
太
子
の
執
政

歩揺付飾金具

図44 馬装復元図
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以
降
、
独
立
国
と
し
て
対
等
な
外
交
を
推
し
進
め
た
反
面
、
六
六
〇
年
に
親
交
の

深
か
っ
た
百
済
が
唐
と
手
を
結
ん
だ
新
羅
に
よ
っ
て
、　
つ
い
で
六
六
八
年
に
高
句

麗
が
唐
に
あ
い
つ
い
で
滅
ぼ
さ
れ
、
日
本
は
ア
ジ
ア
で
孤
立
化
し
た
。
ち
な
み
に

そ
れ
ま
で
倭
と
し
て
い
た
国
号
を
日
本
、
大
王
を

「
天
皇
」
と
よ
び
変
え
る
改
革

が
な
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
隋
と
の
外
交
過
程
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

横
穴
式
石
室
　
一削
方
後
円
墳
な
ど
に
は
も
っ
ぱ
ら
竪
穴
式
石
室
が
採
用
さ
れ
る

の
　
並
日
　
及
　
ご
時
世
の
四
～
五
世
紀
に
、
九
州
玄
界
灘
沿
岸
と
い
う
限
定
さ

れ
た
地
域
で
前
方
後
円
墳
に
横
穴
式
石
室
が
採
用
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
五
世
紀
後

半
に
は
熊
本
な
ど
で
小
規
模
古
墳
の
主
体
と
し
て
点
在
的
に
み
ら
れ
、
六
世
紀
に

い
た
る
と
畿
内
を
中
心
と
し
て
周
辺
に
濃
密
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
玄
室
の
平
面

は
矩
形
、
両
袖
か
片
袖
式
に
羨
道

へ
継
続
し
、
塊
石
で
閉
塞
す
る
な
ど
の
特
徴
を

も
つ
畿
内
型
石
室
の
成
立
で
あ
り
、
当
初
は
前
方
後
円
墳
な
ど
首
長
層
の
埋
葬
主

体
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

横
穴
式
石
室
の
特
徴
の

一
つ
は
、
閉
塞
石
を
は
ず
せ
ば
何
回
で
も
遺
体
を
葬
る

こ
と
が
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
竪
穴
式
石
室
は

一
回
き
り
の
個
人
用
の
埋
葬
施
設

で
あ

っ
た
。
横
穴
式
石
室
に
は
多
い
例
で

一
〇
体
以
上
の
家
族
の
遺
体
が
葬
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の

「
俗
称
の
カ
ロ
ウ
ト
ウ
迦
陵

頻
伽
」
の
よ
う
な
墓

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

前
方
後
円
墳
　
一二
世
紀
後
半
か
ら
三
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
築
造
さ
れ
た
前
方
後

の
　
消
　
滅
　
円
墳
は
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
は
じ
め
、
推
古
朝
聖
徳
太
子

執
政
の
こ
ろ
に
各
地
で

一
斉
に
姿
を
消
す
。
氏
姓
制
度
の
整
備

。
冠
位
十
三
階

。

＞
　
＞
石

石
　
し
柱

鏡

い
立

＞ヽ
う

ヽ

き
き
よ
し

ヘ
ヘ
じ
い

＜
＜
ん
で

あ
そ
て
そ

壁
壁
石
石
丼

奥
側
天
袖

①
②
③
④

玄 室 (げんじつ )

玄門部 (げんもん6)
しみきじし

し
じ

ち
い
さ

ま
も
く

か
か
ま

石
石
石
居
櫃
鴨
相

⑤
⑥羨 道 (せんどう)

図45 横穴式石室模式図

羨門部 (せんもん/3i)



第 2章 古 墳 時 代

十
七
条
憲
法
の
制
定

。
遣
隋
使
の
派
遣

・
仏
教
の
受
容

。
国
史
の
編
纂
が
行
な
わ

れ
て
い
た
時
期
で
、
こ
れ
ら

一
連
の
仕
事
が
前
方
後
円
墳
の
消
滅
に
直
接
的
に
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
か
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
浅
か
ら
ぬ
関
係
に
あ

っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
以
後
、
天
皇

。
有
力
首
長
た
ち
は
方
墳

・
八
角
形
墳
な
ど
に

葬
ら
れ
た
。

群

集

墳

の
　
古
い
も
の
は
奈
良
県
池
ノ
内
古
墳
群
の
小
型
円
墳
群
で
四
世
紀

形
　
　
　
成
　
に
属
す
る
が
類
例
は
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
せ
な
い
。
つ
い
で
五
世

紀
に
い
た
る
と
古
式
群
集
墳
と
称
さ
れ
る
円
墳
群
が
増
加
す
る
。
五
世
紀
後
半
か

ら
六
世
紀
に
か
け
て

一
七
基
築
か
れ
る
佐
久
市
北
西
ノ
久
保
古
墳
群
も
そ
の

一
つ

で
あ
る
が
、
全
国
的
に
普
遍
的
な
存
在
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
群
集
墳
が
爆
発
的

に
数
を
増
や
す
の
は
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
初
め
で
、
七
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
が

築
造
の
ピ
ー
ク
と
な
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
横
穴
式
石
室
は
小
規
模
古
墳
の
埋
葬
施
設
に
も
な

る
。
当
初
、
首
長
墓
の
主
体
と
し
て
全
国
的
に
拡
散
し
た
横
穴
式
石
室
が
、
時
代

が
下
る
に
と
も
な
い
、
首
長
の
配
下
に
当
た
る
各
階
層
の
内
部
主
体
と
し
て
も
用

い
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
古
墳
は
当
初
、
大
王
や
地
域
を
統
括
す
る
首
長
の
墓
で

あ

っ
た
が
、
時
代
の
降
下
に
と
も
な
い
、
中
小
首
長
、
さ
ら
に
そ
の
配
下
の
有
力

者
、
す
な
わ
ち
支
配
さ
れ
る
人
々
に
ま
で
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
背
後
に
は
大
王
、
首
長
の
盛
衰
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。

な
お
、
長
野
県
で
も
そ
れ
ま
で
古
墳
が
築
か
れ
な
か
っ
た
山
の
谷
間
や
水
稲
不

適
作
地
に
ま
で
分
布
が
広
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

七
世
紀
後
半

（大
化
の
薄
葬
令
以
降
）
に
は

一
部
の
地
域
を
除
き
、
古
墳
の
築

造
自
体
が
著
し
く
減
少
し
、
畿
内
を
中
心
に
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
横
穴
式

石
室
が
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
八
世
紀
に
い
た
る
と
古
墳
築
造
は
停
止
す
る
。

長
野
市
松
代
町
の
大
室
古
墳
群
は
、
総
数
五
〇
二
基
の
大
群
集

積
石
塚
古
墳

墳
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
積
石
塚
で
あ
り
、
善
光
寺
平
で
前
方

後
円
墳
が
退
行
す
る
五
世
紀
後
半
か
ら
お
よ
そ
二
世
紀
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
た
。

埋
葬
主
体
の
大
多
数
は
横
穴
式
石
室
で
あ
る
が
、　
一
部
に
合
掌
形
石
室
と
い
う
善

光
寺
平
に
特
徴
的
な
石
室
も
あ
る
。
合
掌
形
石
室
の
初
源
は
最
近
ま
で
五
世
紀
後

半
の
い
く
つ
か
の
積
石
塚
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、　
一
九
九
六
年
報
告
で
五

世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ
る
大
星
山
２
号
古
墳
の
埋
葬
部
に
こ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
初
源
年
代
も
若
千
さ
か
の
ぼ
る
に
い
た
っ
た
。
し
か

し
、
地
域
性
豊
か
な
合
掌
形
石
室
が
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
善
光
寺
平
で

前
方
後
円
墳
の
退
行
が
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

ま
た
、
合
掌
形
石
室
と
積
石
塚
と
の
か
か
わ
り
を
渡
来
人
の
古
墳
と
し
て
評
価

す
る
意
見
も
あ
る
が
、
由
来
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

き
ら
び
や
か
　
ェハ
世
紀
前
半
に
は
金
銅
や
銀
の
装
飾
を
施
し
た
大
刀
が
多
く
な

な

副

葬

品
　
る
。
百
済
武
寧
王

（五
二
三
年
没
）
陵
か
ら
は

一
匹
の
龍
の
精

緻
な
装
飾
付
き
大
刀

（単

龍

環
頭
大
刀
）
が
出
土
し
た
。
こ
れ
を
模
し
た
と
目
さ

れ
る
大
刀
が
国
内
で
も
製
作
さ
れ
始
め
る
。
こ
の
ほ
か
、
龍
が
二
匹
の
双
龍

文
環

頭
大
刀
・
頭
椎
大
刀

（に
ぎ
り
こ
ぶ
し
の
よ
う
な
形
を
し
た
把
頭
）
。獅
噛
環
頭
大

刀
な
ど
外
来
の
影
響
を
受
け
て
で
き
上
が
っ
た
も
の
、
国
の
伝
統
的
な
形
を
発
展

さ
せ
た
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
装
飾
付
き
大
刀
が
製
作
さ
れ
た
。



こ
の
ほ
か
、
後
期
古
墳
か
ら
は
法
隆
寺
近
く
に
あ
る
奈
良
県
藤
ノ
木
古
墳
か
ら

出
土
し
た
こ
と
で
有
名
な
金
鋼
製
の
冠
や
靴
、
鞍
金
具
な
ど
黄
金
の
輝
き
を
放
つ

宝
物
が
権
威
の
象
徴
と
し
て
副
葬
さ
れ
た
。
古
墳
時
代
前
期
の
鏡

・
貝
輪

・
儀
伎
、

中
期
の
甲
冑
な
ど
の
武
器
類
に
比
べ
、
権
力
者
が
共
同
体
首
長
、
軍
事
司
令
官
的

な
性
格
か
ら
離
れ
て
貴
族
的
に
な
り
、
奢
修
好
み
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
に
は
百
済
滅
亡
と
軌
を

一
に
し
た
よ
う
に
舶
来

品
の
装
飾
付
大
刀
は
な
く
な
る
。
か
わ
っ
て
国
産
品
の
量
産
が
始
ま
り
質
が
低
下

す
る
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
各
地
域
、
各
階
層
の
古
墳
に
粗
製
国
産
大
刀
が
広
ま

る
よ
う
に
な
っ
た
。
群
集
墳
の
爆
発
的
な
増
加
に
対
応
し
た
現
象
で
あ
る
。

峠
と
ム
ラ
の
　
古
墳
時
代
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
に
は
大
王

。
天
皇
や
首
長

祭
　
　
　
祀
　
た
ち
の
間
で
王
位
継
承
儀
礼
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
神
坂
（下

伊
那
郡
阿
智
村
）
や
入
山

（軽
井
沢
町
）
な
ど
峠
路
や

一
般
の
集
落
、
各
家
庭
の

住
居
の
中
な
ど
民
間
で
も
、
石
製
模
造
品
な
ど
を
使

っ
た
祭
祀
儀
礼
が
行
な
わ
れ

て
い
た
。

峠
路
の
入
山
峠
は
昭
和
四
十
四
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
、
円
板

・
剣
形

・
刀
形
な

ど
の
石
製
模
造
品
が
大
量
に
出
土
し
た
。
当
時
、
峠
路
を
往
来
す
る
人
々
が
こ
れ

ら
の
模
造
品
を
峠
の
神
に
手
向
け
、
安
全
を
祈
願
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

集
落
付
近
で
行
な
わ
れ
た
農
耕
に
か
か
わ
る
祭
祀
の
存
続
期
間
は
四
～
七
世
紀

の
間
で
民
俗
例
か
ら
み
る
と
祭
り
は
夕
暮
れ
時
か
ら
始
ま
っ
た
ら
し
い
。
高
宮
遺

跡

（松
本
市
）
、
駒
沢
新
町
遺
跡

（長
野
市
）
、
青
木
下
遺
跡

（坂
城
町
）
な
ど
の

出
土
品
か
ら
そ
の
祭
祀
を
復
元
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

「神
に
食
物
や
酒
を
盛
り
つ
け
た
器
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
祭
壇
を
こ
し
ら

え
る
。
玉
類
で
か
ざ
っ
た
神
官
が
石
製
模
造
品
を
と
り
つ
け
た
榊
を
振
り
か

ざ
し
、
神
の
降
臨
を
願
う
。
こ
の
際
に
は
集
落
の
人
々
も
参
加
し
、
神
官
の

儀
式
終
了
と
と
も
に
宴
に
入
り
、
用
意
さ
れ
た
酒

・
食
物
を
食
ら
う
」

こ
れ
は
大
陸
の
影
響
を
受
け
な
い
日
本
土
着
の
祭
祀
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
が
神
道
の
原
形
だ
っ
た
と
み
る
意
見
も
あ
る
。

各
家
庭
で
も
祭
祀
は
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
佐
久
地
方
の
古
墳
時
代
住
居

跡
の
カ
マ
ド
に
は
滑
石
で
造
っ
た
玉
が
数
個
埋
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
カ

マ
ド
の
構
築
粘
土
中
に
埋
め
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
装
身
具
で
は
な
く
、
祭

祀
行
為
に
と
も
な
う
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
御
代
田
町
前

田
遺
跡
の
古
墳
時
代
中
期
の
カ
マ
ド
に
は
住
居
廃
絶
に
際
し
て
カ
マ
ド
の
石
を
取

第 1節 古墳がつ くられた時代

図46 獅噛環頭大刀 (左 )と 双龍文環頭大刀 (右 )
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図47 石製模造品 (松本市高宮遺跡出土)
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第 2節 浅間山麓の古墳社会と文化

第
二
節
　
浅
間
山
麓
の
古
墳
社
会
と
文
化

一　

佐
久
平
に
お
け
る
古
墳
の
変
遷

出
現
か
ら
初
期
　
佐
久
地
域
に
前
期
古
墳
と
明
言
で
き
る
も
の
は
未
発
見
で
あ

群
集
墳
の
登
場
　
る
。
山
上
に
築
か
れ
た
佐
久
市
瀧
ノ
峯

一
・
二
号
墳
は
前
方

後
方
形
を
呈
す
る
も
の
の
規
模

・
埋
葬
部

・
副
葬
品
な
ど
の
点
で
、
小
地
域
を
統

合
す
る
中
小
首
長
の
墓
と
さ
え
も
い
い
難
い
。
古
墳
時
代
前
期
の
佐
久
は
弥
生
時

代
的
な
農
業
共
同
体
社
会
が
継
続
し
て
お
り
、
地
域
を
統
合
す
る
首
長
が
不
在
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
に
も
記
す
が
、
古
墳
時
代
前
期
の
佐
久
は
弥
生
時
代
に

活
況
を
呈
し
て
い
た
の
と
は
対
照
的
に
、
人
口
が
激
減
し
た
と
思
え
る
よ
う
な
ム

ラ
の
縮
小
現
象
を
み
せ
る
。
こ
れ
が
、
古
墳
造
り
に
も
影
響
し
た
と
み
る
こ
と
も

で
き
る
。

佐
久
平
で
古
墳
の
築
造
が
本
格
化
す
る
の
は
、
五
世
紀
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。
佐
久
市
北
西
ノ
久
保
古
墳
群
は
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
な
か
ご
ろ
ま
で
に

円
墳

一
六
基
、
方
墳

一
基
が
築
造
さ
れ
た
後
、
間
を
お
い
て
七
世
紀
後
半
に
ふ
た

た
び
横
穴
式
石
室
を
も

つ
二
基
の
古
墳
群
が
築
造
さ
れ
る
。
五
世
紀
後
半
か
ら
六

写20 昭和初期の耳取大塚古墳 (人幡一郎1929)

写21 佐久市三河田大塚古墳 (1997.8.28撮影)

写22 三河田大塚古墳の石室
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世
紀
な
か
ご
ろ
は
、
ち
ょ
う
ど
佐
久
平
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
荒
地
の
再
開
拓
、
新

開
地

へ
の
進
出
が
始
ま
り
あ
ら
た
な
集
落
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。

一
時
期
沈
滞
気
味
で
あ
っ
た
佐
久
平
の
社
会
で
、
復
活
を
と
げ
た
首
長
あ
る
い
は

移
住
し
た
有
力
者
た
ち
が
古
墳
造
り
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

五

・
六
世
紀
の
北
西
ノ
久
保
古
墳
群
は
、
墳
丘
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
旧
状
が

明
ら
か
で
な
い
が
、
埋
葬
部
は
横
穴
式
石
室
で
な
く
、
竪
穴
の
石
棺
、
粘
土
椰
、

木
棺
直
葬
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
北
西
ノ
久
保

一

七
号
周
涅
か
ら
は
長
野
県
に
例
を
み
な
い
、
大
量
の
形

象

。
円
筒
埴
輪
群
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
群
馬
県
と
の
強
い
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

巨
石
横
穴
式
石
室
の
採
用
　
一ハ
世
紀
も
後
半
に
な
る
と
佐
久
地
方
で
も
巨
石
を

か
ら
古
墳
造
り
の
終
わ
り
　
駆
使
し
た
畿
内
型
の
横
穴
式
石
室
が
導
入
さ
れ
る
。

そ
の
道
す
じ
は
同
時
期
の
集
落
が
、
群
馬
県
の
土
器
類
を
た
く
さ
ん
搬
入
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
群
馬
県
側
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
佐
久
平
最
古
の
畿
内
型
横
穴
式
石
室
を
保
有
す
る
古
墳
は
家
地
頭

一
号

墳

（佐
久
市
常
田
所
在
　
一
九
七
六
年
佐
久
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
）
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
六
世
紀
末
の
築
造
と
さ
れ
、
直
径
四
〇
屑
の
大
型
円
墳
で
、
長
さ
四

二
五
彙
ン、
幅
二
四
五
彙ン
の
玄
室
を
も
ち
、
埴
輪
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く

の
が
耳
取
大
塚
古
墳

（小
諸
市
）
で
七
世
紀
初
頭
の
築
造
、
長
さ
四
五
〇
彙ン、
幅

二
七
〇
彙ン
の
玄
室
を
も
つ
。
御
代
田
町
で
古
墳
が
造
ら
れ
る
の
も
こ
れ
に
続
く
時

期
で
塚
田
古
墳
群
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

七
世
紀
後
半
に
な
る
と
佐
久
平
最
大
の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
三
河
田
大
塚
古
墳

（佐
久
市
　
直
径
二
九
屑
の
円
墳
　
玄
室
長
六
〇
〇
彙ン、
幅
二
四
〇
彙ン）
が
登
場

す
る
。
同
じ
こ
ろ
御
代
田
で
は
や
は
り
町
内
最
大
の
横
穴
式
石
室
を
も
つ
め
が
ね

塚

一
号
墳

（玄
室
長
三
四
〇
彙ン、
幅
二
四
〇
彙ン）
や
下
原
古
墳
群
が
築
造
さ
れ
る
。

ま
た
、
豪
華
な
馬
具
を
出
土
し
た
こ
と
で
著
名
な
東

一
本

柳

古
墳

（佐
久
市
）
も

こ
の
時
期
の
も
の
だ
。
ち
ょ
う
ど
壬
甲
の
乱

（六
七
二
年
）
に
前
後
す
る
時
期
で

ほ
か
の
地
域
で
は
古
墳
造
り
そ
の
も
の
が
衰
退
の

一
途
を
た
ど
り
、
石
室
も
縮
小

化
す
る
の
と
対
照
的
に
佐
久
平
で
は
山
際

へ
の
群
集
墳
の
築
造
が
急
増
し
、
最
大

規
模
の
立
派
な
石
室
も
造
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る

「
山
寄
せ
古
墳
」
の
全
盛
期
で
も

あ
り
、
佐
久
平
で
は
よ
う
や
く
首
長
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
支
配
下
の
階
層
ま
で

古
墳
造
り
が
定
着
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

佐
久
平
で
古
墳
造
り
の
終
焉
を
む
か
え
る
の
は
七
世
紀
第
４
四
半
期
～
八
世
紀

初
頭
で
あ
る
。
長
峯
古
墳
群

（佐
久
市
佐
久
平
ゴ
ル
フ
場
近
く
）
が
こ
の
時
期
の

代
表
例
で
、
石
室
の
狭
小
化
が
顕
著
に
な
る
。
同
古
墳
群
は
五
基
調
査
さ
れ
て
い

る
が
玄
室
長
は
最
大
で
も
二
三
〇
彙ン台
、
最
小
で

一
二
〇
彙ン、
ま
た
、
幅
は
最
大

で
約
二
〇
〇
彙ン、
最
小
で

一
二
〇
彙ン
で
あ
る
。
御
代
田
町
細
田
塚
古
墳
も
こ
の
時

期
の
も
の
で
玄
室
長

一
四
〇
彙ン、
幅

一
二
〇
彙ン
と
小
規
模
で
あ
る
。

御

代

田

の
　
町
内
に
は
細
田
塚
古
墳
、
塚
田
古
墳
群
、
め
が
ね
塚
古
墳
群
、

古
　
　
　
墳
　
下
原
古
墳
群
、
根
岸
古
墳
な
ど
五
か
所
に
古
墳
が
あ
り
、
近
接

す
る
善
仁
古
墳
、
牛

冷

古
墳
、
三
子
塚
古
墳
群
、
寺
裏
塚
古
墳
、
長
野
原
塚
古
墳

（以
上
小
諸
市
）
、
後
原
古
墳
群

（佐
久
市
）
な
ど
と
と
も
に
海
抜
七
八
〇
～
八
七

〇
屑
の
間
に
小
地
域
の
ま
と
ま
り
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
御
代
田
を
中
心
と

す
る
ま
と
ま
り
の
西
側
に
は
明
治
時
代
ま
で
は

一
〇
〇
基
以
上
の
大
群
集
墳
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
加
増
古
墳
群

（小
諸
市
）
を
中
心
と
す
る
古
墳
群
の
ま
と
ま
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c 5tt

り
が
み
ら
れ
る
が
、
御
代
田
町
を
中
心
と
す
る
地
域
の
古
墳
群
に
は
加
増
古
墳
群

の
よ
う
に
大
群
集
す
る
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
に
塚
田
は
五
基
、
め
が
ね

塚
は
三
基
、
下
原
は
五
基

（内
三
基
は
国
道

一
八
号
線
建
設
時
に
破
壊
）
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
当
地
域
の
古
墳
の
ま
と
ま
り
を
み
る
か
ざ
り
佐
久
平
の
他
地
域
に

比
べ
、
貧
弱
な
構
成
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
冷
涼
気
候
の
不
安
定
な
生
産
基

盤
の
土
地
柄
ゆ
え
に
、
大
き
な
労
力
の
配
給
が
要
求
さ
れ
る
大
規
模
墳
墓
の
頻
繁

な
築
造
が
安
易
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
状
況
に
あ

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ

２つ
。根

岸
古
墳
を
除
き
、　
一
部
あ
る
い
は
全
部
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の

で
以
下
に
説
明
を
加
え
て
お
く
。

塚
田
古
墳
群
は
榛
木
沢
か
ら
二
段
目
の
海
抜
八

一
五
屑
内
外
の
段
丘
面
に
立
地

す
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
道
路
建
設
、
畑
開
墾
な
ど
に
よ
り
、
墳
丘
お
よ
び

石
室
が
解
体
さ
れ
て
し
ま
い
、
旧
状
を
と
ど
め
る
も
の
は
な
い
。
平
成
二
年

（
一

九
九

一
）
に
発
掘
さ
れ
、
五
基
の
古
墳
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
調
査
後

破
壊
さ
れ
た
。

古
墳
の
墳
丘
裾
に
は
い
ず
れ
も
濠
が
掘
削
さ
れ
て
お
り
、
古
墳
の
形
や
規
模
が

推
定
さ
れ
た
。
形
は
す
べ
て
円
墳
で
、
墳
丘
規
模
は
直
径

一
一
～

一
四
屑
、
が
い

し
て
小
規
模
な
古
墳
群
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
埋
葬
部
は

一
基
の
古
墳
に
奥

壁

・
側
壁
が
旧
位
置
を
と
ど
め
て
残

っ
て
い
た
た
め
、
横
穴
式
石
室
が
採
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
盛
土
し
て
も
た
い
し
た
高
さ
に
は
な
ら
な
い
墳
丘
の
低

い
古
墳
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
七
世
紀
前
半
に
続
け
ざ

ま
に
築
造
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
直
径

一
四
屑
と
も

っ
と
も
大
き
な
Ｋ
Ｉ

四
号
古
墳
の
濠
か
ら
は
首
か
ら
上
だ
け
の
馬
の
骨
と
轡
が
出
土
し
た
た
め
、
こ
の

古
墳
の
被
葬
者
が
古
代
牧
と
関
連
の
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
も
推
定
さ
れ
た
。

説
で
は
こ
の
馬
は
殉

葬
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

図50 塚田K-4号墳出土の素環轡と推定装着図 (左 )と 荷鞍風馬装の想定図 (右 )



細
田
塚
占
墳
は
塚
田
古
墳
群
に
近
接
す
る
も
の
の
、
よ
り
高
位
の
海
抜
八
三
二

属
の
細

い
尾
根
上
に
あ
る
。
周
囲
に
同
時
代
の
古
墳
は
な
く
、
単
独
で
存
在
し
た

可
能
性
が
強

い
。
推
定
直
径

一
〇
肝
未
満
の
小
円
墳
で
、
横
穴
式
石
室
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。
石
室
は

一
部
壊
さ
れ
て
い
た
た
め
両
袖
式
か
片
袖
式
か
わ
か
ら
な

い

が
、
前
述
の
よ
う
に
玄
室
の
長
さ
は

一
四
〇
一
ン
、
幅

一
二
〇
一
ンと
小
さ
く
、
終
水

期
古
墳
の
特
徴
を
良
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
．
出
上
品
に
は
被
葬
者
を
権
威
づ
け
た

刀
、
棗

玉
、
ガ
ラ
ス
小
玉
、
金
メ
ッ
キ
し
た
耳
環
な
ど
被
葬
者
を
飾

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
装
身
具
が
あ
る
。

下
原
古
墳
は
ま
ず
昭
和
四
年
に
当
時
東
京
大
学
講
師
の
八
幡

一
郎
に
よ
っ
て
調

査
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
所
見
は
以
下
の
と
お
り
。

「
旧
南
大
井
村
、
馬
瀬
日
の
下
の
原
の
畑
中
に
は
五
基
の
墳
墓
を
現
存
し
、

内
二
基
（下
ノ
原
第
五
琥
墳
、
第
二
院
墳
※
お
そ
ら
く
第

一
号
と
思
わ
れ
る
。
）

は
昭
和
に
入

っ
て
発
掘
し
尽
く
さ
れ
、
僅
か
に
石
室
壁
の
残
株
を
止
め
る
に

過
ぎ
な

い
が
、
他
の
三
個
は
墳
丘
を
遺
存
す
る
。
後
者
は
、
台
地
縁
に
沿
う

て
略
東
西
に

一
直
線
に
並
び
、
前
者
は
そ
れ
よ
り

一
段
浅

い
所
に
東
西
方
向

に
並
ぶ
。
後
者

の
墳
丘
は
、
傾
斜
地
に
存
す
る
故
か
上
砂
が
流
逸
し
、
そ
れ

に
混

っ
た
礫
石
が
遺

っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
三
基
の
内
東
側
の
も
の

（同

第
四
琥
墳
）
は
過
去
に
於
て
発
掘
せ
ら
れ
、
中
央
の
も
の

（同
第
二
琥
墳
）

は
昭
和
四
年
吾

々
の
手
で
発
掘
し
、
西
側
の
も
の

（同
第
二
院
墳
）
は
米
発

掘
で
あ
る
。
下
原
第
二
号
墳
は
全
掘
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
が
、
奥
壁
に

近

い
側
壁
か
ら
、
玄
室
内
に
掘
り
進
ん
だ
と
こ
ろ
、
室
内
に
は
礫
石
を
混
ず

る
土
砂
が
充
満
し
て
い
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
封
上
が
石
室
内
の
壁
の
間
隙
か

ら
流
入
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
徐

々
に
除
く
内
に
馬
の
骨
及
び
、
■
宋
通
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写23 塚田遺跡でみつかつた 5基の古墳 (K-1-5)
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写26 細田塚古墳出土の耳飾 (上 )と 棗 玉 (下 )

宝
、
紹
霊
元
宝
等
が
出
た
。
こ
れ
等
は
室
の
底
面
か
ら
通
か
に
上
位
の
土
砂

中
に
存
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
墳
墓
と
直
接
関
係
の
あ
る
も
の
で
は

な
く
、
後
世
に
入

っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
従

っ
て
後
世
の
或
る
時
期
に
石

室
の

一
部
が
開
口
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
底
面
に

達
す
る
頃
、
二
体
の
人
骨
を
発
見
し
た
。
共
に
頭
部
を
奥
壁
に
近
く
置
き
、

一
は
室
の
中
央
に
、
他
は
そ
の
右
側
に
並
び
横
た
わ
っ
て
い
た
。
人
骨
は
腐

食
甚
だ
し
く
、
副
葬
品
の
類
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
僅
か
に
中
央
の
人
骨

の
頭
付
近
に
鉄
片
を
認
め
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
後
世

一
度
盗
掘
に
遭

っ
た
も
の
と
認
め
て
、
羨
道
部
に

及
ぶ
こ
と
な
く
、
発
掘
を
中
止
し
た
の
で
あ
る
が
、
中
軸
線
は
略
東
北
位
に

示
し
南
方
に
開
口
す
る
石
室
と
判
断
し
た
。
」
（八
幡

一
郎

　
一
九
二
四

『北

佐
久
郡
の
考
古
学
的
調
査
』
　

一
七
二

。
一
七
三
頁
よ
り
）

写
２７
の
矢
印
に
示
さ
れ
た
古
墳
は
八
幡
の
い
う
二
号
墳
と
考
え
ら
れ
、
唯

一
現

存
し
て
い
る
古
墳
で
あ
る
。
八
幡
の
記
載
に
よ
れ
ば
二
号
墳
の
東
に
さ
ら
に
二
基

の
古
墳

（第
二

・
四
号
墳
）
が
並
び
た
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
写
２７
で
見
る
か
ぎ

り
そ
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
下
段
に
あ
る
と
い
う

一
・
五
号
墳
を
見

と
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

一
九
七

一
年
町
教
育
委
員
会
に
よ

っ
て
現
存
す
る
二
号
墳
の
発
掘
調
査
が
行
な

わ
れ
、
墳
丘
規
模
（直
径

一
三
～

一
五
肝
）
、
両
袖
式
玄
門
付
の
石
室
形
態
、
石
室

規
模

（玄
室
長
二
五
〇
一ン、
幅

一
七
〇
一
ン）
が
判
明
、
遺
物
も
人
骨
の
ほ
か
、
直

刀
の
部
品
、
鉄
鏃
、
ガ
ラ
ス
玉
、
自
玉
な
ど
が
出
土
し
た
。
巨
石
を
用
い
る
石
室

形
態
か
ら
み
て
め
が
ね
塚
古
墳
と
同
時
期
、
七
世
紀
第
３
四
半
期
に
築
造
さ
れ
た

も
の
と
み
て
良
い
。
な
お
、
墳
丘
に
多
く
の
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め

（写

２９
）
、
渡
来
人
が
葬
ら
れ
た
古
墳
と
の
評
価
も
あ

っ
た
が
、
一削
記
の
よ
う
に
積
石
塚

写24 細田塚古墳全景

写25 細田塚古墳の正面
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の
曲
来
自
体
判
明
し
て
い
な

い
状
況
で
は
結
論
を
留
保
し
て
お
か
ざ
る
を
え
な
い

根
岸
古
墳
は
海
抜
七
七
〇
肝
租
度

の
平
場
に
築
か
れ
た
単
独
墳
で
、
周
囲
は
水

田
に
円
ま
れ
て
い
る
。
正
式
に
調
査
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
詳
細
不
明
で

あ
る
が
、
直
径
八
屑
程
度

の
円
墳
で
、　
一
部
墳
丘
上
に
露
出
し
て
い
る
石
本

の
構

築
材
と
考
え
ら
れ
る
岩
の
配
置
か
ら
み
て
横
穴
式
石
室
を
も

つ
可
能
性
が
高

い
っ

め
が
ね
塚

・
細
田
塚
な
ど
と
近

い
時
期
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
。

め
が
ね
塚
古
墳
　
下
原
古
墳
と
繰
矢
川
を

へ
だ
て
た
対
岸
に
め
が
ね
塚
古
墳
が

の

発

掘

調

査
　
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
間
も
な
く
ま
で
は
三
基
林
立
し

て
い
た
が
、
も

っ
と
も
東
側
の
古
墳
は
農
地
改
良

の
た
め
解
体
さ
れ
、
そ
の
際
、

直
刀
、
須
恵
器
の
ほ
か
、
馬
の
骨
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る

の
は
二
基
の
う
ち
、
主
墳
と
目
さ
れ
る
真
ん
中
の

一
号
墳
が
御
代
田
町
誌
の
資
料

を
得
る
た
め
に
学
術
調
査
さ
れ
た

（
一
九
九
六
。
一
九
九
七
年
）
．
そ
の
際
、
土
地

所
有
者
の
山
本
元
栄
氏
に
は
多
大
な
ご
理
解
を

い
た
だ
い
た
。

調
杢
に
よ
り
、
そ
の
内
容
は
直
径

一
〇
肝
前
後
の
円
墳
で
、
町
内
最
大
規
模
の

横
穴
式
石
本
を
も

つ
占
墳

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
「
立
派
な
立
柱
石
の
玄
円
を

も

つ
両

袖
式
の
石
室
で
、
全
体
形
状
は
羽
子
板
形
に
近

い
が
左

（西
）
側
壁
の
開

き
が
有
に
比
べ
大
き

い
。
玄
室
の
長
さ
は
三

・
四
三
屑
　
幅
二

・
三
二
層
、
羨
道

部
の
長
さ
三

・
〇
七
――
、
幅

一
・
〇
三
属
を
測
る
．

玄
室
、
羨
道

の
壁
に
は
も

っ
ば
ら
鷹
平
な
面
を
も

つ
安
山
岩
を
用
い
、
奥
壁
と

側
壁
に
は
と
く
に
巨
石
を
用
い
て

い
る
。
側
壁
の
腰
石
上
に
は
さ
ら
に
大
小
の
安

山
岩
を
二
段
積
む
。
二
枚

の
天
丼
石
を
そ
の
上
に
架
け
て
玄
室
が
完
成
す
る
が
、

写27 昭和初期の下原古墳と周辺

写20 1997年の下原古墳と周辺  |十 と変わらない

写29 昭和初期の下原古墳

写30 下原古墳の石室
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図52 3基並ぶめがね塚古墳
中央に主墳の 1号墳、西に 2号墳、東に 3号墳がある。3
号墳は昭和23年に農地を広げるため解体された。平成 9
年の発掘調査でその位置は確認されたが、どんな形の石
室であったかはわからない。図はあ くまでも推測であ
る。

棺
床
か
ら
天
丼
ま
で
の
高
さ
は
二

・
二
〇
屑
を
超
え
、
大
人
が
ゆ
う
ゆ
う
と
玄
室

内
を
歩
け
る
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
天
丼
石
の
重
さ
は
後
ろ
の
も
の
が
八

・

七
トン、
前
が
三
トン
で
ぁ
る
。

棺
床
に
は
径
三
〇
彙ン前
後
の
配
石
を
し
た
後
、
玉
砂
利
を
敷
き
つ
め
て
い
る
。

現
状
で
は
玉
砂
利
が
ま
ば
ら
な
部
分
も
あ
り
、
後
世
に
荒
ら
さ
れ
た
部
分
が
あ
っ

た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

玄
門
の
上
に
は
円
柱
状
の
大
き
な
鴨
居
石
が
渡
さ
れ
る
が
、
そ
の
下
部
の
床
面

に
通
常
あ
る
べ
き
枢

石
が
見
あ
た
ら
な
い
。
鴨
居
か
ら
床
面
ま
で
の
高
さ
は
○
。

九
二
屑
で
大
人
が
腰
を
屈
め
て
通
過
で
き
る
高
さ
で
あ
る
。
な
お
、
玄
門
部
の
手

前
に
は
四
個
並
べ
ら
れ
た
径
二
五
彙ン
程
度
の
安
山
岩
と
、
長
さ
八
〇
彙ン
の
平
石
が

あ
り
、
こ
れ
が
枢
の
代
わ
り
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

羨
道
部
の
側
壁
は
径
三
〇
彙ン
の
安
山
岩
、
軽
石
を
や
や
乱
雑
に

一
・
五
屑
の
高

さ
に
ま
で
積
み
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
最
前
部
に
は
高
さ

一
・
三
屑
以
上
の
巨
石

を
立
て
、
羨
門
と
し
て
い
る
が
、
右

（東
）
側
の
巨
石
は
抜
き
取
ら
れ
て
い
た
。

側
壁
上
に
は
約

一　
ント
の
天
丼
石
を
二
個
架
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状

で
は

一
個
は
床
面
近
く
ま
で
落
下
、
も
う

一
つ
は
ど
こ
か
へ
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま

っ
た
ら
し
い
。

図51 めがね塚古墳がある所 (1:10000)

″   マ

ー
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図53 めがね塚古墳石室展開図
中央は石室の平面図。その左右に開かれた図は、東西の壁の石の積み方を示す。最上部の図は石室

の奥壁。いかに大きな石が用いられた古墳であるかがわかる。御代田町内ではもちろん、いちばん

大きな石室をもつ古墳である。

0     1m
i       :
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図54 めがね塚 1号古墳遺物分布図

第 2章 古 墳 時 代

出
土
遺
物
は
人
骨
、
鉄
刀
、
帯
金
具
、
馬
具
、
装
飾
品
、
須
恵
器
な
ど
が
見
つ

か
っ
た
。

人
骨
は
鑑
定
塔
れ
て
い
な
い
た
め
、
正
確
な
遺
体
数
が
把
握
で
き
な
い
が
、
少

な
く
と
も
五
体
以
上
の
人
骨
が
眠

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

副
葬
品
は
佐
久
平
で
二
番
目
の
長
さ

（全
長
九
二
彙ン）
を
誇
る
直
刀
の
ほ
か
、

短
刀
三
振
り
も
見
つ
か
っ
た
。
帯
金
具
は
ベ
ル
ト
の
金
具
で
当
時
は
有
力
者
が
権

威
付
け
の
た
め
に
身
に
つ
け
た
。
馬
具
の
轡
は
完
全
な
形
で
右

（東
）
側
壁
前
部

よ
り
見
つ
か
り
、
き
わ
め
て
保
存
状
態
の
良
い
も
の
で
あ
っ
た
。

装
飾
品
に
は
耳
飾
り
の
耳
環
、
首
飾
の
土
製
丸
玉

・
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
が
少
量
出

土
し
た
が
、
当
時
副
葬
さ
れ
た
装
飾
品
の
多
く
は
盗
掘
に
よ
り
持
ち
去
ら
れ
た
ら

し
い
。
須
恵
器
は
平
瓶

・
不
な
ど
が
出
土
し
、
不
の
製
作
年
代
は
七
世
紀
の
第
２

～
３
四
半
期
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
遺
物
か
ら
、
め
が
ね
塚

一
号
古
墳
の
築
造
年
代
は
七
世
紀
後
半
こ
ろ

の
こ
の
地
域
の
有
力
者
の
墓
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
馬
具
が
出
土
し
た
こ
と
か

ら
葬
ら
れ
た
人
物
は
牧
経
営
に
か
か
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

な
お
、　
一
号
古
墳
は
郷
土
の
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値
が
高
い
た
め
、
復
元
整

備
が
行
な
わ
れ
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
二
号
古
墳
の
学
術

調
査
を
継
続
し
て
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

用
・

頬
θ

330
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写31 めがね塚 1号噴出± 4振 りの

大刀 右はしの人ブJは全長92cm

写32 めがね塚 1号墳出土の轡

引手の Iモ さ16cm

一
一　
集
落
の
拡
散
と
拡
大

四
世
紀
人
々
　
一削
方
後
円
墳
築
造
に
と
も
な
う
大
き
な
社
会
変
動
が
起
き
る
さ

は

ど

¨
一
へ
　
な
か
、
佐
久
平
で
成
長
し
た
農
業
共
同
体
社
会
も
大
き
な
変
貌

を
と
げ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
弥
生
時
代
後
期
に
は

一
時
期
二

〇
棟
を
越
え
る
大
き
な
ム
ラ
が
千
曲
川
の
支
流
沿

い
の
台
地
や
微
高
地
に
た
く
さ

ん
経
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ム
ラ
は

一
部
例
外
が
あ

る
も
の
の
だ
い
た
い
は
標
高
七
二
〇
肝
以
内
の
現
在
で
も
冷
害
に
あ
わ
な
い

一
等

水
田
の
近
く
に
造
ら
れ
て
い
た
。
現
在
の
岩
村
田

・
長
土
呂
地
区
に
あ
た
る
湯
川

右
岸

・
濁
川
流
域
の
末
端
部
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
古
墳
の
築
造

が
始
ま
る
こ
ろ
に
な
る
と
佐
久
地
域
独
自
の
繁
栄
を
誇

っ
た
弥
生
集
落
密
集
地
帯

か
ら
、
大
規
模
な
ム
ラ
は
西

一
里
塚
遺
跡
の
環
濠
集
落

（環
濠
の
掘
削
時
期
は
弥

生
時
代
後
期
後
半
以
降
と
考
え
ら
れ
る
が
詳
細
は
不
明
。
ま
た
、
集
落
の
構
成
も

不
明
。
）
を
除
い
て
だ
い
た
い
姿
を
消
し
、
清
水
田
遺
跡
や

一
本

柳

遺
跡
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
竪
穴
住
居
数
棟
で
構
成
さ
れ
る
基
礎
的
な
単
位
を
示
す
小
さ
な
ム
ラ

が
点
在
す
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
む
し
ろ
そ
れ
ま
で
は
ム
ラ
造
り
が
行

な
わ
れ
な
か

っ
た
弥
生
集
落
密
集
地
帯
の
外
縁
部
に
あ
た
る
場
所
に
古
墳
時
代
前

期
の
ム
ラ
の
跡
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

前
記
し
た
古
墳
時
代
前
期
の
佐
久
平
は
、
大
和
政
権
の
シ
ナ
ノ
進
出
に
あ
た
っ

て
要
所
と
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
地
域
の
た
め
か
、
政
権
に
築
造
が
許
可
さ
れ
た
前

方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
前
方
後
円
墳
に
葬
ら
れ
る
首
長

ク
ラ
ス
の
居
宅
と
い
わ
れ
る
方
形

の
溝
で
囲
ま
れ
た
内
部
に
大
型
建
物
を
も

つ
古

墳
時
代
前
期
の
豪
族
居
館
は
未
発
見
で
、
そ
の
出
現
は
古
墳
時
代
後
期
ま
で
待
た

ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

周
辺
地
域
で
　
現
在
の
佐
久
市
平
根

・
安
原
な
ど
を
中
心
と
す
る
湯
川
左
岸
の

集

落

造

り
　

一
帯
は
湯
川
右
岸
に
く
ら
べ
弥
生
時
代

ム
ラ
の
分
布
が
薄

い
地
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写37 クレーン 2台で天丼石を除去 写33 小石が覆う 1号古墳

写38 天丼石87トンを慎重に吊る 写34 天丼石が落ちかかつている (平成8年の調査)

写 39

:ニ ケ =,

も

天丼石をわきに置 く 写35 対岸からみためがね塚古墳群

写36 復元始まる写40 天丼石 3トンを除去
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写
　
　
３３

写45 羨道から玄室をみる 写41 奥壁と側壁の状況

写46 羨道の左側壁

写47 羨道の右側壁

写42 玄室の左側壁

写43 玄室の右側壁

写44 棺床の出土状況人骨がまとまって出土した



第 2 il 占 1.1時 イt

1ヽギ
。
F」

rと

写
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２
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で
後
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天
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冒
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写53 後の天丼石着地寸前 写49 玄室から玄門をみる

写50 左側壁を復元する

写54 後の天丼石設置

写55 前の天丼石をのせる

■■■口B4Li,=1」 `

,

写56 石室復元完成



域
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
世
紀
後
半
の
古
墳
時
代
を
前
後
す
る
時
期
に
な
る
と

左
岸
地
域
に
も
小
規
模
な
ム
ラ
の
進
出
が
顕
著
と
な
る
。
安
原
の
池
畑
遺
跡
、
佐

久
市
岩
村
用
の
下
小
平

遺
跡
で
は
弥
生
時
代
末
の
五
棟
前
後
で
構
成
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
ム
ラ
の
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
部
分
的
調
査

だ
が
、
平
根
の
腰
巻

・
高
内
遺
跡
、
佐
久
市
新
子
田
の
戸
坂
遺
跡
な
ど
で
弥
生
時

代
末
～
古
墳
時
代
初
頭
の
小
規
模
な
ム
ラ
の
存
在
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
後
に
記

す
御
代
田
町
塚
田
遺
跡
の
六
軒
か
ら
な
る
ム
ラ
の
跡
は
こ
れ
と
同
列
の
も
の
と
考

え
て
よ
い
。

古
墳
時
代
前
期
後
半
に
な
る
と
平
根
の
腰
巻
遺
跡
や
安
原
の
宿

上
屋
敷
遺
跡
、

新
子
田
の
権
現
平
遺
跡
に
や
は
り
五
棟
前
後
と
推
定
さ
れ
る
小
さ
な
ム
ラ
の
跡
が

残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
腰
巻
遺
跡
の
対
岸
に
な
る
が
、
栗
毛
坂
遺
跡
Ａ
地
区
に

も
五
棟
か
ら
な
る
ム
ラ
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
御
代
田
町
域
で
は
こ
の
時
期
に
な

る
と
ム
ラ
の
跡
が
確
認
で
き
な
く
な
る
。
人
の
居
住
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
当
然

の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
前
期
古
墳
も
御
代
田
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

佐
久
市

。
小
諸
市

・
浅
科
村
が
接
す
る
千
曲
川
沿
い
の
沖
積
地
や
段
丘
上
も
弥

生
時
代
の
ム
ラ
は
少
な
い
場
所
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
古
墳
時
代
前
期
の
遺
跡
は

ム
ラ
も
あ
る
が
、
墓
の
発
見
例
が
多
い
点
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。
小
諸
市
久
保

田
遺
跡
で
三
基
、
浅
科
村
上
の
平

遺
跡
で
一
基
、
佐
久
市
の
大
ふ
け
遺
跡
で
二
基

の
古
墳
時
代
初
頭
の
周
溝
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
群
集
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
千
曲
川
流
域
の
弥
生
時
代
に
特
徴
的
な
不
整
円
形
の
周
溝
墓
と
方
形

第 2節 浅間山麓の古墳社会と文化

図55 佐久平の古墳時代前期遺跡の分布
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写57 弥生のムラから古墳のムラヘ 下荒田・細田から塚田への移動

ダ

の
弥
生
時
代
と
大
差
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

山
上

◆
高
冷
　
古
墳
時
代
を
前
後
す
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
弥
生
時

地

の

集

落
　
代
に
は
皆
無
に
近
か
っ
た
高
所
に
も
遺
跡
の
分
布

を
み
る
よ
う
に
な
る
。
佐
久
市
上
平
尾
の
九
山
Ｈ
遺
跡
は
平
尾
富
士

（標
高

一
一
五
五
屑
）
西
麓
の
尾
根
の
先
端
部
に
あ
る
。
現
在
は
桃

畑
、
以
前
は
桑
畑
と
し
て
土
地
利
用
さ
れ
て
き
た
。
平
地
部
と
の
高

度
差
は
八
〇
肝
前
後
も
あ
り
、
佐
久
平
を
東
側
か
ら

一
望
で
き
る
眺

望
の
良
い
地
に
立
地
し
、
発
掘
調
査
で
古
墳
時
代
前
期
初
頭
の
竪
穴

住
居
跡
二
棟
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
ム
ラ
の
跡
は
立
地
か
ら
み
て
農

耕
を
目
的
に
営
ま
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
平
地
部
の
監
視
、
あ
る

い
は
連
絡
網
等
の
軍
事
目
的
や
山
間
部
に
お
け
る
食
料
獲
得
の
手
段

―
狩
猟
の
拠
点
な
ど
多
様
な
性
格
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

視
点
を
佐
久
市
以
外
に
も
広
げ
る
と
弥
生
集
落
密
集
地
帯
か
ら
大

き
く
は
ず
れ
る
高
所
か
ら
も
点
々
と
小
規
模
な
ム
ラ
の
跡
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
小
諸
市
で
は
石
神
遺
跡
（七
九
五
肝
）、
御
代
田
町
で
は

塚
田
遺
跡

（八

一
〇
屑
）
、
軽
井
沢
町
で
は
県

遺
跡

（九
二
五
肝
）
が

あ
り
、
浅
間
山
の
ふ
も
と
に
点
々
と
分
布
す
る
。
あ
た
か
も
現
在
の

国
道

一
八
号
線

（北
国
街
道
）
付
近
に
並
べ
ら
れ
た
よ
う
な
分
布
状

況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
古
墳
時
代
初
頭
の
ム
ラ
の
跡
で
、

石
神
遺
跡
で
三
棟
、
塚
田
遺
跡
で
六
棟
、
県
遺
跡
で
三
棟
の
竪
穴
住

居
跡
が
発
掘
さ
れ
小
規
模
な
ム
ラ
が
営
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

塚
田

・
石
神
遺
跡
の
ム
ラ
は
、
立
地
か
ら
み
て
耕
地
拡
大
の
意
欲



が
感
じ
ら
れ
る
が
、
県
遺
跡
に
つ
い
て
は
現
在
で
も
水
田
耕
作
に
苦
労
す
る
冷
涼

な
地
に
あ
る
た
め
、
単
に
耕
地
拡
大
を
目
的
と
し
て
造
ら
れ
た
ム
ラ
と
は
考
え
が

た
い
。
む
し
ろ
、
佐
久
地
方
で
初
め
て
北
陸
系
土
器
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
重
視

す
る
と
、
古
墳
築
造
に
と
も
な
う
全
国
的
な
土
器

（あ
る
い
は
人
）
移
動
に
あ
た

っ
て
の
中
継
地
的
な
性
格
も
県
遺
跡
の
ム
ラ
に
つ
い
て
は
考
え
な
け
れ
ば
ら
な
ら

な
い
。
こ
の
ほ
か
、
南
佐
久
郡
南
牧
村
の
旧
石
器
時
代
の
細
石
器
発
見
の
地
と
し

て
有
名
な
矢
出
川
遺
跡
群
付
近
や
川
上
村
の
馬
場
平

遺
跡
付
近
の
よ
う
な
標
高

一
〇
〇
〇
肝
を
超
え
る
よ
う
な
場
所
で
も
、
古
墳
時
代
初
頭
の
土
器
や
磨
製
石
鏃

が
点
々
と
採
集
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
佐
久
地
方
の
古
墳
時
代
前
期
の
ム
ラ
は
、
せ
い
ぜ
い
五
棟
前
後

の
竪
穴
住
居
で
構
成
さ
れ
る
基
礎
的
な
単
位
を
示
す
ど
考
え
ら
れ
る
小
規
模
な
ム

ラ
が
多
く
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
に
お
い
て
二
〇
棟
近
く
に
も
達
し
た
大
規
模
な

ム
ラ
は
こ
と
ご
と
く
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
そ
の
分
布
範
囲
は
ム
ラ
の
数

を
減
ら
し
な
が
ら
、
弥
生
集
落
密
集
地
帯
の
外
縁
部
や
農
耕
不
適
な
高
冷
地
や
山

間
部
な
ど
の
高
所
に
ま
で
押
し
広
げ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は

と
か
く
人
口
増
に
と
も
な
う
耕
地
の
拡
大
を
ね
ら
っ
た
人
の
移
動
と
し
て
考
え
ら

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
発
掘
資
料
か
ら
み
た
現
実
は
逆
に
人
口
が
激
減
し
て
い
る
と

し
か
考
え
よ
う
が
な
い
。
な
ぜ
弥
生
集
落
密
集
地
帯
か
ら
当
時
の
人
々
は
去
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
し
て
ま
た
、
人
口
が
減
っ
た
の
か
。
弥
生
中
期
以
来

二
〇
〇
年
前
後
人
々
の
腹
を
満
た
し
て
き
た
弥
生
集
落
密
集
地
帯
中
央
部
に
あ
る

穀
倉
地
帯
が
、
長
年
に
わ
た
る
生
産
の
繰
り
返
し
で
土
地
が
疲
弊
し
、
人
口
を
支

え
る
収
穫
が
期
待
出
来
な
く
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
地
域
内
の

事
情
と
共
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
前
方
後
円
墳
築
造
に
と
も
な
う

外
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。
善
光
寺
平
に
シ
ナ
ノ
の
ク
ニ
の
初
代
王
者
が
造

っ
た
と

さ
れ
る
前
方
後
円
墳
森
将
軍
塚
古
墳
が
築
造
さ
れ
る
前
の
時
期
か
ら
佐
久
平
に
お

け
る
ム
ラ
の
縮
小

・
分
散
化
の
傾
向
は
顕
著
と
な
る
た
め
、
古
墳
築
造
に
呼
応
し

た
人
の
移
動
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
繁
栄
を
誇

っ
た
佐
久
平
の
弥
生
社
会
は
解
体
し
、
古
墳
築
造
の
波
に
影

響
を
受
け
た
社
会

へ
の
変
革
が
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

後
半
の
ム
ラ
の
跡
は

第 2節 浅間山麓の古墳社会 と文化

台地南部の空白部には、このあと古墳

群が築かれる

図56 北西ノ久保遺跡五世紀の集落図
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佐
久
市
大
井
城

跡
、
下
芝
宮

・
下

聖

端
・市
道
遺
跡
、
当
町
前
田
遺
跡
な
ど
が
あ

る
。
北
西
ノ
久
保

。
下
芝
宮

。
下

聖

端
遺
跡
と
大
井
城
跡
は
さ
き
に
述
べ
た
佐
久

平
の
弥
生
集
落
密
集
地
帯
の
中
、
前
田
遺
跡
は
そ
の
密
集
地
帯
の
外
縁
部
よ
り
さ

ら
に
外
側
、
市
道
遺
跡
は
千
曲
川
左
岸
の
そ
れ
ま
で
氾
濫
を
お
そ
れ
て
か
滅
多
に

ム
ラ
を
形
成
し
な
か
っ
た
沖
積
地
に
あ
る
。

前
半
の
北
西
ノ
久
保
遺
跡
で
は

一
九
棟
の
竪
穴
住
居
跡
、
前
田
遺
跡
で
は
五
棟

の
竪
穴
住
居
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
後
半
で
は
集
落
規
模
が
判
明
す
る
調
査
は
五
棟

の
竪
穴
住
居
跡
が
見
つ
か
っ
た
前
田
遺
跡
し
か
な
い
。

以
上
の
状
況
か
ら
み
て
古
墳
時
代
前
期
に
何
ら
か
の
理
由
で
放
棄
さ
れ
、
閑
散

と
し
て
い
た
弥
生
時
代
の
集
落
密
集
地
帯
で
は
、
古
墳
時
代
中
期
に
い
た
っ
て
ふ

た
た
び
基
礎
的
な
単
位
の
ム
ラ
造
り
を
始
め
た
こ
と
、
市
道

・
前
田
遺
跡
が
立
地

す
る
場
所
は
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
時
代
前
期
な
ど
前
時
代
に
あ

っ
て
は
居
住
域
と

し
て
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
人
跡
の
空
白
地
域
で
あ
り
、
新
開
地
の
開
拓
が
始
め
ら

れ
た
こ
と
な
ど
が
想
像
さ
れ
る
。
と
く
に
市
道
遺
跡
の
あ
り
方
は
、
千
曲
川
の
氾

濫
に
対
抗
す
る
水
利
事
業
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
、
灌
漑
技
術
の
進
歩

を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
古
墳
時
代
前
期
に
小
規
模
な

ム
ラ
が
形
成
さ
れ
た
標
高
八
〇
〇
～

一
一
〇
〇
屑
ま
で
の
高
冷
地
や
山
間
部
は
、

こ
の
時
期
の
ム
ラ
は
皆
無
に
近
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
ム
ラ
の
再
形
成
を
み
る
の

は
、
お
よ
そ
五
〇
〇
年
後
の
律
令
体
制
崩
壊
期
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

六

・
七
世
紀
再
び
　
大
和
政
権
大
王
を
取
り
巻
く
有
力
豪
族
が
台
頭
し
、
天
皇

活

況

を

ロニ
す
　
権
力
が
弱
体
化
、
天
智

・
天
武
天
皇
な
ど
の
努
力
に
よ
り

律
令
制
度
が
で
き
つ
つ
あ

っ
た
。
ま
た
、
外
交
上
恥
ず
か
し
く
な
い
都
城
造
り
を

目
指
し
、
難
波
長
柄
豊

崎

宮
、
藤
原
京

な
ど
が
実
験
的
に
作
ら
れ
た
の
ち
、
平

城
京
が
完
成
す
る
ま
で
の
六

・
七
世
紀

は
佐
久
地
方
の
ム
ラ
で
も
中
央
政
治
の

影
響
を
受
け
始
め
る
時
期
で
あ
る
。
ま

た
、
文
化
面
に
お
い
て
も
当
時

の
天
皇

た
ち
が
支
持
し
た
仏
教
が
地
方

へ
の
浸

透
を
は
じ
め
、
佐
久
市
長
土
呂
に
は
瓦

を
駆
使
し
た
古
代
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
。

佐
久
地
方
に
お
い
て
古
墳
時
代
後
期

を
代
表
す
る
の
は
佐
久
市
平
賀
の
樋
村

遺
跡
で
あ
る
。
古
墳
時
代
後
期
～
平
安

時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
二
八
八
棟
発
掘

さ
れ
、
こ
の
つ
ち
二
七
四
棟
が
古
墳
時

代
後
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
遺
跡
は

全
掘
さ
れ
て
い
な
い
の
で
そ
の
規
模
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
は
確
実
で
、
六

・
七

世
紀
の
特
大
ム
ラ
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
か
り
に
樋
村
の
古
墳
集
落
が
六

世
紀
の
初
め
か
ら
七
世
紀
の
終
わ
り
ま
で
連
綿
と
継
続
し
て
い
た
と
し
て
も
、

一

時
期
五
〇
棟
前
後
の
竪
穴
住
居
群
に
よ
っ
て
ム
ラ
が
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

り
、
古
墳
時
代
中
期
や
、
弥
生
時
代
を
上
回
る
規
模
に

一
部
の
ム
ラ
が
膨
張
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
っ
ぽ
う
当
町
西
屋
敷
の
前
田
遺
跡
で
は
六
世
紀
初
頭
の

ム
ラ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
腎
穴
住
居
が
五
軒
あ
る
に
す
ぎ
な
い
小
規
模
な
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
代
の
西
屋
敷
は
開
拓
初
期
の
段
階
を
抜
け
て
い
な
か
っ
た

写50 佐久市樋村遺跡の密集する竪穴住居跡群

(6・ 7世紀、佐久市教育委員会提供 )
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の
で
あ
る
。

佐
久
平
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
部
分
的
調
査
で
あ
る
が
、
古
墳
時
代
中
期
に
く
ら

べ
て
後
期
の
発
掘
例
は
数
多
い
。
六
世
紀
以
降
千
曲
川
右
岸
、
湯
川
右
岸
の
岩
村

田

。
長
土
呂
地
区
で
は
相
当
な
ム
ラ
の
広
が
り
が
予
想
さ
れ
る
清
水
田
遺
跡
を
は

じ
め
と
し
て
、
弥
生
集
落
密
集
地
帯
に
重
な
る
地
域
で
大
規
模
な
ム
ラ
造
り
が
行

な
わ
れ
る
。
そ
し
て
律
令
体
制
期
の
七
世
紀
以
降
に
な
る
と
弥
生
時
代
集
落
の
限

界
ラ
イ
ン
標
高
七
二
〇
屑
を
突
破
し
た
地
域
に
ま
で
大
規
模
な
ム
ラ
が
形
成
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
象
徴
的
な
存
在
は
御
代
田
町
も

一
部
含
む
佐
久
市
長
土
呂
の
聖

原

遺
跡
で
七
～
九
世
紀
後
半
ま
で
の
竪
穴
住
居
や
掘
立
柱
建
物
が
総
数
で

一
〇
〇
〇

棟
を
超
え
よ
う
か
と
い
う
巨
大
な
ム
ラ
が
連
綿
と
計
画
的
に
継
続
し
て
営
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
当
町
と
佐
久
市

・
小
諸
市
に
ま
た
が
る
西
屋
敷
の
鋳
師
遺
跡
群
で

は
や
は
り
七
～
九
世
紀
中
心
の
住
居
群
が
四
三
四
軒
検
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
三
七

軒
が
古
墳
時
代
後
期
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
集
落
遺
跡
群
の
北
側
に
は
七
世

紀
末
と
さ
れ
る
溝
で
方
形
に
囲
っ
た
屋
敷
と
倉
庫
群
が
見
つ
か
っ
た
。
お
そ
ら
く

鋳
師
物
屋
の
ム
ラ
が
形
成
さ
れ
る
初
期
段
階
の
盟
主
の
館
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
鋳

師
屋
の
ム
ラ
の
盟
主
が
ま
だ
、
古
墳
造
り
を
行
な
い
、
共
同
体
首
長
的
性
格
が
強

け
れ
ば
、
こ
の
館
跡
は
「居
館
跡
」、
す
で
に
律
令
体
制
初
期
段
階
の
政
治
的
に
整

備
さ
れ
た
ム
ラ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
郡
衛
」
の
下
部
機
関

「
郷
衛
」
、
‘
フ
の
性

格
を
駅
家
と
関
連
づ
け
れ
ば

「駅
衛
」
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
出
土

遺
物
を
み
る
と
畿
内
地
方
で
特
徴
的
に
作
ら
れ
た
暗
文
を
も
つ
土
器
が
移
入
さ
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
、
鋳
師
屋
の
ム
ラ
は
東
山
道
を
通
じ
て
の
中
央
政
治
の
影
響
力

が
う
か
が
え
る
。

千
曲
川
左
岸
地
域
に
お
い
て
も
古
墳
時
代
中
期
の
市
道
遺
跡
か
ら
始
ま
っ
た
沖

積
地

へ
の
ム
ラ
の
進
出
が

一
層
顕
著
に
な
る
。
佐
久
市
桜
井
の
上

桜
井
北
遺
跡
や

同
市
跡
部
の
跡
部
町
田
遺
跡
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

佐
久
の
古
墳
時
代
後
期
は
弥
生
時
代
以
降
い
っ
た
ん
衰
退
し
た
ム
ラ
造
り
や
耕

地
の
開
拓
を
ふ
た
た
び
活
発
化
し
、
さ
ら
に
は
過
去
に
な
い
人
口
増
加
を
も
た
ら

し
た
復
活
の
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

御
代
田
の
古
墳
　
佐
久
地
域
の
古
墳
時
代
集
落
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
で
御
代

時

代

の

ム

ラ
　
田
の
状
況
を
細
か
く
あ
げ
て
み
る
。

も
っ
と
も
古
い
の
は
三
世
紀
後
半
に
営
ま
れ
た
塩
野
の
塚
田
遺
跡
の
ム
ラ
、　
つ

い
で
五

・
六
世
紀
の
西
屋
敷
の
前
田
遺
跡
の
ム
ラ
、
最
後
は
小
田
井
の
聖
原
Ｈ
遺

跡
の
七
世
紀
の
ム
ラ
で
あ
る
。

塚
田
遺
跡
の
古
墳
時
代
集
落
は
、
御
代
田
で
は
じ
め
て
稲
作
に
挑
戦
し
た
細

田

・
下
荒
田
遺
跡
の
弥
生
時
代
末
期
の
ム
ラ
を
引
き
継
い
で
榛
木
沢
か
ら
二
段
目

の
段
丘
上
、
海
抜
八
〇
〇
屑
内
外
の
地
点
に
営
ま
れ
た
。
古
墳
時
代
に
な
っ
て
も

や
は
り
、
こ
の
地
域
は
御
代
田
で
一
番
コ
メ
作
り
に
適
し
た
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ム
ラ
を
つ
く
る
住
居
の
数
は
竪
穴
住
居
が
六
軒
、
倉
庫
の
跡
は
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
の
で
穀
物
は
竪
穴
住
居
の
な
か
に
貯
蔵
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ム
ラ
の
中
央

に
は
長
さ

一
〇
屑
の
大
型
住
居
が
居
座
り
、
そ
の
周
囲
に
普
通
の
大
き
さ
や
小
さ

な
住
居
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
中
央
の
大
型
住
居
の
主
が
こ
の
ム
ラ

の
長
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
ム
ラ
の
人
口
は

一
軒
に
平
均
五
人
暮
ら

し
た
と
し
て
三
〇
人
、
六
人
だ
と
し
て
三
六
人
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

町
内
で
は
こ
れ
と
同
時
期
の
ム
ラ
は
ほ
か
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ

れ
に
継
続
す
る
ム
ラ
の
跡
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
細
田

・
下
荒
田
か
ら
塚
田
の
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ム
ラ
に
約
五
〇
年
に
わ
た
り

住
み
続
け
た
人
々
は
、
こ
こ

で
の
暮
ら
し
に
何
ら
か
の
限

界
を
感
じ
た
ら
し
い
。

い
ず

こ
へ
か
去

っ
て
い
っ
た
。
そ

の
原
因
が
何
で
あ

っ
た
の
か

は
は

っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い

な

い
。

塚
田
の
ム
ラ
が
空

っ
ぽ
に

な

っ
て
か
ら
お
よ
そ

一
五
〇

年
の
歳
月
を
経
て
、
御
代
田

に
ふ
た
た
び
ム
ラ
を
営
ん
だ

人
々
が
い
た
。
西
屋
敷

の
前

田
遺
跡
の
ム
ラ
に
五
世
紀
後

半

（倭
の
五

・１１
時
代
）
に
ム

ラ
を
構
え
た
人
々
で
あ
る
。

か
れ
ら
も
ど
こ
の
地
か
ら
か
移
住
し
て
き
た
人
々
で
、
新
聞
地
に
五
軒
か
ら
な
る

ム
ラ
を
営
み
農
業
も
行
な

っ
た
。
中
央
に
ム
ラ
の
長
の

一
家
が
暮
ら
す
大
型
住
居
、

そ
の
両
翼
に
は
各
二
軒
ず

つ
の
小
型
住
居
が
配
置
さ
れ
た
。
人
日
は
三
〇
人
強
で

あ

っ
た
ら
し
い
。
こ
の
ム
ラ
に
住
ん
だ
人
々
は
貴
重
品
で
あ

っ
た
大
阪
産
の
須
恵

器
と
い
う
硬
質
な
焼
き
物
を
も

つ
な
ど
文
化
を
先
ど
り
し
て
い
た
反
面
で
、
炊
事

場
は
旧
態

い
ぜ
ん
と
し
た
炉
を
用
い
て
い
た
。
当
時
最
先
端
の
熱
効
率
の
良

い
カ

マ
ド
を
使
用
す
る
に
は
い
た
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
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写59 塚田遺跡出土の古墳時代初頭の土器
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図50 前田遣跡の古
墳時代のムラ

の移り変わり
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五
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
た
前
田
ム
ラ
の
竪
穴
住
居
は
老
朽
化
し
、
壊
れ
か
か
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
そ
の
北
側
の
隣
地
に
新
し
い
ム
ラ
を
造
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

う
し
て
六
世
紀
初
め
に
新
し
い
前
田
ム
ラ
が
誕
生
し
た
。
こ
の
ム
ラ
も
前
と
同
じ

く
五
軒
の
竪
穴
住
居
か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
。
人
口
も
増
え
ず
三
〇
人
強
の
ま
ま

で
、
労
働
力
の
増
強
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
二
十
余
年
の
の
ち
、
前
田
ム
ラ
の
人
々
は
、
突
如
こ
の
地
で
の
生
活

に
終
止
符
を
打
ち
、
ま
た
、　
い
ず
こ
へ
か
去
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
。

そ
れ
か
ら
約

一
〇
〇
年
弱
の
ち
、
六
世
紀
の
末
に
何
を
思
っ
た
の
か
こ
の
地
に

た
っ
た

一
軒
の
竪
穴
住
居
が
建
て
ら
れ
た
。
通
常
の
ム
ラ
は
い
く
つ
か
の
血
縁
関

係
の
強
い
世
帯
が
集
ま
り
、
そ
の
複
合
体
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
こ

の
ム
ラ
は

一
家
族
だ
け
で
構
成
さ
れ
、
他
の
家
は
で
き
な
か
っ
た
。
住
居
の
規
模

は
床
面
積

一
三

。
一
平
方
屑
、
約
四
坪
と
や
や
小
振
り
で
小
家
族
が
居
住
し
た
よ

う
だ
。
い
か
な
る
理
由
で
こ
の
よ
う
に
孤
立
し
た
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
の

か
謎
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
約

一
〇
〇
年
あ
と
、
奈
良
時
代
に
入
る
と
こ
の
地
は
律
令
東
山
道
の

通
過
地
点
の
ム
ラ
と
し
て
空
前
の
賑
い
を
み
せ
る
よ
う
に
な
る
。

七
世
紀
後
半
、
佐
久
地
域
の
中
央
部
は
初
期
律
令
体
制
の
指
揮
の
も
と
、
各
所

で
計
画
的
な
ム
ラ
が
営
ま
れ
る
。
小
田
井
の
聖
原
Ｈ
遺
跡
の
ム
ラ
も
そ
の

一
つ
で

あ
る
。
図
５９
の
よ
う
に
こ
の
ム
ラ
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
の
約
二
〇

〇
年
間
に

一
〇
〇
〇
軒
を
超
え
る
竪
穴
住
居
と
、
掘
立
柱
建
物
が
建
て
続
け
ら
れ

た
超
大
型
の
ム
ラ
で
あ
る
。　
一
九
九
四

（平
成
六
）
年
の
発
掘
で
は
そ
の

一
部
の

ム
ラ
の
北
端
に
近
い
場
所
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
見
つ
か
っ
た
二
軒
の
竪
穴
住
居

跡
は

一
辺
四

・
五
～
五
屑
規
模
の
当
時
と
し
て
は
普
通
の
大
き
さ
で
あ

っ
た
。
ま

た
、
こ
の
う
ち
の

一
軒
か
ら
は
む
し
ろ
な
ど
を
編
む
際
に
重
し
に
使

っ
た
と
み
ら

れ
る
石
が
見
つ
か
っ
た
。

第 2節 浅間山麓の古墳社会と文化

1993御 代 田町教委

図59 聖原遺跡の今までの調査箇所
ここから1,000軒近 くの竪穴住居跡、

掘立柱建物跡が見つかった
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産

五
世
紀
の
時
代
に
朝
鮮
半
島
か
ら
新
種
の
鉄
製
農
耕
具
が
も
た

水

田

と

畑

ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
列
島
規
模
で
開
拓
が
行
な
わ
れ
た
時

代
に
、
佐
久
平
で
も
新
地
の
開
墾
が
始
ま

っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
記
し
た
集
落
分

布
状
況
か
ら
も
予
測
さ
れ
た
．
そ
し
て
、
六
～
七
世
紀
の
律
令
社
会
を
む
か
え
る

こ
ろ
に
は
過
去
に
例
を
み
な

い
ほ
ど
集
落
の
分
布
域
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
開
拓
は
進
行
し
た
ｔ
で
は
実
際
に
当
時
の
田
畑
は
ど
ん
な
姿
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
佐
久
平
に
お

い
て
確
実
な
古
墳
時
代
の
水
田
は
未
発
見

で
あ
る
。
他
地
域
で
発
見
さ
れ
た
水
＝
跡
を
参
考
に
す
る
と
、
こ
の
時
代
の
水
田

は
か
な
り
細
か
く
区
画
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
水
温
の
急
変
に
対

応
で
き
る
冷
害
対
策
型
の
水
＝
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
．

な
お
、
畑
跡
は
佐
久
市
の
長
上
呂
遺
跡
群
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
が
何
を
栽
培

し
て
い
た
か
は
判
明
し
て
い
な

い
．
当
時
の
食
生
活
は
米
ば
か
り
に
依
存
し
て
い

た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
重
要
な
穀
物

・
野
菜
を
産
出
し
て
い
た
に
違
い
な

い
．

須
恵
器
生
産
　
五
世
紀
後
半
に
朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
須
恵
器
は
、
国

の
は
じ
ま
り
　
内
生
産
が
開
始
さ
れ
て
し
ば
ら
く
は
、
各
地
域
の
有
力
者
が
巨

大
な
古
墳
を
造
る
場
所
の
近
く
で
製
作
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
佐
久
地
方

に
は
初
期
須
忠
器
を
焼

い
た
窯
跡
は
な
く
、
北
西
ノ
久
保
古
墳
や
町
内
前
田
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
初
期
須
恵
器
は
、
大
阪
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

長
野
県
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
は
長
野
市
松
ノ
山
窯
址
が
も

っ
と
も
古
く
、
古

墳
時
代
後
期
の
初
め

（六
世
紀
初
頭
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
久
地
方
に

お
け
る
須
忠
器
窯
の
操
業
開
始
は
さ
ら
に
遅
れ
、
現
状
で
は
佐
久
市
石
附
窯
跡
群

の
古
墳
時
代
後
期
の
終
わ
り

（七
世
紀
後
半
）
が
最
古
で
あ
る
。
石
附
窯
跡
群
は

佐
久
市
伴
野
地
区
に
あ
り
、
三
度

の
発
掘
調
査
で
丘
陵
西
斜
面
か
ら
須
恵
器
窯
跡

二
基
、
木
炭
窯
跡
五
基
が
発
掘
さ
れ
た
。
須
恵
器
窯
の
窯
体
は
岩
盤
を
掘
り
抜

い

た
害
窯
で
、
平
面
形
は
船
形
を
て
い
す
る
。
Ｉ
Ｚ
７
号
窯
跡
は
須
恵
器
の
焼
成
さ

れ
た
面
が
二
枚
あ
り
、
拡
張
後
の
窯
体
長
は
五

・
八
肝
を
計
測
す
る
。
須
恵
器
の

焼
成
は
コ
ナ
ラ
材
で
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
石
附
窯
跡
周
辺
で
は
、
御
牧
ケ

原
、
八
重
原
台
地
に
も
多
く
の
窯
跡
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

窯
跡
群
は
た
い
が
い
八
～
九
世
紀
に
生
産
を
開
始
、
九
世
紀
前
半
に
生
産
の
最
盛

期
が
あ
り
、
近
隣
の
集
落

へ
の
食
器
供
給
も
こ
れ
と
運
動
し
て
行
な
わ
れ
た
。
と

こ
ろ
が
も

っ
と
も
古

い
七
世
紀
の
石
附
窯
跡
群
の
須
恵
器
の
供
給
先
は
、
今
の
と

こ
ろ
未
確
定
で
あ
る
。

第 2節  浅問山麓の IIfti社会と文化

写75 石附窯跡 IZ7号 須恵器

(佐 久市教fF委 員会提供 )
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図61 石附窯跡 lZ5号木炭窯 (1:100)
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木

炭

窯

と
　
石
附
窯
跡
群
で
は
須
恵
器
窯
跡
の
ほ
か
、
七
世
紀
末
～
八
世
紀

鉄
　
生
　
産
　
の
県
内
初
の
本
炭
窯
跡
五
基
が
見
つ
か
っ
た
。
窯
体
の
基
本
構

造
は
掘
り
抜
き
式
の
響
窯
で
、
側
壁
の
左
右
い
ず
れ
か
に
炭
取
り
出
し
用
の
横
口

が
三
個
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
窯
体
長
は
も
っ
と
も
残
り
の
良
い
Ｉ
Ｚ
５
号

窯
跡
は
六

・
五
屑
余
り
を
測
る
。

通
常
、
木
炭
窯
は
鉄
生
産
と
の
関
係
が
深
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
石
附
窯
跡
で

は
木
炭
窯
と
セ
ッ
ト
に
な
る
製
鉄
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
窯
跡
群

の
存
在
す
る
丘
陵
東
側
の
斜
面
に
は
、
時
期
不
確
定
な
が
ら
多
量
の
鉄
滓
が
出
土

し
た
小
金
平
遺
跡
が
あ
る
。
周
辺
に
は
製
鉄
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
遺
跡
、
地
名

も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
丘
陵
基
盤
の
層
中
に
は
砂
鉄
層
も
み
ら
れ
る
。
以
上
を

考
え
あ
わ
せ
る
と
近
く
に
製
鉄
遺
跡
が
眠
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
い
ず
れ
に

し
て
も
県
内
を
見
わ
た
し
て
も
木
炭
窯
は
石
附
窯
跡
が
唯

一
、
製
鉄
跡
に
い
た
っ

て
は
更
埴
市
の
清
水
製
鉄
遺
跡
で

一
〇
世
紀
後
半
の
製
鉄
炉
が
発
見
さ
れ
て
い
る

に
過
ぎ
ず
、
古
墳
時
代
は
皆
無
で
あ
る
。
県
内
の
製
鉄
事
情
の
解
明
は
、
今
後
の

調
査
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
小
鍛
冶
を
そ
れ
と
な
く
教
え
る
も
の
と
し
て
は
後
沢
遺
跡
の
古
墳
時
代

の
竪
穴
住
居
跡
か
ら
輔
の
羽
口
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
玉
造
り
工
房
跡
は
古
墳
時
代
前
期
に
限
っ
て
発
見
さ
れ
る
。
県
内

で
は
長
野
市
、
丸
子
町
、
長
門
町
、
望
月
町
な
ど
古
墳
の
副
葬
品
管
玉
。
石
釧
の

素
材
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
・
タ
フ

（緑
色
凝
灰
岩
）
を
比
較
的
入
手
し
や
す
く
、
県

下
唯

一
の
前
方
後
円
墳
築
造
地
、
善
光
寺
平
に
近
い
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
か
、
佐
久
市
内
で
は
未
発
見
で
あ
る
が
、
望
月
町

後

沖
遺
跡
で
は
工
作

用
の
穴
を
持
つ
竪
穴
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。

ま
た
、
北
西
ノ
久
保
遺
跡
出
上
の
六
世
紀
の
形
象
埴
輪
群
は
群
馬
県
と
の
関
連

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
生
産
窯
跡
は
未
発
見
で
あ
る
。

四
　
暮
ら
し
の
よ
う
す

か
　

りヽ
　
竪
穴
住
居
内
の
炊
事
場
が
五
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
全
国
的
規

マ
ド

ヘ
　
模
で
炉
か
ら
カ
マ
ド

ヘ
変
化
し
は
じ
め
た
こ
と
は
前
の
節
で
説

明
し
た
。
朝
鮮
か
ら
の
文
化
を
受
け
入
れ
や
す
い
北
九
州
な
ど
で
は
、
全
国
に
先

駆
け
て
四
世
紀
に
カ
マ
ド
を
受
容
、
五
世
紀
中
こ
ろ
ま
で
に
か
な
り
の
普
及
率
を

示
し
た
。
カ
マ
ド
の
源
流
地
朝
鮮
で
は
、
韓
国
金
海
市
府
院
洞
Ｃ
Ｉ
二
号
住
居
跡

な
ど
か
ら
三
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
カ
マ
ド
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

町
域
を
は
じ
め
県
内
諸
地
域
で
も
、
六
世
紀
を
前
後
す
る
こ
ろ
に
な
る
と
カ
マ

ド
化

へ
の
動
き
が
活
発
に
な
る
。
朝
鮮
三
国
時
代
の
文
化
は
中
部
高
地
の
日
常
に

も
確
実
に
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

御
代
田
の
前
田
遺
跡

（小
田
井
地
区
）
の
ム
ラ
の
跡
で
は
、
炉
か
ら
カ
マ
ド
ヘ

移
行
を
示
す
の
に
好
都
合
な
竪
穴
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。
ま
ず
、
Ｈ
Ｉ
六

一
号

住
居
跡
は
五
世
紀
の
第
４
四
半
期
の
竪
穴
住
居
跡
で
あ
る
。　
一
辺
八
屑
を
超
え
る

大
型
住
居
で
図
６２
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
住
居
中
央
北
側
に
炉
が
あ
る
。
続
く
、
五

世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
頭
の
Ｈ
Ｉ
六
六
号
竪
穴
住
居
跡
に
な
る
と
図
６２
の
よ
う
に

住
居
の
北
側
に
立
派
な
カ
マ
ド
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
時
期
の
Ｈ
Ｉ

六
三
号
住
居
跡
に
は
カ
マ
ド
と
炉
が
併
用
さ
れ
て
い
た
。
炉
か
ら
カ
マ
ド

ヘ
の
転

換
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
に
は
た
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
六
世
紀
初
頭
か
ら

一
〇

力 炉
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写76 前田遺跡 H-63号住居跡のカマ ド跡

|11現 Jl初のカマ ドで 5世紀末から6世紀初頭のものとみられる。

〇
年
ほ
ど
経
た
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
頭
の
Ｈ
Ｉ
八
四
号
住
居
跡
に
も
立
派
な

カ
マ
ド
が
付
設
さ
れ
て
い
た
。
以
後
佐
久
地
域
で
は
、
平
安
時
代
末
期
ま
で
カ
マ

ド
は
煮
炊
き
の
場
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

県
内
の
古
墳
時
代
の
庶
民
の
住
居
は
、
も

っ
ぱ
ら
竪
穴
住
居
と

住
居
の
造
り

考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
隣
の
群
馬
県
で
は
火
山
灰
に
埋

も
れ
た
集
落
に
は
、
夏
用
の
平
地
住
居
が
冬
用
の
竪
穴
住
居
と
共
存
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
近
い
距
離
に
あ
る
長
野
県
佐
久
地
方
で
も

同
種
の
住
居
が
存
在
す
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。
だ
が
、
平
地
住
居
の
類
例
の
な

い
佐
久
地
域
で
は
検
討
の
余
地
が
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
竪
穴
住
居
に
つ
い
て
だ

け
、
説
明
を
加
え
る
。
畿
内
で
は
六
世
紀
に
い
た
る
と
住
居
の
主
流
は
竪
穴
住
居

か
ら
掘
立
柱
建
物
に
変
化
す
る
。
そ
れ
に
対
し
東
日
、
と
く
に
長
野
県
佐
久
地
方

は
平
安
時
代
を
過
ぎ
、
中
世
末
期
ま
で
も
竪
穴
住
居
を
多
用
し
た
地
域
だ
っ
た
。

竪
穴
住
居
の
造
り
方
は
、

①
地
面
に
穴
を
ほ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

②
底
面
に
土
を
埋
め
戻
し
て
床
面
を
構
築
す
る
。
こ
の
際
に
柱
穴
等
を
確
保
す

フ
つ

。

③
粘
土

・
石
材
な
ど
を
用
い
て
カ
マ
ド
を
築
く
。
ま
た
、
主
柱
を
建
て
梁

・
桁

を
渡
し
、
ワ
ラ
や
カ
ヤ
な
ど
の
屋
根
を
架
け
る
。

④
外

へ
寄
せ
て
あ
っ
た
上
を
住
居
周
囲
に
盛
り
、
周
堤
を
め
ぐ
ら
せ
る
。

⑤
屋
根
に
土
を
か
ぶ
せ
る

（断
熱
材
に
な

っ
た
）。

⑥
さ
ら
に
ワ
ラ
や
カ
ヤ
を
架
け
る
。

以
上
の
順
序
で
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
屋
根
に
土
を
か
ぶ
せ
る
行
為
は
群



馬
県
中
筋
遺
跡
の
六
世
紀
の
竪
穴
住
居
で
確
認
さ
れ
た
。
佐
久
地
方
で
も
同
時
代

の
焼
失
し
た
竪
穴
住
居
の
状
態
か
ら
、
住
居
の
屋
根
に
土
が
架
け
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
土
を
屋
根
に
か
ぶ
せ
る
行
為
は
乾
燥
地
帯
に
多

い
と
い
う
。

こ
の
時
代
の
佐
久
地
方
の
竪
穴
住
居
は

一
辺
四
～
五
屑
が

一
般
的
な
サ
イ
ズ
で

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
住
居
に
は
整
然
と
方
形
配
置
し
た
四
本
の
柱
穴
や
入
り
回
の

は
し
ご
を
う
け
る
穴
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
な
か
に
は
柱
穴
を
も
た
な
い
住
居

鰤

輻

凪

饂

（図
６２
の
前
田
遺
跡
Ｈ
Ｉ
八
四
号
住
居
跡
）
も
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
住
居
は
壁
材

で
立
ち
上
げ
る
現
在
の
パ
ネ
ル
エ
法
と
同
じ
方
法
を
と
っ
た
家
で
あ

っ
た
。

住
居
を

つ
く

っ
た
木
材
は
、　
い
く

つ
か
の
焼
失
住
居
か
ら

コ
ナ
ラ

（ど
ん
ぐ
り

の
木
）
層

の
材
が
見

つ
か
り
、
佐
久
地
方
で
は
こ
れ
が

一
般
的
な
建
築
材
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
た
。

御代田の古墳時代住居

5世紀第 4四半期の竪穴住居
炉

前田遺跡 H-61号住居跡

一辺 8メ ー トルを超える大型住居の床面

中央北よりに地面を掘 りくぼめただけの簡

単な炉が切ってある。

5世紀末～ 6世紀初頭の竪穴住居

炉+カマド
前田遺跡 H-63号住居跡

御代田町における末期の炉 と導入期のカマ ドが

併設されている。

柱穴をもたない小型の住居の北壁にカマ ドを築

いている。

第 2節 浅間山麓の古墳社会と文化

ａ

敵
◎
炉

黙
『
）

。・
柱穴

　

、
Ｑ

時
、

ρ
柱穴

0                柱電

０
な

カマド

前 []遺跡 H-66号住居跡

同 じく御代圧1町における導入期のカマ ド。炉は

,i設されていない。

この住居には整然 と方形配置された柱穴がある。

6世紀末～ 7世紀初頭の竪穴住居
カマド

前 |ヨ遺跡 H-84号住居跡

カマ ドは完全に定着 し、生活に欠かせ ない場 と

なっている。

柱穴 をもたない小型の住居の北壁にカマ ドを築

いている。

。     In  
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図62 炉からカマ ドヘ
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当
時
の
集
落
の
状
態
を
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
に

ム
ラ
の
構
造

近
い
。
理
由
は
上
屋
が
残
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
古
代
に
た
び
た
び
榛
名
山
の
爆
発
な
ど
で
火
山
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
群
馬
県

渋
川
市
中
筋
遺
跡
や
子
持
村
黒
井
峰
遺
跡
な
ど
で
は
、
降
り
積
も
っ
た
軽
石
の
下

敷
き
に
な
っ
た
生
々
し
い
集
落
跡
が
見
つ
か
り
注
目
さ
れ
た
。
さ
き
に
紹
介
し
た

竪
穴
住
居
の
造
り
方
は
、
こ
の
遺
跡
の
発
掘
に
よ
り
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

図
６５
は
中
筋
遺
跡
の
六
世
紀
初
頭
の
集
落
復
元
図
で
あ
る
。
夏
用
の
平
地
住
居

と
冬
用
の
竪
穴
住
居
が
立
ち
並
ぶ
集
落
で
、
周
囲
は
垣
根
で
囲
わ
れ
て
い
る
。
集

落
の
西
側
に
は
畑
が
あ
り
前
栽
も
の
が
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
畑
の
横
に
は
土

器
な
ど
を
た
く
さ
ん
置
い
た
道
具
小
屋
、
米
や
粟
な
ど
の
食
料
庫
、
酒
造
り
を
行

⑥

な

っ
た
と
み
ら
れ
る
小
屋
が
並
ぶ
。
こ
れ
ら
は
皆
平

地
建
物
で
あ
る
。
集
落
の
か
た
わ
ら
に
は
そ
の
地
域

の
首
長
の
古
墳
が
あ
り
、
墳
丘
裾
に
は
集
落
の
人
々

の
上
器
、
玉
を
供
え
た
祭
祀
場
が
あ
る
。
お
そ
ら
く

こ
こ
で
作
物
の
豊
饒
や
家
族
の
健
康
、　
一
族
の
繁
栄

を
祈
る
祭
り
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
中

筋
の
ム
ラ
は
当
時
の
ム
ラ
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
表
現
し

て
い
る
点
で
興
味
深
い
。

な
お
、
こ
の
集
落
に
は
便
所
が
見
当
た
ら
な
い
。

便
所
は
六
九
四
年
か
ら
七

一
〇
年
ま
で
持
統

。
文

武

二
死
明
三
天
皇
の
都
城

（天
皇
の
宮
室
含
む
古
代

都
市
）
と
な
っ
た
奈
良
県
藤
原
京
や
秋
田
県
秋
田
城

で
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
古
墳
時
代
の

一
般
集
落
か

ら
の
発
見
例
は
な
い
。
便
所
遺
構
は
穴
の
内
部
の
土
を
細
か
く
分
析
し
、
寄
生
虫

の
卵
な
ど
を
見
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
発
掘
調
査
で
は
、
今
後
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

下
聖
端
集
落
　
佐
久
市
長
土
呂
の
標
高
七
二
〇
屑
内
外
の
田
切
台
地
上
に
あ
る

で

の

食

卓
　
下
聖
端
遺
跡
で
は
、
発
掘
さ
れ
た
弥
生
か
ら
平
安
時
代
竪
穴
住

居
跡
群
の
う
ち
、
二
九
ｒ
が
焼
失
し
て
い
た
。
ほ
か
の
遺
跡
に
比
べ
群
を
抜
く
焼

失
率
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
て
、
当
時
の
食
料
や
食
べ
か
す
が
炭
に
な
っ
て
残

っ
て
い
た
。
古
墳
時
代
中
期
で
は
九
棟
、
後
期
で
は
五
棟
の
竪
穴
住
居
跡
か
ら
出

土
し
た
炭
化
種
子
か
ら
当
時
の
食
生
活
を
の
ぞ
い
て
み
る
。

■11111■1111lr■111111=111

図63 竪穴住居の建て方の一例 (『渋川市史』二より)



第 2節 浅間山麓の古墳社会と文化

古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
か
ら
も
っ
と
も
多
く
出
土
し
た
の
は
ア
ワ

・
ヒ
エ
・

キ
ビ
な
ど
の
小
雑
穀
類
で
、　
つ
い
で
米

。
小
麦
が
ほ
ぼ
同
数
出
土
し
た
。
弥
生
時

代
の
焼
失
し
た
竪
穴
住
居
跡
と
比
較
す
る
と
米
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
、
古
墳
時
代
に
稲
を
作
る
耕
地
面
積
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
ま

た
、
小
雑
穀
類
や
豆
類
が
弥
生
時
代
よ
り
多
出
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
こ

の
ほ
か
大
麦
、
ソ
バ
も
少
量
な
が
ら
出
土
し
て
い
る
。
季
節
で
は
夏
～
秋
に
収
穫

さ
れ
る
山
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
も
相
当
量
食
べ
ら
れ
た
よ
う
だ
。
山
ブ
ド
ウ
は
発
酵
さ

せ
て
果
実
酒
に
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。
シ
ソ
科
の

一
年
草

エ
ゴ
マ
、
葉
や

茎
が
辛
い
タ
デ
は
健
胃
薬
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
植
物
性
の
食
料
以
外
に
、
と
き
に
は
肉

・
魚
な
ど
動
物
性
の
タ

ン
パ
ク
質
が
食
卓
に
並
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
古
墳

時
代
の
人
々
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
に
富
ん
だ
食
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

の
土
器
は
装
飾
の
対
象
と
さ
れ
、
華
や
か
に
と
き
に
は
力
強
く
飾
り
立
て
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
古
墳
時
代
に
な
る
と
土
器
は
食
器
と
し
て
の
実
用

性
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
全
国

一
斉
に
無
文
化
す
る
。

古
墳
時
代
三
世
紀
末
～
七
世
紀
ま
で
の
約
四
〇
〇
年
間
に
作
ら
れ
た
土
器
は
、

時
代
の
移
り
変
わ
り
に
つ
れ
て
そ
の
姿
を
変
え
て
い
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
と
く

に
大
き
な
変
化
は
、
五
世
紀
後
半
に
始
ま
る
須
恵
器
の
出
現
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

日
本
列
島
で
焼
か
れ
た
土
器
の
種
類
は
、
焼
成
温
度
五
～
六
〇
〇
度
で
野
焼
き
さ

れ
る
土
師
器

一
種
類
だ
け
で
あ
っ
た
。
土
師
器
は
古
墳
時
代
～
平
安
時
代
ま
で
の

素
焼
き
の
赤
茶
け
た
色
の
土
器
で
、
焼
き
物
の
質
は
縄
文

・
弥
生
土
器
と
同
系
統

に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
須
恵
器
は
朝
鮮
半
島
南
部
か
ら
渡
来
し
た
工
人
に
よ
っ

て
技
術
導
入
さ
れ
た
ロ
ク
ロ
に
よ

っ
て
造
形
さ
れ
る
窯
焼
き
の
焼
き
物
で
あ
る
。

そ
の
焼
成
温
度
は

一
一
〇
〇
～

一
二
〇
〇
度
の
高
温
で
、
釉
薬
を
使
う
こ
と
な
く

ね
ず
み
色
に
仕
上
げ
ら
れ
る
。
現
在
で
は
石
川
県
の
珠
洲
焼
き
に
そ
の
技
術
が
継

承
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
古
墳
時
代
の
土
器
の
種
類

・
器
種
か
ら
そ
の
用
途
を
時
期
ご
と
に
あ
げ

て
み
る
。

ま
ず
、
古
墳
時
代
前
期
の
土
器
は
す
べ
て
土
師
器
で
あ
る
。
土
師
器
の
実
用
器

種
に
は
蓄
え
る
た
め
の
壺

（図
６６
の
１２

・
‐３
）
、
煮
炊
き
す
る
た
め
の
甕

（８

～
Ｈ
）
、
盛
り
つ
け
る
た
め
の
鉢

（６
）、
高
不
、
蒸
す
た
め
に
底
に
穴
を
開
け
た

甑

（７
）
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
器
種
の
組
み
合
わ
せ
は
文
様
の
有
無
を
除
く
と

弥
生
時
代
と
た
い
し
た
違
い
は
な
い
。
違
う
の
は
小
型
精
製
土
器
群
と
よ
ば
れ
る

東
海
の
尾
張
地
方
に
起
源
が
あ
る
小
型
高
不

（４
）
ｏ器
台
（３
Ｙ

丸
底
土
器
（１
・

２
）
な
ど
の
実
用
性
の
薄
い
土
器
群
が
加
わ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
群

不

明
そ
の
他
　
　
」叙

モ
モ
　
　
　
の

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
　
薔

〓

マ
　

化

ソ
パ
　
　
　
　
最

タ
デ
類
　
　
　
蹴

豆
颯
　
　
　
　
遺

小
雑
穀
類
　
　
酬

大
麦

　

　

下

小
た

　

　

　

６４

米
　
　
　
図

食
器
の
用
途
　
古
墳
時
代
に
は
土
器

と
　
変
　
化
　
と
木
器
が
食
器
と
し

て
使
用
さ
れ
た
。
佐
久
平
で
は
木
器
が

出
土
し
て
い
な
い
の
で
、
土
器
を
中
心

と
し
て
、
古
墳
時
代
の
食
器
の
用
途
と

時
代
ご
と
の
移
り
変
わ
り
を
取
り
上
げ

２つ
。ま

ず
古
墳
時
代
に
作
ら
れ
た
土
器
の

大
き
な
特
徴
は
、
ほ
と
ん
ど
文
様
を
も

た
な
い
点
に
あ
る
。
縄
文

・
弥
生
時
代
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第 2節 浅間山麓の古墳社会と文化

は
古
墳
時
代
中
期
に
な
る
と
消
滅
し
て
し
ま
う
が
、
古
墳
社
会

へ
の
変
革
期
に
あ

っ
て
は
地
方
の
小
さ
な
ム
ラ
に
も
登
場
す
る
大
事
な
器
物
で
あ
っ
た
。

古
墳
時
代
前
期
は
地
域
の
土
器
を
供
出
す
る
地
域
と
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
地

域
が
あ
っ
た
。
佐
久
地
方
は

一
方
的
に
受
け
入
れ
る
地
域
で
小
型
精
製
土
器
群
の

ほ
か
、
東
海
西
部
地
方
生
ま
れ
で
群
馬
県
育
ち
の

「
Ｓ
」
字
状
に
口
縁
部
が
屈
曲

す
る
甕

（以
下
Ｓ
字
甕
と
よ
ぶ
　
８
）
や
畿
内
地
方
生
ま
れ
の
布
留
式
の
甕

（９
）

な
ど
が
佐
久
市
腰
巻
遺
跡
か
ら
出
土
し
、
こ
の
ほ
か
の
土
器
に
つ
い
て
も
よ
そ
の

地
域
か
ら
の
影
響
を
こ
う
む
っ
て
い
る
。

古
墳
時
代
中
期
の
前
半
で
は
小
型
精
製
土
器
群
が
消
滅
す
る
も
の
の
、
基
本
的

な
土
器
の
組
み
合
わ
せ
は
前
期
を
踏
襲
す
る
。
と
こ
ろ
が
後
半
に
な
る
と
須
恵
器

の
出
現
と
竪
穴
住
居

へ
の
カ
マ
ド
の
採
用
に
と
も
な
っ
て
様
相
が

一
変
す
る
。
な

お
、
須
恵
器
は
こ
の
時
代
ま
だ
数
少
な
く
貴
重
品
扱
い
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
御
代
田
町
前
田
遺
跡
の
五
世
紀
後
半
の
ム
ラ
の
跡
か
ら
は
四
点
も
出
土
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
時
代
、
日
常
食
器
の
主
役
は
も
っ
ぱ
ら
土
師
器
だ

っ
た
。

炉
か
ら
カ
マ
ド

ヘ
の
炊
事
場
の
変
化
に
よ
っ
て
、
煮
炊
き
用
の
甕

（１４
）
は
そ

れ
に
合
わ
せ
た
熱
伝
導
の
良
い
長
胴
形

へ
と
だ
ん
だ
ん
変
化
す
る
。
湯
を
炊
い
た

甕
の
う
え
に
の
せ
て
、
そ
の
蒸
気
で
穀
物
を
蒸
す
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
底
に
穴

の
開
い
た
大
型
甑

（Ｈ
）
が
作
ら
れ
る
の
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
弥

生
～
古
墳
時
代
前
期
ま
で
は
鉢
と
よ
ん
で
い
た
食
膳
用
の
小
さ
な
器
、
杯
・碗
（４

～
８
）
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
急
激
に
量
を
増
す
。
不

・
碗
は
ご
飯
茶
わ
ん
の
よ
う
な

も
の
で
、
現
代
の
日
本
人
が
毎
日
の
食
事
に
家
族
銘
々
の
食
器
を
用
い
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
古
墳
時
代
中
期
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
家

J塑 番 堅 ζ X3 

｀

｀ 趙 .(

図66 古墳時代前期の土器
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族

一
人

一
人
が
食
膳
具
を
も
つ
食
文
化
の
国
は
、
現
在
日
本
と
朝
鮮
半
島
だ
け
で

あ
る
。
半
島
か
ら
の
文
物
の
流
入
は
、
日
本
人
の
毎
日
の
調
理
方
法
や
食
卓
の
並

べ
方
な
ど
の
日
常
茶
飯
事
に
も
革
命
を
も
た
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。

`危

後≦■塾
て め 期      1

＼褒重憂竪菱ラ
/         6

5                  7

古  
｀
に

墳 し な
時 だ る
代 い と
も  に  須
終 貴 恵
末 重 器
に 品 の
な 扱 製
る い 作
と  さ 技
食 れ 術
器  る が
の 器  

｀

占 く の
め な 製
る つ 作
割 て 技
合 い 術
も  つ に
徐  た も
々 よ 取
に  う   り
高 だ 込
く   
゛
 ま

[:壺    8

図67 古墳時代中期の土器

図68 古墳時代後期の土器



な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
佐
久
地
方
で
は
、
伴

野
地
区
の
石
附
窯
跡
な
ど
で
須
恵
器
の
生
産
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
．

こ
の
あ
と
、
須
忠
器
は
庶
民
の
器
と
し
て

一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
ぃ

中
期
に
胴
が
長
く
な
り
始
め
た
土
師
器
の
甕

（１３
）
は
熱
効
率
を
よ
く
す
る
た
め

に
改
良
が
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
細
長
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
古
墳
時

代
終
末
に
近
づ
く
と
器
面
を
薄
く
削
り
込
ん
だ
甕
が
登
場
す
る
。
後
に
「武
蔵
甕
」

と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
佐
久
地
方
で
は
形
を
変
え
な
が
ら
平
安
時
代
の
律
令
体
制

崩
壊
ま
で

一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
た
。
薄
く
削
り
込
ん
で
も
壊
れ
な
い
製
作
技
術

の
進
歩
に
と
も
な
っ
て
、
熱
伝
導
は
さ
ら
に
早
く
な
り
、
古
代
の
主
婦
が
沸
騰
を

待

つ
時
間
は
短
縮
さ
れ
た
。
ま
た
、
竪
穴
住
居

へ
の
カ
マ
ド
採
用
に
と
も
な

っ
て

使
わ
れ
て
き
た
甑

（Ｈ
）
は
、
後
期
後
半
に
い
た
る
と
消
滅
し
、
木
製
セ
イ

ロ
に

そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
た
。

前
田
遺
跡
の
　
土
器
は
粘
土
を
高
温
で
焼
く
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
る
が
、　
三
二

初
期
須
恵
器
　
五
〇
度
の
高
温
で
熱
し
て
も
、
粘
土
自
体
の
成
分
は
焼
く
前
と

変
わ
ら
な
い
。
お
よ
そ
二
〇
年
ほ
ど
前

（
一
九
七
〇
年
代
後
半
）
か
ら
こ
の
特
性

に
目
を
つ
け
て
須
恵
器
の
産
出
地
を
粘
土
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
極
め
よ

う
と
す
る
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
蛍
光
Ｘ
線
分
析
と
い
う
。

一
〇
年
前

（
一
九
八
七
年
）
の
発
掘
で
御
代
田
町
前
田
遺
跡
の
ム
ラ
の
跡
か
ら

四
点
の
須
恵
器
が
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
三
点
は
魅
、　
一
点
は
杯

（盛
り
つ
け
用

の
器
）
の
蓋
で
あ
る
。
甦
は
中
央
部
の
穴
に
竹
の
管
を
差
し
込
ん
で
注
ぎ
口
を
作

り
、
酒
な
ど
を
い
れ
て
注
い
だ
道
具
だ
。
発
見
さ
れ
た
四
点
は
そ
の
形
状
か
ら
国

内
で
須
恵
器
生
産
が
始
ま

っ
て
間
も
な
く
の
五
世
紀
後
半
に
製
作
さ
れ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な

っ
た
．
ま
た
、
上
器
の
色
彩
、
粘
上
に
含
ま
れ
る
成
分
は
地
元
の
粘

上
で
は
な
い
こ
と
が
肉
眼
で
も
観
察
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
を
行
な

う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
上
器
が
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
か
判
定
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
の
結
果
は
、
四
点
す
べ
て
が
大
阪
の
陶
邑
窯
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
写
７７
の
十
器
は

一
五
〇
〇
年
以
上
前
に
は
る
ば
る
大

阪
か
ら
御
代
田
に
ま
で

や

っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

通
常
、
こ
の
上
器
は
当

時
の
貴
重
品
で
前
方
後

円
墳
築
造
地
域
の
近
く

か
ら
出
上
す
る
こ
と
が

多

い
。
な
ぜ
、
当
時
の

中
心
地
と
は
離
れ
た
こ

の
地
域
か
ら
出
土
し
た

の
か
、
謎
は
深
ま
る
ば

か
り
で
あ
る
。

木
器

・
石
器

栗
毛
坂
遺
跡
Ｂ
地
区
で

古
墳
時
代
前
期
の
木
器

が
発
見
さ
れ
た
。
細
か
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写77 前田遺跡の初期須恵器 (5世紀後半)手前は蓋、後ろは選 (は そう)
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い
時
期
決
定
は
で
き
な
い
が
、
先
端
に
鉄
の
刃
を
装
着
す
る
切
り
込
み
を
も
つ
鋤

や
鍬
の
柄
が
出
土
し
て
い
る
。
ン」
の
ほ
か
長
野
市
石
川
条
里
遺
跡
で
は
、
弥
生
～
古

墳
時
代
の
鍬

・
鋤

・
柄
振
な
ど
の
農
耕
具
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
を
樹

種
分
析
し
た
結
果
、
全
国
的
に
は
弥
生
～
古
墳
時
代
の
農
耕
具
は
カ
シ
材
が
主
流

と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
群
馬
県
の
新
保
遺
跡
で
は
ほ
と
ん
ど
が
ク
ヌ
ギ
材
、
石

川
条
里
遺
跡
で
も
同
様
な
結
果
が
得
ら
れ
た
た
め
、
関
東
以
北
で
は
農
具
の
材
料

と
し
て
カ
シ
の
仲
間
で
な
く
ク
ヌ
ギ
の
仲
間
が
選
択
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

石
器
で
は
古
墳
時
代
後
期
に
な
る
と
糸
を
紡
ぐ
た
め
の
滑
石
製
紡
錘
車
が
目
立

つ
よ
う
に
な
る
。
と
く
に
佐
久
市
樋
村

・
下
聖
端
遺
跡
や
御
代
田
町
前
田
遺
跡
で

は
、
鋸
の
歯
の
よ
う
な
ギ
ザ
ギ
ザ
の
文
様
を
刻
ん
だ
紡
錘
車
が
出
土
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
鉄
製
紡
錘
車
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
の
は
奈
良

。
平
安
時
代
か
ら
で
、

紡
ぐ
糸
の
素
材
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
想
像
で
き
る
。

ま
た
、
古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
か
ら
は
、
聖
原
Ｈ
遺
跡
の
よ
う
に
さ
つ
ま
い

も
位
の
大
き
さ
の
自
然
礫
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ム
シ
ロ
な
ど

を
編
む
際
に
使
用
し
た
重
し
通
称

「編
物
石
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

〈
引
用

ｏ
参
考
文
献
〉

都
出
比
呂
志
編
　

一
九
八
九
　

『古
墳
時
代
の
王
と
民
衆
　
古
代
史
復
元
』
６
講
談

社

田
中
　
琢

　

一
九
九

一
　

『倭
人
争
乱
』
集
英
社

桜
井
秀
雄

　

一
九
九
六
　

「
石
製
模
造
品
を
用
い
る
祭
祀
儀
礼
の
復
元
試
案
」
『長

野
県
考
古
学
会
誌
』
７９

八
幡

一
郎

　

一
九
二
九

　

『北
佐
久
郡
の
考
古
学
的
調
査
』

佐

久

市

　

一
九
九
五

　

『佐
久
市
志
　
原
始

・
古
代
』

大
塚
昌
彦

　

一
九
九
四
　

「
火
山
灰
で
壊
滅
し
た
中
筋
ム
ラ
」
『渋
川
市
史
　
第
二

巻
』

長

野

県

　

一
九
八
九

　

『長
野
県
史
　
通
史
編
第

一
巻
』

大
阪
府
弥
生
文
化
博
物
館
　

一
九
九
二

　

『激
動
の
３
世
紀
』

鋤
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　

一
九
九
六

　

『大
星
山
古
墳
群

・
北
平
１
号

墳
』
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第

一
節
　
律
令
社
会
と
佐
久

信
濃
国
佐
久
郡

奈
良

・
平
安
時
代
　
コ．ハ
四
五
年
、
中

大
兄
皇
子
と
中

臣

鎌
足
に
よ
っ
て
実
施

の

あ

ら

ま

し
　
さ
れ
た
政
治
改
革

「大
化
の
改
新
」
は
、
公
地
公
民
制

・

中
央
集
権
制

・
戸
籍
計
帳
の
整
備

・
統

一
税
制
の
実
施
な
ど
を
う
た
い
、
朝
廷
は

律
令
制
を
軸
と
し
た
新
し
い
中
央
集
権
的
な
国
家
の
建
設
を
め
ざ
し
て
い
た
。

和
銅
三

（七

一
〇
）
年
に
は
、
飛
鳥
地
方
の
北
部
に
営
ま
れ
た
藤
原
京
に
か
わ

り
、
奈
良
に
都
が
移
さ
れ
た
。
こ
れ
が
平

城

姜
展
ざ
、
延
暦
十
三

（七
九
四
）
年
京

都
の
平
安
京
に
遷
都
さ
れ
る
ま
で
の
約
八
〇
年
間
を
奈
良
時
代
と
い
う
。

平
城
京
は
、
唐
の
都
長
安
を
模
範
と
し
て
造
営
さ
れ
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
都

市
区
画
が
整
備
さ
れ
た
。
都
の
中
央
を
南
北
に
朱
雀
大
路
が
つ
ら
ぬ
き
、
そ
の
北

写70 平 城 京 (『平城京再現』より)
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表 i 律 令 官 制

民部省

兵 部省

部省

(風俗の取り締まり,官吏の監察) 蔵省

宮内省

国 (五畿七道)―国

(宮城の警備)

個 司
理 Z司

理 鯉 厠 琳 炉

神祗官

太政官

地
[

(□のなかは大政官をさす)

中務 省

式部省

'台

部省

(詔書の作成,侍従の職務など)

(文官の人事,朝廷儀式の実施など)

(国家の仏事,外国使の接待など)

(戸籍の作成 。管理,税務など)

(軍事,武官の人事など)

(裁判の管理,刑罰など)

(財政,貨幣・度量衡の管理など)

(宮中の事務など)

【中
央
官
制
】

Ｆ

」

要

【地
方
官
制
】

京
― 奢T橋 [〔キ当津 (難波)―摂津職

筑 紫
―
夫撃薦―

[諄 [雪

諸国

師一御一鰤
閻

右

の
奥
に
は
、
天
皇
が
生
活
し
執
務
を
行
な
う
皇
居
と
も
い
う
べ
き
大
内
裏
が
お
か

れ
た
。
朱
雀
大
路
よ
り
東
半
分
が
左
京
、
西
半
分
が
右
京
と
さ
れ
、
貴
族
や
官
吏

の
住
宅
の
ほ
か
、
大
安
寺
や
薬
師
寺

・
元
興
寺
な
ど
の
寺
院
が
お
か
れ
た
。
大
内

裏
な
ど
の
よ
う
す
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
な
ど
に
よ
る
発
掘
調
査
な
ど
で

し
だ
い
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

奈
良
時
代
の
律
令
制
度
の
も
と
で
は
、
国
家
の
整
備
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
。

律
令
制
度
の
原
典
と
な
っ
た
の
は
、
大
宝

一

（七
〇

一
）
年
刑
部
親
王
や
藤
原
不

比
等
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た

「大
宝
律

令
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
唐
の
律
令
を

手
本
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
律
は
刑
法
に
あ
た
り
令
は
国
家
の
統
治
組
織
や

服
務
規
定
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

律
令
に
よ
る
統
治
制
度
は
、
中
央
に
祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
神
祗
官
と

一
般
政
務

を
つ
か
さ
ど
る
大

政

官
が
お
か
れ
、
太
政
大
臣

・
左
大
臣

・
右
大
臣
。
大
納
言
な

ど
太
政
官
の
公
卿
に
よ
っ
て
政
治
が
行
な
わ
れ
た
。
太
政
官
の
も
と
に
は
省
庁
と

し
て
、
中

務

省

。
式
部
省

。
治
部
省

・
民
部
省

。
兵
部
省

・
刑
部
省

。
大
蔵
省

・

宮
内
省
な
ど
八
省
が
行
政
を
担
当
し
た
。

ま
た
政
府
は
、
人
民
を
戸
籍

・
計
帳
に
登
録
し
た
。
戸
籍
は
六
年
ご
と
に
作
ら

れ
る
台
帳
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
満
六
歳
以
上
の
良
民
の
男
女
に
口
分
田
が
与
え

ら
れ
、
「班
田

収

受
法
」
に
よ
っ
て
口
分
田
の
管
理
が
な
さ
れ
た
。
口
分
田
の
面

積
は
男
子
が
二
反
含
一四
〇
〇
平
方
屑
）
、
女
子
が
そ
の
三
分
の
二
で
あ
っ
た
。
田

地
は
条
里
制
に
よ
り
整
然
と
し
た
区
分
が
行
な
わ
れ
た
。
農
民
は
国
家
に
、
日
分

田
の
約
二
打
収
穫
の
稲
を
租
と
し
て
納
め
、
こ
の
ほ
か
調

・
庸
な
ど
と
し
て
地
方

の
特
産
物
や
布

・
絹

・
糸
を
納
め
た
。
こ
の
調

・
庸
の
と
り
た
て
の
た
め
の
基
本

台
帳
が
計
帳
で
あ
り
、　
一
年
ご
と
に
作
り
か
え
ら
れ
た
。
あ
わ
せ
て
農
民
は
雑
径



な
ど
の
労
働
奉
仕
、
兵
役
な
ど
の
負
担
を
追
わ
さ
れ
、
租

・
調

・
庸
や
労
役
が
国

家
の
行
財
政
の
基
礎
と
な
っ
た
。

地
方
制
度
と
し
て
は
、
全
国
は
畿
内

・
七
道
の
行
政
区
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
下

に
国

・
郡
・
郷
あ
る
い
は
里
が
お
か
れ
た
。
七
道
は
、
西
か
ら
西
海
道
・南
海
道
・

山
陽
道

・
山
陰
道

。
東
海
道

・
北
陸
道

。
東
山
道
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
律
令
体
制
に
基
づ
く
奈
良
時
代
の
国
家
の
発
展
は
、
め
ざ
ま
し
い
も

の
で
あ

っ
た
が
、
い
っ
ぽ
う
で
は
社
会
的
矛
盾
も
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。
と
く
に
租
・

調

・
庸

・
雑
径

・
兵
役
な
ど
の
負
担
は
農
民
に
重
く
の
し
か
か
り
、
調

・
庸
の
滞

納
や
、
家
や
口
分
田
を
捨
て
た
農
民
の
浮
浪

・
逃
亡
が
み
ら
れ
る
な
ど
し
て
、
国

家
の
財
政
に
深
刻
な
影
響
が
お
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

政
府
は
荒
れ
た
口
分
田
や
不
足
し
た
口
分
田
を
補
う
た
め
、
「
百
万
町
歩
開
墾
計

画
」
を
た
て
、
ヨ
一世

一
身
法
」
。
「墾
田
永
世
私
財
法
」
な
ど
の
土
地
政
策
に
よ
り

開
墾
を
奨
励
し
た
が
、
こ
れ
は
土
地
の
私
有
を
認
め
る
も
の
で
、
土
地
公
有
制
と

い
う
律
令
制
の
原
則
を
や
ぶ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ン」う
し
た
社
会
の
動
揺
に
と
も
な
っ
て
政
変
も
い
く
つ
か
お
こ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
政
治

。
社
会
の
動
揺
を
静
め
る
た
め
、
仏
教
に
よ
る
鎮
護
国
家
思
想

の
も
と
に
諸
国
に
国
分
寺

。
国
分
尼
寺
が
建
立
さ
れ
た
り
、
奈
良
東
大
寺
に
大
仏

が
開
眼
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
僧
道
鏡
の
政
界
進
出
な
ど
国
政
の
混
乱
は
お

さ
ま
ら
な
か
っ
た
。

七
九
四
年
、
桓
武
天
皇
は
、
仏
教
界
な
ど
と
の
古
い
つ
な
が
り
が
あ
る
平
城
京

に
代
え
て
、
現
在
の
京
都
の
平
安
京
に
都
を
移
し
、
律
令
政
治
の
維
持
に
努
め
た
。

平
安
京
遷
都
か
ら
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
る
ま
で
の
四
〇
〇
年
間
が
平
安
時
代
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
十
世
紀
こ
ろ
ま
で
は
、
律
令
の
改
正
や
行
政
施
行
項
目
の
整
理
な

ど
を
目
的
と
し
た
三
代
格
式
の
編
纂
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
十
世
紀
の

初
め
の

『延
喜
式
』
は
、
よ
り
完
備
し
た
も
の
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

し
か
し
、
律
令
政
治
の
再
建
は
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
。
土
地
の
私
有
地
化

の
流
れ
は
、
貴
族
や
有
力
な
寺
社
の
大
規
模
な
土
地
経
営
に
つ
な
が
り
、
や
が
て

そ
う
し
た
土
地
は
荘
園
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
十
世
紀
後
半
か
ら

十

一
世
紀
か
け
て
は
、
天
皇
の
後
見
役
と
い
う
か
た
ち
で
藤
原
氏
に
よ
る
摂
関
政

治
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
政
治
は
形
式
的
な
も
の
と

な
り
、
官
吏
の
規
律
な
ど
も
す
っ
か
り
ゆ
る
ん
で
い
っ
た
。
地
方
豪
族
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
荘
園
の
権
利
を
守
る
た
め
荘
園
を
有
力
貴
族
な
ど
に
寄
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て

一
定
の
利
益
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
最
終
的
に
は
摂
関
家

へ

の
寄
進
の
集
中

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
地
方
で
は
国
司
が
公
有

地
を
私
有
地
化
し
、
貪
欲
に
税
を
と
り
た
て
て
私
腹
を
こ
や
す
な
ど
、
地
方
政
治

の
乱
れ
も
生
じ
て
き
た
。

十

一
世
紀
末
に
は
摂
関
政
治
に
か
わ
り
上
皇
が
Ｌ
郵
曜
ざ
政
治
を
と
る
院
政
が

行
な
わ
れ
た
が
、
政
治
の
体
質
の
乱
れ
は
い
っ
そ
う
激
し
く
な
っ
た
。
そ
う
し
た

政
治
の
乱
れ
に
よ
る
治
安
の
悪
化
は
、
い
っ
ぽ
う
で
職
能

。
同
族
な
ど
集
団
の
武

装
化
を
う
な
が
し
、
武
士
の
登
場

へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
統
合
さ
れ

た
大
武
士
団
は
清
和
源
氏
と
桓
武
平
氏
の
二
大
勢
力

へ
と
結
集
し
た
。

平
安
時
代
後
期
、
律
令
政
治
に
よ
る
古
代
国
家
は
完
全
に
解
体
し
、
武
士
の
台

頭
に
よ
る
新
し
い
中
世
社
会

へ
と
つ
づ
い
て
い
っ
た
。

本
章
で
は
、
奈
良

。
平
安
時
代
の
四
八
〇
年
間
の
歴
史
に
つ
い
て
、
浅
間
山
麓

を
中
心
に
ふ
れ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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年
に
は
諏
訪
国
と
し
て
分
制
さ
れ
た
が
、

∵
●
年
後
の
人
平
三

一七
〓

は
ふ
た
た
び
信
濃
国
と
し
て
統

一
さ
れ
た

一　
を
■
に

卜
世
紀
の
初
め
の
こ
ろ
に
作
ら
れ
た

『延
喜
式
』
と
い
う
行
政
制
度
な
ど
を
示

し
た
文
献
に
よ
る
と
、
東
山
道
は
近
江

・
美
濃

・
飛
騨

・
信
濃

・
Ｌ
野

・
下
野

・

陸
奥

・
出
羽
の
八
日
か
ら
な
り
、
さ
ら
に
信
濃
は
、
伊
那

・
諏
方

森
九
摩

・
安
曇

・

更
級

・
水
内

・
高
井

・
地
科

・
小
県

・
佐
久
の
八
那
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
み

え
る
．
少
な
く
と
も
こ
の
こ
ろ
に
は
、　
こ
の
地
域
は
佐
久
郡
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
．

ま
た
、
須
忠
器
の
窯
跡
で
あ
る
中
野
市
清
水
山
窯
跡
か
ら
は
、
‥
‐，，
‐
‐，・Ｊ井

一と
い
う

郡
名
を
刻
ん
だ
Ｌ
器
と
共
に
、
達
筆
で

「
佐
玖
郡
」
と
文
字
の
刻
ま
れ
た
須
忠
器

が
出
―‐
し
た
一写
帥
）

，
」れ
は
奈
良
時
代
前
半
の
も
の
で
あ
り
、
佐
久
と
い
う
地

方
名
を
印
し
た
資
料
と
し
て
は

「延
喜
式
』
以
前
の
唯

一
の
も
の
で
あ
り
、
貴
重

な
文
字
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
佐
久
の

「
久
‐
部
分
が

「
玖
」
と
な

っ
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
は
そ
う
し
た
用
字
が
さ
れ
て
い
た
可
能
性

も
あ
る
‐

さ
て
今
日
で
は
、
日
本
の
行
政
区
分
は
国
―
県
―
郡
―
市

・
町

・
村
と
な

っ
て

い
る
が
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
行
政
区
分
が

変
化
し
た
ぃ

①
　
七
〇
二
～
七

一
ｌｉ
年
　
国
―
郡
―
里
―
戸

（里
制
）

′ :′

ノ
1:

|

写 80

Ｌ
　
圧
～
Ｌ
四
〇
年
　
同
―
郡
―
郷
―
里
―
戸
―
一房
戸

一郷
‐１１
１１ｉｌｌ
一

し
四
〇
年
　
以
降
　
　
国
―
郡
―
郷
―
戸

（郷
―――――
一

こ
れ
を
み
る
と
、
ま
ず
、
①
の
里
制
に
お
い
て
圧
■
戸
が

一
里
と
し
て
編
成
さ

れ
た
「
そ
れ
が

一
三
年
後
②
の
郷
里
制
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
‐――
が
郷
と
改
め

ら
れ
て
ｌｉ
●
声

が

一
郷
と
な
り
、
郷
が
三
～
三
の
里
に
分
割
さ
れ
、
ま
た
戸
が
数

戸
に
分
制
さ
れ
て
房
戸
と
さ
れ
た
．
し
か
し
、
三
ｌｉ
年
後
に
は
③
の
郷
制
に
よ

っ

て
五
■
・戸
＝

一
郷
の
下
の
里
と
一冴
戸
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
Ｌ
こ
の
よ
う

な
行
政
区
分
の
変
化
は
、
当
時
の
政
府
が
、
絶
え
ず
変
動
す
る
ム
ラ
や
家
族

・
あ

③ ②

「佐玖郡」 と刻まれた奈

良時代初頭の須恵器

1中 ri市清水山窯跡出 1■ 1に

り「りlt夕 l蔵 丈化員4セ ンター
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写79 「信濃国」と書かれた奈良時代前半の木簡
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馬)碓氷部の坂本や磯部などの郷名もみえる。

で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

『律
書
残
篇
』
に
は
信
濃
の
記
載
が
欠
落
し
て
お
り
、
郷

里
制
施
行
下
の
信
濃
の
よ
う
す
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

後
の

『和
名
類
衆
抄
』
に
は
、
当
時
の
信
濃
国
の
各
郡
や
佐
久
郡
に
存
在
し
た
郷

名
の
記
載
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

佐
　
久
　
郡

　

『和
名
類
衆
抄
』
は
源
　
順
が
撲
者
と
な

っ
た
辞
典
で
、
承
平

の
　
　
　
郷
　
年
間

（九
二

一
―
九
二
人
）
に
成
立
、
大
地
革
木
な
ど
の
事
項

に
つ
い
て
三
〇
〇
〇
余
り
の
解
説
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

「国
郡

部
」
に
諸
国
の
郡
名
や
郷
名
の
記
載
が
あ
り
、
当
時
信
濃
国
佐
久
郡
に
七
～
八
郷

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
美
理
。
大
村
。
大
井
・
刑
部
上
目
治

（青
沼
Ｙ

茂
理

・
小
治

（小
沼
）
。
余
部
が
そ
れ
で
あ
る
。

な
お
、
『和
名
類
衆
抄
』
に
は
い
く
つ
か
の
写
本
が
あ
る
が
、
平
安
時
代
末
期
の

写
本
で
あ
る

『高
山
寺
本
』
と
江
戸
時
代
の

『流
布
本
』
に
は
微
妙
な
写
し
の
違

い
が
み
ら
れ
る
。
『流
布
本
』
で
は
八
つ
の
郷
名
が
み
ら
れ
る
が
、
ア
同
山
寺
本
』

（写
８‐
）
で
は

「余
戸
」
の
郷
名
が
な
く
七
郷
の
み
の
記
載
と
な

っ
て
い
る
。
ま

た
、
青
治

（『高
山
寺
本
Ｌ

と
青
沼

（『流
布
本
）

お
よ
び
小
治

（で
同
山
寺
本
）

と
小
沼

（『流
布
本
Ｌ

と
い
う
、
よ
く
似
た
文
字
で
あ
る

「治
」
と

「
沼
」
の
連

い
も
み
ら
れ
る
。
『和
名
類
衆
抄
』
に
記
載
さ
れ
た
佐
久
部
の
各
郷
の
所
在
地
に
つ

い
て
は
、
現
在
に
残
る
古
い
地
名
や
遺
跡

・
出
土
品
な
ど
を
手
が
か
り
に
以
下
に

述
べ
る
よ
う
に
推
定
さ
れ
て
い
る

（図
６９
）
ｏ
な
お

『和
名
類
衆
抄
』
に
は
、
訓
読

の
つ
け
ら
れ
た
郷
名
が
数
多
く
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
佐
久
郡
の
郷
に
つ
い
て
は

訓
読
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
従
来
の
通
説
に
よ

っ
て

読
み
が
な
を
付
し
て
お
く
。
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美
理
　
小
諸
市
耳
取
付
近
に
あ

っ
た
郷
と
い
わ
れ
、
美
理
＝
ミ
ト
リ
が
耳
取
―
ミ

ミ
ト
リ
に
転
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

大
村
　
小
諸
市
諸
付
近
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
大
村
―
オ
オ
ム
ラ
は
、
ム
ラ
が
諸

（
ム
ロ
）
に
転
じ
て
、
大
諸

（オ
オ
ム
ロ
）
・小
諸

（
コ
ム
ロ
）
と
な
っ
た
と
も

い
わ
れ
る
。

大
井
　
佐
久
市
岩
村
田
か
ら
長
土
呂

・
小
諸
市
和
田
か
ら
小
諸
市
御
影

・
御
代
田

町
小
田
井
の

一
帯
に
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
郷
。
佐
久
市
長
土
呂
の
渋
右

工
問

遺
跡
か
ら
は

「
大
井
」
と
文
字
が
刻
ま
れ
た
土
器
が
見

つ
か

っ
て
お
り
、
小
諸

市
御
影
の
竹
花
遺
跡
か
ら
も

「大
井
」
と
墨
書
さ
れ
た
平
安
時
代
の
上
器
が
出

上
し
て
い
る

（図
６９
）
ｏ

刑
部
　
佐
久
市
野
沢
付

近
に
あ

っ
た
と
み
ら

ヽ
　
　
　
れ
て
い
る
。
た
だ
、

カ“
　
　
従
来
の
大
井
郷
推
定

∝
　
　
地
で
あ
る
佐
久
市
岩

つた
　

　

村

田
の
佐
久
イ

ン
タ

欲
　
　
　
―
近
く
の上
久
保
田

地す
　
　
　
」退跡
か
ら
「刑
部
」

妹
　
　
と
書
か
れ
た
平
安
時

雌
　
　
代
の
墨
書
土
器
が
出

畑
　
　
土
し
、
大
井
郷
と
刑

部
郷
の
所
在
地
に
間

題
を
投
げ

か
け

た

（図
６９
）
ｏ
し
か
し
、
刑
部
は
地
名
に
限
ら
ず
人
名
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
し
、

こ
の
上
器
が
本
来
の
刑
部
郷
か
ら
大
井
郷
に
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
佐
久
市
岩
村
田
を
取
り
込
ん
だ
大
井
郷
の
推
定
地
は
、
ほ
ぼ
間
違

い

の
な
い
場
所
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

青
沼

（青
治
）
　

自
田

・
佐
久
町
付
近
に
あ

っ
た
と
い
う
説
と
、
御
代
田
町
の
旧

小
沼
地
区
付
近
と
い
う
説
が
あ
る
。
後
者
は
ア
オ
ヌ
マ
が
転
じ
て
オ
ヌ
マ
な
ど

と
な

っ
た
と
す
る
見
方
で
あ
る
が
、
御
代
田
の
小
沼
地
区
は
小
沼
郷
と
す
る
見

解
が
強
い
。

茂
理
　
望
月
町

・
立
科
町
茂
田
井
付
近
と
い
わ
れ
る
。
モ
リ
が
転
し
て
モ
タ
リ
ー

モ
タ
イ
と
な

っ
た
と
す
る
見
方
で
あ
る
。

余
部
　
小
海
な
ど
千
曲
川
上
流
地
方
に
あ

っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

小
沼

（小
治
）
　

浅
間
山
麓
の
御
代
田
町
塩
野
～
馬
瀬
口
付
近
の
旧
小
沼
地
区
に

そ
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
塩
野
の
真
楽
寺
に
は
、
古
来
よ
り
清
水
を
た

た
え
る
大
沼
の
池
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
名
も
小
沼
と
の
関
連
を
示
す
も
の
と

い
わ
れ
て
い
る
。
真
楽
寺
そ
れ
自
体
も
そ
う
し
た
郷
の
あ

っ
た
平
安
時
代
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
古

い
寺
院
と
考
え
ら
れ
る

（第
二
節
三
項
参
照
）
。

こ
う
し
た
郷
の
位
置
に
つ
い
て
は
推
定
の
域
を
で
な
い
が
、
こ
の
つ
ち
大
井
郷

に
つ
い
て
は
郷
名
を
示
す
墨
書
土
器
の
存
在
な
ど
か
ら
し
て
、
佐
久
市
岩
村
田
か

ら
小
諸

・
御
代
田
に
か
け
て
の
推
定
地
に
は
確
証
が
も
て
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

小
沼
郷
も
御
代
田
を
中
心
と
し
た
浅
間
山
南
麓
に
あ

っ
た
も
の
と
み
て
よ
さ
そ
う

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
御
代
田
町
か
ら
佐
久
市
に
ま
た
が
る
聖
原

遺
跡
か
ら
見

つ
か
っ
た
奈
良

・
平
安
時
代
の
ム
ラ
は
、
当
時
の
大
井
郷
に
属
す
る

ム
ラ
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
塩
野
地
区
の
西
で
発
掘
さ
れ
た
川

第 1節 律令社会と佐久
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原
田
遺
跡
な
ど
九
～
十
世
紀
初
め
の
ム
ラ
は
、
小
沼
郷
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
以
外
の
佐
久
の
郷
の
存
在
地
に
つ
い
て
は
、
今

後
郷
名
を
示
し
た
墨
書
土
器
な
ど
の
発
見
を
ま
っ
て
考
え
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
郷
名
で
は
な
い
が
、
『延
喜
式
』
に
は
信
濃
国
に

一
六
の
御
牧
が
あ
っ
た

と
記
載
さ
れ
、
「望
月
牧
」
「塩
野
牧
」
「
長
倉
牧
」
の

二
牧
が
佐
久
地
方
に
存
在
し

て
い
た
。
「塩
野
牧
」
は
現
在
の
塩
野
～
馬
瀬
口
地
区
を
中
心
と
し
て
、
ま
た
長
倉

牧
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
軽
井
沢
町
長
倉
な
ど
に
か
け
て
あ

っ
た
と
言
れ
て
お
り

現
在
の
塩
野
や
長
倉
と
い
う
地
名
は
そ
の
名
残
り
と
考
え
ら
れ
る
。
御
代
田
町
か

ら
佐
久
市
に
ま
た
が
る
鋳
師
屋
遺
跡
群
前
田
遺
跡
か
ら
は

「長
倉
寺
」
な
ど
と
書

か
れ
た
平
安
時
代
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
当
時
の
長
倉
と
い
う
地
名
や

そ
の
位
置
を
考
え
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

佐
久
地
方
の
　
当
時
の
佐
久
地
方
の
人
口
は
い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
い
だ
っ
た
の

人
　
　
　
口
　
だ
ろ
う
か
。
奈
良
時
代
の
人
口
推
定
に
取
り
組
ん
だ
経
済
学
者

の
沢
田
吾

一
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
日
本
の
人
口
は
五
〇
〇
～
六
〇
〇
万
人
と
推
算

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
日
本
の
人
口

一
億
二
〇
〇
〇
万
人
の
二
〇
分
の

一
の
人
口

と
な
る
。
ま
た
、
当
時
の
戸
籍
か
ら
割
り
出
し
た
郷
の
平
均
的
人
口
は

一
四
〇
〇

人
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
郷
の
人
口
は
平
均
的
な
も
の
で
あ
り
、
国
内
に
四
〇
四

一
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
郷
の
人
口
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
ひ
と
つ
の
目
安
に
は

な
る
。

そ
の
目
安
に
基
づ
い
て
八
郷
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
佐
久
郡
の
人
口
を
推
定
す
る

と
、　
一
万

一
二
〇
〇
人
と
推
算
で
き
る
。
こ
れ
が
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
と
い

う
試
算
で
あ
る
な
ら
、
今
の
佐
久
地
方
の
人
口
が

一
七
万

一
九
六
四
人

（平
成
九

年
七
月

一
日
現
在
）
で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
お
よ
そ

一
五
分
の

一
の
人
口
が
当
時

の
佐
久
地
方
に
あ
っ
た
計
算
に
な
る
。

幅
広
く
見
積
も
っ
て
も
、
奈
良

。
平
安
時
代
の
佐
久
地
方
に
は

一
～
二
万
人
の

人
が
暮
し
て
い
た
と
試
算
さ
れ
る
。
な
お
、
当
時
は
、
集
落
遺
跡
の
集
中
度
か
ら

み
て
、
佐
久
市
岩
村
田
か
ら
小
諸
市
南
東
部
に
か
け
て
の
佐
久
平
北
部
の
人
口
密

度
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
久
平
南
部
も
そ
れ
な
り
の
人

口
は
あ
っ
た
が
、
千
曲
川
上
流
の
相
木
・川
上
。南
牧
な
ど
の
山
間
部
で
は
、
人
々

の
居
住
が
き
わ
め
て
薄
か
っ
た
こ
と
が
遺
跡
数
の
少
な
さ
か
ら
う
か
が
え
る
。
こ

う
し
た
人
口
の
疎
密
は
、
ま
ず
水
田
な
ど
生
業
の
た
め
の
耕
地
確
保
の
問
題
と
か

か
わ
り
、
ま
た
佐
久
郡
衛
や
長
倉
駅

。
御
牧
な
ど
の
公
的
施
設
と
の
位
置
関
係
、

東
山
道
な
ど
主
要
交
通
路
の
通
過
地
点
な
ど
の
人
口
支
持
力
を
如
実
に
反
映
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

信
濃
国
府
の
　
律
令
制
度
に
よ
る
国
は
、
そ
の
規
模
に
よ
っ
て
大

。
上

。
中

・

所
　
　
　
在
　
下
の
四
段
階
に
区
分
さ
れ
た
。
『延
喜
式
』
に
あ
る
六
六
国
二
島

は
、
大
国

一
三

。
上
国
二
五

。
中
国

一
一
・
下
国
九
で
あ
り
、
う
ち
信
濃
は
上
国

と
な
っ
て
い
る
。
中
央
か
ら
諸
国
に
派
遣
さ
れ
る
国
司
は
、
国
の
等
級
に
よ
っ
て

人
数
に
差
が
あ
る
が
、
上
国
の
信
濃
は
最
上
官
で
あ
る
守
を
筆
頭
に
、
介

・
株

・

目

・
史
生
な
ど
官
位
の
異
な
る
国
司
数
名
が
い
た
。
国
司
の
任
期
は
四
か
ら
六
年

で
、
歴
代
の
信
濃
国
司
名
は
大
勢
で
挙
げ
き
れ
な
い
が
、
た
と
え
ば
守
の
官
職
で

い
え
ば
奈
良
時
代
の
始
ま
る
七

一
〇
年
前
後
に
は
小
治
田
朝
臣
宅
持
が
、
平
安
時

代
の
始
ま
る
七
九
四
年
前
後
に
は
藤
原
朝
臣
乙
叡
と
よ
ば
れ
る
人
物
が
信
濃
国
司

と
な
っ
て
い
た
。
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国
司
が
政
治
を
行
な
う
国
庁
は
、
現
在
で
い
え
ば
県
庁
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ

の
国
庁
が
あ
る
場
所
は
国
府
と
よ
ば
れ
た
。
奈
良
時
代
の
信
濃
国
府
の
存
在
地
は

は
っ
き
り
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
諸
国
で
は
通
常
国
分
寺
の
周
辺
に
置
か
れ

た
と
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
信
濃
で
は
信
濃
国
分
寺
の
あ
る
上
田
周

辺
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
塩
田
平
の
生
島
足
島
神
社
付
近

と
み
る
説
、
上
田
市
街
地
の
信
州
大
学
繊
維
学
部
付
近
と
み
る
説
、
上
田
市
染
屋

台
地
と
み
る
説
な
ど
が
あ
る
が

（『長
野
県
史
』
通
史
編
１
）
、
上
田
周
辺
の
発
掘

調
査
な
ど
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
国
府

（国
衛
）
に
関
連
す
る
よ
う
な
遺
跡
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。
近
年
、
更
埴
市
屋
代
遺
跡
か
ら
多
量
の
木
簡
が
発
掘
さ
れ
、
こ

の
中
に
含
ま
れ
る
国
府
木
簡
か
ら
、
最
初
の
信
濃
国
府
は
屋
代
付
近
に
あ
っ
た
と

す
る
新
説
も
み
ら
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
平
安
時
代
の

『和
名
類
衆
抄
』
に
よ
る
と
、
信
濃
国
府
は
筑
摩
郡

（今
の
松
本
周
辺
）
に
あ
っ
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
く
わ
し
い
場
所
こ
そ
特
定

で
き
な
い
が
最
初
の
国
府
が
上
田
周
辺
か
屋
代
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
の
後

筑
摩
郡
に
国
府
の
移
転
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
筑
摩
郡
で
の
信

濃
国
府
の
位
置
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
説
が
あ
り
、
ま
た
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
も
そ
の
場
所
は
今
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
て
い
な
い
。

佐
久
の
郡
衝
　
郡
は
国
の
下
の
行
政
単
位
で
あ
り
、
国
と
同
様
に
そ
の
規
模
で

と
　
郡
　
司
　
等
級
が
つ
け
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
郡
内
に
里
が
い
く
つ
あ
る

か
で
、
大

・
上

。
中

。
下

・
小
の
五
等
級
と
な
っ
て
い
た
。
信
濃
の
郡
の
等
級
を

示
す
文
献
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
更
級

。
水
内

・
小
県

・
佐
久
が
中
郡
、
伊
那

・

諏
方

・
筑
摩

・
安
曇

・
高
井

・
埴
科
が
小
郡
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

郡
に
は
、
郡
司
が
お
か
れ
、
郡
衛

（郡
家
）
と
よ
ば
れ
る
郡
役
所
で
そ
の
政
治

執
務
が
と
ら
れ
た
。
郡
司
の
定
員
は
郡
の
等
級
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ
た
。
郡
司
の

官
職
に
は
大

領

・
小

領

‥
王
政
‥
王
帳
な
ど
が
あ
る
が
、
通
常
郡
司
と
い
う
場
合

大
領
と
小
領
の
こ
と
を
さ
し
た
。
佐
久
郡
が
か
り
に
中
郡
で
あ

っ
た
と
す
る
と
、

郡
司
に
は
大
領

。
小
領

。
主
政

・
主
帳
が

一
人
お
か
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

佐
久
郡
の
郡
司
と
み
ら
れ
る
具
体
的
な
氏
名
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
人
物
と
し

て
、
仁
寿
三

（八
五
三
）
年
主
政
で
あ
っ
た
大
坂
真
長
と
そ
の
弟
で
主
帳
の
大
坂

勝
義
麻
呂
の
二
人
が
挙
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
時
の
信
濃
国
司

（守
）
は
久
賀

朝
臣
三
夏
で
あ
っ
た
。
大
坂
真
長
と
大
坂
勝
義
麻
呂
の
二
人
の
人
物
名
を
記
し
た

の
は
、
和
歌
山
県
野
上
町
に
伝
わ
る

『大
般
若
経
』
の
写
経
の
奥
書
で
あ
り
、　
つ

ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

仁
寿
三
年
　
一
一月
十
五
日

為
御
母
刀
自
仕
奉
主
政
外
少
初
位
上
大
坂
真
長

主
帳
外
少
初
位
大
坂
勝
義
麻
呂

同
　
□
好

同
　
芳
□

戒
師
沙
弥
義
蔵
師

経
生
佐
久
郡
丸
子
真
智
成

こ
れ
は
仁
寿
三

（八
五
三
）
年
、
主
政
大
坂
真
長
と
主
帳
大
坂
勝
義
麻
呂

。
□

好

。
芳
□
ら
四
人
の
兄
弟
が
、
母
の
功
徳
の
た
め
に
佐
久
郡
の
経
生

（写
経
師
）

丸
子
真
智
成
に
依
頼
し
て

『大
般
若
経
』
を
写
経
さ
せ
た
と
い
う
奥
書
で
あ
る
。

丸
子
真
智
成
は
佐
久
郡
に
い
て
写
経
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
依
頼

し
た
主
政
大
坂
真
長
と
主
帳
大
坂
勝
義
麻
呂
も
、
佐
久
郡
の
郡
司
で
あ
ろ
う
と
み
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写83 奈良時代の写経生 (大々論)

佐久郡の写経生丸子真智成 もこんな人

物だったのだろうか (奈良。東大寺蔵)

ら
れ
て
い
る
。

御
代
田
地
区
の
鋳
師
屋
遺
跡
群
か
ら
は
、
九
世
紀
中
ご
ろ
の
ム
ラ
が
見
つ
か
っ

て
い
る
の
で
、
具
体
的
に
は
こ
れ
ら
の
ム
ラ
が
佐
久
郡
司
主
政
大
坂
真
長
や
主
帳

大
坂
勝
義
麻
呂
の
行
政
監
督
下
に
あ
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
佐
久
の
郡
司
が
行
政
を
行
な
っ
た
郡
役
所
で
あ
る
佐
久
郡
衛

は
ど
こ
に
置
か
れ
た
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
数
多
く
の
発
掘
調
査
で
郡
衛
そ
の
も
の

は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
決
定
的
な
証
拠
に
は
欠
け
る
が
、
当
時
の
ム
ラ
の
密

度
や
出
土
遺
物
の
重
要
性
、
浅
間
山
麓
を
通
過
し
た
東
山
道
と
の
ア
ク
セ
ス
の
便

な
ど
を
考
え
る
と
、
佐
久
平
北
部
、
と
り
わ
け
佐
久
市
長
土
呂
～
岩
村
田
～
小
諸

市
御
影
周
辺
に
佐
久
郡
衛
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
に
隣
接
す
る
小
諸
市
御
影
の
宮
ノ
反
遺
跡
で
は
、
古
墳
時
代
末

か
ら
奈
良
時
代
初
め
の
郡
司
ク
ラ
ス
の
人
物
が
居
住
し
た
と
も
み
ら
れ
る
、
溝
で

（Ｋ
也
Ｉ
Ｋ
８
０
釦
副
＝
＝
＝
＝
訓
馴
釧
Ⅶ
馴
Ⅶ
＝
＝
＝

・
――
副
副
副
ＥＵ
剌
Ⅶ
＝
＝
＝
ｕ
＝
日
＝

ｏ
ｕ

郡
衛
の
よ
う
す
は
、
上
野
国

（群
馬
県
）
の
国
司
の
交
替
事
務
引
き
継
ぎ
の
書

類
で
あ
る

『上
野
国
交
替
実
録
帳
』
な
ど
に
み
ら
れ
、
正
が

・
郡
庁

・
館

。
厨
家

な
ど
の
施
設
が
立
ち
並
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
正
倉
は
租
税
と
し
て
徴
収
し

た
稲
を
保
管
す
る
倉
庫
、
郡
庁
は
政
務
の
た
め
の
庁
合
、
館
は
郡
司
官
邸
、
厨
家

望

了 後 り 難 曇 算  な 活ぞ曇  
図70 小諸市宮ノ反 A遺跡群 古墳時代
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は
厨
房
施
設
で
あ
る
。
ち
な
み
に
全
国
で
郡
衛
と
み
ら
れ
る
遺
跡
は
現
在
五
〇
あ

ま
り
の
発
掘
例
が
あ
る
が
、新
治
郡
衛
と
み
ら
れ
る
茨
城
県
古

郡
遺
跡
か
ら
は
正

倉
と
み
ら
れ
る
倉
庫
跡
が

一
三
軒
を
連
ね
て
発
見
さ
れ
た
。
こ
と
に
租
税
と
し
て

の
稲
を
保
管
す
る
立
ち
並
ぶ
正
倉
群
が
郡
衛
の
象
徴
で
あ
り
、
こ
う
し
た
特
徴
あ

る
遺
構
が
佐
久
平
北
部
か
ら
発
掘
さ
れ
れ
ば
、
佐
久
郡
街
の
所
在
が
明
ら
か
に
な

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
浅
間
山
麓
の
東
山
道

『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
五
十
五

（
一
二
五
）
年
に
、

古

東

山

道

　

「彦
狭
嶋
王
を
東
山
道

一
五
国
の
都
督
に
任
ず
。
王
は
春
日
の

穴
昨
邑
に
至
り
、
病
に
伏
し
、
莞
ず
。
東
国
の
百
姓
は
、
王
が
来
ら
れ
な
い
の
を

悲
し
み
、
王
の
屍
を
盗
ん
で
上
野
国
に
葬
る
。
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
彦
狭
鳴
王
が
東
山
道

一
五
国
の
都
督
と
な

っ
て
巡
察
し
た
と
い

う
伝
承
で
あ
り
、
春
日
の
穴
昨
邑
は
奈
良
市
付
近
と
も
い
わ
れ
る
が
、
望
月
町
春

日
あ
た
り
に
想
定
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
こ
う
し
た
伝
承
の
歴
史
的
背
景
に
は
大

和
朝
廷
の
東
国

へ
の
支
配
拡
大
が
あ
り
、
そ
の
東
征
の
た
め
の
古
い
道
の
存
在
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
こ
れ
が
律
令
制
に
よ
っ
て
官
道
と
し
て
整
備
さ
れ
る

以
前
の
古
い
道
で

「
古
東
山
道
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

「古
事
記
』
や

「
日
本
書
紀
』
に
は
、
碓
日

（碓
氷
）
坂
や
科
野

（信
濃
）
坂
な

ど
と
い
う
記
載
が
み
え
る
が
、
こ
れ
が
古
東
山
道
の
通
過
し
た
峠
路
と
考
え
ら
れ

る
。
佐
久
郡
内
に
は
、
古
東
山
道
に
関
連
す
る
と
も
い
わ
れ
る
祭
祀
遺
跡
が
い
く

つ
か
存
在
し
、
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
げ
て
み
よ
う
。

入
山

峠

祭
祀
遺
跡
　
軽
井
沢
町
の
碓
氷
バ
イ
パ
ス
料
金
所
を
過
ぎ
た
あ
た
り
に

入
山
峠
祭
祀
遺
跡
が
あ
り
、
昭
和
四
十
四
年
に
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
出

土
品
に
は
、
勾
玉

・
管
玉

・
臼
玉
な
ど
の
ほ
か
、
鏡
や
剣
な
ど
を
模
し
て
石
で

小
型
に
作
ら
れ
た
円
板

・
剣
形

・
刀
子
形
石
製
模
造
品

（＝
幣
）
な
ど
が
あ
る

（写
８４
）
ｏ
ま
た
、
古
墳
時
代
前
期
～
中
期
に
あ
た
る
四
～
五
世
紀
に
か
け
て
の

土
器
も
出
土
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
人
山
峠
が
、
古
東
山
道
の
碓
氷
坂
に

あ
た
る
と
い
う
見
方
が
有
力
で
あ
る
。

瓜
生

輔
祭
祀
遺
跡
　
浅
科
村
塩
名
田
を
過
ぎ
望
月
町
布
施
に
峠
道
に
瓜
生
坂
祭

祀
遺
跡
が
あ
り
、
古
墳
時
代
の
土
器
と
と
も
に
滑
石
製
の
自
玉
七
〇
個
が
採
集

さ
れ
て
い
る
。

雨

境

祭
祀
遺
跡
群
　
蓼
科
山
西
麓
立
科
町
雨
境
峠
付
近
に
あ
る
石
製
模
造
品
を

出
土
す
る
遺
跡
群
で
、
平
成
五

・
六
年
に
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
遺
跡
群

は
、
鳴
石

・
勾
玉
原

・
赤
沼
平

。
鳴
石
原

。
鍵
引
石

・
与
惣
塚
な
ど
か
ら
な
り
、

多
く
の
石
製
模
造
品
が
出
土
し
て
お
り
、
古
東
山
道
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い

が
古
道
の
遺
構
も
見
つ
か
っ
た
。
鳴
石
は
巨
大
な
自
然
石
で
、
峠
路
に
あ

っ
て

第 1節 律令社会と佐久

写04 入山峠の古墳時代の祭祀

遺物 上から鏡形 (円盤形)石製
模造品、剣形石製模造品、管玉、曲

玉 (軽井沢町教育委員会蔵)
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祭
祀
の
象
徴
的
存
在
で
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
白
樺
湖
に
は
御

座
岩
な
ど
が
あ

っ
て
、
こ
れ
も
同
様
に
祭
祀
を
象
徴
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

古
東
山
道
は
、
現
在
の
下
伊
那
郡
阿
智
村
に
あ
る
神
坂
峠
か
ら
信
濃
に
入
り
、

伊
那
谷
を
北
上
し
て
諏
訪
郡
か
ら
蓼
科
山
麓
に
出
た
。
さ
ら
に
雨
境
峠
の
勾
玉

原

・
鳴
石
な
ど
を
経
て
、
春
日
―
瓜
生
坂
と
過
ぎ
、
今
の
塩
名
田
付
近
で
千
曲
川

を
渡
り
、
佐
久
平

へ
と
続
い
た
。
佐
久
市
長
土
呂
で
は
、
古
墳
時
代
末

（七
世
紀

末
）
の
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
古
い
寺
院
の
存
在
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

道
は
要
所
で
あ
る
こ
の
付
近
を
過
ぎ
、
御
代
田
町
域
の
い
ず
れ
か
の
地
を
通
過
し

て
入
山
峠

へ
と
向
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

御
代
田
町
小
田
井
の
西
の
鋳
師
屋
遺
跡
群
前
田
遺
跡
か
ら
は
、
古
墳
時
代
中
期

の
集
落
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
小
諸
市
宮
ノ
反
遺
跡
で
は
古
墳
時
代
末

～
奈
良
時
代
の
豪
族
の
居
館
と
み
ら
れ
る
建
物
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
（図
７０
）。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
現
在
の
小
田
井
付
近
を
古
東
山
道
が
通
過
し
た
と
み
て
大
き
な

間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
前
田
遺
跡
で
は
五
世
紀
の
和
泉
陶
邑
窯

（大
阪

府
）
で
焼
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
須
恵
器
四
点
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
製
品

も
ま
た
古
東
山
道
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

軽
井
沢
町
で
は
、
鳥
井
原
の
県

遺
跡
で
古
墳
時
代
初
頭
の
ム
ラ
が
発
掘
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
は
北
陸
系
や
関
東
系
の
土
器
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
古
く
か
ら

他
地
域
と
の
交
通
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
古
東
山
道
は
そ
の
鳥
井
原
の
あ
た

り
を
過
ぎ
て
入
山
峠

へ
と
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

律
令
政
府
は
、
中
央
集
権
体
制
を
強
力
に
進
め
る
な
か
で
、
五

令
制
東
山
道

畿
七
道
と
い
う
行
政
上
の
区
分
整
備
を
行
な
っ
た
。
五
畿
と
は

都
を
取
り
巻
く
特
別
区
で
山
城

。
大
和

・
河
内

・
和
泉

・
摂
津
を
さ
し
、
七
道
は

西
海
道

・
山
陽
道

・
山
陰
道

。
南
海
道

。
東
海
道

・
北
陸
道
、
東
山
道
を
さ
し
た
。

東
山
道
は
、
近
江

・
美
濃

・
飛
騨

。
信
濃

。
上
野

・
下
野

・
陸
奥

。
出
羽
と
い
う

東
国
の
地
方
の
総
称
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
家
の
幹
線
道
路
で
あ
る
官
道
そ
の
も

の
を
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
官
道
は
、
そ
の
重
要
性
に
基
づ
き

「大
路
」
「中
路
」
「小
路
」
と
区

分
さ
れ
た
。
「大
路
」
は
畿
内
と
九
州
の
太
宰
府
を
結
ぶ
山
陽
道
、
「中
路
」
は
東

海
道
と
東
山
道
、
そ
れ
以
外
の
西
海
道

・
山
陰
道

。
南
海
道

・
北
陸
道
は

「小
路
」

で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
東
山
道
は
東
海
道
と
並
ん
で
、
山
陽
道
に
つ
ぐ
重
要
な
交

通
路
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
律
令
時
代
の
東
山
道
に
つ
い
て
は
、
『延
喜
式
』
に

詳
細
な
記
述
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
古
い
東
山
道
と
の
区
別
の
た
め
、

「延
喜
の
官
道
」
と
も

「令
制
東
山
道
」
と
も
よ
ば
れ
て
い
る

（以
下

「令
制
東

山
道
」
に
つ
い
て
は
単
に

「東
山
道
」
と
よ
び
、
「古
東
山
道
」
と
区
別
す
る
。

東
山
道
の
通

っ
た
道
す
じ
は
、
近
江
国
府

（現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
）
を
起
点

と
し
、
美
濃

（岐
阜
県
）
―
，信
濃

（長
野
県
）
―
上
野

（群
馬
県
）
―
下
野

（栃
木

県
）
を
通
過
し
、
陸
奥
の
多
賀
城

（宮
城
県
多
賀
城
市
）
へ
と
結
ば
れ
、
さ
ら
に
い

っ
ぽ
う
は
今
の
盛
岡
方
面

へ
、
他
方
は
秋
田
方
面

へ
と
延
長
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ

の
間
に
は
、
美
濃
か
ら
飛
騨
へ
、
信
濃
か
ら
越
後

へ
な
ど
の
支
道
も
設
け
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
官
道
は
、　
一
般
庶
民
の
た
め
の
交
通
路
で
は
な
く
、
官
人
の
交
通

・

兵
士
の
交
通

・
伝
令

・
郡
馬
の
派
遣

。
租
庸
調
の
輸
送
な
ど
、
律
令
政
府
が
中
央

集
権
を
押
し
進
め
る
た
め
の
、
重
要
な
政
治
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
「餐

器
の
道
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
尾
張
や
美
濃
の
窯
で
焼
か
れ
た
灰
釉
陶
器

な
ど
も
、
東
山
道
を
通
じ
て
東
国
に
流
通
し
た
。
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図71 律令制下の七道 (『長野県史』通史編 1よ り)

官
道
の
各
所
に
は

「
駅
制
」
に
基
づ
い
て
駅
が
設
け
ら
れ
た
。
駅
に
つ
い
て
は

『養
老
令
』
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
規
定
が
み
ら
れ
る
。

①
・　
官
道
に
は
三
〇
里

（現
在
の

一
六
キ
ロ）
ご
と
に
駅
を
お
く
こ
と
。
た
だ
し
、

地
勢
水
草
の
有
無
に
よ
っ
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

②
　
駅
に
は
駅
長
を
お
く
こ
と
。

③
　
駅
に
は
大
路
二
〇
疋

。
中
路

一
〇
疋

・
小
路
五
疋
の
馬
を
常
備
す
る
こ
と
。

④
　
駅
馬
の
ほ
か
に
伝
馬
を
郡
ご
と
に
五
疋
お
く
こ
と
。

⑤
・
海
や
大
河
に
は
舟
を
二
隻
以
上
四
隻
以
下
お
く
こ
と
。

な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
規
定
に
よ
り
、
東
山
道
が
通
過
す
る
近
江
・
美
濃
・
飛
騨
。
信
濃
・

上
野

・
下
野

・
陸
奥

。
出
羽
の
八
国
に
は
、
合
計
八
六
の
駅
と
二
四
八
七
匹
の
馬

が
常
備
さ
れ
て
い
た
。

信
　
濃
　
の
　

「
ち
は
ゃ
ぶ
る
神
の
御
坂
に
幣
奉
り
、斎
う
命
は
母
父
の
た
め
」

東
　
山
　
道
　
埴
科
郡
の
神
人
部
子
忍
男
が
、
防
人
に
派
遣
さ
れ
る
お
り
、
東

山
道
が
信
濃
か
ら
美
濃

へ
と
ぬ
け
る
難
所
で
あ
る
御
坂
峠
に
、
幣
を
た
む
け
、
父

母
の
た
め
に
も
旅
の
無
事
を
祈
っ
た
歌
が
こ
れ
で
、
『万
葉
集
』
に
載
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
東
国
の
防
人
た
ち
は
、
東
山
道
を
西

へ

向
か
い
、
さ
ら
に
は
山
陽
道
を
通
過
し
て
、
任
地
太
宰
府

へ
と
赴
い
た
。

東
山
道
は
、
近
江
を
出
発
す
る
と
美
濃
を
経
て
、
現
在
の
岐
阜
県
中
津
川
市
か

ら
神
坂
峠
＝
御
坂
峠

（標
高

一
五
七
〇
屑
）
を
越
え
、
信
濃

（現
在
の
下
伊
那
郡

阿
智
村
）

へ
入
っ
た
。
神
坂
峠
か
ら
は
古
墳
時
代
か
ら
古
代
～
中
世
に
い
た
る
遺

物
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
神
人
部
子
忍
男
が
詠
ん
だ
幣
に
相
当
す
る
剣
形
や
刀
子
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形

・
円
形
な
ど
の
石
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
古
代
の
交
通
や
峠
路
で
の
祭
祀
の

よ
う
す
が
し
の
ば
れ
る
。

さ
て
、
信
濃
の
東
山
道
は
、
伊
那
郡

。
諏
訪
郡

・
筑
摩
郡

。
小
県
郡

・
佐
久
郡

と
通
過
し
て
上
野
国
に
ぬ
け
た
が
、
そ
の
沿
線
に
は
計

一
五
の
駅
が
置
か
れ
、

一

六
五
疋
の
馬
が
常
備
さ
れ
た
。
信
濃
の
駅
と
そ
の
馬
数
を
御
坂
峠
側
か
ら
列
記
す

る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

（図
７２
）
ｏ

阿
知
駅

（駅
馬
三
〇
疋
）
―
育
良
駅

（
一
〇
）
―
賢
錐
駅

（
一

一
〇
）
―
深
沢
駅

（
一
〇
）
―
覚
志
駅

（
一
〇
）
―
錦
織
駅

（

（
一
五
）
―
日
理
駅

（
一
〇
）
―
清
水
駅

（
一
〇
）
―
長
倉
駅

の
支
道
で
は
、
麻
績
駅

（五
）
―
白
理
駅

（五
）
―
多
古
駅

（五
）
―
沼
辺
駅

（五
）
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
各
郡
の
伝
馬
は
、
伊
那

郡

一
〇
疋
で
、
諏
訪

・
筑
摩

。
小
県

。
佐
久
が
五
疋

と
な

っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
信
濃
の
東
山
道
の
駅
の
所
在
地
に
つ
い

て
は
、
駅
そ
の
も
の
が
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
例
は
な
く
、　
い
ず
れ
も
確
定
し
て
は

い
な
い
が
、
地
名
や
地
割
り
な
ど
を
手
が
か
り
に
、

そ
の
お
お
よ
そ
の
場
所
が
推
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
『長
野
県
史
』
通
史
編
１
に
よ
れ
ば
駅
の
お
お

よ
そ
の
推
定
地
は
、
阿
知
駅
は
現
在
の
下
伊
那
郡
阿

智
村
に
、
宮
田
駅
は
宮
田
村
中
央
部
に
、
深
沢
駅
は

箕
輪
町
大
出
付
近
に
、
錦
織
駅
は
松
本
市
か
ら
四
賀

村
に
か
け
て
の
地
域
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
保
福
寺
峠

を
越
え
た
青
木
村
の
あ
た
り
に
浦
野
駅
が
、
千
曲
川
を
越
え
た
上
田
市
諏
訪
部
付

近
に
日
理
駅
が
、
信
濃
国
分
寺
を
過
ぎ
小
諸
市
諸
付
近
に
清
水
駅
の
存
在
が
推
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
越
後
へ
の
支
道
で
は
、
麻
績
駅
が
東
筑
摩
郡
麻
績
付
近
に
、

日
理
駅
が
長
野
市
安
茂
里
付
近
に
、
多
古
駅
は
長
野
市
の
東
北
部
に
、
沼
辺
駅
は

上
水
内
郡
信
濃
町
の
野
尻
湖
付
近
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
古
東
山
道
が
諏
訪
郡
か
ら
蓼
科
山
麓
に
入
り
望
月
町
へ
と
ぬ
け
た
の
に

対
し
、
令
制
東
山
道
は
今
の
松
本
か
ら
保
福
寺
峠
を
越
え
て
青
木
村
に
入
り
、
信

濃
国
分
寺
か
ら
小
諸

へ
と
ぬ
け
た
点
で
、
ル
ー
ト
が
異
な
っ
て
お
り
注
意
さ
れ
る
。

ま
た
七
二

一
～
七
三

一
年
の
間
に
は
、
諏
訪
国
が

一
時
信
濃
国
か
ら
独
立
し
た
。

そ
の
際
に
は
東
山
道
の
ル
ー
ト
変
更
や
支
道
の
増
設
、
あ
る
い
は
古
東
山
道
の
再

へ 駅 ⌒

磐張 長電1五ユ五云
入

山

峠
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）
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図72 信濃の東山道 (『図説 長野県の歴史』より)



利
用
整
備
な
ど
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

浅

間

山

麓

を

　

「信
濃
な
る
　
浅
間
の
嶽
に
　
立
つ
け
ぶ
り
　
を
ち
こ
ち
人

ぬ
け
た
東
山
道
　
の
　
見
や
は
と
が
め
ぬ
」

在

原

業
平
の
著
し
た

「伊
勢
物
語
』
八
段
の
歌
で
あ
る
。
東
山
道
沿
い
に
そ
び

え
る
活
火
山
浅
間
山
の
噴
煙
な
ど
の
情
景
を
見
事
に
織
り
混
ぜ
て
歌

っ
て
い
る
の

だ
が
、
残
念
な
が
ら
在
原
業
平
自
身
が
こ
の
地
を
旅
し
て
作

っ
た
歌
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。

東
山
道
は
、
信
濃
国
分
寺
を
過
ぎ
る
と
小
諸
市

へ
と
入
り
、
噴
煙
た
な
び
く
浅

間
山
南
麓
を
現
在
の
御
代
田
町
域
か
ら
軽
井
沢
町
と
通
過
し
、
碓
氷
峠
を
越
え
て

上
野
国
坂
本
駅

へ
と
向
か
っ
た
。

現
在
の
国
道

一
八
号
線
と

一
四

一
号
線
の
分
岐
点
で
あ
る
小
諸
市
諸
付
近
に
は

「清
水
駅
跡
」
と
い
う
石
碑
が
立
っ
て
い
る

（写
８５
）
ｏ
こ
の
近
く
に
は

「星
見
の

井
戸
」
と
よ
ば
れ
る
井
戸
も
あ
り
、
付
近
の
豊
富
な
湧
水

（清
水
）
や
地
割
り
な

ど
か
ら
、
こ
の
場
所
に
清
水
駅
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

は
駅
そ
の
も
の
が
見

つ
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
場
所
は
「清
水
駅
跡
」

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

「清
水
駅
推
定
地
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
慎
重
な
検
討

を
要
し
て
い
る
。

清
水
駅
を
過
ぎ
た
東
山
道
が
、
小
諸
市
東
部
か
ら
御
代
田
―
軽
井
沢

へ
と
ど
の

よ
う
な
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が
あ
り
未
解
決
の
ま
ま
で
あ

る
。
東
山
道
の
御
代
田
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
場
所
に
よ
っ
て
は
二
〇
肝
を
超
え

る
深
い
谷
を
形
成
す
る
火
山
山
麓
特
有
の
田
切
り
地
形
を
ど
の
よ
う
に
通
過
す
る

か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
つ
ぎ
の
三
つ
の
ル
ー
ト
の
う
ち
の
い
ず
れ
か

を
東
山
道
が
た
ど
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

小
田
井
ル
ー
ト
　
小
諸
市
乙
女
―
三

岡
―
御
影
―
佐
久
市
西
屋
敷
を
経
て
小
田

井

。
上
宿
と
ぬ
け
、
そ
の
後
の
中
山
道
沿
い
に
軽
井
沢
の
追
分

へ
と
向
か
っ
た

と
す
る
ル
ー
ト
。
こ
の
説
に
よ
る
と
長
倉
駅
は
今
の
小
田
井
あ
た
り
に
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

馬
瀬
ロ
ル
ー
ト
　
小
諸
市
加
増
か
ら
八
満
―
乗
瀬
を
経
て
馬
瀬
口
へ
と
出
、
軽
井

沢
の
追
分

へ
と
向
か
っ
た
か
、
加
増
か
ら
平
原
を
経
て
馬
瀬
口
へ
と
出
、
軽
井

沢
の
追
分

へ
と
向
か
っ
た
と
す
る
ル
ー
ト
で
、
そ
の
後
の
北
国
街
道
沿
い
に
東

山
道
が
た
ど
っ
た
と
み
る
も
の
。
馬
瀬
回
は
柵
口
と
も
書
き
、
牧
場
の
入
口
を

示
す
地
名
と
も
考
え
ら
れ
、
御
牧

「塩
野
牧
」
の
入
口
を
東
山
道
が
通
過
し
た

と
い
う
説
で
あ
る
。

塩
野
ル
ー
ト
　
小
諸
市
石
峠
―
藤
塚
を
経
て
、
塩
野
―
清
万
と
通
過
し
、
追
分

へ

第 1節 律令社会と佐久

写05 清水駅推定地

小諸市諸の国道18号線 と141号線が交わ

るあたりで、地割りなどから判断された

清水駅推定地。ただし、実際の駅家遺構

などが見つかったわけではないのであ

くまで推定地である。今後、発掘などに

よる確認調査も必要となろう。
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こ
れ
ら
の
い
ず
れ
が
真
実
の
ル
ー
ト
な
の
か
、
そ
の
決
着
を
み
る
に
は
東
山
道

そ
の
も
の
が
、
道
の
遺
構
と
し
て
時
代
の
決
定
で
き
る
地
層
や
歴
史
遺
物
な
ど
と

一
緒
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
第

一
で
あ
る
。
ま
た
、
長
倉
駅
そ
の
も
の
の
発
見
に

よ
っ
て
も
あ
る
程
度
ル
ー
ト
が
推
定
で
き
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

群
馬
県
で
は
実
際
東
山
道
と
み
ら
れ
る
道
の
遺
構
が
、
榛
名
山
麓
で
八
地
点
が

発
掘
さ
れ
て
い
る
。
『群
馬
県
史
』
に
よ
る
と
そ
の
特
徴
と
し
て
、

①
・　
路
面
幅
は
四

・
五
～
五
屑
で
あ
る
。

②
　
硬
化
面

（路
面
）
が
三
～
四
面
以
上
確
認
で
き
る
部
分
が
あ
る
。

③
　
両
側
に
溝
を
も
つ
。

④
　
天
仁
元

（
一
一
〇
八
）
年
の
降
下
の
浅
間
Ｂ
の
火
山
灰
に
覆
わ
れ
る
。

⑤
・　
道
の
走
行
は
ほ
ぼ
直
線
で
あ
る
が
地
形
に
応
じ
て
わ
ず
か
に
迂
曲
が
あ
る
。

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
天
仁
元
年
の
浅
間
山
の
噴
火
は
、
群
馬
県
側
に
は
軽
石
「
浅
間
Ｂ
」

を
降
ら
せ
た
が
、
長
野
県
側
の
南
麓
に
は
火
砕
流
と
な
っ
て
高
温
の
土
石
が
押
し

寄
せ
た
。
そ
の
噴
出
物
の
総
量
は
さ
き
の
雲
仙
普
賢
岳
の
三
倍
に
あ
た
る
と
推
定

さ
れ
、
現
在
、
御
代
田
町
東
部
と
軽
井
沢
町
地
域
を
平
均
八
屑
の
厚
さ
で
覆
っ
て

お
り
、
「追
分
火
砕
流
」
と
よ
ば
れ
て
い
る

翁
浅
間
山
の
噴
火
」
参
照
）。
浅
間
山

麓
の
東
山
道
は
、
こ
の
分
厚
い
火
砕
流
の
下
に
眠
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
天
仁
元
年
の
噴
火
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
浅
間
山
麓
の
東
山
道

は
不
通
と
な
り
、
そ
の
路
線
は
噴
火
の
影
響
の
少
な
い
場
所
に
変
更
さ
れ
た
こ
と

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
湯
川
の
対
岸
（左
岸
）
、
面
替
―
豊
昇
―
茂
沢

へ
と

一
時
迂
回
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ク塩野ルート、塩野

柏`木

図73 信濃国佐久郡北部の歴史地図 (斜線は推定東山道ルート、アミは標高1000m以上)
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官
道
の
各
駅
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
郡
司
の
支
配
下
に
駅
長
が

駅

の

運

営
　
総
括
し
、
具
体
的
な
駅
の
任
務

つ
い
て
は
駅
子
が
あ
た
っ
た
。

駅
子
の
家
を
駅
戸
と
い
い
、
駅
戸
の
集
ま
り
は
駅
戸
郷
と
よ
ば
れ
た
。

駅
長
は
、
駅
戸
の
な
か
か
ら
裕
福
な
家
の
も
の

一
人
が
選
ば
れ
、
病
や
死
亡
な

ど
な
い
限
り
終
身
駅
の
任
務
に
あ
た
り
、
在
職
中
は
課
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
駅
子

の
任
務
は
駅
馬
の
飼
育
や
そ
の
運
営
費
に
あ
て
る
駅
日
の
管
理
な
ど
で
、雑
後
（労

役
）
が
免
除
さ
れ
た
。
駅
の
財
源
で
あ
る
駅
田
は
、
駅
子
に
あ
て
ら
れ
た
不
輸
租

（税
免
除
）
の
日
分
田
で
、
そ
こ
か
ら
収
穫
さ
れ
た
駅
稲
は
、
出
挙
と
よ
ば
れ
る

稲
の
貸
し
つ
け
制
度
に
よ
っ
て
、
そ
の
利
子
を
駅
運
営
の
費
用
と
し
た
。
駅
田
は
、

大
路
四
町

・
中
路
三
町

・
小
路
二
町
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
中
路
の
東
山
道
で
は

三
町
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

駅
馬
は
、
駅
鈴
を
持

っ
た
駅
使
の
乗
用
に
さ
れ
、
ま
た
荷
物
を
運
送
す
る
駄
馬

と
し
て
の
役
割
も
は
た
し
、
二
つ
の
駅
の
間
を
往
復
す
る
任
務
を
帯
び
て
い
た
。

駅
馬
や
伝
馬
に
充
当
さ
れ
た
の
は
、
信
濃
を
除
く
、
甲
斐

・
武
蔵

・
上
野
で
は
御

牧
の
馬
で

「
貢
馬
」
に
も
れ
た
馬
で
あ

っ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
諸
国
の
駅
馬
に
は
百

姓
馬
で
乗
用
に
耐
え
る
も
の
が
買
い
あ
げ
ら
れ
あ
て
ら
れ
た
と
も
さ
れ
る
。

駅
合
に
つ
い
て
は
、
厩
舎
を
備
え
、
行
人
の
た
め
の
宿
合
や
、
駅
稲
の
た
め
の

倉
庫
を
備
え
、
門
構
え
の
あ
る
も
の
も
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
兵
庫
県
竜
野
市
小
大

第 1節 律令社会と佐久

写86 駅鈴 (複製 )

尚さ8.5cm。

原 品 は 島

根 県 隠岐

島 に伝 わ

るもの

壼
■

■
つ十一一一

欝
一

写07・ 図74 発掘された駅家兵庫県 "小犬丸遺跡"

山陽道布勢駅家跡とされるもの。溝内

からはたくさんの瓦が出上した。軒先

の写真は建物のイメージ。

(M∫勢,(家』 Hよ |))



第 3章 奈良 。平安時代

丸
遺
跡
か
ら
は
山
陽
道
の
布
勢
駅
跡
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
み
ら
れ
た
駅
館
は
礎
石

・
瓦
葺
き

。
白
壁

。
丹
塗
り
の
豪
壮
華
麗
な
建
物

で
、　
一
片
約
八
〇
屑
方
形
区
画
に
立
て
ら
れ
、
瓦
葺
き
の
築
地
で
囲
ま
れ
て
い
た

こ
ど
が
わ
か
っ
て
い
る

（写
８７
）
ｏ
こ
の
付
近
か
ら
は

「騨
」
や

「布
勢
井
邊
家
」

と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
な
ど
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
駅
と
考
え

ら
れ
る
全
国
で
も
数
少
な
い
事
例
で
あ
る
。

長

倉

駅

の
　
碓
氷
峠
を
ひ
か
え
、
駅
馬

一
五
疋
が
お
か
れ
た
長
倉
駅
は
、
さ

所
　
　
　
在
　
き
に
み
た
駅
の
機
能
か
ら
し
て
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
を
も
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
駅
子
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
東
山
道
の
難
所
神
坂
峠
を
ひ
か
え
た
美
濃

坂
本
駅
で
は
二

一
五
人
、
ま
た
駿
河
の
三
つ
の
駅
で
計
四
〇
〇
人
の
駅
子
が
い
た

と
い
う
記
録
が
あ
Ｊ
、
こ
れ
ら
を
平
均
す
る
と

一
駅

一
三
〇
人
前
後
の
駅
子
が
い

た
計
算
と
な
る
。
こ
れ
を
参
考
に
す
る
と
長
倉
駅
に
は
碓
氷
峠
と
い
う
難
所
を
ひ

か
え
少
な
く
と
も

一
五
〇
人
ほ
ど
の
駅
子
が
い
た
と
み
て
そ
う
無
理
は
あ
る
ま
い
。

と
な
る
と
長
倉
駅
家
郷
を
構
成
す
る
駅
戸
数
は

一
戸
か
ら
二
人
が
出
た
と
し
て
五

〇
戸
が
存
在
し
た
と
い
う
計
算
と
な
る
。
ま
た
、
中
路
に
与
え
ら
れ
た
三
町
の
駅

田
の
面
積
は
、
二
五
六
四
三
平
方
屑
に
換
算
で
き
る
が
、
モ
リ
し
た
田
地
も
駅
に

付
属
し
て
い
た
。

さ
て
、
い」う
し
た
規
模
が
推
定
さ
れ
る
長
倉
駅
は
、
ど
こ
に
存
在
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
大
き
く
み
る
と
そ
の
候
補
地
と
し
て

「小
田
井
説
」
と

「追
分
説
」
「沓

掛
説
」
の
三
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に

「小
田
井
説
」
に
つ
い
て
く
わ
し

く
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

小
田
井
説
　
小
田
井
地
籍
に
は
長
倉
と
い
う
字
名
が
残
る
。
ま
た
、
ま
と
ま
っ
た

水
稲
耕
作
に
つ
い
て
は
こ
の
あ
た
り
が
標
高
限
界
で
あ
り
、
駅
田
の
設
置
の
観

点
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
以
上
軽
井
沢
よ
り
に
長
倉
駅
は
設
け
ら
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
見
解
が
以
前
か
ら
だ
さ
れ
て
い
た
。
ン」う
し
た
理
由
な
ど
か
ら

信
濃
史
学
会
を
主
宰
し
た
故

一
志
茂
樹
博
士
は
、
現
在
の
上
宿
公
民
館
か
ら
Ｊ

Ａ
御
代
田
支
所
あ
た
り
の
中
屋
敷
地
籍
に
長
倉
駅
が
あ
っ
た
と
い
う
小
田
井
説

を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
田
井
地
籍
に
は
長
倉
や
上
ノ
駅

。
中
ノ
駅

。
下

ノ
駅
と
い
う
字
名
が
残
り
、
こ
れ
を
長
倉
駅
と
関
連
づ
け
る
考
え
方
も
あ
る
が
、

そ
の
字
名
は
む
し
ろ
中
山
道
小
田
井
宿
と
の
関
連
か
ら
残

っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

小
田
井
の
西
、
西
屋
敷
周
辺
の
御
代
田
町

・
佐
久
市

。
小
諸
市
に
ま
た
が
っ

た

一
帯
か
ら
は
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
ほ
場
整
備
事
業
に
と
も
な
い

鋳
師
屋
遺
跡
群
と
し
て
奈
良
～
平
安
時
代
の
ム
ラ
が
ま
と
ま
っ
て
発
掘
さ
れ
た
。

こ
こ
か
ら
は
長
倉
駅
と
の
関
連
も
想
定
で
き
る
遺
構

。
遺
物
も
発
掘
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
は
従
来
の
小
田
井
説
に
よ
る
長
倉
駅
の
推
定
地
と
隣
接
す
る
場
所
に

あ
た
り
、
新
た
な
小
田
井
説
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
発
掘
さ
れ
た
重
要

な
も
の
を
列
挙
す
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
「
長
倉
寺
」
「長
倉
○
」
と
書
か
れ
た
平
安
時
代
の
墨
書
土
器
が
鋳
師
屋
遺
跡

群
前
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

②
・　
鋳
師
屋
遺
跡
群
野
火
付
遺
跡
の
五
頭
の
埋
葬
馬
を
は
じ
め
、
三
〇
頭
分
以
上

に
も
あ
た
る
奈
良

。
平
安
時
代
の
馬
骨
が
出
土
し
た
。

③
　
溝
で
囲
ま
れ
た
奈
良
。平
安
時
代
の
倉
庫
群
が
鋳
物
師
屋
遺
跡

（小
諸
市
分
）

か
ら
発
掘
さ
れ
た
。
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8 鋳師屋遺跡群周辺 長倉駅を構成する駅家郷である可能も残る。
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H-149号住居

「長倉□」

④
　
鋳
師
屋
遺
跡
群
の
す

ぐ
と
な
り
の
小
諸
市
宮

ノ
反
遺
跡
か
ら
は
、
溝

で
囲
ま
れ
た
古
墳
時
代

末
～
奈
良
時
代
初
め
の

居
館
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。

こ
れ
は
社
会
的
な
権
力

を
も
つ
地
域
の
首
長
の

館
と
み
ら
れ
る
。

⑤
　
唐
三
彩
と
い
う
中
国

陶
器
の
破
片
な
ど
希
少

遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い

フ

つ

。

こ
れ
ら
の
内
容
を
長
倉
駅
と
の
関
連
で
個
々
に
検
討
す
る
と
、
①
の

「長
倉

寺
」
「長
倉
○
」
と
書
か
れ
た
平
安
時
代
の
墨
書
土
器

（図
７５
）
は
、
「長
倉
駅
」

そ
の
も
の
の
墨
書
で
は
な
い
が
、
こ
の
遺
跡
周
辺
が
長
倉
と
い
う
場
所
で
あ

っ

た
と
い
う
こ
と
を
示
す
良
い
証
拠
と
い
え
る
。
ま
た
、
寺
が
お
か
れ
る
よ
う
な

主
要
地
域
に
駅
が
あ

っ
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
長
倉
地

籍
は
軽
井
沢
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
広
域
な
地
域
名
で
も
あ
り
、
こ

こ
だ
け
と
は
限
ら
な
い
こ
と
で
注
意
が
必
要
と
な
る
。

②
の
馬
骨
に
つ
い
て
は
ヽ
長
倉
駅
に
置
か
れ
た

一
五
頭
の
駅
馬
の
遺
骨
で
あ

る
可
能
性
が
残
る
。
い
っ
ぽ
う
で
、
本
節
三
項
で
ふ
れ
る
よ
う
に
塩
野
牧
の
牧

馬
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し
、
精
選
さ
れ
た
貢
馬
を
だ
す
牧
馬
と
い
う

に
は
年
老
い
た
馬
も
目
立
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ほ
か
の
遺
跡
の
通
常
の

馬
骨
の
出
土
数
か
ら
比
較
し
て
、
そ
の
数
の
多
さ
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
す
べ

て
が
単
な
る
農
耕
馬
や
駄
馬
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

③
の
溝
で
囲
ま
れ
た
倉
庫
群
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
官
衛

（公
的
施
設
）
に

と
も
な
う
倉
庫
群
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
周
囲
に
駅
家
が
あ

っ
た
場
合
こ
れ
は
駅

倉
の
可
能
性
が
あ
る
。

④
の
居
宅
跡
か
ら
、
こ
の
場
所
が
古
墳
時
代
末
か
ら
奈
良
時
代
の
地
域
の
有

力
者
が
住
ん
だ
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
こ
う
し
た

富
裕
層
が
駅
長
な
ど
に
任
命
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
ム
ラ
は
、
奈

良
時
代
に
は
発
掘
か
所
だ
け
で
も
数
十
軒
の
住
居
が
構
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
、
少
な
く
と
も

一
五
〇
人
と
見
積
も
ら
れ
る
駅
子
を
出
せ
る
だ
け
の

十
分
な
規
模
で
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
鋳
師
屋
遺
跡
群
と
長
倉
駅
の
関
連
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
端
的
に
い

え
ば
、
鋳
師
屋
遺
跡
群
は
長
倉
駅
を
運
営
す
る
駅
戸
郷
で
あ

っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
も
っ
と
も
問
題
と
な
る
の
は
、
鋳
師
屋
遺
跡
群
か

ら
は
長
倉
駅
そ
の
も
の
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
た
だ
し
、
鋳
師
屋
遺
跡
群
の
住
居
の
配
置
を
見
る
か
ぎ
り
、
ム
ラ
の

中
心
部
は
未
発
掘
で
あ
る
今
の
西
屋
敷
集
落
の
下
に
想
定
で
き
、
も
し
か
り
に

長
倉
駅
が
こ
の
周
辺
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
ま
さ
に
西
屋
敷
の
集
落
中
心
部

分
の
地
下
に
眠
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

追
分
説

・
沓
掛
説
　
小
田
井
説
以
外
の
長
倉
駅
候
補
地
と
し
て
軽
井
沢
町
追
分
説

と
沓
掛
説
が
あ
る
。
こ
の
両
説
で
は
、
西
屋
敷
～
小
田
井
付
近
に
長
倉
駅
が
あ

っ
た
の
で
は
、
碓
氷
峠
と
い
う
難
所
を
ひ
か
え
長
倉
駅
―
上
野
坂
本
駅
の
距
離

H-149号住居

「長倉寺」
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第 1節  律令社会と佐久

が
長
す
ぎ
る
と
い
う
反
論
が
前
面
に
出
さ
れ
て
い
る
「　
い
っ
ぼ
う
で
、
こ
の
地

域
は
標
高
が
高
く
冷
涼
な
た
め
駅
田
耕
作
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
駅
川
は
必
ず
し
も
駅
の
そ
ば
に
な
く
と
も
よ

い
と

い
う
見
方
に
追
分

説

・
沓
掛
説
は
立

っ
て
い
る
。

今
の
中
軽
井
沢
に
あ
た
る
沓
掛
に
は
、
式
内
社
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が

長
倉
神
社
が
あ
る
（第
二
節
三
項
参
照
）
っ
ま
た
、
追
分
の
諏
訪
神
社
の
貞
治
三

（
一
三
六
四
）
年
の
奥
書
の
大
般
若
経
に

「
信
州
佐
久
郡
長
倉
郷
追
分
大
明
神
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
所
に
お
い
て
長
合
郷
を
古
く
南
北
朝
時
代
に
た
ど

る
こ
と
が
で
き
る
「
こ
れ
も
長
倉
駅
が
こ
の
付
近
に
あ

っ
た
と
す
る
傍
証
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
田
井
説
と
比
べ
る
と
遺
跡
な
ど
の
直
接
的
証
拠
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
説
得
力
は
今
の
と
こ
ろ
弱

い
も
の
と
い
え
よ
う
。

長
倉
駅
を
出
た
東
山
道
は
、

一
路
上
野
の
国

へ
と
向
か
っ
た
。

碓
　
氷
　
峠
　
そ
こ
に
は
、
碓
氷
峠
と
い
う
難
所
が
ひ
か
え
て
い
た
。
長
倉
駅

の
所
在
と
同
様
、
こ
の
碓
氷
峠
に
つ
い
て
も
、
想
定
地
が
二
説
に
分
か
れ
て
い
る
「

入
山
峠
説
　
古
東
山
道
の
項
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
人
山
峠

（標
高

一
〇
三
五
肝
）

か
ら
は
た
く
さ
ん
の
石
製
模
造
品
な
ど
の
祭
祀
遺
物

（写
８４
）
や
古
墳
時
代
前
・

中
期
の
１１
器
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
神
坂
峠
と
同
様
に
峠
の
祭
祀
遺
跡
で
あ

っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
古
東
山
道
の
碓
氷
峠
を
こ
こ
に
想
定
す
る
説
は
有
力
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
令
制
東
山
道
も
こ
の
ル
ー
ト
を
な
ぞ

っ
た
と
み
る
考
え
で

あ
る
．
た
だ
し
、
人
山
峠
の
調
査
に
お
い
て
は
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
遺
物
は

ま

っ
た
く
出
土
し
て
い
な
い
。

旧
碓
氷
峠
説
　
中
山
道
も
通
過
し
た
旧
碓
氷
峠

（
一
一
九
〇
肝
）
を
通
過
し
た
と

い
う
説
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
熊
野
神
社
も
あ

っ
て
、
正
応
五

（
一
二
九
二
）
年

と
い
う
占
鉢
も
残
さ
れ
て
い
る
。
標
高
的
に
は
人
山
峠
よ
り
こ
の
場
所
の
方
が

一尚
い
が
、
通
過
す
る
に
は
こ
の
ル
ー
ト
の
ほ
う
が
容
易
で
あ
る
と
も

い
わ
れ
る
。

さ
ら
に
上
野
最
初
の
駅
で
あ
る
坂
本
駅
は
、
松
井
田
町
坂
本
に
お
か
れ
た
可
能

性
が
強
く
、
だ
と
す
る
な
ら
東
山
道
が
旧
碓
氷
峠
を
通
過
し
た
方
が
連
絡
が
よ

リ
ス
ム
ー
ズ
に
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
説
に
つ
い
て
は
直
接
的
な
証
拠
が
な
い
た
め
い
ず
れ
と
も
決
め
か
ね
る

が
、
現
状
で
は
旧
碓
氷
峠
説
の
支
持
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。

な
お
群
馬
県
松
井
田
町
坂
本
に
あ
る
原
遺
跡
か
ら
は
、

一
一
〇
八
年
の
浅
間
の

軽
石
の
下
か
ら
南
北
に
軒
を
連
ね
た
掘
立
柱
建
物
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か

の
公
的
建
物
と
も
い
わ
れ
、
碓
氷

峠
を
経
た
上
野
国
坂
本
駅
家
を
、

こ
こ
に
置
く
見
方
も
示
さ
れ
て
い

フ
つ

。

昌
泰
二

（八
九
九
）
年
、
東
海

道
に
は
足
柄
関
が
、
東
山
道
に
は

碓
水
関
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
。
そ
れ
は
坂
束
の
地
に

「
般
馬

の
党
」
と
い
う
盗
賊
が
横
行
し
て

略
奪
を
繰
り
返
し
た
た
め
、
そ
の

取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
た
め
で

あ

っ
た
。
さ
ら
に
翌
昌
泰
三

（九
　
　
７

０
０
）
年
の

「太
政
官
符
」
に
よ
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る
と
、
足
柄
関
や
碓
氷
関
の
通
過
に
は

「過
所
」
と
い
う
通
行
証
を
厳
し
く
調
べ

る
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
確
氷
関
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
松

井
田
町
横
川
の
関
長
に
あ

っ
た
と
い
う
説
と
、
同
じ
松
井
田
町
坂
本
に
あ
っ
た
と

い
う
説
の
二
つ
が
あ
る
。

「
日
な
曇
り
　
碓
氷
の
坂
を
　
越
え
し
だ
に
　
妹
が
恋
し
く
　
忘
ら
え
ぬ
か
も
」

Ｈ
が
か
げ
る
碓
氷
の
坂
を
越
え
る
時
、
（残
し
て
き
た
）
妻
の
こ
と
が
恋
し
く
て

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
上
野
国
の
防
人
歌
が
万
葉
集
に
あ
る
。
関
が

お
か
れ
た
ほ
ど
の
東
山
道
の
要
所
で
も
あ
り
、
急
峻
な
碓
氷
峠
は
、
防
人
な
ど
長

い
旅
路
に
つ
く
人
に
と
っ
て
は
、
惜
別
の
象
徴
で
も
あ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

〓
一　
佐
久
の
御
牧

御
牧
の
設
置
　
　
墳
時
代
後
期
の
七
世
紀
前
半
に
あ
疑
％
塩
野

・
塚
田
遺
跡
の

Ｋ
４
号
古
墳
の
溝
か
ら
は
、
馬
具

（
轡
）
と
い
っ
し
ょ
に
馬
の

歯
が
出
土
し
て
お
り
、　
一
〇
歳
く
ら
い
の
中
型
馬
が
古
墳
に
葬
ら
れ
た
主
と
い
っ

し
ょ
に
殉

葬
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
久
市
岩
村
田
の
北
西

ノ
久
保
遺
跡
か
ら
は
、
馬
具
を
付
け
た
古
墳
時
代
の
馬
の
ハ
ニ
ワ
が
出
土
し
て
お

り
当
時
の
飾
り
馬
の
よ
う
す
を
想
像
で
き
る
（写
９０
）
。
古
墳
時
代
の
こ
の
よ
う
な

馬
を
飼
育
す
る
た
め
に
地
方
の
豪
族
は
私
有

の
牧
場
な
ど
を
も

っ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
牧
の
前
身
と
考
え
ら
れ
る
。
や
が
て
律
令
制

の
整
備
と
と
も
に
、
こ

う
し
た
私
牧
は
官
牧
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

『
日
本
書
紀
』
で
は
、
天
智
天
皇
七

（六
六
八
）
年
の
記
事
に

「多
く
の
牧
を
置

き
、
馬
を
放
す
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
牧
場
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
ま
た
、
文
武
天
皇
四

（七
〇
〇
）
年
に
は

「諸
国
に
牧
地
を
定
め
、
牛
馬
を

放
た
し
む
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
公
的
な
牧
を
全
国
に
置
い
た
最
初
と
い
わ
れ
て
い

る
。
『続
日
本
紀
』
で
は
、
慶
雲
四

（七
〇
七
）
年
に
摂
津
・伊
勢
な
ど
二
三
国
に

対
し
て
、
牧
の
駒
や
子
牛
に
所
属
を
示
す
た
め
の
鉄
製
の
焼
き
印
を
支
給
し
た
と

あ
り
、
こ
の
つ
ち
信
濃
が
含
ま
れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
二
三
国
に
牧
が

設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

奈
良
時
代
に
な
る
と
、
政
府
で
は
兵
部
省
の
兵
馬
司
が
諸
国
の
牧
の
牛
馬
を
統

括
し
、
国
ご
と
に
は
国
司
が
牧
を
管
理
、
さ
ら
に
牧
長

・
牧
帳

・
牧
子
が
直
接
的

な
運
営
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
ま
た
、
牧
馬
は
京
に
集
め
ら
れ
る
と
、
左
右
馬
寮
の

も
と
騎
馬
と
し
て
の
管
理
・飼
育
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
天
平
神
護
元

（七
六
五
）

年
に
は
内

厩

寮
が
新
設
さ
れ
、
独
自
に
牧
を
管
轄
し
た
。

平
安
時
代
に
な
り
、
大
同
三

（八
〇
八
）
年
に
は
内
厩
寮
と
主
馬
寮
は
兵
馬
司

第 3章 奈良・平安時代
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第 1節 律令社会と佐久

表 2 延喜式にみる馬牧国別整理表 を
併
合
し
た
う
え
左
右
馬
寮
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
御
牧
の
管

理
は
左
右
馬
寮
が
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

十
世
紀
前
半
に
で
き
た

『延
喜
式
』
に
は
、
国
内
の
牧
の
設
置
状
況
が
く
わ
し

く
し
る
さ
れ
て
い
る
（表
２
）。
牧
制
度
と
し
て
は
、
御
牧
の
ほ
か
、
遠
国
に
お
か

れ
た
諸
国
牧
や
、
畿
内
付
近
に
お
か
れ
た
近
都
牧
が
あ
り
、
国
飼
馬
と
い
う
制
度

も
あ
っ
た
。
御
牧
は
、
武
蔵
四

・
甲
斐
三

。
上
野
九

。
信
濃

一
六
の
四
国

。
計
三

二
牧
が
あ
り
、
二
四
〇
疋
の
貢
馬
が
だ
さ
れ
た
。
ま
た
、
諸
国
牧
は

一
七
国
に
計

二
七
牧
が
あ
り
、
近
都
牧
は
四
国
で
六
牧
、
国
飼
馬
は
八
国
で
飼
育
さ
れ
た
。
こ

の
う
ち
、
信
濃
に
あ
っ
た
の
は
御
牧
だ
け
で
あ
る
。

御
牧
の
運
営
　
政
府
は
御
牧
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
甲
斐

・
上
野

。
信
濃
に
は

ど
　
貢
　
馬
　
戦
日

（監
牧
）
を
、
武
蔵
に
は
別
当
を
お
い
て
こ
れ
を
監
督
さ

せ
た
。
信
濃
の
牧
監
は
二
人
で
、　
一
人
は
突
出
し
た
貢
馬
数
を
誇
る
望
月
牧
に
、

も
う

一
人
は
埴
原
牧
に
置
か
れ
そ
れ
以
外
の

一
五
牧
を
監
督
し
た
。
た
だ
し
天
長

元

（八
二
四
）
年
か
ら
牧
監
は

一
人
だ
け
と
な
り
、
天
安
二

（八
五
八
）
年
に
は

ふ
た
た
び
二
人
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

牧
監
は
、
中
央
か
ら
任
命
さ
れ
る
場
合
と
、
現
地
の
人
が
任
命
さ
れ
る
場
合
が

あ

っ
た
。
中
央
か
ら
任
命
さ
れ
た
場
合
に
は
公
癖
田
六
町
が
与
え
ら
れ
た
。
牧
監

の
任
期
は
六
年
で
、
駒
牽
で
の
引
率
、
欠
け
た
駒
の
弁
償
、
牧
馬
検
印
の
監
督
、

牧
長
以
下
の
統
括
、
牧
田
の
管
理
運
営
な
ど
の
業
務
を
行
な
っ
て
い
た
。

牧
の
直
接
的
な
経
営
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の
は
、
牧
長

・
牧
帳

・
牧
子

・
馬
医

・

書
生

。
占
部

・
足
工

。
騎
士

・
飼
丁

・
馬
子
な
ど
の
人
々
で
あ
っ
た
。
牧
長
は
総

括
責
任
者
で
あ
る
牧
場
長
、
牧
帳
は
文
書
事
務
役
で
、
牧
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

一
人

が
お
か
れ
た
。
ま
た
、
牧
子
は
、
馬

一
群

（
一
〇
〇
疋
）
ご
と
に
二
人
が
お
か
れ

た
。
騎
士
は
馬
の
調
教
師
、
飼
丁
は
飼
育
係
、
占
部

。
足
工
は
専
門
技
術
者
で
あ

っ
た
。
こ
れ
以
外
に
付
近
の
農
民
が
、
作
業
に
か
り
だ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

※印…ほかに寮牧 1

(『長野県史』通史編 1よ り)

国

諸
形
態

名

御
　
牧

諸
国
牧

国
飼
馬

近
都
牧

牧
　
数

工貝
　
馬

馬
牧
数

貢
繋
飼
馬

左
　
寮

右
　
寮

左
寮
牧
数

右
寮
牧
数

道

海

東
常陸

下総

上総

安房

武蔵

相模

甲斐

駿河

遠江

伊勢

疋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
０

疋

10

4

10

10

4

疋 疋

東
　
　
山
　
　
道

下野

上野

信濃

美濃

近江

9

16

50

80

1 4

45

1

内

畿
山城

大和

河内

摂津

5

6

10

山
陰
道

丹波

伯者

1

山
　
陽
　
道

播磨

備前

周防

長門

l

l

l

1 ※

南

海

道

讃岐

伊予

土佐

1

1

4

6

西
海
道

肥前

肥後

日向

3

2

3

合計 240 31 131

379



第 3章 奈良・平安時代

/´

1こと、れ、ぃぃて、

図76 御牧 “塩野牧"での検印風景 (想像図)(さ かいひろこ画)

こ
う
し
た
牧
の
経
営
基
盤
に
は
、
武
蔵

・
甲
斐

。
上
野
の
三
国
で
は
死
亡
し
た

馬
の
皮
や
不
用
と
な

っ
た
馬
を
売

っ
た
代
金
、
国
衛

の
財
源
で
あ
る
正
税
が
あ
て

ら
れ
た
。
た
だ
、
信
濃
で
は
そ
う
し
た
財
源
が
用

い
ら
れ
ず
、
馬
寮
田
と
よ
ば
れ

る
牧
田
が
そ
の
財
源
と
さ
れ
た
。
馬
寮
田
は
、
牧
ご
と
に
牧
田
と
し
て
設
置
さ
れ

た
が
、
信
濃
の
馬
寮
田
は
、
左
馬
寮
田
と
右
馬
寮
田
と
も
に

一
八
四
町
五
段
二
五

三
歩
と
い
う
広
大
な
も
の
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
諸
国
の
御
牧
か
ら
朝
廷

へ
献
上
さ
れ
る
馬
を
貢
馬
と
い
っ
た
が
、
『延
喜

式
』
に
よ
る
と
そ
の
貢
馬
数
は
、
武
蔵
五
〇
疋

・
甲
斐
六
〇
疋

・
上
野
五
〇
疋

・

信
濃
八
〇
疋
の
計
二
四
〇
疋
で
あ

っ
た
。
貢
馬
は
四
歳
以
上
の
良
馬
が

一
年
間
の

繋
飼

・
調
教
を

へ
て
貢
上
さ
れ
た
。
ま
た
、
信
濃
国
以
外
で
は
、
貢
馬
に
あ
た
ら

な

い
も
の
は
、
駅
馬

・
伝
馬
に
充
当
さ
れ
た
り
、
売
却
し
て
国
家
の
正
税
と
さ
れ

て
い
る
。

御
牧
の
馬
は
、
細
馬

（上
馬
▼

中
馬

・
驚
馬

（下
馬
）
の
上
中
下
に
わ
け
ら
れ

た
。
牧
で
は
馬
が
二
歳
に
な
る
と
、
毎
年
九
月
に
国
司

（牧
監
）
が
牧
長
と
と
も

に
立
ち
会

っ
て
、
馬
の
左
股
の
外
に

「
官
」
の
焼
印
を
押
し
、
そ
の
毛
の
色
な
ど

を
記
録
し
て
二
通
の
籍
帳
を
作
り
、　
一
通
は
国
府
に
、　
一
通
は
大
政
官
に
提
出
し

た
。
ま
た
、
御
牧
は
優
良
馬
の
効
率
的
な
生
産
が
目
的
で
あ

っ
た
の
で
、
牡
馬
（オ

ス
）
は
数
頭
い
れ
ば
よ
く
、
二
〇
歳
以
下
の
牝
馬

（メ
ス
）
馬
が
大
多
数
だ

っ
た

と
み
ら
れ
、　
一
〇
〇
疋
に
つ
き
六
〇
疋
の
増
殖
が
課
さ
れ
て
い
た
。
も
し
こ
の
六

〇
疋
に
達
し
な
い
場
合
、　
一
疋
に
つ
き
稲
四
〇
〇
束
と
い
う

い
わ
ば
違
約
金
と
で

も

い
う
べ
き
稲
が
牧
子
か
ら
徴
収
さ
れ
た
。
こ
の
負
担
は
牧
子
に
と

っ
て
は
た
い

へ
ん
な
も

の
で
、
信
濃
国
で
は
七
六
八
年
に
牧
主
当
伊
那
郡
大
領

（郡
司
）
金

軋

舎
人
八
麻
呂
の
上
中
で
、
稲
二
〇
〇
束
に
半
減
さ
れ
て
い
る
。
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『延
喜
式
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
信
濃
国
に
は

一
六
の
御
牧
が

信
濃
の
御
牧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
・‥

で

置
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
鹿

・
塩
原

・
岡
屋

。
平
井
手

・

笠
原

・
高
位

・
宮
処

・
埴
原

・
大
野

・
大
室

・
猪
鹿

・
萩
倉

。
新
治

。
長
合

・
塩

野

・
望
月
の
各
御
牧
が
そ
れ
で
あ
る
。
推
定
さ
れ
る
そ
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
表

３
に
示
し
た
が
、
こ
の
う
ち
佐
久
地
方
に
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
御
牧
は
、
長
倉
・

塩
野

・
望
月
牧
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
の

『吾
妻
鏡
』
に
は
、
こ
の

二
牧

に
加
え
菱
野
牧
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
地
名
の
な
ご
り
か
ら
い
っ
て
、
「
望
月
牧
」
は
北
御
牧
村
あ
る
い
は
望
月

町
に
ま
た
が
る
御
牧
ケ
原
台
地
に
所
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
長
倉

牧
」
は
現
在
の
軽
井
沢
町
長
倉
を
中
心
と
し
て
お
か
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
「
塩
野
牧
」
は
御
代
田
町
塩
野
を
中
心
と
し
て
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

菱
野
牧
は
小
諸
市
菱
野
付
近
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
信
濃
国
の
御
牧
か
ら
は
、
毎
年
八
月
に
合
計
八
〇
頭
が
貢
馬
と
し
て

春 ら
'3'こ '‐

P諄翡 藤 相 薔 こ簿 癬 熙

写91 厩と馬医 (『馬医単紙』より)

r:l '$- F

- 
m-i$

L-ft, B,m_ffi

図77 長野県内の古代の牧
(『長野県史』通史編 lよ り作成)

表 3 長野県内の古代の牧 (『長野県史』通史編 1よ り)

所在推定地は、牧の中心付近またはおおよその FLり Hを 示したものである.
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都

へ
と
送
ら
れ
た
。
そ
の
引
き
渡
し
の
儀
式
は
駒
牽
と
い
わ
れ
、
望
月
牧
を
除
く

諸
牧
で
は
毎
年
八
月
十
五
日
に
、
望
月
牧
で
は
八
月
二
十
二
日
に
行
な
わ
れ
た
。

華
や
か
な
王
朝
の
儀
式
で
あ
る
駒
牽
は
、
天
皇
の
臨
席
の
も
と
皇
族

。
公
卿

。
大

臣

。
そ
の
ほ
か
高
官
が
列
席
し
て
内
裏
で
行
な
わ
れ
、
庭
で
馬
の
引
き
回
し
が
行

な
わ
れ
た
あ
と
、
左
右
馬
寮
や
皇
族

。
公
卿
に
馬
が
牽
分

（分
配
）
さ
れ
る
と
い

う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
信
濃
の
駒
牽
の
儀
式
は
、
の
ち
に
形
骸
化
す
る
と

は
い
え
鎌
倉

・
室
町
時
代
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

信
濃
の
貢
馬
の
数
は
、
望
月
牧
で
は
二
〇
頭
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
残

り
の
六
〇
頭
が
残
り
の

一
五
牧
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
割
当
に
な
っ
て
い
た
か
は

わ
か
ら
な
い
。
応
分
に
割
る
か
ぎ
り
で
は

一
牧
あ
た
り
四
頭
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
『政
治
要
略
』
な
ど
の
記
事
を
み
る
と
、
延
喜
三

（九
〇
三
）
年
で
は
山
鹿
・

新
治

。
長
倉

。
塩
野
の
四
牧
は
貢
上
し
て
い
な
い
こ
と
が
み
え
、
そ
の
数
は

一
定

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『類
衆
三
代
格
』
の
貞
観
十
八

（八
七
六
）
年
の
大
政
官
符
に
よ
る
と
、
信
濃
の

牧
馬
数
は
三
二
七
四
疋
と
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
と
貢
馬
八
〇
疋
で
あ
る
か
ら
、

一
疋
の
貢
馬
に
対
し
二
八
疋
の
馬
が
用
意
さ
れ
た
計
算
に
な
る
。
単
純
計
算
で
は

望
月
牧
で
五
六
〇
疋
、
そ
れ
以
外
の

一
五
牧
で
は
応
分
に
み
る
と

一
一
四
疋
の
馬

が
い
た
こ
と
に
な
る
。
望
月
牧
以
外
の

一
五
牧
で
は
、
お
よ
そ

一
〇
〇
疋
前
後
が

飼
育
さ
れ
て
い
た
と
み
て
お
こ
う
。

塩
野
牧
は
、
浅
間
山
の
南
麓
傾
斜
地
を
利
用
し
て
設
置
さ
れ
た

塩
　
野
　
牧

御
牧
で
あ
る
。
御
代
田
町
小
沼
地
区
に
は
、
御
牧
名
の
名
残
で

あ
る
塩
野
を
は
じ
め
、
牧
に
関
連
し
た
地
名
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。

／
ノ
ー

林、
．

頸

1::,1野
牧準牢誓囲_″

`

り

資″
，
リウ

図78 塩野牧の推定範囲 (0=牧関連地名 ■=発掘された平安時代集落 ◎=土堤)
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ま
ず
、
馬
瀬
日
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
柵
口
と
も
書
き
、
柵
で
囲

っ
た
牧
場
の
人

口
を
さ
す
地
名
の
名
残
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
塩
野
地
区
の
普
賢
寺
西
に
は

東
駒
込

・
西
駒
込
の
地
名
が
、
旧
小
沼
小
学
校
北
に
は
馬
場
の
地
名
が
あ
り
、
塩

野
牧
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
諸
市
乗
瀬
や
、
八
満
の
牧
留

・
古
牧

と
い
っ
た
地
名
も
塩
野
牧
に
由
来
す
る
地
名
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
御
牧
に
は
ど
の
よ
う
な
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

事
務
所

。
厩
合

・
飼
料
場

。
放
牧
場

。
繋
飼
場

。
牧
田

・
牧
経
営
に
あ
た
る
人
々

の
居
住
地
域
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
モ
リ
し
た

施
設
は
、

一
か
所
に
ま
と
ま

っ
て
あ

っ
た
と
い
う
よ
り
は
、　
い
く

つ
か
に
分
散
し

て
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
馬
を
放
牧
場
に

お
い
た
り
、
逆
に
冬
に
は
繋
飼
場
に
入
れ
た
り
と
、
季
節
に
応
じ
て
こ
う
し
た
施

設
が
使

い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

塩
野
の
標
高

一
二
〇
〇
肝
の
舟
ケ
沢
左
岸
の
国
有
林
か
ら
は
、
高
さ

一
。
五
肝
、

基
部
幅
六
屑
で
、　
一
辺
五
〇
屑
あ
ま
り
台
形
の
上
堤
囲
い
が
昭
和
四

一
年
に
発
見

さ
れ
、
塩
野
山
遺
跡
と
し
て
町
史
跡
に
登
録
さ
れ
て
い
る
（図
７９
）
ｏ
こ
れ
は
塩
野

牧
の
馬
を
込
め
る
際
の
施
設
の
一
部
と
み
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
清
万
か
ら
浅
間

林
道
を
の
ぼ
っ
た
標
高

一
一
〇
〇
屑
ほ
ど
の
場
所
に
も
南
北
に
二
〇
〇
肝
以
上
延

び
る
二
本
の
上
堤

（幅
五

・
五
肝
、
高
さ

一
・
五
肝
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（写

９２
）
ｏ
た
だ
し
、
こ
の
上
堤
は
追
分
火
砕
流
の
上
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と

も
追
分
火
砕
流
の
流
れ
た

一
一
〇
八
年
以
降
の
構
築
物
と
い
え
る
。
塩
野
牧
は
鎌

倉
時
代
ま
で
続
く
の
で
、
鎌
倉
期
の
土
堤
遺
構
と
も
考
え
ら
れ
る
。

平
成
二
年
以
降
、
塩
野
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
に
と
も
な
い
、
塩
野
集
落
の
西

側
が
調
査
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
川
原
田

・
城
之
腰

・
関
屋

。
西
荒
神

。
東
荒

神

・
下
大
宮

。
中
屋
際

・
下
荒
田
遺
跡
な
ど
で
平
安
時
代
の
小
集
落
が
発
掘
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
場
所
は
地
区
的
に
は
塩
野
牧
の
内
部
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
、
牧

の
運
営
に
か
か
わ
っ
た
人
々
の
居

住
も
想
定
さ
れ
る
。
だ
が
、
残
念

な
が
ら
塩
野
牧
に
直
接
関
連
す
る

よ
う
な
手
が
か
り
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
浅
間
サ

ン
ラ
イ

ン

埋

　

沿

い
の
塩
野
広
畑
遺
跡

の
平
安
時

励

　

代

の

一
軒

の
住
居
か
ら
は
、
鋼
製

酵　
　
の
鈴
二
個
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
う

９２

　

し
た
鈴
は
、
ほ
か
の

一
般
集
落
か

写

　

らゝ
発
見
さ
れ
た
例
が
少
な

い
の
で
、

図79 塩野山遺跡の土堤見取り図
(H召和45年確認当時 )

高さ12m
幅  6m
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一

塩
野
牧
と
の
関
連
性
か
ら
み
て
馬
鈴
な
ど
の
装
飾
品
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
こ
こ
で
は
斜
面
を
上
下
に

一
直
線
に
の
び
る
溝
が
見

つ
か

っ
て
い
る
が

（写

９３
）
、
こ
れ
が
牧
に
関
連
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
。
浅
間
サ
ン
ラ
イ
ン

沿

い
に
あ
る
東
駒
込

・
西
駒
込
と
字
名
の
つ
く
の
二

つ
の
遺
跡
も
発
掘
さ
れ
て
い

る
が
、
駒
留
の
土
堤
や
溝
な
ど
牧
に
関
連
す
る
遺
構
は
発
掘
さ
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
塩
野
牧
経
営
の
財
政
を
支
え
た
牧
田
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

大
同
三

（八
〇
八
）
年
に
信
濃
国
の

一
六
御
牧
に
与
え
ら
れ
た
牧
田
は
約

一
八
〇

町
で
、

こ
れ
が

一
牧
ご
と
に
等
し
く
配
分
さ
れ
た
場
合

一
一
町

（約

一
三
万
平
方

肝
強
）
と
い
う
試
算
が
で
き
る
。
当
時
の
塩
野
周
辺
で
は
、　
一
一
町
の
耕
地
が
確

保
で
き
た
と
し
て
も
冷
涼
な
気
候
の
た
め
稲
が
う
ま
く
生
育
し
た
か
ど
う
か
に
は

疑
間
が
残
る
。
牧
田
は
あ
る
い
は
佐
久
の
平
野
部
よ
り
の
牧
と
は
離
れ
た
場
所
に

設
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
佐
久
平
北
部
で
ま
と
ま

っ

た
面
積
の
水
川
が
設
け
ら
れ
る
限
界
は
御
代
川
の
小
田
井
周
辺
で
は
な
か
っ
た
か

と
も
み
ら
れ
る
。

御
代
田
地
区
で
発
掘
さ
れ
た
鋳
師
屋
遺
跡
群
か
ら
は
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に

三
〇
〇
棟
以
上

の
住
居
や
掘
立
柱
建
物
が
見

つ
か
り
、
多
数
の
馬
骨
が
出
土
し
て

お
り
、
長
倉
駅
や
塩
野
牧
と
の
関
連
性
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
水
田
耕
作
の
限
界

性
か
ら
い
っ
て
も
、
こ
の
場
所
が
牧
子
な
ど
の
居
住
地
域
で
あ
る
可
能
性
は
十
分

｀`
4

牧草・野焼 き

自然放牧

放飼

/
1

図80 古代牧のサイクル (『望月町誌』より)

＼  
定撃

雹

飼
、
＼
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放

／‐２

写93 広畑遺跡出土の銅鈴と金具 (上 )と 溝 (下 )



に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ぃ
ま
た
、
鋳
師
屋
遺
跡
群
に
お
い
て
多
数
み
ら
れ
る

掘
立
柱
建
物
は
、　
一
般
の
家
屋
で
は
な
く
脱
合
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

長
倉
牧
は
、
軽
井
沢
町
発
地
～
長
倉
付
近
を
中
心
と
し
て
存
在

長
　
倉
　
牧

し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
長
倉
牧
付
近
を
東
山

道
が
通
過
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
周
囲
に
は
、
馬
取
萱

・
馬
越

・
馬
込

な
ど
馬
と
関
連
す
る
地
名
が
残

っ
て
い
る
。
ま
た
中
軽
井
沢
駅
近
く
の
別
荘
地
内

に
は
土
堤
状
の
遺
構
が
残
さ
れ
、
長
倉
牧
の
牧
場
遺
構
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る

（写
９４
）
ｏ

天
仁
元

（
一
一
〇
八
）
年
の
浅
間
山
噴
火
に
よ
る
追
分
火
砕
流
は
、
長
倉
牧
の
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写94 長倉の牧といわれる土堤 (中軽井沢)
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図81 奈良時代の馬 平城京長屋 11邸 より出上した絵馬 (『長岸 I:邸宅と木簡』より)



第 3章 奈良・平安時代

イ望月牧野馬除跡一覧表

(単位 :m,溝幅は最高位置 。土塁は最大幅で計測 )

元
年
の
浅
間
噴
火
で
降
っ
た

「
Ｂ
軽
石
」
が
明
瞭
に
観
察
で
き
る
の
で
、
土
堤
の

断
面
の
軽
石
の
入
り
方
で
、
牧
場
遺
構
と
さ
れ
る
土
堤
の
お
お
ま
か
な
所
属
年
代

が
決
定
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
軽
井
沢
町
の
三
ッ
石
林
道
に
も
そ

う
し
た
土
堤
状
の
遺
構
が
残
り
、
長
倉
牧
の
牧
場
遺
構
の
標
識
が
立
つ
が
、
こ
の

土
堤
は
明
ら
か
に
追
分
火
砕
流
の
上
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
構
築
物

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
こ
の
付
近
は
高
冷
地
で
も
あ
り
、
お
そ
ら
く
当
時
の
稲
作
技
術
に
あ
っ

て
は
、
耕
作
が
か
な
り
困
難
な
地
域
で
あ
る
。
こ
と
に
長
倉
牧
の
牧
田
に
関
し
て

は
、
よ
り
佐
久
平
方
面
の
標
高
の
低
い
地
域
に
お
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
十
分
考

え
ら
れ
る
。
佐
久
市
西
屋
敷
南
の
御
代
田
町
と
佐
久
市

・
小
諸
市
に
か
か
る
鋳
師

屋
遺
跡
群
前
田
遺
跡
か
ら
は
、
「長
倉
寺
」
や

「長
倉
□
」
（□
の
部
分
は
判
読
不

明
）
と
墨
書
さ
れ
た
平
安
時
代
の
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ

の
あ
た
り
に
牧
田
や
そ
の
他
の
施
設
の

一
部
が
分
散
し
て
お
か
れ
た
可
能
性
も
あ

フつ
。

「逢
坂
の
関
の
清
水
に
か
げ
み
え
て
い
ま
や
引
く
ら
む
望
月
の

望
　
月
　
牧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ３
き

駒
」
紀
貫
之
は

『拾
遺
集
』
に
お
い
て
、
望
月
の
駒
の
駒
牽
の

姿
を
詠
じ
て
い
る
が
、
名
馬
と
し
て
の
誉
れ
高
い
望
月
の
駒
を
出
し
た
望
月
牧
は

信
濃
最
大
の
御
牧
で
、
例
年
二
〇
疋
が
貢
馬
と
し
て
献
上
さ
れ
た
。
ま
た
、
信
濃

国
の
牧
監
の
二
人
の
う
ち

一
人
が
、
こ
の
望
月
牧
に
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ

の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
。

望
月
牧
は
、
千
曲
川
と
鹿
曲
川
に
は
さ
ま
れ
今
も
地
名
と
し
て
残
る
御
牧
ケ
原

台
地

一
帯
を
牧
と
し
て
い
た
。
御
牧
ケ
原
は
高
燥
な
台
地
で
あ
る
が
、
馬
の
水
飲

み
場
に
適
す
る
よ
う
な
池
も
点
在
す
る
。
北
御
牧
村
に
は
望
月
牧
の
遺
構
と
推
定

さ
れ
る

「駒
飼
の
土
堤
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
土
堤
状
遺
構
が
現
在
も
残

っ
て
い
る
。

地
名
で
は
望
月
町
春
日
の
駒
寄
や
牧
寄
、
浅
科
村
の
御
馬
寄
な
ど
も
牧
に
関
連
す

番号 所  在  地 長  さ 溝 幅 土塁幅

Ｍ

Ｍ

Ｍ

No 4

NQ 5

NQ 6

NQ 7

NQ 8

NQ 9

NQ10

御牧原字池久保

〃 字御牧上
〃 字御牧上
〃 字御牧上
〃 字御牧上
〃 字御牧上
〃 字御牧上
〃 字大原
〃 字とや原
〃 字中尾
〃 字伊勢山下
〃 字八反田新田
〃 字八反田新田
〃 字御牧原入口

118

82

117

231

4.4

3.5

5.5

4.5

3.0

5。 7

5.0

5.6

3.3

3.3

4。 2

3。 6

4.6

３

り

り

明

り

明

り

り

り

り

り

明

り

り

９
。
あ

あ

不

あ

不

あ

あ

あ

あ

あ

不

あ

あ

図82 望月牧の野馬除とみられる遺構分布図 (『北御牧村誌』より)



る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
信
濃
最
大
の
御
牧
で
あ
る
望
月
牧
は
、
お
そ
ら
く
塩
野
牧

や
長
倉
牧
と
は
施
設
や
運
営
者
の
数
の
面
で
大
き
な
差
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
事
務
所

。
厩
合

・
飼
料
場

。
放
牧
場

。
繋

飼
場

。
牧
田
な
ど
牧
の
諸
施

設
の
く
わ
し
い
あ
り
方
は
い
ま
の
と
こ
ろ
わ
か
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
こ
の
付
近
は
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
御
牧
ケ
原
古
窯
址
群
と
し
て
佐
久

地
方
の

一
大
須
恵
器
生
産
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い

る
平
安
時
代
初
期
の
梵
鐘
や
、
渡
来
人
系
の
社
で
あ
る
高
良
社
な
ど
の
存
在
も
あ

る
。
須
恵
器
生
産
や
馬
の
飼
育
に
は
渡
来
人
系
の
人
々
が
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
望
月
町
小
平
福
王
寺
に
は
鎌
倉
時
代
建
長
二

（
一
二
五
〇
）
年
彩

色
修
理
の
阿
弥
陀
如
来
の
木
造
が
安
置
さ
れ
、
立
科
町
津
金
寺
に
は
承
久
二

（
一

三
二
〇
）
年
と
嘉
禄
三

（
一
二
二
七
）
年
の
石
造
宝
塔
が
あ
る
。
こ
う
し
た
文
化

財
の
存
在
も
、
信
濃
最
大
の
御
牧
が
置
か
れ
た
こ
の
地
域
の
重
要
な
歴
史
的
環
境

を
よ
く
示
し
て
い
る
。

四
　
浅
間
山
麓
の
古
代
馬

野
火
付
遺
跡
　
一則
項
で
は
東
山
道
や
長
倉
駅
、
ま
た
御
牧
で
あ
る
塩
野
牧
や
長

の

埋

葬

馬
　
倉
牧

・
望
月
牧
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
。
本
項
で
は
そ
う
し
た

駅
や
牧
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
馬
骨
が
数
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
る
、
御
代
田
地

区
の
鋳
師
屋
遺
跡
群
に
注
目
し
て
み
た
い
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
の
野
火
付
遺
跡
か
ら
、
平
安
時
代
の
九
世
紀
前
半
と
み
ら
れ
る

埋
葬
馬
五
頭
が
発
掘
さ
れ
た
。
埋
葬
馬
は
、
長
さ

一
四
屑
幅

一
五
層
の
大
き
な
不

整
円
形
の
掘
り
込
み
が
埋
め
ら
れ
た
後
、
五
つ
の
穴
が
掘
ら
れ
、
個
々
の
穴
に
そ

の
遺
体

一
体

一
体
が
て
い
ね
い
に
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
周
囲
に
は
不
形
の
土

器
が

一
〇
数
個
供
え
ら
れ
て
い
た

（図
８３
）ｏ
モ
リ
し
た
古
代
の
馬
の
埋
葬
例
は
、

塩
野
牧
馬
や
長
倉
駅
馬
を
検
証
す
る
う
え
で
重
要
な
の
で
、
発
掘
さ
れ
た

一
号
馬

か
ら
五
号
馬
の
生
物
学
的
な
特
徴
や
埋
葬
状
況
に
つ
い
て
、
少
し
く
わ
し
く
書
き

記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

一
号
馬
　
一
・
七
×
一
・
五
屑
の
楕
円
形
の
穴
に
、
背
を
北
に
頭
を
西
に
向
け
て

第 1節 律令社会と佐久
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特殊遺構プラン

図83 野火付遺跡の埋葬馬の配置と出土した土器



第 3章  奈良・平安時代

写95 野火付遺跡の 2号馬(上 )と 3号馬(下 )



埋
葬
さ
れ
て
い
た
。
骨
は
、
下
顎
骨

・
下
顎
切
歯

・
下
顎
臼
歯

。
上
顎
臼
歯

・

大
腿
骨

・
胆
骨

。
中
足
骨
が
出
土
し
た
が
、
肋
骨
は
腐
食
し
た
も
の
と
み
ら
れ

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

小
さ
め
の
中
形
馬
と
考
え
ら
れ
、
年
齢
は

一
〇
歳
。
性
別
不
明
。

こ
れ
に
須
恵
器
の
不

一
点
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。

二
号
馬
　
一
一
。
一
×

一
。
三
屑
の
楕
円
形
の
穴
に
、
背
を
南
に
頭
を
東
に
向
け
て

埋
葬
さ
れ
て
い
た
。
骨
は
、
下
顎
骨

・
下
顎
臼
歯

・
上
顎
臼
歯

。
頸
椎

・
肋
骨

左
右
肩
甲
骨

・
左
右
上
腕
骨

・
左
右
大
腿
骨

・
左
右
肛
骨

。
中
足
骨
が
出
土
し

た
。中

形
馬
と
考
え
ら
れ
、
年
齢
は
四
歳
、
性
別
は
メ
ス
。

土
師
器
の
破
片
が
あ

っ
た
だ
け
で
、
副
葬
品
は
み
ら
れ
な
い
。

三
号
馬
　
一
・
七
×

一
・
五
屑
の
楕
円
形
の
穴
に
、
背
を
西
に
頭
を
北
に
向
け
、

前
足
は
軽
く
折
り
曲
げ
た
状
態
、
後
足
は
前
に
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
た
ま
ま
の
状

態
で
埋
葬
さ
れ
て
い
た
。
骨
は
、
下
顎
骨

・
下
顎
臼
歯

・
下
顎
切
歯

・
肋
骨

。

右
肩
甲
骨

。
右
上
腕
骨

・
右
撓
骨

。
中
手
骨

。
右
大
腿
骨

・
左
右
腫
骨

。
左
右

中
足
骨
が
出
土
し
た
。

中
形
馬
と
考
え
ら
れ
、
年
齢
は
二
〇
歳
以
上
の
老
齢
馬
、
性
別
は
メ
ス
。

副
葬
品
は
み
ら
れ
な
い
。

四
号
馬
　
一
・
五
屑
ほ
ど
の
楕
円
形
の
穴
に
、
背
を
東
に
頭
を
北
に
向
け
、
前
足

は
軽
く
折
り
曲
げ
た
状
態
、
後
足
は
前
に
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
た
ま
ま
の
状
態
で

埋
葬
さ
れ
て
い
た
。
骨
は
、
下
顎
骨

・
下
顎
臼
歯

・
下
顎
切
歯

・
上
顎
臼
歯

・

上
顎
切
歯

・
肋
骨

。
右
上
腕
骨

・
左
中
手
骨

・
左
右
大
腿
骨

・
左
右
肛
骨

・
左

右
中
足
骨
が
出
土
し
た
。

骨
か
ら
体
高

（背
の
頂
点
か
ら
足
の
接
地
面
ま
で
の
高
さ
）
は

一
三
〇

・
五

彙ン
と
推
定
で
き
、
木
曾
馬
程
度
の
中
形
馬
ど
考
え
ら
れ
た
。
年
齢
は

一
〇
歳
、

性
別
は
メ
ス
。
副
葬
品
は
み
ら
れ
な
い
。

五
号
馬
　
臼
歯
四
点
が
見
つ
か
っ
た
だ
け
で
い
埋
葬
状
況
、
年
齢
、
性
別
不
明
。

以
上
、
野
火
付
遺
跡
の
埋
葬
馬
は
、
年
齢
の
判
明
し
た
も
の
で
は
、
幼
齢
馬
（○

～
五
歳
）
に
あ
た
る
四
歳
馬
が

一
頭
、
壮
齢
馬

（六
～

一
五
歳
）
に
あ
た
る

一
〇

歳
馬
が
二
頭
、
老
齢
馬

（
一
六
歳
以
上
）
に
あ
た
る
二
〇
歳
以
上
の
馬
が

一
頭
と

い
う
構
成
と
な
っ
た
。
性
別
は
、
三
頭
が
メ
ス
で
あ
っ
た
。

日
本
の
在
来
馬
で
は
、
中
形
馬

（体
高

一
二
五
～

一
二
五
、
平
均

一
三
二
彙ン）

で
あ
る
長
野
県
木
曾
馬

・
北
海
道
土
産
馬

。
宮
崎
御
崎
馬
と
、
小
形
馬

（体
高

一

〇
八
～

一
二

一
、
平
均

一
二

一
彙ン
）
で
あ
る
西
南
諸
島
の
ト
カ
ラ
馬
が
あ
る
。
野

火
付
遺
跡
の
埋
葬
馬
は
、
四
号
馬
の
体
高

一
三
〇

・
五
彙ン
か
ら
、
木
曾
馬
程
度
の

や
や
小
ぶ
り
な
中
形
馬
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

古

代

馬

の
　
野
火
付
遺
跡
の
馬
は
、
て
い
ね
い
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

性
　
　
　
格
　
個
々
の
埋
葬
の
方
向
は
あ
ま
り
統

一
性
が
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
は
同
時
に
五
頭
埋
葬
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
死
ん
だ
も
の
か
ら
順
に
埋
葬

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
埋
葬
さ
れ
た
場
所
に
は
、
須
恵
器
の
不
な
ど
が

供
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

官
馬
が
死
ぬ
と
そ
の
皮

。
肉

・
脳

・
角

・
胆
が
取
ら
れ
た
と
い
い

（『養
老
令
』

「
厩

糠
パ
」ピ
ヽ
基
本
的
に
は
死
体
は
そ
の
ま
ま
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
利
用
で

き
る
部
分
は
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
脳
味
噌
は
皮
な
め
し
に
使
用
さ
れ
、

皮
は
革
製
品
に
加
工
さ
れ
、
胆
は
粉
末
に
し
て
薬
な
ど
に
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
所
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図85 佐久平出土馬骨の推定体高と在来馬の体高範囲

属
の
施
設
で
用
い
ら
れ
た
り
、
売
却
さ
れ
て
そ
の
代
金
が
得
ら
れ
た
。
た
だ
し
、

野
火
付
遺
跡
の
馬
に
つ
い
て
は
埋
葬
さ
れ
る
前
に
皮
が
は
が
さ
れ
た
り
、
肉
が
取

ら
れ
た
り
し
た
か
ど
う
か
は
、
埋
葬
状
況
か
ら
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
頭

骨
は
腐
食
し
て
か
、
な
か
っ
た
た
め
、
脳
味
噌
が
と
ら
れ
て
皮
な
め
し
に
使
用
さ

れ
た
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

さ
て
、
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
御
牧
塩
野
牧
に
は
あ
る
い
は

一
〇
〇
頭
の
馬
が

飼
育
さ
れ
、
東
山
道
長
倉
駅
に
は

一
五
頭
の
馬
が
お
か
れ
て
い
た
。
鋳
師
屋
遺
跡

群
の
野
火
付

。
前
田

・
十
二

・
根
岸
の
各
遺
跡
を
あ
わ
せ
る
と
、
二
五
頭
分
も
の

奈
良

・
平
安
時
代
の
馬
骨
や
、
石
製
馬
頭
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が

単
に
農
耕
用
の
馬
で
あ

っ
た
と
は
い
い
さ
れ
ず
、
駅
馬
や
牧
馬
で
あ
っ
た
可
能
性

を
残
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
馬
骨
は
、
駅
馬
か
牧
馬
の
い
ず
れ
か
の
判
断
は
つ
け
が
た
い
が
、
た

と
え
ば
二
号
馬
は
二
〇
歳
以
上
の
メ
ス
の
老
齢
馬
で
、
人
間
で
い
え
ば
八
〇
歳
に

も
相
当
す
る
も
の
で
、
当
然
精
選
さ
れ
た
御
牧
の
貢
馬
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
『延
喜
式
』
に
も
二
〇
歳
以
上
の
牝
馬
に
は
、
御
牧
馬
の
責
任
は
な
い
も
の
と

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、　
一
〇
歳
と
い
う

一
号
馬

（性
別
不
明
）
。四
号
馬

（メ
ス
）

は
貢
馬
の
最
初
の
年
齢
か
ら
五
年
を
過
ぎ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
な
る
と
こ
れ

ら
は
、
駅
馬
の
可
能
性
が
高
い
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
決
定
的
な
証
拠
を
も

っ
て
い
な
い
。
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五
　
生
産
と
流
通

御

牧

ケ

原

に
　
御
代
田
町
の
西
南
、
千
曲
川
左
岸
の
北
御
牧
村
か
ら
望
月
町
、

広
が
る
古
窯
址
　
一
部
丸
子
町
に
か
か
る
御
牧
ケ
原
台
地

・
八
重
原
台
地
に
は
、

一
〇
〇
基
に
近
い
古
代
の
窯
址
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
根
岸
窯

址
群
、
御
牧
ケ
原
窯
址
群
、
八
重
原
窯
址
群
、
依
田
窯
址
群
の
四
つ
の
ま
と
ま
り

に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
古
窯
址
は
、
尾
根
の
斜
面
部
を
う
ま
く
利
用
し
て
ト
ン
ネ
ル
状
の
窯

道
を
掘
り
、
登
り
窯
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
窯
の
種
類
と
し
て
は
、
還
元
炎
に
よ

っ
て
ね
ず
み
色
で
硬
質
な
須
恵
器
を
焼
く
窯
が
大
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ

か
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
瓦
を
焼
い
た
窯
や
、
炭
を
焼
く
木
炭
窯
な
ど
も
見

つ
か

っ
て
い
る
。

瓦
窯
と
し
て
は
、
八
重
原
窯
址
群
の
幸
上
二
号
窯

（北
御
牧
村
）
が
あ
り
、
表

面
に
布
目
の
残
る
布
目
瓦
が
焼
か
れ
た
九
世
紀
の
窯
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
の
一

般
家
屋
は
わ
ら
ぶ
き

（カ
ヤ
ぶ
き
）
の
竪
穴
住
居
で
あ
り
瓦
は
使
用
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
こ
う
し
た
瓦
窯
に
お
い
て
焼
か
れ
た
瓦
は
、
佐
久
郡
衛
な
ど
の
公
的
施

設
、
地
域
の
寺
院
や
信
濃
国
分
寺
な
ど
に
供
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
炭
窯
は
、
佐
久
市
の
根
岸
窯
址
群
の
石
附
窯
か
ら
七
世
紀
末
の
も
の
が
、
須

恵
器
窯
と
と
も
に
五
基
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
製
鉄
炉
で
製
鉄
を
行
な
う
際
、
燃

料
に
用
い
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
炭
を
焼
く
窯
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
佐
久
地
域
で

は
奈
良
時
代
に
な
る
と
各
集
落
に
鉄
器
が
急
速
に
普
及
す
る
状
況
が
う
か
が
え
る

の
で
、
そ
の
背
景
に
地
域
内
で
の
鉄
器
生
産
の
安
定
と
そ
の
生
産
を
支
え
る
元
と

な
る
木
炭
窯
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

さ
て
、
数
多
く
存
在
す
る
須
恵
器
の
窯
の
う
ち
年
代
的
に
も
っ
と
も
古
い
も
の

は
根
岸
窯
址
群
の
石
附
窯
で
（写
９６
）
、
出
土
し
た
須
恵
器
の
形
態
か
ら
七
世
紀
後

半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
状
で
は
石
附
窯
以
外
に
七
世
紀
代
の
窯
は
発

見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
ろ
ん
こ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
も
の
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
佐

久
地
域
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
の
開
始
は
七
世
紀
後
半
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
七
世
紀
は
も
と
よ
り
八
世
紀
に
入
っ
て
も
、
こ
の
地
域
で
は
須
恵
器
の
窯

は
あ
ま
り
多
く
は
存
在
し
て
い
な
い
。
御
牧
ケ
原
を
中
心
と
し
た
古
窯
址
群
に
お

い
て
須
恵
器
生
産
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
は
平
安
時
代
に
な
っ
た
九
世
紀
で
、
そ

の
生
産
は
十
世
紀
ま
で
続
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

佐
久
地
域
で
は
、
御
牧
ケ
原
台
地

・
八
重
原
治
地
以
外
に
は
古
代
の
窯
址
は
発

見
さ
れ
て
い
な
い
。
む
ろ
ん
御
代
田
を
含
む
浅
間
山
麓
地
域
で
も
未
発
見
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
窯
が
集
中
し
た
の
は
、
俗
に

「
川
西
の
ネ
バ
土
」
な
ど
と
称
さ
れ
る

よ
う
に
、
こ
こ
で
よ
く
み
ら
れ
る
粘
質
土
が
、
須
恵
器
の
素
材
に
適
し
て
い
た
か

ら
と
考
え
ら
れ
る
。
須
恵
器
の
生
産
に
は
専
門
集
団
で
あ
る
須
恵
工
人
が
あ
た
っ

た
も
の
と
い
わ
れ
、
こ
の
地
域
に
そ
う
し
た
人
々
の
ム
ラ
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

根
岸
窯
址
群
の
石
附
窯
か
ら
出
土
し
た
七
世
紀
後
半
の
須
恵
器
の
種
類
に
は
、

不

・
蓋

・
高
不

。
椀

・
鉢

。
す
り
鉢

。
は
そ
う

。
壺

・
横
瓶

。
大
形
甕

・
甕
な
ど

が
あ
る
。

ま
た
、
九
世
紀
以
降
で
は
、
杯
や
蓋
類
を
中
心
に
、
信
濃
の
特
産
品
と
い
わ
れ

る
凸
帯
付
四
耳
壺

（一月
に
帯
が
め
ぐ
り
突
起
が
四
つ
あ
る
壺
）
な
ど
が
御
牧
ケ
原

台
地

・
八
重
原
台
地
の
窯
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
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図86 御牧ヶ原古窯址群梨木沢窯址の須恵器
(平安時代)

須

恵

器

の
　
須
恵
器
の
生
産
技
術
は
、
百
済

・
伽
耶

。
新
羅
の
国
が
あ

っ
た

普
　
　
　
及
　
一二
同
時
代
の
朝
鮮
半
島
か
ら
、
五
世
紀
に
日
本
列
島

へ
と
伝
え

ら
れ
た
］
そ
し
て
、
日
本
で
は
大
阪
の
和
泉
陶
邑
窯
を
中
心
と
し
て
須
恵
器
生

′，―‥

が
始
ま

っ
た
。

御
代
川
地
区
の
前
田
遺
跡
か
ら
は
五
世
紀
後
半
の
古
墳
時
代
中
期
に
あ
た
る
須

恵
器
が
発
掘
さ
れ
た
。
種
類
は
魅
と
よ
ば
れ
る
も
の
三
点
と
蓋

一
点
で
あ

っ
た
（写

７７
）
●
五
世
紀
代
の
須
忠
器
の
窯
は
、
佐
久
地
方
の
御
牧
ケ
原
の
占
窯
ナ‐‐‐
群
は
お
ろ

か
長
野
県
内
で
も
確
認
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
お
そ
ら
く
ほ
か
の
地
域
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
須
恵
器
の
成
分
を
蛍
光
Ｘ
線
で
調
べ
産
地
推
定
を

行
な

っ
た
と
こ
ろ
、
四
点
と
も
日
本
で
最
初
の
須
忠
器
窯
址
で
あ
る
大
阪
の
和
泉

陶
邑
窯
の
製
品
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。
古
墳
時
代
中
期
に
は
、
は
る
ば
る

大
阪
な
ど
か
ら
こ
の
地
域
に
須
恵
器
が
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ

う
な
貴
重
品
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
代
の
須
恵
器
は
日
常

の
食
器
で
は
な
く
、
祭

祀
な
ど
非
日
常
的
な
特
別
な
効
合
に
使
わ
れ
た
器
で
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

佐
久
地
方
で
須
恵
器
が
日
常
的
な
食
器
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
奈

良
時
代
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

御
代
田
町
に
か
か
る
鋳
師
屋
遺
跡
群
で
は
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
集
落
か
ら
発

掘
さ
れ
た
須
恵
器
四
五
点
に
つ
い
て
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
に
よ
る
産
地
推
定
が
実
施

さ
れ
た
。
そ
の
結
果

（図
８７
）
八
世
紀
前
半
で
は
地
元
の
御
牧
ケ
原
古
窯
址
群
な

ど
の
供
給
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
関
東
や
尾
張

・
美
濃
や
静
岡
湖
西
，
　
な
ど

他
の
地
域
の
須
恵
器
が
数
多
く
搬
入
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
九
世
紀
に
な

る
と
八
割
以
上
が
地
元
御
牧
ケ
原
古
窯
址
群
な
ど
の
須
忠
器
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

高台付爆

写96 発掘された石附古窯址 (『 7f附窯】L群』Ⅲより)
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図87 佐久地方の古窯址の分布と御代田の遣跡へ持ち込まれた須恵器の産地 (表 )

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
に
記
し
た
御
牧
ケ
原
を
中
心
と
す
る

古
窯
址
で
の
九
世
紀
代
の
須
恵
器
生
産
の
増
加
現
象
に
う
ま
く
調
和
し
、
消
費
地

で
あ
る
佐
久
地
域
の
平
安
時
代
集
落
で
の
須
恵
器
の
普
及
状
況
を
良
く
示
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
九
世
紀
末
に
は
草
木
を
焼
い
た
灰
を
釉
薬
と
し
て
用
い
た
灰
釉
陶
器
が

流
通
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
当
時

「
白
盗
」
と
い
わ
れ
尾
張
や
美
濃
地
方
で

焼
か
れ
た
陶
器
で
、
「盗
器
の
道
」
で
も
あ
る
東
山
道
を
通
じ
て
諸
国
に
流
通
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
灰
釉
陶
器
は
、
御
代
田
町
で
は
鋳
師
屋
遺
跡
群
や
塩
野
西

遺
跡
群
な
ど
か
ら
も
い
く
つ
か
出
土
し
て
い
る
が
、
須
恵
器
や
土
師
器
と
い
っ
た

日
常
的
な
食
器
ほ
ど
の
数
は
そ
ろ
っ
て
い
な
い
。　
ハ
レ
の
日
な
ど
、
あ
る
い
は
特

別
な
場
合
に
使
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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第
二
節
　
浅
間
山
麓
の
古
代
の
ム
ラ

住
ま
い
の
よ
う
す

「伏
度
の
曲
度
の
内
に
、
直
土
に
藁
解
き
敷
き
て
、
父
母
は
枕

の
方
に
、
妻
子
ど
も
は
足
の
方
に
、
囲
み
居
て
、
憂
い
吟
い
、

よ 住

、 ま
つ
 ぃ

す の

図88 「貧窮問答歌」から復元される庶民の暮らし

伏慮 憶良がこの歌を詠んだころの竪穴住居は、10～ 20m2か、10
m2以下のものが多かった。しかし、庶民生活の実態が歌のとおり

であったとは断定できない。 (『古代国家の歩み』より)

竃
に
は
火
気
ふ
き
立
て
ず
、甑
に
は
蜘
蛛
の
巣
懸
き
て
、飯
炊
く
事
も
忘
れ
て
…
…

楚
取
る
五
十
戸
長
が
声
は
寝
屋
戸
ま
で
来
立
ち
呼
ば
ひ
ぬ
」

有
名
な
山

上
億
良
の
貧

窮

問
答
歌
の

一
節
で
あ
る
。
「伏
慮
の
曲
底
の
内
＝
潰

れ
か
け
た
竪
穴
住
居
跡
の
中
の
、
直
土
に
藁
解
き
敷
き
て
＝
地
面
に
直
接
藁
を
解

き
敷
い
て
、
父
母
は
枕
の
方
に
妻
子
ど
も
は
足
の
方
に
囲
み
居
て
憂
い
吟
い
、
竃

に
は
火
気
ふ
き
立
て
ず
＝
カ
マ
ド
に
は
火
の
気
が
な
く
、
甑
に
は
蜘
蛛
の
巣
懸
き

て
飯
炊
く
事
も
忘
れ
て
＝
釜
に
は
飯
を
炊
く
事
な
く
蜘
蛛
の
巣
が
張
っ
て
…
…
楚

取
る
五
十
戸
長
が
声
は
寝
屋
戸
ま
で
来
立
ち
呼
ば
ひ
ぬ
＝
鞭
を
も
っ
た
里
長
の
声

は
寝
屋
の
戸
口
ま
で
聞
こ
え
及
ん
で
い
る
」

こ
の
歌
は
奈
良
時
代
の
東
国
の
農
民
の
貧
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
を
詠
ん
だ
歌
と
し

て
、
歴
史
教
科
書
に
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
な
じ
み
深
い
。
た
だ
、
こ
れ
は
役
人

で
あ
る
山
上
億
良
が
中
国
の
歌
を
ま
ね
て
作

っ
た
も
の
で
、
創
作
性
が
か
な
り
強

い
も
の
と
の
見
方
も
あ
る
。
い
っ
た
い
当
時
の
東
国
の
人
々
の
暮
ら
し
の
実
態
は

ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
奈
良

・
平
安
時
代
に
お
け
る
佐
久
地
方
の
庶
民
の
住
ま
い
や
ム
ラ

の
よ
う
す

。
暮
ら
し
ぶ
り
を
、
発
掘
調
査
成
果
な
ど
に
基
づ
い
て
か
い
ま
見
る
こ

と
に
す
る
。
中
心
的
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
佐
久
平
北
部
に
位
置
し
、
佐
久
市
西

屋
敷

。
小
諸
市
御
影

・
御
代
田
町
御
代
田
に
ま
た
が
っ
て
大
規
模
に
発
掘
調
査
さ

れ
た
鋳
師
屋
遺
跡
群
の
五
遺
跡
、
野
火
付

・
鋳

（物
）
師
屋

。
前
田

・
十
二

・
根
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写97 奈良時代の竪穴住居 (野火付遺跡) 上方中央がカマド、対になる四つの穴が柱穴

岸
遺
跡
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
ム
ラ
を
構
成
し
た
基
本
的
な
建
物
は
、
竪
穴

住
居
と
掘
立
柱
建
物
の
二
種
類
で
あ
る
。
佐
久
地
方
ば
か
り
で
な
く
、
東
日
本
の

奈
良

・
平
安
時
代
の
ム
ラ
を
発
掘
調
査
を
す
る
と
見
つ
か
る
主
な
建
物
跡
が
、
こ

の
竪
穴
住
居
跡
と
掘
立
柱
建
物
址
で
あ
る
。

そ
の
二
種
類
の
建
物
が
ど
の
よ
う
な
構
造
を
み
せ
ム
ラ
を
構
成
す
る
の
か
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

竪

穴

住

居
　
奈
良

・
平
安
時
代
の
集
落
遺
跡
を
調
査
し
て
、
ど
こ
で
も
共
通

の

つ
く

り
　
し
て
見

つ
か
る
の
が
竪
穴
住
居
跡
で
あ
る
。
竪
穴
住
居
は
縄

文

・
弥
生

。
古
墳

・
奈
良

・
平
安
と
、
実
に
長
い
あ
い
だ
庶
民
の
一
般
的
な
住
宅

と
な

っ
て
い
た
。

竪
穴
住
居
の
基
本
的
な
構
造
は
、
文
字
ど
お
り
地
面
を
四
角
に
掘
り
く
ぼ
め
た

も
の
で
、
底
面
に
土
が
貼
ら
れ
て
床
面
と
な
り
、
そ
こ
に
屋
根
を
支
え
る
柱
の
穴

＝
柱
穴
が
掘
ら
れ
る
。
柱
穴
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
穴
は
ピ
ッ
ト
と
も
よ
ば
れ
る
。

ま
た
、
竪
穴
の
側
面
は
壁
、
そ
れ
を
取
り
巻
い
て
土
留
め
板
な
ど
の
埋
め
込
み
跡

と
い
わ
れ
る
壁
溝
が
め
ぐ
る
場
合
が
あ
る
。
壁
の
一
箇
所
に
は
炊
事
用
施
設
で
あ

る
カ
マ
ド
が
作
り
付
け
ら
れ
た
も
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
の
二
五
七
軒
の
竪
穴
住
居
跡
を
取
り
上
げ
、
そ
の
構
造
の
細
か

な
違
い
を
み
て
み
よ
う
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
の
奈
良

・
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
を
支
え
る
主
な
柱
の
並
び
を

み
る
と
、
住
居
内
に
四
本
の
主
柱
が
並
ぶ
も
の
（Ａ
）
、
住
居
内
に
二
本
の
主
柱
が

並
ぶ
も
の

（Ｂ
）
、
壁
際
に
二
本
の
主
柱
が
並
ぶ
も
の

（Ｃ
）
、
主
柱
の
穴
が
な
い
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も
の

（Ｄ
）
が
あ

っ
た
。
Ｄ
は
穴
を
掘
ら
な
い
で
柱
を
立
て
る
か
屋
根
を
伏
せ
る

だ
け
の
工
法
の
家
屋
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

そ
の
数
は
、
四
本
柱
の
住
居
が

一
六
六
軒
で
ほ
ぼ
半
数
近
く
を
占
め
、　
一
般
的

な
住
居
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
無
主
柱
穴
の
住
居
も
九
八
軒
と
三
割
弱
あ

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
二
本
柱
の
住
居
の
Ｂ

・
壁
中
二
本
柱
の
住
居
の
Ｃ
と
も
に
二

〇
軒
強
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
少
数
で
は
あ
る
が
、
柱
穴
に
か
わ
り
礎
石
を
も

つ
も
の
も
数
軒
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
柱
の
配
置
や
数
の
違
い
は
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
ど
う
や
ら
住
居
の
大
き
さ
に
対
応
す
る
も
の
ら
し
い
。
面
積

一
五
平
方
屑
以
上

の
大
形
の
住
居
は
、
例
外
な
く
四
本
の
柱
を
も
つ
よ
う
で
あ
る
（Ａ
）
。
面
積

一
〇

～

一
五
平
方
屑
の
中
形
の
住
居
で
は
、
Ｂ
あ
る
い
は
Ｃ
タ
イ
プ
の
二
本
柱
の
住
居

が
よ
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
無
主
柱
の
住
居
Ｄ
は

一
〇
平
方
屑
以
下
の

小
形
な
も
の
が
多

い
。
大
き
な
家
の
屋
根
を
支
え
る
た
め
に
は
、
四
本
の
柱
が
し

っ
か
り
と
据
え
ら
れ
、
ま
た
、
家
が
さ
ほ
ど
大
き
く
な
け
れ
ば
二
本
の
主
柱
で
足

り
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
小
形
な
家
屋
で
は
屋
根
が
直
接
地
面
に
伏
せ
ら
れ
る

な
ど
し
て
、
主
柱
は
必
要
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

住
居
の
構
造
の
違
い
に
つ
い
て
時
期
を
追

っ
て
み
て
み
る
と
、
八
世
紀
前
半
で

は
四
本
柱
の
住
居
が
六
割
強

。
無
主
柱
穴
の
住
居
が
三
割
強
の
構
成
を
示
す
。
こ

れ
が
、
八
世
紀
後
半
以
降
に
な
る
と
、
四
本
柱
の
住
居
は
三
割
弱

・
無
主
柱
穴
の

住
居
は
四
割
強
の
構
成
と
な
り
、
両
者
が
逆
転
す
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

二
本
柱
の
Ｂ

。
Ｃ
は
、
主
体
と
は
な
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
八
世
紀
後
半
以
降
に

わ
ず
か
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
奈
良
時
代
前
半
で
は
、
四
本
柱
の
大
形
住
居
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、

奈
良
時
代
後
半
以
降
で
は
無
主
柱
穴
の
小
形
住

居
が
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
奈
良
時
代
後

半
以
降
の
、
こ
の
小
形
住
居
増
加
の
傾
向
は
、

佐
久
地
方
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
信
濃
全

体
や
関
東
で
も

一
般
的
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ

る
。
原
因
は
な
ん
で
あ
ろ
う
。
以
前
は
租
税
の

搾
取
の
き
び
し
さ
に
よ
る
貧
困
化
か
ら
、
小
さ

な
住
居
が
増
え
た
、
と
説
明
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
う
単
純
に
は
説
明
が
つ
か
な

い
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
平
地
式
住
居
と

も
み
ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
が
採
用
さ
れ
は
じ
め

た
こ
と
で
、
就
寝
は
掘
立
柱
建
物
、
炊
事

。
食

事
は
竪
穴
、
と
い
う
よ
う
に
居
住
の
分
散
化
が

は
か
ら
れ
た
こ
と
が
要
因
だ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。

い
っ
ぽ
う
で
は
、
大
家
族
か
ら
核
家
族
化

へ
の
進
行
が
住
居
の
小
形
化
を
も
た
ら
し
た
と

い
う
意
見
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
奈
良

時
代
後
半
以
降
の
住
居
の
小
形
化
の
傾
向
は
、

当
時
の
建
物
の
機
能
や
家
族
構
成
の
問
題
が
か

ら
ん
だ
た
い
へ
ん
難
し
い
問
題
と
い
え
る
。

竪
穴
住
居
内
の
空
間
は
ど
の

住
居
内
の
場

よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の

そ の
A

曲

B

曲

C

山

D

山

E

出

F

山
その他 不 明

166軒

(46.5%)

3軒

(08%)

3軒

(0.8%)

23軒

(6.4%)

27軒

(7.6%)

98軒

(27.6%)

14軒

(39%)

23軒

(6.4%)

図89 鋳師屋遺跡群の竪穴住居跡のかたち
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で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は

一
定
の
空
間
利
用
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
鋳
師
屋
遺

跡
群
前
田
遺
跡
と
十
二
遺
跡
の

一
七
七
軒
の
住
居
の
お
も
な
遺
物
の
分
布
を
も
と

に
、
住
居
内
の
空
間
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

住
居
内
部
の
土
器
の
分
布
を
み
る
と
、
不

・
甕
な
ど
の
食
器

・
調
理
具
類
は
カ

マ
ド
の
両
脇
に
き
わ
め
て
集
中
す
る
傾
向
が
目
立
ち
、
そ
れ
以
外
の
場
所
で
は
ほ

と
ん
ど
出
土
し
て
い
な
い
。
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
カ
マ
ド
の
両
脇
が
食
器
類

の
管
理
空
間
で
あ
り
、
カ
マ
ド
の
前
面
は
調
理
空
間
で
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

フつ
。い

っ
ぽ
う
、
石
器

。
鉄
器
類
は
、
土
器
類
が
カ
マ
ド
の
両
脇
に
集
中
す
る
の
に

対
し
、
そ
れ
ら
の
分
布
範
囲
以
外
に
分
布
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
っ
た
。
い
わ

ば
カ
マ
ド
の
近
く
以
外
か
ら
出
土
す
る
と
い
え
る
。
そ
の
な
か
で
工
作
用
の
台
石

や
編
物
石
は
、
カ
マ
ド
の
反
対
側
の
コ
ー
ナ
ー
に
集
中
す
る
の
で
、
カ
マ
ド
の
対

辺
の
コ
ー
ナ
ー
は
工
作
な
ど
に
使
わ
れ
た
場
合
も
あ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、

カ
マ
ド
の
両
脇
を
除
く
住
居
の
壁
の
周
囲
で
は
、
農
具
や
工
具
が
よ
く
検
出
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
農
具

。
工
具
は
、
壁
に
掛
け
ら
れ
た
り
、
壁
の
作
り
付
け
の
棚
な

ど
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

住
居
の
中
央
部
分
で
は
、
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
住
居
の
中
央
部

分
が
家
財
の
管
理
空
間
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
は
も

っ
と
も
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ

の
部
分
の
床
面
は
、
周
囲
に
比
べ
き
わ
め
て
硬
質
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
お
そ
ら

く
人
が
床
を
踏
み
し
め
る
頻
度
が
高
か
っ
た
場
所
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の

中
央
部
分
は
、
居
間
で
あ
っ
た
り
作
業
の
場
で
あ
っ
た
り
し
た
空
間
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
マ
ド
に
向
き
合
う
壁
際
の
中
央
に
は
、
小
さ
な
穴
が
二
個
認
め
ら
れ
る
場
合

が
ま
ま
あ
る
。
こ
れ
は
住
居
入
り
回
の
ハ
シ
ゴ
や
踏
み
台
の
穴
ら
し
い
。
つ
ま
り

こ
こ
で
は
、
住
居
の
入
り
回
は
カ
マ
ド
に
対
す
る
側
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

　

８

る
。
就
寝
の
た
め
の
空
間
は
、
カ
マ
ド
の
両
脇
と
、
入
り
口
部
の
両
脇
を
除
い
た
　
　
３

住
居
の
中
央
帯
部
分
と
思
わ
れ
る
。

気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
便
所
や
風
呂
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
狭
い
竪
穴
住
居

の
中
か
ら
は
見
つ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
限
ら
ず
ほ
か
の
一
般
集
落
か
ら
も

見
つ
か
っ
た
た
め
し
が
な
い
。
当
時
は
風
呂
に
入
る
風
習
は
、　
一
般
庶
民
に
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
便

・
小
便
も
特
別
な
施
設
を
も
た
ず
、

川
あ
る
い
は
集
落
内
の
い
ず
れ
か
の
場
所
で
済
ま
せ
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
で

あ

ろ
う

。

の
　
佐
久
地
方
で
は
、
古
墳
時
代
中
期
に
あ
た
る
五
世
紀
の
末
ご
ろ
、

り
　
厨
房
施
設
と
し
て
そ
れ
ま
で
の
炉
に
か
わ
リ
カ
マ
ド
が
採
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
奈
良

・
平
安
時
代
の
厨
房
施
設
は
例
外
な
く
カ
マ
ド
で
あ
る
。

竪
穴
住
居
に
作
ヶ
つ
け
ら
れ
た
カ
マ
ド
は
、
鋳
師
屋
遺
跡
群
で
は
ほ
と
ん
ど
北

側
の
壁
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
方
角
の
吉
凶
に
よ
る
理
由
、

あ
る
い
は
カ
マ
ド
の
煙
が
住
居
内
に
逆
流
し
な
い
よ
う
風
向
き
を
考
慮
し
た
機
能

的
な
理
由
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
の
奈
良

。
平
安
時
代
の
カ
マ
下
の
基
本
的
な
つ
く
り
を
み
る
と

（図
９‐
）
、
石
を
組
み
、
そ
の
上
に
粘
土
も
し
く
は
粘
質
土
を
貼
っ
て
つ
く
っ
て
い

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
は
、
石
材
に
浅
間
の
軽
石

が
き
わ
め
て
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鋳
師
屋
で
発
見
さ
れ
た
奈
良

・
平

安
時
代
の
住
居
の
大
部
分
が
軽
石
を
利
用
し
た
カ
マ
ド
を
持

っ
て
い
る
。
材
料
と

な
っ
た
軽
石
は
、
浅
間
の
噴
火
に
よ
っ
て
遺
跡

一
帯
の
基
盤
層
と
な
っ
た
第

一
軽

つ カ

く
 了



石
流
層
中
に
多
量
に
含
ま
れ
て
い
る
し
、
ま
た
加
工
が
き
わ
め
て
簡
単
で
あ

っ
た

こ
と
が
カ
マ
ド
の
構
材
と
し
て
う

っ
て
つ
け
で
あ

っ
た
。

基
盤
層
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
軽
石
は
、
カ
ギ
状
や
直
方
体
状
に
面
取
り
さ
れ
、

カ
マ
ド
両
側
の
芯
と
し
て
据
え
ら
れ
た
り
、
天
丼
に
渡
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
石
の

芯
の
上
に
、
粘
土
や
粘
質
土
が
貼
ら
れ
、
カ
マ
ド
本
体
が
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

火
を
焚
く
際
の
火
床
に
立

っ
て
い
る
の
は
、
角
錐
状
に
面
取
り
さ
れ
た
「支
脚
石
」

で
、
カ
マ
ド
に
掛
け
ら
れ
た
甕
の
底
部
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
。
カ
マ
ド
本
体
中

央
に
は
甕
が
掛
け
ら
れ
る
た
め
の
釜
穴
が
、
煙
道
先
端
に
は
煙
を
出
す
た
め
の
煙

り
穴
が
開
け
ら
れ
る
。
こ
の
煙
筒
と
し
て
底
が
抜
け
た
甕
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場

合
も
ま
れ
に
あ
る
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
の
約

一
♂
南
側
に
あ
る
聖

原
遺
跡
で
は
、
奈
良

・
平
安
時
代
の

住
居
跡
が
二
〇
〇
軒
以
上
も
見
つ
か
っ
た
が
、
こ
の
遺
跡
で
も
浅
間
の
軽
石
流
層

中
に
あ
る
軽
石
が
カ
マ
ド
の
構
材
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
第

一
軽
石

流
層
中
に
含
ま
れ
る
自
色
粘
質
土
を
採
掘
し
た
穴
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、

そ
の
自
色
粘
質
土
を
石
材
の
上
に
貼
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
御
代
田
か
ら
目
を
転
じ
て
、
千
曲
川
左
岸
の
氾
濫
原
上
の
佐
久
市
上

桜
井
北
遺
跡

・
莉

沢
遺
跡
の
平
安
時
代
の
カ
マ
ド
を
み
る
と
、
そ
の
構
材
に
は
楕

円
形
で
偏
平
な
河
床
礫
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
河
床
礫
は
、
氾
濫
原
で
あ
る
遺
跡

の
基
盤
層
中
に
き
わ
め
て
多
量
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
久
市
香
坂

東
地
の
奥
、
曲
尾
遺
跡
の
平
安
時
代
の
住
居
の
カ
マ
ド
に
は
、
通
称

「佐
久
石
」

と
い
わ
れ
る
熔
結

凝

灰
岩
礫
が
二
〇
個
近
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
，」
の
熔
結
凝
灰

岩
礫
は
、
香
坂

一
帯
に
分
布
す
る
地
域
の
石
材
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
各
地
域
の
カ
マ
ド
は
、
遺
跡
の
近
隣
で
容
易
に

入
手
で
き
る
石
材
や
粘
質
土
を
う
ま
く
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
た
。

竪

穴

住

居
　
奈
良
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
に
つ
い
て
は
、
市

の
　
新
　
築
　
内
の
鋳
師
屋
遺
跡
群
な
ど
の
発
掘
例
を
み
る
と
、

お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
手
順
で
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。竪

穴
住
居
を
建
て
る
場
所
を
決
め
る
。

竪
穴
を
掘
る
。
竪
穴
の
底
面
は
、
そ
の
あ
と
床
が
貼
ら
れ
る

こ
と
を
考
慮
し
て
か
、
神
経
質
な
ほ
ど
平
で
は
な
く
デ
コ
ボ
コ

し
て
お
り
、
柱
穴

・
カ
マ
ド

・
入
り
口
部
分
は
、
あ
と
で
構
材

を
埋
め
る
た
め
と
く
に
深
く
掘
り
込
む
。
竪
穴
を
掘

っ
た
時
の
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写99 根岸遺跡の残りのよいカマ ド 平安時代の
もので軽石と粘土で作ってある

図91 カマ ドの基本構造
a=支脚石  b・ C=袖石 d・ e=天丼石
アミ部 =粘質土

② ①



第 3章 奈良 。平安時代

①竪穴を掘る

―

②床を貼る

―

③カマドを作る

土
は
、
住
居
の
ま
わ
り
に
ど
け
る
。

③
　
竪
穴
の
底
面
を
埋
め
、
床
を
貼
る
。
そ
の
床
土
に
は
黒
色
土
な
ど
を
用
い
、

固
く
し
め
る
。
そ
の
際
、
カ
マ
ド
部
分
は
い
っ
た
ん
埋
め
ら
れ
る
が
、
柱
の
部

分
は
埋
め
ら
れ
ず
残
さ
れ
る
。

④
・　
壁
の
一
部
分
に
カ
マ
ド
用
の
石
材
を
組
ん
で
土
を
貼
り
、
カ
マ
ド
を
作
る
。

⑤
・
柱
の
穴
に
柱
を
建
て
る
。
家
の
骨
組
み
を
し
て
、
屋
根
を
葺
く
。
住
居
の
内

側
に
は
壁
板
が
め
ぐ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
住
居
に
時
々
み
ら
れ

る
壁
溝
は
、
こ
の
壁
板
を
埋
め
込
む
際
の
溝
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑥
・
葺
き
お
ろ
し
た
屋
根
や
外
壁
の
周
囲
に
は
、
竪
穴
を
掘
っ
た
際
に
出
た
土
が

貼
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
条
件
の
良
い
遺
跡
で
は
、
こ
の
外
周
に
貼
ら
れ
た

土
は

「周
堤
」
と
し
て
見
つ
か
る
場
合
が
あ
る
。

こ
う
し
て
建
て
た
家
屋
の
建
築
材
は
、
ど
ん
な
樹
木
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
の
前
田
遺
跡
の
三
二
号
住
居
に
お
い
て
、
腐
ら
ず
に
わ
ず
か
残

っ

て
い
た
柱
の
材
質
を
顕
微
鏡
鑑
定
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ク
リ
材
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ク
リ
材
は
や
や
重
硬
で
加
工
し
に
く
い
が
、
強
度

・
耐
久
性
の
点
で
す

ぐ
れ
た
柱
材
と
な
り
得
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
鋳
師
屋
遺
跡
群
の
十
二
遺

跡
の
焼
け
た
住
居
か
ら
は
、
ど
の
部
分
の
材
と
し
て
用
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

コ
ナ
ラ
節

・
ヤ
マ
グ
ワ

・
サ
ク
ラ
属

・
エ
ゴ
ノ
キ
属
な
ど
の
材
が
認
め
ら
れ
た
。

加
え
て
、
屋
根
に
葺
か
れ
て
い
た
と
も
み
ら
れ
る
カ
ヤ

（ス
ス
キ
）
類
似
の
草
本

も
見
つ
か
っ
て
い
る
「

い
っ
ぽ
う
、
塩
野
の
広
畑
遺
跡
の
住
居
で
見
つ
か
っ
た
炭

は
、
オ
ニ
グ
ル
ミ

・
コ
ナ
ラ
節

・
ク
リ

・
カ
ツ
ラ
で
、
こ
れ
も
建
築
材
ら
し
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
住
居
の
構
築
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
遺
跡
の
周
辺
に

生
育
し
て
い
た
コ
ナ
ラ
や
ク
リ
な
ど
の
手
ご
ろ
な
落
葉
広
葉
樹
が
中
心
で
あ

っ
た

と
み
ら
れ
る
。

竪
穴
住
居
の
耐
用
年
数
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
正
確
に
は
わ
か

ら
な
い
が
、
お
お
よ
そ

一
五
年
か
ら
二
〇
年
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
廃
屋
と
な
っ

た
住
居
は
、
そ
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、

解
体
さ
れ
た
り
、
火
を
つ
け
て
焼
却
処
分
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
じ

生
活
空
間
の
中
に
住
居
が
新
築
さ
れ
た
場
合
、
廃
屋
は
明
ら
か
に
邪
魔
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
ま
た
、
廃
絶
後
の
住
居
の
く
ぼ
み
が
ゴ
ミ
捨
て
場
と
な
っ
て
い
る
場
合

も
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
住
居
の
新
築
に
か
か
わ
る
儀
礼
と
し
て
現
代
で
は
モ
チ
な
ど
を
ま
く

が
、
当
時
は
住
居
を
建
て
る
際
に
柱
の
穴
に
鉄
鏃
を
埋
め
た
り
、
棟
上
げ
の
際
に

鉄
鏃
を
立
て
た
り
す
る
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
住

居
を
廃
絶
す
る
際
に
は
、
住
居
の
カ
マ
ド
を
わ
ざ
わ
ざ
壊
す
、
カ
マ
ド
解
体
の
儀

礼
が

一
般
的
に
な
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
カ
マ
ド
が
登
場
す
る
古
墳
時
代

白
―
幽
―

―

④柱を立て、屋根を葺く

{

図92 竪穴住居構築の順序
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以
来
の
風
習
で
、
カ
マ
ド
神
を
送
り
だ
す
よ
う
な
意
味
を
持
つ
カ
マ
ド
信
仰
と
考

え
ら
れ
る
。

考
キ
じ
た
こ
の
　

竪
穴
住
居
と
な
ら
ん
で
奈
良
平
安
の
集
落
か
ら
数
多
く
見
つ

掘
立

柱

建
物

か
る
の
が
掘
立
柱
建
物
で
あ
る
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
で
は
、
奈
良
平
安
の
建
物
と
し
て
、
竪
穴
住
居
が
二
五
七
軒
、

掘
立
柱
建
物
が
四
三
四
棟
見
つ
か
っ
て
い
る
。
単
純
に
数
で
い
え
ば
、
竪
穴
住
居

よ
り
掘
立
柱
建
物
が

一
〇
〇
棟
近
く
多
い
こ
と
に
な
る
。

ム
ラ
の
中
に
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
掘
立
柱
建
物
が
存
在
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
柱
の
配
置
か
ら
は
、
お
お
よ
そ
次
の
四
つ
が
基
本
的
な
建
物
構
造
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
　
タ
テ

・
ヨ
コ
と
も
に
二
本
の
柱
が
配
さ
れ
た
方
形
の
区
画
を
も
ち

（
一
間
×

一
間
の
方
形
側

柱

建
物
）
、
面
積
五
平
方
〕
′レ‐前
後
の
も
の

②
　
タ
テ

・
ヨ
コ
と
も
に
二
本
の
柱
が
配
さ
れ
た
方
形
の
区
画
を
も
ち

（二
間
×

二
間
の
方
形
側
柱
建
物
）
、
面
積

一
三
平
方
屑
前
後
の
も
の

③
　
タ
テ
三
本

・
ヨ
コ
四
本
の
柱
が
配
さ
れ
た
長
方
形
の
区
画
を
も
ち

（二
間
×

三
間
の
矩
形
側
柱
建
物
）
、
面
積

一
八
平
方
屑
前
後
の
も
の

④
　
タ
テ

・
ヨ
コ
と
も
に
三
本
の
柱
が
配
さ
れ
た
方
形
の
区
画
を
も
ち
、
加
え
て

中
央
部
分
に
も
柱
が
配
さ
れ
含
一間
×
二
間
の
方
形
総
柱
　
建
物
）
、
面
積

一
三

平
方
屑
前
後
の
も
の

こ
れ
ら
が
鋳
師
屋
遺
跡
群
の
掘
立
柱
建
物
全
体
の
数
の
中
で
占
め
る
割
合
は
、

①
の

一
問
×
一
間
の
側
柱
建
物
を
基
本
と
す
る
タ
イ
プ
が

一
〇
打
程
度
、
②
の
二

問
×
二
間
の
側
柱
建
物
を
基
本
と
す
る
タ
イ
プ
が
二
〇
幹
程
度
、
③
の
二
間
×
三

間
の
側
柱
建
物
を
基
本
と
す
る
タ
イ
プ
が
四
〇
省
前

後
、
④
の
二
間
×
二
間
の
総
柱
建
物
を
基
本
と
す
る

タ
イ
プ
が
五
百
程
度
、
そ
の
ほ
か
、
不
明
が
二
五
百

程
度
と
な
る
。
こ
の
中
で
は
二
間
×
三
間
の
側
柱
建

物
を
基
本
と
す
る
も
の
が
も

っ
と
も
多
く
見
つ
か
る

タ
イ
プ
で
あ
る
。

肝
心
な
掘
立
柱
建
物
の
上
部
構
造
や
建
物
の
機
能

は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
残
念
な
こ
と
に
、
掘
立

柱
建
物
で
見
つ
か
る
の
は
柱
の
穴
だ
け
で
、
そ
の
構

造
や
機
能
を
推
定
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
難
し
い
が
、

あ
え
て
想
像
し
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
は

ず
、
①
の

一
間
×
一
間
の
側
柱
建
物
に
つ
い
て
は
小

形
の
高
床
式
の
稲
倉
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
②
の
二
間
×
二
間
の
側
柱
建
物
は

平
地
式
の
倉
庫
や
住
居
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
③
の
二
間
×
三
間
の
側
柱
建
物

も
平
地
式
住
居
や
倉
庫
で
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
④
の
二
間
×
二
間
の
総

柱
建
物
は
、
中
央
の
柱
が
高
床
を
さ
さ
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
湿
気
を
さ
け
た

高
床
式
の
稲
倉
で
あ

っ
た
可
能
性
が
強
い
。

ち
な
み
に
前
田
遺
跡
か
ら
は
、
「倉
」
と
書

い
た
墨
書
土
器
が
見
つ
か
っ
て
お

り
、
‘
フ
の
な
か
に
倉
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
文
字
資
料
と
い
え
る
。
ま

た
、
鋳
師
屋
遺
跡
群
の
根
岸
遺
跡
で
は
倉
庫
の

「落
し
鍵
」
と
み
ら
れ
る
鉄
製
品

も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
落
し
鍵
の
か
け
ら
れ
た
厳
重
な
掘
立
柱
建
物
の
倉
庫
が
ム

ラ
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

師
［
］
［
］
②
¨

師
　
　
一‐ ‐
日

①
‐ｘ‐

③

Ｘ３

図93 鋳師屋遺跡群の掘立柱建物跡の種類
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写100 発掘中の掘立柱建物跡 (根岸遺跡) 2間 ×3間,側柱タイプ

一
一　

ム
ラ

の
よ
う
す

奈
良

・
平
安
時
代
の
ム
ラ
が
ど
ん
な
姿
だ
っ
た
の
か
、
鋳
師

ム
ラ
の
す
が
た

屋
遺
跡
群
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
ひ
き
つ
づ
き
眺
め
て

み
る
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
の
調
査
は
、
県
下
で
も
破
格
の
五
〇
診
に
も
お
よ
ん
で
お
り
、

そ
の
広
大
な
面
積
か
ら
当
時
の
ム
ラ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
の
に
き
わ
め
て
都
合

が
よ
い
。
調
査
地
点
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
は
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡

二
五
七
軒
と
掘
立
柱
建
物
跡
四
三
四
棟
、
土
坑
と
よ
ば
れ
る
各
種
用
途
の
穴
、
井

戸
、
溝
、
馬
の
墓
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
ム
ラ
を
構
成
す
る
お
も
な
構
造
物
で
あ
る
竪
穴
住
居
と
掘
立
柱
建
物
の
特

徴
に
つ
い
て
は
さ
き
に
記
し
た
。
竪
穴
は
カ
マ
ド
と
い
う
厨

房
を
も
つ
半
地
下
式

の
住
居
、
掘
立
柱
建
物
跡
は
平
地
住
居
や
倉
庫

。
高
床
式
の
稲
倉
な
ど
の
施
設
で

あ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
ど
の
よ
う
に
ム
ラ
を
構
成
し
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
あ
げ
て
み
る
。

発
掘
さ
れ
た
竪
穴
住
居
は
、
単
独
で
存
在
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
二

間
×
二
間
や
二
間
×
三
間
の
掘
立
柱
建
物
と
な
ら
ん
で
認
め
ら
れ
る
場
合
も
多

い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
竪
穴
住
居
と
掘
立
柱
建
物
の
セ
ッ
ト
も
ひ
と
つ
の
基
本
的
な
単

位
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば

一
世
帯
が
、
竪
穴
住
居
だ
け
を
所

有
す
る
場
合
と
、
竪
穴
住
居
お
よ
び
掘
立
柱
建
物
の
両
方
を
所
有
す
る
場
合
が
あ

っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
こ
の
最
小
単
位
の
建
物
の
結
び
つ
き
が
図
９６
の
第

一
次
結
合
で
、
家
族
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

402
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図94 鋳師屋遺跡群の集落構造のモデル
竪穴住居と掘立柱建物の結びつきからみた結合の単位

住 わ で 炊 を 穴 と
居 ば も 事 は 住 も 竪
が 釜 残 や た 居 な 穴
冬 屋 り 食 し が る 住
の と の 事 た 居 が 居
家 寝 部 の と 住

｀
と｀

屋 分 た す の そ 掘
平 が

｀
め る 機 れ 立

地 分 す だ 見 能 に 柱
式 離 な け 方 を つ 建
の し わ の で 完 い 物

第二次結合  掘  て  ち  建  あ  結  て  が
立 存 作 物 る し は 一
柱 在 業 で

° ｀ い 組
建 し や あ 二 掘 く と
物 た 就 り つ 立 つ な
が と 寝  ｀ め 柱 か る
夏 い な 掘 は 建 の 場
の う ど 立 竪 物 想 合
家 見 の 柱 穴 は 定

｀

と 方 機 建 が 倉 が 両
い で 能 物 居 庫 で 方
つ あ を は 住 や き の
た る 負 居 の 厩 る 建
よ
° つ 住 機 舎

°
物

う 三 た の 能 な ひ の
な つ と 機 を ど と 機
季 め す 能 完 別 つ 能
節 は る の 結 の は が
的 竪  ｀ う せ 役 ｀ 間
住 穴 い ち ず 割 竪 題

み
分
け
を
考
え
る
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
あ
っ

た
か
は
、
現
時
点
で
は
判
断
が
つ
け
に
く
い
。

つ
ぎ
に
、
そ
う
し
た
世
帯
の
二

。
三
組
に
ひ
と
つ
の
割
合
で
、
稲
倉
と
も
想
像

し
た

一
間
×
一
間
の
小
さ
な
掘
立
柱
建
物
が
附
属
す
る
可
能
性
が
あ
る

（図
９４
の

第
二
次
結
合
）。
裏
返
せ
ば
そ
れ
は
、
小
さ
な
稲
倉
を
共
有
す
る
二
豊
一世
帯
の
共

同
体
的
結
び
付
き
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
各
種
作
業

の
と
き
に
、
協
力
体
制
を
と
っ
た
世
帯
間
の
ま
と
ま
り
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に

一
〇
世
帯
程
度
に
ひ
と
つ
の
割
合
で
、
稲
倉
と
も
み
ら
れ
る
二
間
×
二

間
の
総
柱
の
掘
立
柱
建
物
が
と
も
な
う
ら
し
い
。
こ
れ
は
さ
ら
に
大
き
な
世
帯
間

の
ま
と
ま
り
の
存
在
を
象
徴
す
る
建
物
と
も
解
釈
で
き
る

（第
二
次
結
合
）。

つ
ま
り
鋳
師
屋
の
ム
ラ
に
は
、
竪
穴
住
居
だ
け
で
掘
立
柱
建
物
を
も
た
な
い
か
、

竪
穴
住
居
と
掘
立
柱
建
物
の
両
者
を
も
っ
た
各
世
帯
が
構
え
ら
れ
、
そ
の
う
ち
二
、

三
世
帯
が
小
さ
な
稲
倉
を
共
有
し
て
共
同
体
を
つ
く
り
、
さ
ら
に

一
〇
世
帯
程
度

で
大
き
な
稲
倉
を
管
理
す
る
集
団
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
つ
し
た
建
物
の
構
成
に
、
発
掘
で
発
見
さ
れ
に
く
い
建
物

（た
と
え

ば
よ
り
簡
単
な
作
り
で
痕
跡
が
消
え
や
す
い
平
地
建
物
な
ど
）
も
加
わ
っ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ム
ラ
の
中
の
　
竪
穴
住
居
と
掘
立
柱
建
物
の
ほ
か
に
、
鋳
師
屋
の
ム
ラ
の
な
か

施
　
　
　
設
　
に
は
ど
ん
な
施
設
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
ず
井
戸
で
あ
る
が
、
井
戸
も

一
〇
世
帯
か
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
ひ
と
つ
の

割
合
で
共
同
で
使
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
数
の
少
な
さ
か
ら
考
え
る
と
、
あ
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写101 鋳師屋遣跡群十二遺跡の奈良・平安時代のムラ

る
い
は
井
戸
を
用
い
ず
、
近
く
の
小
川
の
堰
で
洗
い
物
や
水
汲
み
を
し
た
場
合
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
か
ら
見
つ
か
っ
た
井
戸
は
、
石
組
や
木
枠
を
も

た
ず
、　
い
ず
れ
も
円
形
の
素
掘
り
の
も
の
で
、
水
の
湧
き
出
す
地
層
ま
で
二
屑
前

後
の
深
さ
に
掘
り
込
ま
れ
て
い
た

（写
１０２
）０
こ
れ
ら
の
井
戸
の
い
く
つ
か
か
ら

は
、
割
れ
て
捨
て
ら
れ
た
り
あ
や
ま
っ
て
落
と
し
て
し
ま

っ
た
当
時
の
食
器
（不
）

な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

土
坑
と
よ
ば
れ
る
穴
も
い
く
つ
か
見

つ
か

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
貯
蔵
用
の
ム

ロ
。
あ
る
い
は
ゴ
ミ
穴
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
に
は

墓
穴
ら
し
き
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、
居
住
地
内
に
は
墓
が
な
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。　
一
般
に
奈
良
平
安
時
代
の
庶
民
の
墓
が
発
見
さ
れ
た
例
は
あ
ま
り
な

い
が
、
死
者
は
近
く
の
野
や
山
に
墓
を
掘
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
た
場
合
も
多
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
岸
野
の
休

石
遺
跡
で
は
、
平
安
時
代
の

火
葬
場
と
考
え
ら
れ
る
場
所
か
ら
骨
を
入
れ
た
と
み
ら
れ
る
須
恵
器
の
大
甕
数
個

が
見
つ
か
っ
て
い
る
（図
９５
）
ｏ
こ
う
し
た
例
は
有
力
者
層
に
限

っ
て
な
さ
れ
た
特

殊
な
場
合
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
鋳
師
屋
の
ム
ラ
に
あ
っ
た
興
味
深
い
施
設
と
し
て
は
、
小
鍛
冶
を
行
な

っ
た
と
み
ら
れ
る
炉
が
前
田
遺
跡
か
ら
二
か
所
発
見
さ
れ
た
（図
９７
）
ｏ
そ
の
ひ
と

つ
は
、
二
間
×
三
間
の
掘
立
柱
建
物
の
壁
の
一
辺
に
鍛
冶
炉
が
設
け
ら
れ
た
工
房

で
あ

っ
た
。
そ
の
な
か
か
ら
は
熱
で
黒
色
に
変
化
し
た
フ
イ
ゴ
の
羽
口
四
〇
個
あ

ま
り
や
鉄
滓
と
い
わ
れ
る
製
鉄
の
際
の
鉄
ク
ソ
二
〇
〇
〇
個
以
上
が
出
土
し
た

（写
１０３
）
０
こ
つ
し
た
ム
ラ
の
中
の
鍛
冶
工
房
で
は
、
日
常
的
な
鉄
製
農
工
具
で
あ

る
鎌

・
鋤
鍬

・
刀
子
な
ど
の
製
造
や
打
ち
直
し
が
な
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ち
な
み
に
、
野
火
付
遺
跡
で
は

「大
工
」

つ
ま
り
工
人
の
長
を
あ
ら
わ
す
よ
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う
な
墨
書
上
器
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
鍛
冶
工
人
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

い
ず
れ
か
の
工
人
が
ム
ラ
の
中
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
特
殊
な
倉
庫
群
が
鋳
物
師
屋
遺
跡

（小
諸
市
分
）
か
ら
発
見
さ
れ

た
（図
９６
）
ｏ
そ
れ
は
、
三
〇
＝
ほ
ど
の
溝
で
方
形
に
区
画
さ
れ
た
内
部
に
、
八
棟

の
総
柱
の
高
床
倉
庫
と
考
え
ら
れ
る
建
物
が
立
ち
並
ん
で
い
る
施
設
で
あ
る
。
こ

う
し
た
溝
で
囲
ま
れ
た
倉
庫
群
は
、
お
そ
ら
く
公
的
な
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
想

像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
本
鋳
師
屋
の
ム
ラ
を
包
括
す
る
行
政
単
位
で
あ
る
郷

も
し
く
は
里
に
付
設
す
る
稲
倉
で
あ
る

「
郷
倉
」
あ
る
い
は

「
里
倉
」
、
あ
る
い
は

官
衛

（
こ
こ
で
は
後
に
述
べ
る
よ
う
な
本
遺
跡
群
の
性
格
に
も
か
か
わ
る
駅
や
牧

な
ど
）
に
付
設
さ
れ
た
倉
庫
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
溝

囲
い
の
内
部
に
林
立
す
る
倉
庫
群
は
、
ム
ラ
の
中
に
あ

っ
て
あ
る
種
の
権
威
的
な

光
彩
を
放

っ
て
い
た
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

前
田
遺
跡
か
ら
は

「長
倉
寺
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
も
出
上
し
て
い
る
の
で
、

建
物
こ
そ
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
「
長
倉
寺
」
と
よ
ば
れ
た
寺
も
鋳
師
屋
の
ム
ラ

の
中
に
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
時
の
ム
ラ
ム
ラ
に
は
、
村
落
内
寺
院
と
も
よ

ば
れ
る
お
堂
の
よ
う
な
も
の
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ム
ラ
と
耕
地
　
班
田
収
授
法
に
基
づ
い
て
人
民
に
支
給
さ
れ
た
日
分
田
は
、
六

歳
以
上
の
男
子
が
二
反

（二
四
〇
〇
平
方
肝
）
で
女
子
が
そ
の

三
分
の
二
の
面
積
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
日
分
田
か
ら
の
三
袢
が
租
税
と
し
て
国
家

に
納
め
ら
れ
、
国
家
の
財
政
基
盤
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
田
地
は
条
里

制
に
基
づ
い
て
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
区
画
さ
れ
た
。
県
内
で
は
更
埴
市
な
ど
に
条

里
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
。

写104 濁り遺跡の古代の水田 (佐久市中佐都)(佐 久市教育委員会提供)
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鋳
師
屋
の
ム
ラ
が

一
般
集
落
で
あ
れ
、
駅
や
牧
の
経
営
の
た
め
の
集
落
で
あ
れ
、

そ
の
生
活
や
運
営
の
た
め
の
水
田
は
当
然
保
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

野
火
付
遺
跡
か
ら
は

「大
田
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
大
き

な
田
が
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
溝
で
囲
ま
れ
た
稲
倉
と
み
ら
れ
る

八
棟
の
高
床
倉
庫
群
の
存
在
が
水
田
の
存
在
を
な
に
よ
り
物
語
っ
て
い
る
。
し
か

も
奈
良
時
代
に
は
こ
の
ム
ラ
に
三
〇
〇
人
以
上
の
人
口
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
も
、

か
な
り
広
大
な
面
積
の
水
田
が
作
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
そ
の
水
田
面
積
を
推
定
し
て
み
よ
う
。
奈
良
時
代
の
こ
の
ム
ラ
に
二
〇

〇
人
の
人
口
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
中
に
六
歳
以
上
の
男
女
が

一
〇
〇
人
い
た

と
す
れ
ば
、
お
よ
そ
四
〇
万
平
方
屑
の
口
分
田
が
あ
っ
た
計
算
に
な
る
。
い
っ
ぽ

う
、
牧
の
運
営
に
あ
て
ら
れ
た
牧
田
は

一
一
町
２

〓
一万
六
九

一
平
方
屑
）、
駅
の

運
営
に
あ
て
ら
れ
た
駅
田
は
三
町

（三
万
五
六
四
三
平
方
屑
）
と
い
う
試
算
も
で

き
る
。
鋳
師
屋
の
ム
ラ
の
周
囲
に
は
約
八
〇
万
平
方
屑
の
低
地
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
水
田
を
十
分
設
け
ら
れ
る
だ
け
の
土
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
で
は
ム
ラ
の
水
田
を
さ
が
す
た
め
、
プ
ラ
ン
ト
オ

パ
ー
ル
と
い
う
イ
ネ
特
有
の
植
物
珪
酸
体
を
さ
が
す
分
析
が
実
施
さ
れ
た
り
、
古

い
水
田
土
壌
が
な
い
か
ど
う
か
が
調
べ
ら
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
水
田
跡
を
発
見

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
当
時
は
郡
や
国
を
隔
て
る
よ
う
な
遠
隔
地
の
水
田

が
支
給
さ
れ
た
例
も
あ
る
の
で
、
か
な
ら
ず
し
も
水
田
が
ム
ラ
に
隣
接
し
て
い
た

と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
結
果
は
、
こ
こ
に
水
田
が
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
。
本
来
古
い
水
田
は
洪
水
砂
や
火
山
灰

な
ど
で
パ
ッ
ク
さ
れ
な
い
と
見
つ
か
り
に
く
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
の
で
あ
る
。

実
際
、
群
馬
県
下
か
ら
は
天
仁
元

（
一
一
〇
八
）
年
の
浅
間
噴
火
に
よ
る
降
下

軽
石
の
下
か
ら
八
〇
か
所
以
上
も
の
水
田
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
久

地
方
で
も
佐
久
市
中
佐
都
の
濁
り
遺
跡
か
ら
、
初
め
て
古
代
の
水
田
跡
が
見
つ
か

っ
た
（写
１０４
）
０
こ
の
遺
跡
の
７
層
か
ら
見
つ
か
っ
た
六
三
枚
の
水
田
の
う
ち
五
四

枚
は
面
積
三
〇
平
方
屑
未
満
の
方
形
～
長
方
形
の
小
型
水
田
で
、
そ
の
表
面
に
は

田
を
歩
い
た
人
の
生
々
し
い
足
跡
が
無
数
に
残
さ
れ
て
い
た
。

ム
ラ
の
耕
地
で
は
水
田
以
外
に
畑
が
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
鋳
師
屋
遺
跡
群

か
ら
ニ
キ
ロ南
に
あ
る
佐
久
市
栗
毛
坂
遺
跡
群
か
ら
は
、
古
墳
時
代
末
か
ら
奈
良
時

代
に
か
け
て
の
畑
の
畝
が
七
条
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
こ
で

作
ら
れ
て
い
た
作
物
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

ム
ラ
の
成
立
　
鋳
師
屋
に
最
初
に
ム
ラ
が
つ
く
ら
れ
る
の
は
、
古
墳
時
代
の
五

と
　
消
　
滅
　
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
以
後
七
世
紀
ま
で
小
さ
な
ム
ラ
が

断
続
的
に
作
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。

八
世
紀
の
は
じ
め
、　
つ
ま
り
奈
良
時
代
に
入
る
と
、
こ
の
場
所
に
建
て
ら
れ
る

竪
穴
住
居
の
数
が
激
増
す
る
。
こ
れ
は
鋳
師
屋
に
集
団
的
な
移
住
が
な
さ
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
前
に
記
し
た
よ
う
な
総
柱
の
稲
倉
を
共
有
す

る

一
〇
世
帯
程
度
の
集
団
が
い
く
つ
か
集
ま
っ
て
、
た
が
い
に
若
千
の
距
離
を
お

き
な
が
ら
も
、
発
掘
し
た
場
所
だ
け
で
少
な
く
と
も
同
時
に
六
〇
～
七
〇
軒
以
上

の
家
を
構
え
て
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
こ
こ
に
六
〇
～
七
〇
軒
以
上
の
家
が
構
え

ら
れ
た
時
期
は
、
奈
良
時
代
全
般
に
わ
た
り
お
よ
そ

一
〇
〇
年
間
つ
づ
い
た
。
こ

れ
が
鋳
師
屋
の
ム
ラ
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
平
安
時
代
の
九
世
紀
前
半
に

な
る
と
、
住
居
の
同
時
存
在
数
は
半
分
ま
で
落
ち
込
ん
で
三
〇
軒
程
度
と
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
れ
が
九
世
紀
後
半
に
は

一
〇
軒
、
十
世
紀
に
は

一
、
二
軒
と
な
り
、



第 3章 奈良 。平安時代

図98 奈良時代の鋳師屋のムラの想像図 (さ かいひろこ画)
前田遺跡の遺構配置より想像される奈良時代のムラ。ムラの脇を直線的に抜ける東山道も加えてみたが、その
ルー トについてはいくつかの説がある。

以
後
こ
の
地
域
は
中
世
ま
で
し
ば
ら
く
の
間
無
人
地
帯
と
な

っ
て
し
ま
う
よ
う
す

が
う
か
が
え
る
。

で
は
、
当
時
の
ム
ラ
の
人
口
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。　
一
軒
の
竪
穴
住

居
に
五
人
の
家
族
が
暮
ら
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
と
、
‘
フ
の
最
盛
期
の
奈
良
時

代
に
は
三
〇
〇
人
以
上
が
こ
の
ム
ラ
で
暮
ら
し
て
い
た
計
算
に
な
る
。
し
か
し
九

世
紀
前
半
に
は
半
数
の

一
〇
〇
人
ほ
ど
に
落
ち
込
み
、
九
世
紀
後
半
で
五
〇
人
、

十
世
紀
に
は

一
、
二
世
帯
程
度
の

一
〇
人
以
下
が
残
さ
れ
た
だ
け
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
急
激
な
人
口
の
増
減
は
、
出
産
や
死
亡
と
い
っ
た
自
然
の
要
因
は
考

え
が
た
く
、
む
し
ろ
ま
と
ま
っ
た
移
住
や
逃
亡

。
浮
浪
な
ど
が
原
因
と
み
ら
れ
る
。

で
は
、
奈
良
時
代
に
鋳
師
屋
に
移
住
し
て
き
た
人
た
ち
は
、　
い
っ
た
い
ど
ん
な
目

的
で
こ
の
地
に
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

当
時
、
鋳
師
屋
の
ム
ラ
の
近
く
に
は
、
東
山
道
が
通
過
し
長
倉
駅
が
お
か
れ
た

可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
さ
き
に
述
べ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
浅
間
南
麓
の
塩
野
牧
も
隣

接
し
て
あ

っ
た
。
だ
と
す
る
と
奈
良
時
代
に
こ
こ
に
移
住
し
て
き
た
人
た
ち
は
、

そ
う
し
た
駅
や
牧
の
運
営
に
あ
た
る
た
め
に
、
こ
の
地
域
に
来
た

（来
さ
せ
ら
れ

た
）
と
い
う
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
時
代
に
は
、
鋳
師
屋
に
限
ら
ず
、
こ
う
し
た
何
ら
か
の
目
的
の
も
と
に
集

団
移
住
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
ム
ラ

は
計
画
村
落
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。
事
例
は
異
な
る
が
蝦
夷
征
伐
の
た
め
に
信
濃

の
人
民
が
東
北
地
方
に
移
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
文
献
に
残
り
、
こ
の
時
代
の

強
制
移
住
を
象
徴
し
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
鋳
師
屋
の
ム
ラ
が
廃
れ
て
く
る
九
世
紀
こ
ろ
は
、
律
令
制
度
が
破

綻
を
き
た
し
、
ま
た
租
税
や
労
役

・
兵
役
そ
の
他
の
負
担
の
厳
し
さ
か
ら
農
民
の
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浮
浪
や
逃
亡
が
相
つ
い
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
駅
家
で
交
通
関
係
の
仕
事

に
従
事
し
て
い
た
駅
子
や
御
牧
の
牧
子
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

た
と
え
ば
御
牧
で
の
馬
の
生
産
が
規
定
の
繁
殖
数
に
い
た
ら
な
か
っ
た
時
、
牧
子

が
そ
の
代
価
を
弁
償
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
弁
償
代
で
あ
る
稲
数

一
〇

〇
束
が
支
払
え
ず
、
き
そ
っ
て
他
郷
に
逃
れ
た
と
い
う
記
録
も
あ
り
、
と
く
に
信

濃
で
は
そ
う
し
た
逃
亡
が
は
な
は
だ
し
か
っ
た
と
い
う
記
載
が
残
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
鋳
師
屋
の
ム
ラ
の
消
滅
の
理
由
に
つ
い
て
も
、
律
令
的
の
収
奪
や
使

役
の
厳
し
さ

。
人
民
支
配
の
ほ
つ
れ
な
ど
に
起
因
す
る
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
牧
や
駅
経
営
の
破
綻
が
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
い
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
こ
う
し
た
事
例
か
ら
は
、
律
令
社
会
の
変
貌
を
如
実
に
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

平

安

時

代
　
ぃ
っ
ぽ
ぅ
平
安
時
代
に
な
る
と
、
律
令
制
支
配
の
ほ
つ
れ
か
ら

の

一
軒

家
　
来
る
ム
ラ
の
解
体
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
山
間
部
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
僻
地
に
、
竪
穴
住
居

一
軒
が
ポ
ツ
ン
と
単
独
で
存
在
す
る
場
合
が
多
く

目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
住
居
の
あ
り
方
は
、
平
安
時
代
の
土
器
の
呼
び
名
で
も
あ
る
「国
分
」

を
つ
け
て

「離
れ
国
分
」
と
も
よ
ば
れ
、
こ
の
時
期
に
特
徴
的
な
住
居
の
あ
り
方

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
佐
久
平
を
見
下
ろ
す
平
尾
山
の
西
斜
面
の
佐
久
市
丸
山
遺
跡
で
、

や
せ
尾
根
に
挟
ま
れ
た
谷
部
か
ら
発
掘
さ
れ
た
平
安
時
代
の
住
居
は
、
九
世
紀
中

ご
ろ
と
十
世
紀
前
半
の
竪
穴
住
居
そ
れ
ぞ
れ

一
軒
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
カ
マ
ド

を
も
つ
一
辺
四
屑
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
方
形
の
住
居
で
、
山
間
地
に
ポ
ツ
ン
と
あ
る

と
い
う

「離
れ
国
分
」
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
も
数
多
く
存
在
す
る
平
安
の

一
軒
屋
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ

れ
が
山
間
部
な
ど
に
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら

「
山
間
地
居
住
民
の
家
」

な
ど
と
も
い
わ
れ
、
非
農
業
民
の
木
地
師
や
鋳
物
師
の
住
居
と
考
え
る
見
方
が
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
文
献
に
み
え
る

「仮
度
の
宿
」
な
ど
と
よ
ば
れ
る
季
節
的

な
作
業
小
屋
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
他
方
そ
れ
ら
は
、
不
浪
人
や

逃
亡
者
の
隠
遁
的
住
居
で
あ
っ
た
場
合
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ

う
し
た

一
軒
家
の
急
増
が
、
律
令
制
支
配
が
破
綻
を
き
た
し
た
こ
ろ
か
ら
み
ら
れ

る
こ
と
は
、
当
時
の
地
方
社
会
の
変
質
を
大
き
く
物
語
る
現
象
と
い
え
る
。

な
お
、
縄
文
時
代
か
ら
庶
民
の
住
宅
で
あ

っ
た
竪
穴
住
居
は
、
平
安
時
代
後
期

の
十

一
世
紀
ご
ろ
を
境
に
ブ
ツ
リ
と
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
庶
民
の
住
宅

が
、　
一
般
に
床
の
高
い
家
屋
に
移
行
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

古
代
の
戸
籍
　
佐
久
地
方
に

一
～
二
万
人
い
た
と
も
推
算
で
き
る
奈
良

。
平
安

と
　
家
　
族
　
時
代
の
人
た
ち
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
家
族
や
集
団
の
な

か
で
生
活
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

奈
良
の
正
倉
院
な
ど
に
現
存
す
る
当
時
の
戸
籍
や
計
帳
は
、
当
時
の
家
族
や
集

団
を
知
る
重
要
な
手
掛
か
り
で
あ
る
。
戸
籍

・
計
帳
と
は
、
と
も
に
律
令
国
家
が

公
民
を
支
配
す
る
た
め
に
つ
く
っ
た
基
本
台
帳
で
あ
る
。
戸
籍
は
班
田
収
授

（政

府
が
人
民
に
口
分
田
を
与
え
る
こ
と
）
と
氏
姓
確
定
の
た
め
の
台
帳
で
、
六
年
ご

と
に
作
ら
れ
た
。
計
帳
は
調
庸
な
ど
の
税
金
を
賦
課
す
る
た
め
の
毎
年
の
台
帳
で

あ
る
。
ち
な
み
に
正
倉
院
に
は
、
戸
籍
が
三
〇
通
弱
、
計
帳
が
二
〇
通
弱
現
存
す

る
が
、
肝
心
な
信
濃
国
の
も
の
は
残
念
な
が
ら
残
さ
れ
て
い
な
い
。
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eil①戸籍上は直系・傍系を含む15人からなる家族
である。こうした父系合同家族が、実態を示し
ているかが論争となっている。

②数字は年齢

表 4 豊前国秦部乎麻呂の戸 (奈良時代前半)

（
２３
）

小
竜

（２２
）

全
Ｐ

王ヽ

）

□
―
秦
部
乎
麻
呂
（５７
）

火
‐８
Ｙ
‐
宇
提
売

（１
）

黒
麻
呂
（１７
）

赤
麻
呂
（１４
）

都
加
自
売
（５２
）

売

（１０
）

麻
呂

（７
）

―
伊
佐
泥
（４０
Ｙ
‐
‐
‐
―
刀
良
（２
）

（寄
口
）
秦
部
飯
手
売

（６０
）‐
‐
虫
名
売

（２７
）‐
‐
大
麻
呂
（２
）

さ
て
当
時
の
戸
籍
を
め
く
っ
て
み
る
と
、
戸
の
構
成
員
の
名
前
や
年
齢
、
父
や

子

・
叔
父
と
い
っ
た
戸
主
と
の
関
係
、
各
自
の
身
体
的
な
特
徴
な
ど
が
細
か
く
記

さ
れ
て
い
る
。

一
例
と
し
て
豊
前
国

（福
岡
県
）
仲
津
郡
丁
里
の
秦
部
乎
麻
呂
の
戸
籍
を
み
る

と
、
乎
麻
呂

（戸
主
）
の
戸
は
、
妻
と
七
人
の
子

（う
ち

一
人
は
嫁
に
い
っ
た
娘

で
）
、
加
え
て
乎
麻
呂
の
孫
に
あ
た
る
嫁
い
だ
娘
の
子
、
平
麻
呂
の
弟
と
そ
の
子
、

さ
ら
に
は
平
麻
呂
と
の
血
縁
関
係
が
不
明
な
初
老
の
女
と
そ
の
娘
と
そ
の
子
の
一

五
人
か
ら
な
り
、
両
親
と
子
と
い
う
直
系
家
族
だ
け
で
な
い
複
合
家
族
と
し
て
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

も
し
こ
れ
が
正
確
な
記
載
だ
と
す
る
と
、
当
時
の
家
族
を
復
元
す
る
う
え
で
、

き
わ
め
て
直
接
的
で
重
要
な
手
掛
か
り
と
い
え
る
の
だ
が
、
問
題
は
そ
う
簡
単
で

は
な
い
。
じ
つ
は
こ
の
戸
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
人
々
の
ま
と
ま
り
を
実
態
的
に

把
握
し
た
も
の
で
あ
る
之
い
う
説

「
戸
実
態
説
」
と
、
五
〇
戸

一
里

（郷
）
と
い

う
行
政
上
の
区
分
原
則
や
税
金
の
頭
割
り
な
ど
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
た
め
に
政

府
が
設
け
た
人
々
の
便
宜
的
な
把
握
の
区
分
で
あ
る
と
い
う
説

「
戸
擬
制
説
」
の

二
つ
の
説
が
あ

っ
て
、
そ
の
二
つ
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
政
府
が
最
初
か
ら
ま
っ
た
く
虚
構
の
戸
籍
台
帳
を
作

っ
て
い
た
の
で
は
、
人
民
の
把
握
に
混
乱
が
生
じ
る
た
め
、
当
初
は
実
態
に
即
し

て
把
握
し
て
い
た
が
、
増
え
続
け
る
人
口
に
戸
籍
作
り
が
追
い
つ
か
ず
、
年
を
経

る
ご
と
に
戸
籍
が
実
態
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
と
い
う
中
間
的
な
意
見
も
あ
る
。

こ
こ
で
、
「
戸
実
態
説
」
に
基
づ
く
と
当
時
の
家
族
は
、
秦
部
乎
麻
呂
の
戸
の
よ

う
に
戸
主

（家
父
長
）
を
中
心
と
し
て
直
系
家
族
以
外
も
含
む
父
系
の
合
同
家
族

で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
い
っ
ぽ
う
、
「
戸
擬
制
説
」
に
よ
る
と
、
そ
う
し
た
父
系

の
合
同
家
族
は
存
在
せ
ず
、
核
家
族
的
な
父
系
家
族
、
も
し
く
は
母
系
家
族
、
あ

る
い
は
そ
の
両
者
が
み
ら
れ
る
双
系
家
族
、
こ
の
い
ず
れ
か
で
あ

っ
た
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
万
葉
集
や
古
事
記

。
日
本
書
紀
、
平
安
時
代
の
貴
族
の

日
記
等
の
文
学
作
品
か
ら
復
元
さ
れ
る
当
時
の
家
族
と
は
母
系
家
族
で
あ
り
、
戸

実
態
説
と
は
相
反
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
家
族
の
実
態
は
、
戸
籍
の
真
偽

に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
現
在
、　
一
戸
と
い
っ
た
場
合
、　
一
つ
の
家
で
暮
ら
す

一
家
族
の
こ
と

を
さ
す
が
、
当
時
の
戸
は
竪
穴
住
居

一
戸
に
住
ん
だ

一
家
族
よ
り
も
さ
ら
に
大
き

な
ま
と
ま
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
と
え
ば
、
極
端
な
例
だ
が
、
筑
前
国

（福
岡

県
）
川
辺
里
の
戸
籍
を
み
る
と
、
そ
の
住
人
肥
君
猪
手
と
い
う
人
物
の
戸
で
は
、

肥
君
猪
手
を
戸
主
に

一
二
四
人
の
人
員

（戸
口
）
か
ら
な
り
、
当
然
、
多
く
見
積

も
っ
て
も
十
数
人
し
か
居
住
で
き
な
い
竪
穴
住
居

一
軒
に
対
応
す
る
人
数
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
だ
け
の
人
数
を
収
容
で
き
た
の
は
少
な
く
と
も

一
〇
軒
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の
住
居
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ち
な
み
に
当
時
の
戸
は
平
均
す
る
と
二
五
人
前

後
と
な
る
が
、
む
ろ
ん
そ
の
幅
は
大
き
い
。
ま
た
そ
の
戸
の
下
に
房
戸
が
お
か
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
竪
穴
住
居
の
居
住
員
に
対
応
す
る
の
だ
と
い
う
説
も
あ
る

が
、
一房
戸
の
人
数
も
竪
穴
住
居
の
居
住
人
数
と
対
応
さ
せ
る
に
は
や
や
多
め
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
逆
に
い
え
ば
、
少
な
く
と
も
考
古
学
的
に
は
、
日
常
生
活
の
最
小

単
位
と
し
て
竪
穴
住
居

一
軒
で
暮
ら
す
人
々
の
確
固
と
し
た
ま
と
ま
り
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
ま
と
ま
り
は
戸
籍
の
単
位
と
し
て
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た

〓
一　
浅
間
山
麓
の
古
代
の
ム
ラ

発
掘
さ
れ
た
　
浅
間
山
南
麓
に
あ
た
る
御
代
田
町
域
に
は
ど
の
よ
う
な
古
代
の

ム
　
　
　
ラ
　
ム
ラ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
近
年
の
ほ
場
整
備
や
広
域
農
業
道

路
浅
間
サ
ン
ラ
イ
ン
整
備
な
ど
の
開
発
事
業
に
よ
っ
て
、
奈
良
平
安
時
代
の
集
落

跡
が
小
田
井
地
区
や
塩
野
地
区
で
い
く
つ
か
発
掘
さ
れ
そ
の
よ
う
す
が
わ
か
っ
て

3,000・
し

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
な
る
と
、
さ
き
に

鋳
師
屋
の
ム
ラ
で
み
た
よ
う
な
稲
倉
な
ど
を

共
有
す
る
住
居
間
の
結
び
付
き
が
戸
と
整
合

す
る
か
ど
う
か
が
問
題
だ
が
、
残
念
な
が
ら

そ
の
つ
き
あ
わ
せ
は
き
わ
め
て
困
難
と
い
え

フつ
。い

ず
れ
に
せ
よ
、
当
時
の
家
族
の
す
が
た

の
実
像
に
迫
る
に
は
、
戸
籍
が
そ
の
実
態
を

反
映
し
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
解

決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
い
っ
ぽ

う
で
、
考
古
学
的
に
現
わ
れ
る
生
活
単
位
と

戸
籍
上
の
単
位
と
の
す
き
ま
を
埋
め
る
作
業

も
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
本
来
の
古
代
の
家
族
や
集
団
が

は
っ
き
り
語
ら
れ
る
に
は
、　
い
ま
し
ば
ら
く

時
間
が
必
要
な
よ
う
で
あ
る
。
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図100 聖原 ‖遺跡のムラ (1:500)
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き
た

（図
９９
）ｏ

い
っ
ぽ
う
、
町
の
東
部
に
あ
た
る
清
万
や
西
軽
井
沢

。
向
原
な
ど
で
は
、
平
安

時
代
の
天
仁
元

（
一
一
〇
八
）
年
の
浅
間
の
噴
火
に
よ
る

「追
分
火
砕
流
」
に
分

厚
く
覆
わ
れ
て
お
り
、
古
代
の
ム
ラ
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
現
在
ま
で
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
豊
昇
地
区
は

「追
分
火
砕
流
」
に
は
覆
わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
や

は
り
古
代
の
ム
ラ
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
項
で
は
、
小
田
井
地
区
や
塩
野
地
区
な
ど
で
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
ム
ラ
に

つ
い
て
個
々
に
取
り
上
げ
て
み
る
。

３
３
ら
　
　
　
　
聖
原
Ｈ
遺
跡
の
古
代
の
ム
ラ
は
、
現
在
の
佐
久
市
食
肉
セ
ン

聖

原
の
ム
ラ

タ
ー
の
北
側
に
あ
た
る
場
所
で
、
御
代
田
町
と
佐
久
市
の
両

市
町
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
市
と
町
で
発
掘
さ
れ
た
。
標
高
は

七
五
〇
屑
、
両
側
を
田
切
り
地
形
に
は
さ
ま
れ
た
細
長
い
台
地
の
上
に
ム
ラ
が
作

ら
れ
て
い
る
。
御
代
田
町
分
で
は
、
三
回
の
地
点
的
調
査
で
、
入
世
紀
前
半
か
ら

九
世
紀
に
か
け
て
の
竪
穴
住
居
跡
四
軒
と
掘
立
柱
建
物
跡
八
棟
が
見
つ
か
り
、
奈

良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
頭
に
か
け
て
人
々
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

住
居
内
か
ら
は
、
甕
や
不
な
ど
の
土
器
、
砥
石
な
ど
生
活
用
具
も
出
土
し
た
。

た
だ
し
御
代
田
町
分
に
あ
た
る
発
掘
場
所
は
、
い
わ
ば

「
ム
ラ
は
ず
れ
」
に
あ

た
る
部
分
で
、
当
時
の
ム
ラ
の
中
心
は
こ
の
場
所
よ
り
さ
ら
に
南
西
方
向

へ
六
〇

〇
屑
ほ
ど
の
聖
原
Ｉ
遺
跡

（佐
久
市
分
）
に
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
聖
原

Ｉ
遺
跡
で
は

一
〇
〇
〇
軒
近
い
数
の
奈
良
～
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
密
集
し

て
見
つ
か
っ
て
お
り
、
ま
た
有
力
者
層
の
所
有
物
と
み
ら
れ
る
円
面
硯
や
銅
鏡

・

石
製
印
な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
場
所
が
ム
ラ
の
中
心
部
で
あ
っ
た
こ
と
に

間
違
い
な
い
。
石
製
印
は
角
印
で

「伯

万
私
印
」
と
印
刻

（写
１２０
）
が
あ
り
、
「伯

万
」
と
い
う
人
物
が
聖
原
の
ム
ラ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
に
あ
っ

て
印
を
所
有
す
る
ま
で
の

「伯
万
」
は
、
こ
の
ム
ラ
を
つ
か
さ
ど
る
り
―
ダ
ー
的

”
囲
Ｈ・‐

座標系 第Ⅷ系
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存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

聖
原
の
ム
ラ
は
、
『和
名

類

衆

抄
』
に
み
え
る
佐
久
郡
八
郷
で
い
つ
と
、
お
そ

ら
く

「大
井
郷
」
に
属
す
る
ム
ラ
で
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

の
　
鋳
師
屋
遺
跡
群
の
ム
ラ
の
す
が
た

（建
物
構
成
）
や
性
格
に
つ

ラ
　
い
て
は
、
奈
良

。
平
安
時
代
の
ム
ラ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

前
項
で
く
わ
し
く
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
ほ
か
の
集
落
遺
跡
と
同
じ
視
点
で
簡

単
に
ふ
れ
て
お
く
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
は
、
佐
久
市
西
屋
敷
の
南
側
、
御
代
田
町

・
佐
久
市

。
小
諸
市

の
三
市
町
の
境
に
あ
り
、
野
火
付

・
十
二
・
根
岸
遺
跡

（以
上
御
代
田
町
分
）
、
前

田
遺
跡

（御
代
田
町
と
佐
久
市
の
双
方
に
ま
た
が
る
）
、
鋳
師
屋
遺
跡

（佐
久
市
と

小
諸
市
の
双
方
に
ま
た
が
る
）
の
五
遺
跡
か
ら
な
る
。
標
高
は
七
七
〇
屑
ほ
ど
で

あ
る
。

鋳
師
屋
遺
跡
群
か
ら
は
、
奈
良

。
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
二
五
七
軒
と
掘
立

柱
建
物
跡
四
三
四
棟
が
発
掘
さ
れ
た
。
同
時
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
竪
穴
住
居
の

数
は
、
八
世
紀
前
半
が
約
七
〇
軒
、
八
世
紀
後
半
が
約
六
〇
軒
、
九
世
紀
前
半
が

約
二
〇
軒
、
九
世
紀
後
半
が
約

一
〇
軒
、
十
世
紀
前
半
が
二
軒
程
度
と
推
定
さ
れ

る
。
つ
ま
り
八
世
紀
が
こ
の
ム
ラ
の
最
盛
期
で
あ

っ
た
。
住
居
の
数
か
ら
み
て
八

世
紀
の
こ
の
ム
ラ
に
は
、
少
な
く
と
も
二
〇
〇
人
以
上
が
暮
ら
し
て
い
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
七
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
住
居
は
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
な
い

の
で
、
八
世
紀
前
半
の
突
如
と
も
い
え
る
住
居
増
か
ら
は
、
こ
の
ム
ラ
が
自
然
継

続
的
に
拡
大
し
た
も
の
で
な
く
、
計
画
的
な
移
住
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
計
画
的
な
移
住
の
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
二
つ
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

①
　
東
山
道

「長
倉
駅
」
の
経
営
の
た
め
。

②
　
御
牧

「塩
野
牧
」
の
経
営
の
た
め
。

③
　
御
牧

「長
倉
牧
」
の
経
営
の
た
め
。

鋳
師
屋
の
ム
ラ
が
、
律
令
制
に
と
も
な
っ
て
整
備
さ
れ
た
東
山
道
の
駅
家
や
、

御
牧
経
営
の
た
め
に
置
か
れ
た
と
い
う
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
東
山
道
や
御
牧
の
項
で
そ
れ
ぞ
れ

く
わ
し
く
検
討
し
て
い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
理
由
は
①
～
③

の
い
ず
れ
と
も
決
定
し
が
た
い
が
、
総
合
的
に
み
て
①
の

「長
倉
駅
」
の
経
営
の

た
め
と
い
う
理
由
は
今
の
と
こ
ろ
や
や
有
利
か
も
し
れ
な
い
。
い
っ
ぽ
う
③
の
「
長

倉
牧
」
の
経
営
の
た
め
と
い
う
理
由
は
、
長
倉
牧
の
主
要
な
場
所
と
の
距
離
関
係

か
ら
み
て
不
利
で
あ
る
。
ま
た
、
鋳
師
屋
よ
り
さ
ら
に
浅
間
山
麓
寄
り
に
は
大
規

模
な
集
落
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
駅
や
牧
な
ど
の
経
営
に

か
か
わ
る
集
団
が
合
同
で
住
ん
で
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
実
際
遺
跡

に
住
居
ご
と
の
ま
と
ま
り
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
区
ご
と
に
住
み
分

け
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

鋳
師
屋
の
ム
ラ
は

『和
名
類
衆
抄
』
に
記
載
さ
れ
た
佐
久
郡
八
郷
で
い
う
と
、

岩
村
田
か
ら
長
土
呂
を
中
心
と
し
て
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る

「大
井
郷
」
の
北
端
に

あ
た
る
ム
ラ
の
可
能
性
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
い
っ
ぼ
う
で
本
遺
跡
群
か
ら
は

「長
倉
寺
」
と
い
う
墨
書
土
器
が
出
土
し

て
い
る
の
で
、
「長
倉
」
と
よ
ば
れ
た
ム
ラ
の

一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ

う
。
鎌
倉
時
代
の

コ
ロ妻

鏡
』
に
は
、
仁
治
二

（
〓

一四

一
）
年
の
条
に

「信
濃

ム 鋳じ

師じ

層邑や
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写105。 図101 前田遺跡のムラ



国
長
倉
保
」
の
記
載
が
み
え
、
軽
井
沢
町
の
追
分
諏
訪
神
社
の
応
永
十
七

（
一
四

一
〇
）
年

『紙
本
墨
書
大
般
若
経
』
に
は

「信
州
佐
久
郡
大
井
荘
長
合
郷
追
分
大

明
神
之
御
宝
」
と
い
う
記
載
も
あ
る
。
保
は
平
安
時
代
後
期
に
あ
ら
わ
れ
た
荘

・

郷

。
保

。
名
と
い
う
所
領
の
単
位
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
ム
ラ
は
奈
良
時
代
前
半

に

「大
井
郷
長
合
里
」
と
し
て
あ
り
、
平
安
時
代
後
期
に
は

「人
井
郷
長
倉
保
」

の

一
部
で
あ

っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

児
王
地
区
の
西
側
に
あ
る
池
尻
遺
跡
か
ら
は
、
平
成
六
年
、

池
尻
の
住
居
跡

新
幹
線
建
設
に
と
も
な
う
発
掘
で
、
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居

一
軒
が

「
追
分
火
砕
流
」

２

一
〇
八
年
）
の
下
か
ら
発
掘
さ
れ
た
。
竪
穴
住
居
に

は
焼
け
た
痕
跡
が
あ

っ
た
が

「追
分
火
砕
流
」
の
直
撃
に
よ
り
焼
失
し
た
も
の
で

は
な
く
、
そ
れ
よ
り
少
し
前
に
焼
失
し
た
も
の
ら
し
く
、
土
器
か
ら
は
十
～
十

一

世
紀
こ
ろ
の
住
居
と
判
断
さ
れ
る
。
住
居
は

一
辺
三

・
五
肝
ほ
ど
の
小
型
の
も
の

で
、
付
設
さ
れ
た
カ

マ
ド
か
ら
は
、
土
師
器
の
小
型
甕
と
羽
釜
が
出
上
し
た
。
ま

た
カ
マ
ド
周
辺
か
ら
は
食
用
に
し
た
と
み
ら
れ
る
ト
チ
の
実
や
ド

ン
グ
リ
の
皮
も

見

つ
か
っ
て
い
る
。

こ
の
場
所
は
斜
面
地
で
住
居
を
か
ま
え
る
に
は
あ
ま
り
適
当
な
場
所
で
な
く
、

ま
た
発
掘
さ
れ
た
建
物

の
構
造
も
簡
単
な
も
の
な
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
通
年

居
住
の
た
め
の
住
居
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
作
業
小
屋
な
ど
何
ら
か
の
簡
易
住
居

で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

当
時
の
大
井
郷
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
児
玉
地
区
に
、
ど
の
程
度
住
居
が
か

ま
え
ら
れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
少
な
く
と
も
鋳
師
屋
の
ム
ラ
の
よ
う
に

住
居
が
密
集
す
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

現
在
の
塩
野
集
落

の
北
に
あ
る
広
畑
遺
跡
か
ら
は
、
浅
間
サ

ン

広
畑
の
ム
ラ

ラ
イ

ン
の
道
路
開
発
に
と
も
な

っ
て
、
平
安
時
代
の
九
世
紀
末

の
竪
穴
住
居
跡
が

一
軒
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の
場
所
は
標
高
九
二
〇
肝
の
位
置
に
あ

り
、
御
代
田
町
域
に
あ
る
奈
良
平
安
時
代
の
集
落
の
う
ち
で
は
も

っ
と
も
高

い
場

所
に
あ
た
る
。
な
お
、
広
畑
遺
跡
は
浅
間
サ
ン
ラ
イ

ン
の
道
路
幅
部
分
だ
け
の
調

査
で
あ

っ
た
た
め
、　
こ
の
場
所
に
こ
れ
以
外
に
も
住
居
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な

い
。

住
居
跡
か
ら
は
土
師
器
の
不
や
甕
、
光
ケ
丘

一
号
窯
式
と
さ
れ
る
美
濃
地
方
の

第 2節 浅間山麓の古代のムラ

写106 池尻遺跡の平安時代の住居

カマドをもつ小型住居で10～ 111世紀ころのものとみられる。

あるし,ま住居というより作業小屋であったのかもしれない。
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図102 広畑遺跡の平安時代の住居と出土品

灰
釉
陶
器
が
出
土
し
、
７
ど

な
ど
と
墨
書
さ
れ
た
土
器
や
、
鎌
・鉄
ク
ギ
な
ど
も

見
つ
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
特
殊
な
出
土
品
と
し
て
鋼
製
の
小
型
鈴
二
個

（写
９３
）

と
飾
り
金
具

一
個
、
円
盤
状
の
小
型
鉄
製
品

一
個
が
出
土
し
た
。

ま
た
、
こ
の
住
居
跡
か
ら
は
炭
化
材
が
た
く
さ
ん
出
土
し
、
樹
種
を
調
べ
た
結

果
、　
コ
ナ
ラ
属
の
材
三
二
点
、
ク
リ
材
八
点
、
カ
ツ
ラ
材
二
点
、
オ
ニ
グ
ル
ミ

一

点
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
カ
ヤ
の
よ
う
な
植
物
が
炭
化
し
た
も

の
も
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
住
居
は
コ
ナ
ラ
や
ク
リ

・
カ

ツ
ラ
な
ど
の
材
を
用
い
て
建
て
ら
れ
、
カ
ヤ
な
ど
が
屋
根
に
葺
か
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

広
畑
遺
跡
の
あ
る
場
所
は
、
御
牧

「塩
野
牧
」
の
牧
場
の
範
囲
内
で
あ
り
、
そ

れ
が
牧
経
営
を
担
っ
た
人
々
の
住
居
で
あ
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。
事
実
鋼
製
の

小
型
鈴
二
個
な
ど
は
、
ほ
か
の
集
落
遺
跡
で
は
み
ら
れ
な
い
特
殊
な
出
土
品
で
あ

り
、
馬
な
ど
の
飾
り
鈴
な
ど
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

斑
ぅ
之の
贋

の

・城
之
腰
遺
跡
は
塩
野
か
ら
寺
沢

へ
と
の
ぼ
る
途
中
、
浅
間
サ
ン

ム
　
　
　
一フ
　
ラ
イ
ン
の
手
前
の
標
高
八
九
〇
屑
の
台
地
に
あ
る
。
三
七
五
〇

平
方
屑
の
台
地
上
か
ら
は
九
世
紀
末
の
住
居

一
軒
と

一
〇
世
紀
初
め
の
住
居

一
軒

が
見
つ
か
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
出
土
品
は
土
師
器
の
不

・
甕
な
ど
が
わ
ず
か
に

み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い

（図
１０３
）０

城
之
腰
遺
跡
で
は
、
九
世
紀
末
と

一
〇
世
紀
初
め
に
そ
れ
ぞ
れ
台
地
上
に
家
が

ポ
ツ
ン
と

一
軒
あ

っ
た
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
下
方
に
接
す
る
川
原
田
遺

跡
で
は
同
じ
こ
ろ
五
軒
以
上
の
住
居
か
ら
な
る
ム
ラ
が
展
開
し
て
い
た
。

。pP
OP
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図103 城之腰遺跡の平安時代のムラ

ム 川

原

田

ラ の

川
原
田
遺
跡
は
、
塩
野
真
楽
寺
の
東
側
に
あ
た
る
標
高
八
八
〇

屑
の
舌
状
台
地
の
上
に
あ
り
、
北
東
上
方
に
城
之
腰
遺
跡
が
接

し

て

い
る
。

川
原
田
遺
跡
か
ら
は
、
九
世
紀
末
の
住
居
跡
五
軒
、
十
世
紀
初
め
の
住
居
跡
七

軒
、
つ
づ
く
十
世
紀
前
半
の
住
居
跡
七
軒
の
計

一
九
軒
が
発
掘
さ
れ
た

（図
１０４

・

写
１０７
・写
１０８
）０
つ
ま
り
、
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
五
〇
～
六
〇

年
の
間
、
住
居
五
～
七
軒
ほ
ど
の
構
成
で
推
移
し
た
ム
ラ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

，つ
。川

原
田
の
ム
ラ
は
、
小
沼
郷
に
属
す
る
ム
ラ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
特
殊
な

出
土
遺
物
か
ら
古
代
の
寺
の
運
営
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
い
た
人
々
の
ム
ラ
と
も
み

ら
れ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
人
々
も
農
耕
を
行
な
わ
な
い
と
生
活
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ

う
が
、
こ
の
ム
ラ
は
純
粋
な
農
村
と
は
や
や
異
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

川
原
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
特
殊
な
遺
物
と
し
て
は
（図
１０４
）
、
灰
釉
陶
器
の
破

片
を
利
用
し
た
墨
の
転
用
硯
五
点
、
朱
墨
転
用
硯
三
点
、
灯
明
に
用
い
ら
れ
た
土

師
器
不
八
点
、
鉄
鉢
に
似
た
土
師
器
不

一
点
、
国
内
で

一
二
点
ほ
ど
し
か
出
土
し

て
い
な
い
鋼
製
の
火
焚
斗

一
点
、
「大
内
寺
」
の
墨
書
の
あ
る
土
器
二
点
、
「大
平

寺
」
の
墨
書
の
あ
る
土
器

一
点
で
あ
る
。
寺
と
い
う
墨
書
そ
の
も
の
と
あ
わ
せ
て
、

僧
侶
な
ど
が
用
い
た
鉄
鉢
に
似
た
土
師
器
不
、
鋼
製
の
火
焚
斗
、
灯

明

用
不
、
朱

墨
硯
な
ど
も
宗
教
的
な
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
川
原
田
遺
跡
か
ら
は
二
八
×
一
八
屑
の
溝
で
方
形
に
囲
ま
れ
た
敷
地
内

か
ら
礎
石
の
建
物
跡
が
発
掘
さ
れ
、
仏
堂
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

十
世
紀
こ
ろ
、
＞」う
し
た
宗
教
的
環
境
が
備
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
遺
跡

に
隣
接
す
る
真
楽
寺
も
こ
の
時
代
に
は
こ
の
地
域
に
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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第 2節 浅間山麓の Ff代のムラ

写109 下荒田遺跡の平安時代のムラ
「
1自 Iは摯穴住居

お
そ
ら
く
川
原
田
の
ム
ラ
は
、
真
楽
寺
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
り
、
ま
た
そ
の
末
寺

か
ら
修
業
や
奉
仕
に
き
た
僧
な
ど
が
住
ま
う
ム
ラ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
か

（第
二
節
三

「
浅
問
山
麓
の
古
代
↓
院
」
参
照
）
。

関
屋
の
ム
ラ

・
　

塩
野
の
真
楽
寺

へ
の
進
人
路
の
西
に
位
置
す
る
関
屋
遺
跡
は

中
屋
際
の
ム
ラ
　
標
高
八
六
〇
肝
の
丘
陵
上
に
あ
る

（図
１０５
）
０

関
屋
遺
跡
か
ら
は
、
十
世
紀
初
め
の
住
居
跡
二
軒
、
や
は
り
同
じ
こ
ろ
の
も
の

と
み
ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
跡
が

一
棟
、
火
を
焚

い
た
ら
し
い
穴
が

一
個
発
掘
さ
れ

た
。
住
居
跡
か
ら
は
、
上
師
器
の
不

・
甕
な
ど
が
出
上
し
た
．

塩
野
か
ら
乗
瀬

へ
と
向
か
う
道
路

の
西
に
位
置
す
る
中
屋
際
遺
跡
は
、
標
高
八

三
〇
肝
の
細

い
尾
根
上
に
あ
り
、
西
上
方
に
西
荒
神
遺
跡
が
接
し
て
い
る
。

中
屋
際
遺
跡
か
ら
は
、
九
世
紀
後
半
の
住
居
跡
が
二
軒
、
十
世
紀
初
め
の
住
居

跡
二
軒
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
時
期
の
住
居
が

一
軒
の
計
五
軒
が
発
掘
さ
れ
た
。

住
居
跡
か
ら
は
、
須
恵
器
の
杯

・
上
師
器
の
不

・
甕
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

関
屋
の
ム
ラ
も
中
屋
際
の
ム
ラ
も
小
沼
郷
に
属
す
る
ム
ラ
と
考
え
ら
れ
る
。

と
，

た
　
　
　
　
塩
野
西
遺
跡
群
の
下
荒
川
遺
跡
で
は
、
小
沼
郷
に
属
す
る
と

下
荒
田
の
ム
ラ

み
ら
れ
る
平
安
時
代
の
ム
ラ
が
発
掘
さ
れ
た
。
標
高
八
二
〇

属
、
お
よ
そ
八
〇
〇
〇
平
方
屑
の
台
地
の
上
か
ら
十
世
紀
初
め
の
住
居
が
五
軒
、

十

一
世
紀
中
ご
ろ
の
住
居
三
軒
が
見

つ
か
っ
た
（写
朋
）
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
鋳
師

屋
の
ム
ラ
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
掘
立
柱
建
物
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。

十
世
紀
初
め
の
住
居
か
ら
は
、
土
師
器
の
杯
や
甕
、
光
ケ
丘

一
号
窯
式
と
さ
れ

る
美
濃
地
方
の
灰
釉
陶
器
が
出
土
し
、
「
生
」
。
「井
」
な
ど
と
墨
書
さ
れ
た
上
器
も
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第 2節 浅間山麓の古代のムラ

あ

っ
た
。
十

一
世
紀
中
ご
ろ
の
住
居
で
は
、
土
師
器
の
甕
に
か
わ
っ
て
羽
釜
な
ど

の
煮
炊
き
具
や
不
、
大
原
二
号
窯
式
と
さ
れ
る
美
濃
地
方
の
灰
釉
陶
器
の
耳
皿
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。

下
荒
田
で
は
、
十
世
紀
初
め
ご
ろ
に
数
軒
の
住
居
か
ら
な
る
小
さ
な
ム
ラ
が
作

ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
い
っ
た
ん
途
絶
え
、
ふ
た
た
び
十

一
世
紀
中
ご
ろ
に
は
住
居

三
軒
程
度
の
小
さ
な
ム
ラ
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
、
十
世
紀
初
め

の
竪
穴
住
居
の
カ
マ
ド
は
北
側
の
壁
の
中
央
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
十

一
世
紀
中
ご
ろ
の
住
居
で
は
南
束
の
角
に
カ
マ
ド
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
カ
マ
ド

の
位
置
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

西
荒
神
の
ム
ラ

・
　
塩
野
集
落
の
西
、
小
諸
市
と
の
境
に
は
西
荒
神
遺
跡
と
東

東

荒
神
の
ム
ラ
　
荒
神
遺
跡
が
谷
を
は
さ
ん
で
隣
り
合
わ
せ
て
存
在
し
て
い

る

（図
１０５
）
０

西
荒
神
遺
跡
は
、
標
高
八
七
〇
屑
の
細
い
尾
根
上
に
あ
り
、
九
世
紀
後
半
の
住

居
跡
三
軒
が
発
掘
さ
れ
た
。
住
居
跡
か
ら
は
、
土
師
器
の
不

。
甕
な
ど
が
出
土
し

た
。東

荒
神
遺
跡
は
、
標
高
八
五
〇
屑
の
細
い
尾
根
上
に
あ
り
、
十
世
紀
初
め
の
住

居
跡
三
軒
が
発
掘
さ
れ
た
。
時
期
的
に
は
西
荒
神
遺
跡
の
後
に
な
る
住
居
と
い
え

る
。
住
居
跡
か
ら
は
、
土
師
器
の
不

・
甕
な
ど
が
出
土
し
た
。

双
方
の
ム
ラ
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
、
三
軒
の
住
居
が
同
時
に
存
在
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
二
つ
は
小
沼
郷
に

属
す
る
ご
く
小
さ
な
ム
ラ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

浅
間
山
麓
の
　
浅
問
山
南
麓
、
御
代
田
町
域
か
ら
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
ム
ラ
を

古
代
の
ム
ラ
　
個
々
に
取
り
上
げ
て
み
た
。
こ
こ
で
は
古
代
の
ム
ラ
の
全
体
的

な
あ
り
方
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、　
一
口
に
奈
良

。
平
安
時
代
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
八
世
紀
初
頭
か
ら
十

二
世
紀
末
ま
で
の
五
〇
〇
年
間
に
も
わ
た
っ
て
お
り
、
き
わ
め
て
長
い
期
間
と
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
時
期
を
追
い
な
が
ら
、
集
落
の
変
遷
を
み
て
み
よ
う
。

奈
良
時
代
に
な
っ
た
八
世
紀
、
御
代
田
町
域
で
ム
ラ
が
作
ら
れ
る
の
は
、
小
田

井
地
区
の
西
に
あ
る
鋳
師
屋
の
ム
ラ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
、
数
十
棟
の
住
居
や
掘

立
柱
建
物
跡
が
立
ち
並
ぶ
比
較
的
規
模
の
大
き
い
ム
ラ
で
、
駅
や
牧
の
経
営
に
か

か
わ
っ
て
計
画
的
に
作
ら
れ
た
ム
ラ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ム
ラ
の
な
か
に
は
公

的
な
稲
倉
が
あ
り
、
長
倉
寺
と
よ
ば
れ
る
寺
院
も
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
ム
ラ
も

九
世
紀
後
半
以
降
に
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。
駅
や
牧
の
経
営
の
変
質
や
悪
化
に
よ

る
消
滅
な
の
だ
ろ
う
か
。
律
令
政
治
が
疲
弊
し
て
く
る
時
期
と
ム
ラ
の
消
滅
も
重

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
塩
野
な
ど
の
山
麓
部
で
は
、
奈
良
時
代
の
住
居
は
い
ま
の
と
こ
ろ

ま
っ
た
く
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
塩
野
な
ど
の
山
麓
部
に
住
居
が
み
ら
れ
る
の
は
、

平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
九
世
紀
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
小
田
井
の
西
の

鋳
師
屋
の
ム
ラ
の
消
滅
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
山
麓
部
に
住
居
が
単
独
か
あ

っ
て
も
数
軒
だ
け
の
小
さ
な
ム
ラ
が
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
小
さ
な
ム
ラ
ム
ラ
は
御
牧
塩
野
牧
の
推
定
範
囲
内
に
存
在
す
る
が
、
広

畑
で
み
ら
れ
た
鋼
製
の
鈴
以
外
、
塩
野
牧
と
の
関
連
を
示
す
よ
う
な
出
土
品
は
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ム
ラ
に
暮
ら
す
人
々
が
塩
野
牧
と
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。
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写110 浅間山麓の古代のムラ

御代田町清万・向原、軽井沢町追分一帯にかけて古代のムラがみえないのは、かつてムラがなかっ

たからではなく、追分火砕流に埋めつくされたためと考えられる。

た
だ
、
そ
こ
か
し
こ
に
点
々
と
小
さ
な
ム
ラ
が
か
ま
え
ら
れ
る
塩
野
に
あ

っ

て
も
、
大
沼
の
池
周
辺
だ
け
は
活
気
を
お
び
て
い
た
。
仏
堂
と
も
み
ら
れ
る
溝

で
囲
ま
れ
た
礎
石
建
物
が
川
原
田
に
建
ち
、
そ
の
ま
わ
り
に
は
僧
な
ど
が
暮
ら

す
住
居
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
こ
ろ
に
は
真
楽
寺
も
い
く
つ
か

の
建
物
を
か
ま
え
風
格
の
あ
る
寺
院
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

さ
て
、
鋳
師
屋
の
ム
ラ
と
塩
野
周
辺
の
ム
ラ
で
は
、
ム
ラ
を
構
成
す
る
建
物

に
大
き
な
違
い
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鋳
師
屋
の
ム
ラ
で
住
居
以
上
に
数

多
く
建
て
ら
れ
て
い
た
掘
立
柱
建
物
は
、
塩
野
の
ム
ラ
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
。
こ
れ
は
双
方
の
ム
ラ
の
性
格
の
違
い
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
、
単
に
時
期
が
下
る
と
掘
立
柱
建
物
が
目
立

っ
て
建
て
ら
れ
な
く
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
実
際
、
古
い
時
期
か
ら
新
し
い
時
期
に
な
る
つ
れ
掘
立
柱
建
物
が

み
ら
れ
な
く
な
る
傾
向
は
信
濃
全
般
で
あ
る
ら
し
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
双
方

の
集
落
の
構
造
の
差
が
大
き
す
ぎ
る
。
と
な
る
と
や
は
り
、
鋳
師
屋
の
ム
ラ
の

掘
立
柱
建
物
の
い
く
つ
か
は

一
般
的
な
家
屋
と
し
て
あ

っ
た
の
で
は
な
く
、
集

落
の
性
格
を
担
う
特
殊
な
建
物
、
あ
る
い
は
厩
舎
な
ど
と
か
、
そ
う
し
た
建
物

で
あ

っ
た
だ
ろ
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。



第
二
節
　
ム
ラ
の
暮
ら
し

一　

暮
ら
し
の
よ
う
す

奈
良

・
平
安
時
代
の
人
々
の
食
生
活
に
つ
い
て
、
当
時
の
遺
跡

古
代
の
食
品
　
か
ら
実
際
に
出
土
し
た
食
物
や
、
平
城
京
な
ど
か
ら
出
土
し
た

木
簡
、
あ
る
い
は

『和
名

蠍
琳
街
擬
』フ
と
い
う
平
安
時
代
の
辞
典
や

『延
喜
式
』

な
ど
の
文
献
を
手
が
か
り
に
記
し
て
み
よ
う
。

『延
喜
式
』
に
は
、
信
濃
国
か
ら
お
さ
め
ら
れ
た
中

男
作
物

（
一
七
～
二
〇
歳
の

男
子
の
貢
）
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

紙

・
紅
花

・
腱
留

・
犯
子し
。
協
爵
ン
耐
Ｗ
属
潔
町
墨
盤
御
助
・
氷ひ
頭ず
。
背せ
隊

。
臨

子
が
そ
れ
で
、
実
際
正
倉
院
宝
物
と
し
て
、
小
県
郡
と
水
内
郡
か
ら
芥
子
を
献
上

し
た
と
き
の
麻
布
の
袋
も
現
存
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
男
作
物
は
実
際
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
紅
花
は

染
料
や
薬
で
あ
り
、
麻
子
は
食
用
も
し
く
は
薬
、
芥
子
は
調
味
料
な
い
し
は
神
経

痛
や
リ
ュ
ウ
マ
チ
の
薬
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
ほ
か
の
も
の
は
食
品
で
、
猪
膏
は

イ
ノ
シ
シ
の
あ
ぶ
ら
み
、
肺
は
イ
ノ
シ
シ
な
ど
獣
の
乾
肉
、
雉
謄
は
魚
や
鳥
な
ど

の
乾
肉
、
鮭
楚
割
は
サ
ケ
を
干
し
て
細
か
く
割
い
た
も
の
、
氷
頭
は
サ
ケ
の
頭
部
、

背
腸
は
サ
ケ
の
軟
髄
を
塩
辛
に
し
た
も
の
、
鮭
子
は
サ
ケ
の
す
じ
こ
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

第 3節 ムラの暮らし

こ
の
時
代
は
今
の
よ
う
に
ダ
ム
に
よ
る
河
水
の
せ
き
止
め
の
な
い
時
代
で
あ
っ

た
か
ら
、
秋
に
は
千
曲
川
な
ど
を
た
く
さ
ん
の
サ
ケ
が
遡
上
し
、
特
産
物
と
し
て

献
上
で
き
る
だ
け
の
漁
獲
高
が
得
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
山
国
で
も
あ
る
信
濃
で

は
イ
ノ
シ
シ
な
ど
獣
や
鳥
な
ど
の
狩
猟
も
さ
か
ん
で
、
そ
う
し
た
肉
類
も
食
物
と

し
て
中
央
に
送
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
モ
リ
し
た
イ
ノ
シ
シ
や
鳥
の
肉
類
、
サ

ケ
な
ど
は
献
上
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
信
濃
に
住
む
人
々
の
口
に
も
入
っ
て
い
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

最
近
、
平
城
京
に
あ
る
長
屋
王
邸
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
奈
良
時
代
の
木
簡
を
み

る
と
、
長
屋
王
邸
に
国
内
各
地
か
ら
献
上
さ
れ
た
食
品
に
は
、
主
食
の
穀
類
と
し

て
は
、
米

・
小
麦

。
粟

・
白
大
豆
が
、
野
菜
で
は
カ
ブ

。
フ
キ

・
セ
リ

・
ダ
イ
コ

ン
・
ウ
リ

・
タ
ケ
ノ
コ
。
ア
ザ
ミ
、
海
草
で
は
ワ
カ
メ
、
魚
介
類
で
は
カ
ツ
オ

・

フ
ナ

。
ア
ュ
・
ボ
ラ

・
ア
ワ
ビ

・
ツ
プ
貝
、
漬
物
に
し
た
ナ
ス
や
ミ
ョ
ウ
ガ
、
果

実
で
は
ク
ル
ミ

・
ク
リ

・
カ
キ
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
グ
ル
メ
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ

て
く
れ
る
。

当
時
の
上
級
貴
族
の
食
卓
を
飾

っ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、
こ
れ
以
外
に
も
ウ

ニ
や
タ

イ
、
牛
乳
、
蘇
と
い
わ
れ
る
チ
ー
ズ
状
の
乳
製
品
な
ど
豊
富
で
あ
り
、
季
節
の
珍

味
な
ど
も
含
め
た
豪
華
さ
が
わ
か
る
。
チ
ー
ズ
状
の
乳
製
品
で
あ
る
蘇
は
、
食
べ

る
と
筋
力
が
つ
き
、
肌
が
美
し
く
な
る
と
さ
れ
、
健
康
食

・
美
容
食
だ
っ
た
ら
し

い
。
も
ち
ろ
ん
酒
も
あ
っ
た
。
酒
の
種
類
と
し
て
は
、
清
酒

。
濁
酒

・
糟
湯
酒

・

423
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庶民の食事

①ヒジキの煮物 ②青菜,|
③玄米     ④塩
⑤糟湯酒

貴族の食事

①枝 えヽ、来、llイ モ ②ホヤ ③鮒1の煮物
④鹿のなます ⑤,責物 ⑥イワカ |

⑦白米   ⑧酎i ⑨l征
⑩清,酉

写111 庶民の食事 (左 )と 貴族の食事 (右 )(復元=料理研究家奥村彪11、 『14城京再現』より)

粉
酒
が
あ

っ
た
こ
と
が
正
倉
院
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

庶
民
の
食
事
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
万
葉
集
の
山
上
憶
良
の
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
、

釜
に
蜘
蛛
の
巣
が
張
る
ぐ
ら
い
、
米
の
飯
を
日
に
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
の
だ
ろ

う
か
っ
い
ず
れ
に
し
て
も
庶
民
の
食
事
は

一
汁

一
菜
の
質
素
な
も
の
で
あ

っ
た
ら

し
い
こ
と
は
想
像
が
つ
く
。
食
事

の
回
数
は
朝
夕
の

一
日
二
食
で
あ

っ
た
と
す
る

説
が
有
力
で
あ
る
。
そ
う
し
た
庶
民
の
食
品
に
つ
い
て
の
手
掛
か
り
が
、
佐
久
市

長
上
呂
の
下

聖

端
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
得
ら
れ
て
い
る
。

下
聖
端
遺
跡
で
は
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
の
四
軒
の
住
居
を

覆
う
土
を
細
か
な
フ
ル
イ
に
か
け
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
か
ら

一
九
五
二
粒
に
も
お

よ
ぶ
焼
け
た
種
が
見

つ
か

っ
た

（表
５
）
。
そ
の
種
類
は
、
米

・
小
麦

。
大
麦

・
ヒ

エ
・
ア
ワ

・
キ
ビ
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
小
雑
穀
類
、
豆
類

・
タ
デ
類

・

ソ
バ

・
ヤ
マ
ブ
ド
ウ

・
モ
モ

・
ウ
メ
に
似
た
種
な
ど
豊
富
な
種
類
が
み
ら
れ
た
。

こ
の
遺
跡
で
は
、
主
食
と
な
る
穀
類
は
、
む
し
ろ
米
よ
り
も
小
麦
が
倍
近

い
数

見

つ
か
っ
て
お
り
、
大
麦
や
ヒ
エ

・
ア
ワ

・
キ
ビ
な
ど
の
雑
穀
類
の
存
在
も
考
え

る
と
、
米
が
主
体
と
は
い
い
が
た
い
。
当
時
、
米
は
租
税
と
し
て
厳
し
く
収
奪
さ

れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
常
食
と
は
で
き
な
か

っ
た
可
能
性
が
強

い
。

い
っ
ぽ
う

で
、
モ
モ
や
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
実
が
出
上
し
た
こ
と
は
、
庶
民
の
果
実

へ
の

食
指
向
を
生
き
生
き
と
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
タ
デ
類
は
乾
燥
さ
せ
て
大

黄
と
い
う
胃
健
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
『延
喜
式
』
で
は
大
黄
が
信
濃
か
ら
納

め
ら
れ
る
雑
薬
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
遺
跡
の
め
ず
ら
し

い
種
子
で

は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
似
た
も
の
も
発
見
さ
れ
た
が
、
時
代
的
背
景
か
ら
考
え
て

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
。

こ
の
ほ
か
小
諸
市
竹
花
遺
跡
の
住
居
跡
か
ら
は
カ
ジ
キ

マ
グ

ロ
の
骨
が
出
土
し
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て
い
る
。
輸
送
の
発
達
し
て
い
な
い
当
時
、
山
国
信
州
の
人
々
が
マ
グ

ロ
を
刺
身

で
食
べ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
肺
と
い
わ
れ
る
乾
物
か
粕
漬
な
ど
と
し
て
持
ち
込

ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
鋳
物
師
屋
遺
跡

（小
諸
市
分
）
の
奈
良
時
代
の
住
居
か
ら
見
つ
か
っ
た

炭
化
米
の
粒
を
み
る
と
、
粒
の
長
さ
が
五

リミ
以
上
あ
る
現
在
の
米
と
く
ら
べ
、
五

リミ
以
下
と
短
か
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
両
者
と
も
短
粒
米
と
よ
ば

れ
る
部
類
に
属
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
長
粒
米
に
く
ら
べ
粘
り
気

の
あ
る
品
種
で
あ

２つ
。

さ
て
、
古
代
の
食
物
の
料
理
方
法
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

古
代
の
料
理
　
　
　
　
　
　
　
　
・」‥

米
な
ど
の
穀
類
は
、
甑
で
蒸
し
て
「
お
こ
わ
」
（強
飯
）
に
し
た

り
、
現
在
の

「
ご
は
ん
」
ほ
ど
の
炊
き
加
減
に
し
た
り
、
さ
ら
に
水
を
た
し
て
粥

に
し
て
食
べ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
古
代
に
お
い
て
通
常
の

米
を
食
べ
る
場
合
、
今
日
の

「
ご
は
ん
」
の
よ
う
な
や
わ
ら
か
さ
の
炊
き
加
減
の

も
の
で
な
く
、
強
飯
の
状
態
の
も
の
が
食
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
病
人

は
い
ま
と
同
じ
よ
う
に
お
粥
を
食
べ
た
。

そ
の
ほ
か
、
野
菜
類
な
ど
は
甕
で
ゆ
で
た
り
煮
た
り
し
て
食
べ
ら
れ
た
。
モ
モ

は
果
物
と
し
て
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
は
そ
の
ま
ま
食

べ
ら
れ
た
か
、
千
し
ブ
ド
ウ
、
あ
る
い
は
果
実
酒
に
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
ほ
か
ナ
ス
や
瓜
の
漬
物
も
あ

っ
た
。

料
理
の
味
付
け
は
、
塩
や
醤
油
の
前
身
で
あ
る
醤

（大
豆
や
麹

・
塩
を
ま
ぜ
て

発
酵
さ
せ
た
も
の
Ｙ

未
醤

（粉
味
噌
）
・
酢
な
ど
で
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
シ

ョ
ウ
ガ

・
ワ
サ
ビ

・
サ
ン
シ
ョ
ウ

。
エ
ゴ
マ
な
ど
で
作
ら
れ
た
油
も
あ

っ
た
。
た

だ
、
沿
岸
地
域
で
生
産
さ
れ
、
当
時
米
よ
り
高
価
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
塩
は
、
内

陸
部
の
信
濃
国
の
庶
民
が
ど
れ
だ
け
入
手
で
き
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
庶

民
が
口
に
で
き
た
酒
は
、
糟
を
湯
で
と
い
た
糟
湯
酒
か
、　
一
夜
で
醸
造
で
き
る
甘

酒
に
似
た
粉
酒
と
い
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
庶
民
の
食
事
は
、
グ
ル
メ
の
貴

族
と
は
異
な
り
、
き
わ
め
て
質
素
な
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
く
、
ま
た
酔

い

つ
ぶ
れ
る
ほ
ど
の
酒
を
口
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
食
物
を
盛
り
つ
け
た
器
が
、
竪
穴
住
居
か
ら
た
く
さ
ん
出
土
す
る
土

師
器
や
須
恵
器
の
不
や
婉
で
あ
る
。
ま
た
、
包
丁
の
よ
う
な
も
の
は
出
土
し
て
い
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な
い
の
で
、
小
形
の
刀
子
が
調
理
に
つ
か
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
出
土
例
は

な
い
が
、
食
物
を
食
べ
る
の
に
は
木
製
の
箸
が
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
製

の
ス
プ
ー
ン
が
盛
り
つ
け
や
食
事
の
際
に
使
わ
れ
て
い
た
。

お
そ
ら
く
当
時
の
人
た
ち
は
、
水
田
で
稲
作
を
行
な
い
、
畑
で
穀
類
や
野
菜
な

ど
を
栽
培
し
、
近
く
の
野
山
で
は
ク
リ
や
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
実
を
つ
ん
で
食

料
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
ク
リ
は
飢
饉
の
際
の
非
常
用
の
食
料
と
し

て
も
保
存
さ
れ
て
い
た
。

遺
跡
か
ら
出
る
鉄
の
ヤ
ジ
リ
は
、
武
器
や
儀
礼
に
使
わ
れ
る
以
外
に
は
、
野
山

に
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
狩
猟
用
に
使
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
鳥
獣
類
は

千
し
肉
に
し
て
食
べ
ら
れ
た
り
、
献
上
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
久

地
方
の
い
く
つ
か
の
遺
跡
か
ら
は
、
土
錘
と
よ
ば
れ
る
網
の
お
も
り
も
出
て
い
る

の
で
、
古
代
の
人
び
と
が
網
で
千
曲
川
を
遡
上
し
た
サ
ケ
を
捕

っ
て
食
べ
た
り
、

そ
の
ほ
か
の
川
魚
を
捕

っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

い
ろ
い
ろ
な
　
御
代
田
町
域
の
鋳
師
屋
遺
跡
群
や
塩
野
の
川
原
田
遺
跡
な
ど
、

食
　
　
　
器
　
古
代
の
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
土
器
か
ら
、
奈
良

。
平
安
時
代

に
佐
久
地
方
で
ど
の
よ
う
な
焼
き
物
が
食
器
と
し
て
使
わ
れ
た
か
を
み
よ
う
。
当

時
食
器
と
な

っ
た
焼
物
に
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
三
種
類
が
あ
る
。
①
素
焼
き

の
土‐ま
臓
器き
、
②
窯
焼
き
の
須す
恵ぇ
器き
、
③
窯
焼
き
の
臓
蹴
鵬
器き
な
ど
で
あ
る
。

①
　
土
師
器
　
土
師
器
は
素
焼
き
の
茶
色
の
土
器
で
あ
る
。
土
師
器
を
焼
い
た
跡

は
県
内
で
は
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
の
も
の
が
八
遺
跡
で
知
ら
れ
て
お
り
、

須
恵
器
窯
と
セ
ッ
ト
で
存
在
し
、
郡
内
の
集
落
に
供
給
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
後
十
世
紀
以
降
に
は
、
土
師
器
は
集
落
ご
と
に
焼
か
れ
た
と
も
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み
ら
れ
て
い
る
。

②
　
須
恵
器
　
須
恵
器
は
窯
の
還
元
炎
で
焼
い
た
灰
色
の
硬
い
土
器
で
、
須
恵
器

の
窯
は
、
佐
久
地
方
で
は
良
い
粘
土
の
あ
る
御
牧
ケ
原
台
地
や
八
重
原
台
地
で

た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
る
。
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て
は
こ
の
地
元
の

窯
で
焼
か
れ
た
須
恵
器
が
佐
久
地
方

一
帯
に
広
く
供
給
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

（第

一
節
四
項
参
照
）。

③
　
灰
釉
陶
器
　
平
安
時
代
の
九
世
紀
末
に
な
っ
て
登
場
す
る
灰
釉
陶
器
は
窯
焼

き
の
硬
い
陶
器
で
草
木
の
灰
を
用
い
た
う
す
み
ど
り
の
釉
薬
が
か
か
る
。
灰
釉

陶
器
は
、
現
在
の
愛
知
や
岐
阜
県
に
あ
た
る
尾
張

・
美
濃
地
方
で
焼
か
れ
た
も

の
で
、
こ
れ
が
当
時
の
東
日
本
の
主
要
幹
線
道
で
あ
る
東
山
道
を
通
じ
て
こ
の

地
域
に
流
通
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
食
器
と
な
っ
た
焼
物
は
、
機
能
的
に
は
、
食
膳
具

。
煮
沸
具

・
貯
蔵
具

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

食
膳
に
並
べ
ら
れ
た
器
で
、
遺
跡
か
ら
も
っ
と
も
多
く
見
つ
か
る
の
は
、
不
と

よ
ば
れ
る
器
で
あ
る
。
不
は
ロ
ク
ロ
な
ど
で
作
ら
れ
た

一
定
の
か
た
ち
を
も
つ
規

格
品
で
、
台
付
き
の
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
不
以
外
の
食
膳
具
に

は
婉
や
鉢

・
皿
な
ど
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
割
合
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
こ
の
時

代
の
貴
族
は
盛
付
け
に
よ
っ
て
器
を
変
え
た
ら
し
い
が
、　
一
般
の
庶
民
は
こ
の
不

に
、
主
食

・
副
食

。
汁
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
盛
り
つ
け
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の

台
付
き
の
不
の
中
に
は
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
使

っ
て
い
る
御
飯
茶
碗
の
か
た
ち
と

ほ
ぼ
変
り
な
い
も
の
も
あ
り
、
現
在
の
食
器
の
ル
ー
ツ
を
み
る
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
う
し
た
不
な
ど
に
か
ぶ
せ
る
蓋
も
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
古
墳

時
代
以
前
に
よ
く
み
ら
れ
る
不
に
ス
カ
ー
ト
を
は
か
せ
た
よ
う
な
高
不
は
、
奈
良

時
代
の
初
め
に
は
消
滅
し
た
。
杯
に
は
土
師
器

・
須
恵
器

・
灰
釉
陶
器
製
が
あ
る

が
、　
一
般
的
に
は
古
墳
時
代
に
は
土
師
器
が
主
流
で
、
奈
良
時
代
に
な
る
と
土
師

器

・
須
恵
器
の
両
方
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
安
時
代
も
土
師
器

・
須
恵

器
双
方
の
不
が
主
流
で
あ
る
が
、
灰
釉
陶
器
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し

灰
釉
陶
器
が
通
常
の
住
居
跡
か
ら
出
土
す
る
割
合
は
高
く
な
い
の
で
、
日
常
的
に

ひ
ん
ぱ
ん
に
用
い
ら
れ
る
器
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

食
べ
物
を
煮
た
り
湯
を
沸
か
し
た
り
し
た
と
考
え
ら
れ
る
煮
沸
具
に
は
、　
一
般

に
土
師
器
の
甕
が
用
い
ら
れ
た
。
佐
久
地
方
で
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の

中
ご
ろ
ま
で
は
、
薄
く
胴
の
長
い
つ
く
り
の
長
胴
甕
が

一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
武
蔵
地
方
で
最
初
に
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら

「武
蔵
甕
」
と
よ
ば
れ
て
い

る
が
、
現
在
で
は
東
京

。
埼
玉

ｏ
群
馬
か
ら
長
野
県
の
東
信
地
方
に
か
け
て
認
め

ら
れ
、
同
じ
タ
イ
プ
の
甕
が
広
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
平
安
時
代
中

ご
ろ
か
ら
こ
の
武
蔵
甕
に
変
わ
っ
て
ロ
ク
ロ
で
作
ら
れ
た
長
胴
甕
が
あ
ら
わ
れ
、

や
が
て
鍔
の
つ
い
た
羽
釜
が
主
流
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
は
カ
マ
ド
か
ら
出
土

す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
多
く
、
当
然
カ
マ
ド
に
掛
け
ら
れ
て
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
羽
釜
の
鍔
は
カ
マ
ド
に
か
け
る
際
の
ひ
っ
か
か
り
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
―
し
ば
し
ば
見
つ
か
る
土
師
器
に
、
小
形
甕
や
台
付
甕
が
あ
り
、
こ
れ

も
煮
沸
用
の
器
具
で
あ
る
。

も
の
を
蒸
し
た
り
す
る
甑
は
、
古
墳
時
代
に
は
土
器
の

一
種
と
し
て
ご
く
普
通

に
み
ら
れ
る
が
、
奈
良
時
代
以
降
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

れ
は
お
そ
ら
く
木
製
か
竹
な
ど
の
曲
物
の
蒸
し
器
が
、
焼
物
に
と
っ
て
変
わ
り

一

般
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
古
墳
時
代
は
、
長
胴
甕
の
上
に
甑
が
乗
っ
た
状

態
で
カ
マ
ド
か
ら
出
土
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
両
者
は
セ
ッ
ト
で
使
わ
れ
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第 3 iii 奈良・ 1え安時代

①
古
墳
時
代
中
期

（
五
世
紀
後
半
）

日
常
食
器
は
土
師
器
が
主
体
。
高
杯
や
瓢

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
次
の
奈
良
時
代
に
は

上
器
と
し
て
は
み
ら
れ
な
く
な
る
．

（前
田
遺
跡
６‐
号
住
居
）

②
奈
良
時
代
前
半

（
八
世
紀
前
半
）

須
恵
器
不
が
日
常
的
な
食
器
と
し
て
用

い
ら
れ
る
。

高
台
の
付

い
た
不
も
あ
る
。
長

頸
瓶
は
液
体
を
入

れ
る
ビ
ン
、
長
胴
甕
は
煮
沸
用
の
カ
メ
で
あ
る
。

（十
二
遺
跡
２５
号
住
居
）

③
平
安
時
代
中
期

（十
世
紀
ご
ろ
）

須
恵
器
不
に
変
わ
り
、
土
師
器
不
が
主
体
と
な
る
。
四
耳
壷

（右
上
）
は
信
濃

問
有
の
須
恵
器
。
台
付
の
皿

（手
前
）
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
九
世
紀
末
に
は
灰

釉
陶
器
も
も
た
ら
さ
れ
、
食
器
の
流
通
に
大
き
な
変
化
が
起
き
る
。

（根
岸
遺
跡
Ｈ
号
住
居
）

写113 鋳師屋遺跡群での食器の うつ りかわり



た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
　
つ
ま
り
長
胴
究
に
水
を
入
れ
て
カ
マ
ド
に
掛
け
、
そ
こ

か
ら
蒸
発
す
る
蒸
気
で
上
の
甑

の
中

の
食
品
が
蒸
さ
れ
る
と
い
う
し
く
み
で
あ
る
¨

余
良
時
代
以
降
、
曲
物
の
本
し
器
に
な

っ
て
も
同
様
な
し
く
み
で
調
理
が
行
な
わ

れ
た

」ヽ
と
が
想
像

ミ^

ス

貯
蔵
用
の
容
器
は
、
平
安
時
代
の
中
ご
ろ
ま
で
は
須
忠
器
製
の
も
の
が
多
く
、

大
甕

・
空

・
四
耳
十

一四
か
所
に
突
起
の
つ
い
た
壷
Ｉ

短
敦
―‐
ｉｌ

一日
の
部
分
が
短

か
い
市
γ

長

頸
瓶

（ク
ビ
の
長

い
ビ
ン
状
の
容
器
）
な
ど
が
あ
る
．
ま
た
、
灰
釉

陶
器
に
も
長
頸
瓶
が
あ
る
．
こ
れ
ら
の
容
器
の
中
に
内
容
物
が
残

っ
て
い
た
例
が

な

い
の
で
想
像
に
し
か
す
ぎ
な

い
が
、
水
、
油

・
特

・
未
舞

・
酢
な
ど
の
調
味
料
、

演
物
、
あ
る
い
は
酒
な
ど
も
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
っ
な
お
、

四
耳
壷
は
信
濃
の
窯
で
焼
か
れ
た
特
有

の
■
器
と
い
わ
れ
て
い
る
．

杓
子
や
サ
ジ
な
ど
は
焼
物
と
し
て
は
出
上
し
た
例
が
ほ
と
ん
ど
な

い
の
で
、

一

般
的
に
本
製
の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
．

暮

ら

し

の
　
御
代
川
町
域
で
も

っ
と
も
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
る
の
は
奈
良

・

中

の

道

具
　
平
安
時
代
の
選
跡
で
、
そ
こ
か
ら
は
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

用
共
が
出
上
し
て
い
る
．
た
だ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
遺
跡
か
ら
も

っ
と
も
多
く
出
上
す
る
の
は
、
腐
ら
な

い
―‐
器
か
石
の
道
具
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
¨

鉄
の
道
具
は
錆
び
て
腐
食
し
や
す

い
こ
と
も
あ

っ
て
、
す
べ
て
が
残

っ
て
い
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
本
の
道
具
に
い
た
っ
て
は
、
低
湿
地
な
ど
保
存
条
件
の
良

い

場
所
を
除
け
ば
、
遺
跡
か
ら
出
上
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
し
た
が

っ
て
遺

跡
か
ら
見

つ
か

っ
た
道
具
に
よ

っ
て
当
時
の
生
活
の
す
べ
て
を
復
元
で
き
る
わ
け

で
は
な

い
が
、
そ
れ
ら
の
道
具
が
語
る
当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
の
ぞ

い
て

第 3F市  ノ、ラの暮す)し

写114 鋳師屋遺跡群出土の鉄器

429

刀子 鉄鏃
鎌

紡錘車

融̈　
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鋤鍬先



第 3章 奈良 。平安時代

図107 鉄製農工具を用いた作業(上 )と
紡錘車 (矢印)で糸を紡 ぐ女性 (下 )

(『石山寺縁起』など鎌倉時代の参考例)

ヽ
「
熟

み
た
い
。

ま
ず
、
御
代
田
地
区
の
鋳
師
屋
遺
跡
群
や
塩
野
地
区
の
塩
野
西
遺
跡
群
を
主
と

し
て
、
佐
久
地
方
か
ら
見
つ
か
っ
た
鉄
の
道
具
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
そ
の
種

類
と
し
て
は
鋤
鍬
先

・
鎌

・
刀
子

・
隧

鉄

。
苧
引
金
具

・
鉄
鏃

。
紡
錘
車
な
ど
が

あ
る
。

鋤
先
あ
る
い
は
鍬
先
は
、
Ｕ
字
型
を
し
て
お
り
、
柄
付
き
の
板
の
先
に
は
め
込

ま
れ
て
耕
作
な
ど
に
使
わ
れ
た
も
の
で
、
野
火
付
遺
跡
や
十
二
遺
跡
で
出
土
し
て

い
る
。
ま
た
鎌
の
刃
の
部
分
も
前
田
遺
跡
や
十
二
遺
跡
で
い
く
つ
か
見
つ
か
っ
て

い
る
が
、
形
は
今
の
鎌
と
ほ
ぼ
変
わ
り
が
な
い
。
そ
の
数
か
ら
考
え
れ
ば
お
そ
ら

く
ム
ラ
の
共
有
の
道
具
と
い
う
よ
り
、
家
族
ご
と
に
所
有
さ
れ
て
い
た
道
具
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
右
利
き
用
の
鎌
で
、
除
草
や
収
穫
な
ど
の
農
作
業

に
つ
か
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
刀
子
も
数
多
く
見
つ
か
る
道
具
で
あ
る
が
、
当

時
の
包
丁
に
あ
た
る
道
具
が
な
い
の
で
、
こ
の
刀
子
が
包
丁
や
工
作
用
ナ
イ
フ
な

ど
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

火
打
ち
石
と
こ
す
り
あ
わ
せ
て
火
花
を
散
ら
す
発
火
用
具
で
あ
る
隧
鉄
は
、
前

田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
。
ま
た
、
前
田
遺
跡
で
は
麻
糸
を
取
り
出
す
た
め
の
麻
の

甘
皮
の
こ
き
お
と
し
に
使
っ
た
と
さ
れ
る
苧
引
金
具
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
根
岸

遺
跡
で
は
糸
を
紡
ぐ
た
め
の
紡
錘
車
と
い
う
独
楽
状
の
鉄
器
も
出
土
し
て
い
る
の

で
、
鋳
師
屋
の
ム
ラ
の
中
で
麻
布
を
織
る
た
め
の
麻
糸
紡
ぎ
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
い
っ
ぽ
う
、
鉄
鏃
と
い
わ
れ
る
ヤ
ジ
リ
も
鋳
師
屋
の
ム
ラ
で
い
く

つ
か
見
つ
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
兵
役
時
に
た
ず
さ
え
た
武
器
か
、
狩

猟
用
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
儀
礼
の
た
め
の
祭
具
と
い
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
て
そ

の
機
能
の
判
断
は
む
ず
か
し
い
。

こ
の
ほ
か
、
根
岸
遺
跡
で
は
倉
庫
用
と
み
ら
れ
る
鉄
の
落
と
し
鍵
が
出
土
し
て

い
る
。
川
原
田
遺
跡
で
は
毛
抜
き
状
の
鉄
器
が
出
土
し
、
塩
野
広
畑
遺
跡
で
は
鉄

釘
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
佐
久
市
長
土
呂
の
周
防
畑
遺
跡
で
は
鉄
鉗
と
よ

ば
れ
る
ヤ
ッ
ト
コ
状
の
工
具
が
見
つ
か
り
、
佐
久
市
岩
村
田
の
栗
毛
坂
遺
跡
群
Ｂ

地
区
で
は
伐
採
な
ど
に
使
わ
れ
た
鉄
斧
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
前
田
遺
跡

（佐
久
市
分
）
か
ら
は
平
安
時
代
の
小
さ
な
鍛
冶
炉
が
見
つ

か
っ
て
い
る
が
、
ム
ラ
の
中
に
あ
る
こ
う
し
た
場
所
で
鉄
製
品
の
生
産
や
鋳
直
し

な
ど
の
修
理
も
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
鋳
師
屋
遺
跡
群
や
塩
野
西
遺
跡
群
か
ら
見
つ
か
っ
た
石
器
と
し
て
は
、

紡
錘
車

・
石
錘

・
砥
石

・
敲

石

・
磨
石

・
橋
鉢
な
ど
が
あ
る
。

円
盤
状
に
石
を
加
工
し
中
央
に
穴
を
開
け
た
紡
錘
車
は
、
軸
を
通
し
独
楽
の
よ

う
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
糸
を
紡
ぐ
道
具
で
あ
る

（図
１０７
ｍ
）０
紡
錘
車
に
は
鉄
製
・

土
製
の
も
の
も
あ
る
が
、
と
く
に
鋳
師
屋
遺
跡
群
の
も
の
は
、
基
盤
の
地
層
に
多
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図100 前田遺跡の奈良 。平安時代の石器

く
含
ま
れ
る
軽
石
を
用
い
た
も
の
が
多

い
。
人
手
の
し
や
す
さ
と
加
工
の
し
や
す

さ
が
紡
錘
車
に
軽
石
を
好
ん
だ
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
紡
錘
車
の
重
さ
は
紡
ぐ
糸

の
撚
り
の
粗
さ
に
応
し
て
変
え
ら
れ
た
。　
つ
ま
り
細
か
い
撚
り
ほ
ど
軽

い
も
の
が

利
用
さ
れ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
鋳
師
屋
遺
跡
群
に
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
大
き

さ

。
重
さ
の
紡
錘
車
が
あ
り
、
そ
う
し
た
使

い
分
け
を
示
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。こ

の
ほ
か
橋
円
形
の
河
原
石
を
用
い
た
石
錘
は
石
の
お
も
り
で
、
編
物
石
な
ど

と
も
い
わ
れ
薦
を
編
む
際
な
ど
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
モ
つ

し
た
編
物
石
は
つ
い
最
近
ま
で
農
家
で
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
。
数
多
く
出
土
す

る
砥
石
は
、
流
紋
岩
や
砂
岩
を
素
材
と
し
て
い
る
。
鎌
や
刀
子
な
ど
の
鉄
製
品
は
、

刃
が
こ
ぼ
れ
る
と
こ
う
し
た
砥
石
で
研
が
れ
、
大
切
に
管
理
さ
れ
て
使
わ
れ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
ほ
か
敲

石
は
ハ
ン
マ
ー
と
し
て
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
ま

す
り
ぼ
ら
　
　
す
り
い
し

写115 平安時代のクシ (西八日町遺跡)

焼けて欠落する部分もあるが、歯の部分

がよくわかる (『佐久市,ふ』歴史編 1より)

た
、
捕
鉢
は
磨
石
と
セ
ッ
ト
で

製
粉
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
く
ば

み
を
も

つ
石
の
鉢
で
、
小
麦
や

ハ
シ
バ
ミ

・
ト
チ
の
実
な
ど
の

製
粉
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

な
お
、
身
だ
し
な
み
を
整
え

る
小
問
物
と
し
て
は
、
木
製
の

ク
シ
が
佐
久
市
岩
村
田
西
八
日

町
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
　
　
‐

こ
の
よ
う
に
、
遺
跡
か
ら
出

　

４



上
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
は
、
当
時

の
れ
ら
し
の
よ
う
す
を
私
た
ち
に
の

ぞ
か
せ
て
く
れ
る
ぃこ

の
ほ
か
遺
跡
か

特
別
な
用
品

ら
見

つ
か
っ
た
奈

良

・
平
安
時
代
の
特
別
な
用
品
に
つ

い
て
み
て
お
こ
う
。

ま
ず
焼
物
で
い
え
ば
、
円
面
硯
と

い
わ
れ
る
須
忠
器
製
の
す
ず
り
が
、

鋳
師
屋
遺
跡
群
の
前
田
遺
跡
か
ら

一

点
出
上
し
て
い
る
（写
１１６
）
０
前
田
遺
跡
で
は

一
〇
〇
軒
以
■
の
住
居
跡
を
発
掘
し

た
な
か
で
、
す
ず
り
は

一
点
し
か
見

つ
か

っ
て
い
な

い
の
で
そ
の
希
少
性
が
わ
か

る
。
律
令
時
代
は
文
書
主
義
と
い
わ
れ
、　
い
ろ

い
ろ
な
文
書
が
紙
や
木
簡
な
ど
に

書
か
れ
た
が
、
こ
の
す
ず
り
は
お
そ
ら
く
読
み
書
き
が
で
き
る
識
字
層
で
あ
る
地

方
役
人
や
ム
ラ
の
有
力
者

の
所
持
品
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
今
の
よ
う
に
石
製

で
四
角
く
平
ら
な
す
ず
り
と
は
違

い
、
円
筒
形
を
し
た
こ
の
円
面
硯
は
、
そ
の
上

面
の
皿
の
部
分
で
墨
が
す
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
す
ず
り
は
平
成
元
年
に
町

の
指
定
文
化
財
と
な

っ
た
。

こ
の
ほ
か
円
面
硯
の
代
用
と
し
て
、
壊
れ
た
上
器
の
底
な
ど
を
利
用
し
た
転
用

硯
が
遺
跡
か
ら
し
ば
し
ば
出
上
す
る
。
塩
野
川
原
田
遺
跡
で
は
、
壊
れ
た
灰
釉
陶

器
の
底

の
部
分
を
利
用
し
た
転
用
硯
が
八
点
出
上
し
た
。

こ
の

つ
ち
五
点
で
は
黒

い
墨
が
す
ら
れ
、
三
点
は
朱
墨
を
す
る
の
に
用

い
て
い
た
。
川
原
田
遺
跡
の
ム
ラ

に
は
僧
侶
な
ど
が
住
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
モ
つ
し
た
転
用
硯
で
す
ら

れ
た
暴
は
、
写
経
な
ど
に
用

い
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
九
世
紀
以
降

に
は
、
モ
つ
し
た
す
ず
り
の
存
在
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
文
字
の
書
か
れ
た
墨
書

上
器
が
よ
く
出
上
す
る
。
す
ず
り
で
す

っ
た
墨
を

つ
け
、
字
を
書
く
た
め
の
筆

の

穂
先
は
、
県
下
で
は
塩
尻
市
古
川
川
西
遺
跡
で
出
上
し
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
鋳
師
屋
遺
跡
群
前
田
遺
跡

（佐
久
市
分
）
の

一
人
号
住
居
か
ら
は

き
わ
め
て
め
ず
ら
し
い
発
見
が
あ

っ
た
．
唐
三
彩
と
よ
ば
れ
、
緑

・
黄

・
茶
の
三

色
で
彩
色
し
花
紋
を
あ
し
ら

っ
た
中
国
産
の
陶
器
の
小
さ
な
破
片
が
出
土
し
た
の

で
あ
る

（写
１１７
）
「
ど
う
や
ら
そ
れ
は

「
陶
枕
」
と
よ
ば
れ
る
箱
形
の
枕
の
破
片
ら

し
い
。
店
三
彩
は
中
国
店
の
時
代
の
則
天
武
后

（在
位
六
九
〇
―
七
〇
五
年
）
の

治
世
に
完
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
陶
器
で
、
日
本
に
は
遣
唐
使
を
通
し
て
も
た
ら
さ

れ
た
文
物
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
出
上
例
は
全
国
的
に
見
て
も
少
な
く
、
現
在

で
も

こ
れ
以
外
に
二
十
数
例
ほ
ど
が
知
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な

い

（図
朋

・
表

６
）
。
こ
の
店
三
彩
陶
枕
の
小
破
片
は
、
お
そ
ら
く
東
山
道
を
通
じ
て
こ
の
遺
跡
ま

で
持
ち
込
ま
れ
た
に
違

い
な

い
。

モ
つ
し
た
稀
有
な
出
上
品
も
鋳
師
屋
遺
跡
群
が

官
衛
に
か
か
わ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
証
拠
と
い
え
る
。

当
時
、
地
方
役
人
や
有
力
者
が
正
装
用
の
衣
服
の
ベ
ル
ト
に
つ
け
た
帯
金
具
も

遺
跡
か
ら
見

つ
か
っ
て
い
る
。
バ
ッ
ク
ル
部
分
の
金
具
（餃
具
）
、
帯
飾
り
で
あ
る

鋼
製
の
九
柄
や
巡

方
は
、
前
田
遺
跡

（佐
久
市
分
）
や
佐
久
市
栗
毛
坂
遺
跡

・
中

原
遺
跡
な
ど
で
出
上
し
た
（写
１１９
）
●
こ
れ
も
ム
ラ
の
有
力
者
の
所
持
品
だ

っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

鏡
は
、
御
代
田
町
か
ら
佐
久
市

へ
と
ま
た
が
る
聖
原
遺
跡
の
平
安
時
代
の
住
居

か
ら
鋼
製
の
八

稜

鏡
と
よ
ば
れ
る
鏡
が
見

つ
か
り

（写
田
）
、
佐
久
市
芝
宮
遺
跡

第 3章  奈良・｀「 安時代

写116 円面硯 (須恵器製、前田遺跡 )
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図109 国内の唐三彩の出土遺跡

(『佐久市志』歴史編 1よ り)
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写110 平安時代の八稜鏡 聖原遺跡 (佐久市)H615号住居出土。八つ
の稜をもち、花と鳥をあしらった「瑞花双鳥八稜鏡」直径 9

cm、 鏡面は光沢が残り、プロンズに輝いている (銅製)

(『佐久市志』歴史編 1よ り)

園
かこ :止め金具)
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丸輌 (まるとも 陀尾(だび)

写119。図110 帯金具 聖原遺跡 (佐久市)III上。役人などがJE装
をする際につけた帯の金具、写真左から巡方 (2個 )、 九

輌、金と尾。金具の大きさで官位が異なるともされる。左の

巡方が2.5cm角 (『佐久市志』llK史編 1よ り)

印面         捺印後

写120・ 図111「伯万私印」 聖原遺跡 (佐 久市)｀ 14安 時代住居出
上。流紋ソ1製で印miは 35× 3.5cm。 つまみの部分には、印の向

きを示す「 IJ力咳1ま れている。縦 6 cm。 伯万とは人物名であ

(『佐久I卜志』歴史編 1よ り)

群
か
ら
は
奈
良
時
代
と
考
え
ら
れ
る
小
形
の
海

獣
葡
萄

鏡

（海
獣
と
葡
萄
を
あ

し
ら

っ
た
鏡
）
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
銅
は
佐
波
理
と
よ
ば
れ
た
が
、

佐
波
理
婉
と
い
わ
れ
る
鋼
製
の
器
の
破
片
は
、
佐
久
市
上
平
尾

の
腰
巻
遺
跡
か
ら

見

つ
か

っ
て
い
る
。

「伯

万
私
印
」
と
刻
ま
れ
た
石
製
の
ハ
ン
コ
も
、
佐
久
市
聖
原
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
（写
１２０
）
。
伯
万
と
は
お
そ
ら
く
人
物
名
で
、
当
時
聖
原
の
ム
ラ
に
伯
万
と
い
う

人
物
が
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
佐
久
地
方
で
当
時
の
具
体
的
な
人
物
名
が

わ
か
る
歴
史
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な

い
だ
け
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
伯
万
は
、

私
印
を
も

っ
て
い
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
ム
ラ
の
有
力
者
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な

い
。

ち
な
み
に
県
下
の
古
印
の
例
と
し
て
は
、
自
田
町
常
和
出
土
の
「
物
部
構
丸
」
、
松

本
市
三
間
沢
川
左
岸
遺
跡
の
「
長
良
私
印
」
、
諏
訪
大
社
下
社
に
伝
わ
る
国
重
要
文

化
財
の
「賣
神

祝

印
」
、

（
い
ず
れ
も
鋼
製
）
が
あ
る
。
モ
つ
し
た
古
印
は
か
な
ら

ず
し
も
公
文
書
に
お
さ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
自
己
の
権
利
や
所
有

の
表
示
、
呪
術
・

護
符
的
意
味
、
封
印
、
職
務
の
確
認
印
な
ど
い
く
つ
か
の
用
途
に
用
い
ら
れ
た
こ

□ ⑪ 000

ろう。



第 3節  ′、ラの暮r)し

5世紀後半

ん
大阪柏原市

高
'「

田山占墳

5世紀末
長野御代田町
||1原 田遺跡

10tu:紀初J兵

栃木 ll il F〕

多功巧tl有

9世紀

埼 li和 た市

花ノ木遺跡

91サ糸己イた
｀
||

ナ紅ルL」「
和■遺跡

14安中期

奈良橿原市

新沢 T塚 占墳

福岡県

塚堂占墳

=ノ東京‖野 iわ
落川遺跡

0`ノ

◎月

京都lf 藤枝市
｀

`安
京  翁山13号 ril

図112 国内の火奨斗の出土事例 (12例 )
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435
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と
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
「伯
万
私
印
」
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
用
い
ら
れ
た
の
か

興
味
深
い
。

い
っ
ぽ
う
、
焼
き
印
と
も
み
ら
れ
る
鉄
製
品
は
佐
久
市
栗
毛
坂
遺
跡
群
か
ら
出

土
し
た
。
そ
れ
は
鉄
製
で
、
印
章
だ
と
す
る
と
ｆ
字
状
の
印
面
を
み
せ
る
こ
と
に

な
る
。
馬
や
牛
、
あ
る
い
は
木
製
品
の
烙
印
だ
ろ
う
か
。

こ
の
ほ
か
め
ず
ら
し
い
出
土
品
と
し
て
は
、
全
国
で
も
十
数
例
し
か
見
つ
か
っ

て
い
な
い
鋼
製
の
ア
イ
ロ
ン
＝
火
発
斗
が
、
御
代
田
町
川
原
田
遺
跡
か
ら
出
土
し

て
い
る

（図
１１２
・写
１２‐
）。
こ
れ
は
鋼
製
の
器
の
な
か
に
炭
火
を
入
れ
、
衣
服
の
し

わ
を
伸
ば
す
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
よ
う
に
普
段
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、

特
別
な
場
合
の
衣
服
の
し
わ
伸
ば
し
に
つ
か
わ
れ
た
り
、
儀
礼
的
に
用
い
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
火
発
斗
は
朝
鮮
半
島
産
と
考
え
ら
れ

て
い
た
が
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
の
蛍
光
Ｘ
線
に
よ
る
成
分
分
析
の
結
果
、

こ
の
火
発
斗
は
純
銅
製
と
い
う
よ
り
銅
と
鉛
と
ヒ
素
が
加
え
ら
れ
た
合
金
製
の
可

能
性
が
高
く
、
日
本
産
の
鉛
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日
本
産
の
鉛

と
い
う
原
料
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
む
ろ
ん
作
ら
れ
た
の
も

日
本
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

奈
良

・
平
安
時
代
の
ム
ラ
を
発
掘
す
る
と
、
住
居
跡
か
ら
墨
で

古
代
の
文
字

文
字
が
書
か
れ
た
り
、　
な
フ
で
文
字
を
刻
ん
だ
土
器
が
し
ば
し

ば
出
土
す
る
。
こ
れ
は
墨
書
土
器
や
刻
書
土
器
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
味
を
も
っ
て
文
字
が
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
地
名
や
施
設
名

。
所

属
名

・
氏
姓
や
個
人
名

・
縁
起
を
か
つ
ぐ
語
句
な
ど
が
よ
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
時

代
の
古
文
書
や
あ
る
い
は
木
簡
と
よ
ば
れ
る
文
字
の
書
か
れ
た
本
の
札
は
残
っ
て

い
る
場
合
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
地
域
の
古
代
の
よ
う
す
を
知
る
に
は
こ
の
墨
書

土
器
な
ど
が
き
わ
め
て
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。

御
代
田
町
域
で
も
、
小
田
井
の
鋳
師
屋
遺
跡
群
の

一
部
で
あ
る
野
火
付
や
前

田

。
十
二

・
根
岸
遺
跡
、
塩
野
の
川
原
田
遺
跡
や
広
畑

。
下
荒
田
遺
跡
な
ど
で
墨

書
土
器
や
刻
書
土
器
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
，コ
」
で
は
土
器
に
記
さ
れ
た
文
字
（図

‐‐３

・
‐‐４
）
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
し
ば
ら
く
な
が
め
て
み
た
い
。

小
田
井
の
野
火
付
遺
跡
で
は
、
図
１１３
の
１
～
３
の
墨
書
が
み
ら
れ
た
。
１
は
達

筆
で
書
か
れ
た
八
科
□
と
い
う
墨
書
で
あ
る
が
、
三
文
字
目
の
□
の
部
分
は
わ
か

ら
な
い
。
地
名
な
ど
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
２
は
大
工
の
墨
書
で
あ
り

今
の
建
築
職
人
で
あ
る
大
工
を
表
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
工
人
の
長
を
表
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
墨
書
土
器
は
野
火
付
の
集
落
に
住
ん

だ
工
人
の
長
の
食
器
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
３
は
大
き
な
た
ん
ぼ
を
表
す

大
田
で
あ
る
。

前
田
遺
跡
で
は
、
図
１１３

・
４

・
５
の
上
？
と
倉
の
墨
書
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

倉
の
文
字
は
須
恵
器
の
不
に
記
さ
れ
て
い
た
が
、
前
田
の
集
落
に
倉
が
あ
り
、
そ

の
須
恵
器
の
不
が
倉
で
用
い
ら
れ
る
土
器
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
墨
書
が
な
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
６
～
８
は
十
二
遺
跡
、
９
～
２．
は
根
岸
遺
跡
の
文
字

資
料
で
あ
る
。
根
岸
遺
跡
で
は
、
人
と
記
さ
れ
た
墨
書
や
刻
書
が
い
く
つ
か
の
住

居
跡
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ

っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
住
居
を
越
え
て
書
く
文
字
に
共
通
性
が
見
い
だ
せ
興
味
深
い
。
ま
た
、
１２
の

本
は
本
の
別
字
と
も
い
わ
れ
、
佐
久
郡
内
は
も
と
よ
り
東
国
各
地
で
し
ば
し
ば
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
特
別
な
意
味
を
も

っ
た
文
字
で
あ

っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
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塩
野
下
荒
田
遺
跡
で
は
、
図
１１３
の
２２
の
生
、
２３
の
井
あ
る
い
は
記
号
の
＋
墨
書

が
み
ら
れ
た
。
塩
野
広
畑
遺
跡
の
土
器
に
は
図
１１３

。
２４
の
中
を
模
し
た
よ
う
な
記

号
が
記
さ
れ
て
い
た
。
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

つ
の
だ
ろ
う
か
。

塩
野
川
原
田
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
墨
書
土
器
に
は
重
要
な
文
字
資
料
が
含
ま
れ

て
い
た
。
土
器
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
な

い
ま
ぼ
ろ
し
の
寺
院
の
名
が

記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
図
１１４
の
２５
に
は
大
平
寺
、
２６

・
２７
に
は
大
内
寺
と
書

か
れ
て
い
た

（本
節
三
項
の

「
浅
間
山
麓

の
古
代
寺
院
」
参
照
）
。

こ
の
ほ
か
川
原

田
で
は
、
本

・
合

・
福

・
万

・
臣
？
な
ど
の
塁
書
や
東
な
ど
の
刻
書
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
つ
ち
福
や
万
な
ど
は
縁
起
を
か
つ
ぐ
語
句
と
し
て
記
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
川
原
田
遺
跡
に
は
僧
侶
が
生
活
し
て
い
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
福
や
万
な
ど
は
い
か
に
も
僧
侶
が
好
ん
で
書
き
そ
う
な
文

句
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
墨
書
に
は
、
字
の
上
手

・
下
手
が
よ
く
み
て
と
れ
る
が
、
こ
と
に
２５

の
大
平
寺
、
２７
の
大
内
寺
、
３‐
の
福
な
ど
は
達
筆
な
字
と
い
え
る
。
更
埴
市
の
屋

代
遺
跡
か
ら
は
、
布

・
布

。
布
と
書
き

つ
づ
ら
れ
布
と
い
う
字
を
何
度
も
練
習
し

た
習
書

の
本
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
古
代
人
の
字
の
上
達
に
つ
い
て
の
願

い
を
み

る
よ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
古
代
の
ム
ラ
に
あ

っ
て
字
の
読
み
書
き
の

で
き
る
人
間
、　
つ
ま
り
識
字
層
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

な
お
、
小
諸
市
竹
花
遺
跡
の
ゴ
ミ
穴
か
ら
は
、
奈
良
時
代
の
土
器
の
底
に
つ
い

た
漆

に
よ

っ
て
奇
跡
的
に
保
存
さ
れ
た
文
書
―
漆
紙
文
書
が
発
見
さ
れ
た

（写

‐２２
）
０
こ
の
文
書
か
ら
は

「
□
布
度
玖
段
□
、
□
□
□
□
飯
依
」
と
い
う
文
字
が
読

み
取
れ
た
。
文
字
の
失
わ
れ
て
い
る
部
分
が
大
き

い
の
で
そ
の
内
容
は
読
み
取
り

難

い
が
、
「
布
九
段
を
わ
た
す
」
と
い
っ
た
ょ
う
な
解
釈
も
で
き
る
ら
し
い
。

こ
う
し
た
文
字
を
書
く
た
め
の
墨
は
さ
き
に
紹
介
し
た
円
面
硯
や
転
用
硯
で
す

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
め
ず
ら
し

い
筆
の
穂
先
が
塩
尻
市
の
吉
田

川
西
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

奈
良

・
平
安
時
代
に
鋳
造
さ
れ
た
貨
幣
は
皇
朝
十
二
銭
と
い
わ

銭

の

価

値
　
れ
、
日
本
で
最
初
に
鋳
造
さ
れ
た
貨
幣

で
あ
る
和
鋼
開
宝

（七

〇
八
年
か
ら
鋳
造
開
始
）
か
ら
乾
元
大
宝

（九
五
八
年
か
ら
鋳
造
開
始
）
ま
で

一

二
種
類
が
あ
る
。
最
初
か
ら
あ
げ
て
い
く
と
、
①
和
銅
開
宝

。
②
万
年
通
宝

・
③

神
功
開
宝

・
④

隆

驚
永
宝

・
⑤
富
寿
神
宝

・
⑥

承
和
昌
宝

・
⑦

長

鋼
大
宝

・
③

饒

薇
神
宝

・
⑨

貞

観
永
宝

・
⑩
寛
平
大
宝

。
①
延
喜
通
宝

。
⑫
乾
元
大
宝
と
な

２０
。御

代
田
地
区
の
野
火
付
遺
跡
の
平
安
時
代
の
住
居
跡
か
ら
は
神
功
開
宝
が
、
十

二
遺
跡
か
ら
は
腐
食
が
進
ん
で
文
字
が
わ
か
り
に
く

い
が
万
年
通
宝
と
み
ら
れ
る

貨
幣
が
、
根
岸
遺
跡
か
ら
は
隆
平
永
宝
と
饒
益
神
宝
が
見

つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、

御
代
田
地
区
に
隣
接
す
る
佐
久
市
聖
原
遺
跡
や
栗
毛
坂
遺
跡
群
か
ら
は
、
和
銅
開

宝

・
隆
平
永
宝

・
富
壽
神
宝

・
承
和
呂
宝
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

第 3節  ムラの暮らし

写122 竹花遺跡の漆紙文

書 (小諸市)

「□布度玖段 □、

□□□飯依Jと 書

いてあ る。 (『東

下原・大下原・竹花・

舟窪・大塚原』より)
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饒益神賓

(根メ|:,菫 Fl()

萬年通費 ?

(「二選跡)

神功開賓

(里1火イJ遺跡)

隆平永賓

(根岸遺跡)

写123 鋳師屋遺跡群出土の皇朝十二銭 (1/1)

図115 皇朝十二銭の見本とその発行年代
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①
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さ
て
、
今
の
よ
う
な
企
万
能

の
世
の
中
と
は
ち
が
い
、
当
時
地
方
の
ム
ラ
に
は

貨
幣
経
済
が
ま

っ
た
く
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
布
や
稲
な
ど
の
物
々
交
換
に
よ
る
交

換
経
済
が
■
流
で
あ

っ
た

　̈
こ
の
こ
と
か
ら
、
野
火
付
遺
跡
な
ど
地
方
の
ム
ラ
で

見

つ
か
っ
た
銭
は
、
非
常
用
な
ど
の
た
め
に
所
持
さ
れ
て
い
た
―‐∫
能
性
が
高

い
．

た
と
え
ば
、
防
入
な
ど
長

い
兵
役
の
旅
に
あ

っ
て
は
、
米
な
ど
の
現
物
を
背
負

っ

て
い
く
の
も
ま
ま
な
ら
ず
、
携
帯
に
軽

い
銭
が
何
か
と
役
立

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

「金
は
人
下
の
回
り
も
の
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
が
、
当
時
世
間
で
は
銭
が
あ
ま

り
流
通
し
な
か
っ
た
た
め
、
律
令
政
府
は
い
く

つ
か
の
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
ひ

と
つ
は
役
人
の
給
ヶ
と
し
て
銭
を
支
給
す
る
こ
と
で
あ
る
．
貨
幣
経
済
の
浸
透
し

た
今
日
で
は
考
え
に
く
い
が
、
そ
れ
ま
で
の
役
人
の
給
与
は
布

・
糸

・
鍬
な
ど
の

現
物
支
給
で
あ
り
、
こ
れ
に
銭
の
支
給
が
加
わ

っ
た
こ
と
に
な
る
ぃ　
い
っ
ぼ
う
、

当
時
の
農
民
が

一
向
に
銭
を
た
め
な

い
の
で
、
政
府
は
蓄
え
た
銭
の
額
に
よ
り
位

を
さ
ず
け
る
と
い
う
蓄
銭
叙
位
令
を
和
銅
四

（七

一
一
）
年
に
出
し
て
、
そ
の
流

通
を
う
な
が
し
た
．

つ
ま
り
貯
金
を
す
る
と
偉
く
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

旅
を
す
る
人
に
も
、
重

い
荷
物
に
悩
ま
さ
れ
な
い
よ
う
銭
の
携
帯
を
奨
め
た
。
ま

た
、
布
な
ど
の
現
物
納
で
あ
る
調

・
庸
な
ど
税
制
の
な
か
に
銭
に
よ
る
換
算
方
法

を
導
入
し
た
．
し
か
し
そ
う
し
た
政
府
の
政
策
も
む
な
し
く
、
銭
の
流
通
は
畿
内

周
辺
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
ぃ

こ
う
し
た
銭
の
価
値
を
み
て
お
こ
う
。
和
鋼
四

（七

一
一
）
年
で
は
、
和
銅
銭

一
文

（
一
枚
）
で
コ
メ

一
升
三
合

（約

一
・
七
２
）
を
買
う
こ
と
が
で
き
た
。
平

成
九
年
現
在
の
浅
科
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
米

一
十
二
合
の
価
格
は
約
九
四
●
円

（御
代

川
町
の
米
穀
店
調
べ
一
で
あ
る
の
で
、
和
銅
開
宝

一
枚
は
今
の

一
〇
〇
〇
円
く
ら

い
の
価
値
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る

　̈
い
さ
さ
か
余
談
め
く
が
現
在
の
占
銭
商
で
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第 3節 ムラの暮らし

取
り
引
き
さ
れ
る
和
銅
開
宝
の
値
段
は
良
品
で

一
枚
二
〇
万
円
、
千
年
の
時
を

へ

て
ず
い
ぶ
ん
骨
董
的
価
値
が
つ
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

和
銅
開
宝
発
行
の
お
よ
そ
五
十
年
後
の
七
六
〇
年
、
万
年
通
宝
が
発
行
さ
れ
る

と
、
そ
の
新
銭
の
価
値
は
和
銅
開
宝

一
〇
文

（枚
）
と
設
定
さ
れ
た
。
つ
づ
く
神

功
開
宝

（七
六
五
年
～
）
も
新
銭
と
し
て
万
年
通
宝
と
等
価
で
あ

っ
た
。
し
か
し

そ
れ
ら
の

一
〇
分
の

一
の
価
値
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
和
銅
開
宝
も
、
結
局
七
二
二

年
に
は
二
種
の
新
銭
と
等
価
に
す
る
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
貨
幣
が
鋳
造
さ
れ
始
め
た
当
時
に
あ
っ
て
も
、
早
速

「
私
鋳

銭
」
と
よ

ば
れ
る
ニ
セ
金
づ
く
り
が
横
行
し
た
。
政
府
は
ニ
セ
金
づ
く
り
の
首
謀
者
に
は
、

「斬
刑
」
と
い
う
首
切
り
に
あ
た
る
重
い
刑
罰
を
課
し
、
そ
の
家
族
も
島
流
し
な

ど
に
し
た
。
現
在
の
日
本
国
憲
法
で
は
通
貨
の
偽
造
も
し
く
は
変
造
は
無
期
ま
た

は
三
年
以
上
の
懲
役
と
な
っ
て
お
り

（刑
法
第

一
四
八
条
）
、
「斬
刑
」
と
な

っ
た

当
時
よ
り
は
軽
い
刑
罰
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

結
局
、
日
本
の
社
会
に
貨
幣
経
済
が
浸
透
す
る
に
は
、
大
量
の
輸
入
銭
が
入
っ

て
く
る
中
世
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
一　
古
代
の
災
害

天
仁
元
年
の
　

「近
日
、
上
野
国
司
が
解
状
を
進
め
て
云
ふ
、
国
中
に
高
山
在

浅
間
山
噴
火
　
り
、
麻
問
峯
と
称
す
、
而
る
に
治
暦
年
間
よ
り
峰
中
細
煙
出
で

来
り
、
其
後
微
々
な
り
。
今
年
七
月
二
十

一
日
よ
り
猛
火
山
嶺
を
焼
き
、
其
煙
天

に
属
し
、
砂
礫
国
に
満
つ
。
猥
儘
積
庭
国
内
田
畠
之
に
依
り
て
巳
に
以
て
滅
亡
す
。

一
国
災
未
だ
斯
の
如
き
こ
と
あ
ら
ず
。
稀
有
の
怪
な
る
に
よ
り
記
し
置
く
所
な
り

と
」平
安
時
代
の
右
大
臣
藤
原
宗
忠
は

『
中

右
記
』
の
な
か
に
、
右
の
よ
う
な
記
載

を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
上
野
国

（群
馬
県
）
の
国
司
か
ら
の
上
申
書
に
よ
る
も

の
で
、
要
約
す
れ
ば
、
「国
内
に
麻
間
峯

（浅
間
山
）
と
い
う
火
山
が
あ
っ
て
、
治

暦
年
間
よ
り
噴
煙
を
上
げ
た
が
、
そ
の
後
は
煙
も
少
し
に
な
っ
た
。
今
年

（天
仁

元
年
）
旧
暦
七
月
二
十

一
日

（新
暦
の
九
月
五
日
）
よ
り
猛
烈
な
噴
火
が
起
き
て

山
稜
が
焼
か
れ
、
そ
の
噴
煙
は
天
に
達
し
、
砂
礫
は
国
に
満
ち
、
火
山
灰
は
地
に

積
も
っ
て
田
畑
は
全
滅
し
た
。　
一
国
の
災
害
で
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
は
未
だ
か
つ
て

な
く
、
稀
に
み
る
怪
奇
現
象
と
し
て
記
し
て
お
く
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

浅
間
火
山
は
有
史
以
来
い
く
ど
と
な
く
噴
火
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
縄
文
時
代

で
は
お
よ
そ
八
二
〇
〇
年
前
、
五
四
〇
〇
年
前
、
四
五
〇
〇
年
前
に
軽
石
を
噴
出

す
る
噴
火
を
お
こ
し
、
古
墳
時
代
で
は
四
世
紀
中
ご
ろ
と
天
武
朝
の
六
八
五
年
に

も
噴
火
を
お
こ
し
た
ら
し
い
。
六
八
五
年
の
噴
火
は

『
日
本
書
紀
』
に
あ
る

「
信

濃
国
に
灰
が
降
り
草
木
が
み
な
枯
れ
る
」
と
い
う
記
載
か
ら
浅
間
の
噴
火
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
づ
い
て
平
安
時
代
の
天
仁
元

（
一
一
〇
八
）
年

。
大
治
三

（
一
一
二
八
）
年
、

鎌
倉
時
代
の
弘
安
四

（
一
二
八

一
）
年
と
噴
火
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
後
江
戸
時
代

天
明
三

（
一
七
八
三
）
年
の
噴
火
ま
で
小
規
模
な
噴
火
は
た
び
た
び
お
き
た
ら
し

い
。
大
治
三
年
の
噴
火
は
源
師
時
の
日
記

『長
秋
記
』
に
火
山
灰
が
降
っ
た
と
の

記
録
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
火
山
灰
も
群
馬
県
の
粕
川
村
な
ど
二
〇
か
所
以

上
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
弘
安
四
年
の
噴
火
は
そ
の
後
の
江
戸
時
代
に
平

田
篤
胤
の

『古
史
伝
』
に
記
さ
れ
て
い
て
、
後
に
述
べ
る

「浅
間
Ｂ
軽
石
」
や

「追

分
火
砕
流
」
が
こ
の
時
の
噴
出
物
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
今
日
で
は
支
持


